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　東京2020大会に向けて2014年に࢝まったスポーツ・フォー・トゥモロー
（SFT）は、スポーツを通じた国際協力・交流に関する׭民連携のネットワー
クを構ங・発展させつつ、204の国と地域の人々1
300万人Ҏ上にスポーツ
の価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広げてきました
（2021年9月末時点）ɻ

　スポーツ用具の提供等を通じ、子ども達がスポーツを楽しむ機会が増えましたɻ選手や指導者の育成
等を通じ、東京2020大会への参加につながったアスリートもいますɻまた、スポーツの普及だけでなく、
ҟなる民族の相ޓ理ղや女性のエンパワーメント、共生社会の実ݱ等、スポーツを通じたSDGsの目ඪ
達成にも貢献しましたɻ

　SFTの理念にごࢍ同いただき、SFTの推進に取り組んでいただいた、SFTコンソーシアムの会員のօ༷、
そして、関係された全てのօ༷に心よりँײ申し上げますɻ

　この7年の間、常に順෩ຬൕであったわけではありませんɻ特に、2019年末Ҏ߱の新型コロナウイ
ルスײછ症の世界的֦大のӨڹにより、国境を越える人の移動が੍限された݁Ռ、SFT事業のଟくが実
施ࠔ難なঢ়گにؕり、試行ޡࡨをॏͶながら続けた事業もありますɻ

　目ඪとしていた東京2020大会は、コロナՒにおける大会開催という非常にݫしいঢ়گにありました
が、関係のօ༷のごਚ力により、ແ事ऴྃしましたɻアスリートが、ࠔ難から立ち上がり、全力で競技
に௅んだ࢟そのものが、ޠらずともଟくの人々の心を動かし、ײ動をわかち合える機会を与えたのでは
ないかと思いますɻ日本はもとより世界中の人々が、スポーツが持つ、かけがえのない価値をվめてײ
じとったと֬信しておりますɻ

達がSFTという枠組みで実施してきた༷々な事業の成Ռや構ஙしてきたネットワークは、東京ࢲ　
2020大会のかけがえのないレガシーですɻࢲ達はこのレガシーをܧঝし、ポストSFTとして事業を展
開する考えですɻスポーツの力を信じ、օ༷とともに、Ҿき続きスポーツを通じた国際協力・交流に取
り組んでまいりますɻ

　2022年1月
スポーツ庁長׭

室෬　広治

ࣨ෬௕׭ϝοηーδ
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　2013年のオリンピック・パラリンピック競技大会の招கに際し、安ഒ総理（当時）は、「オリンピ
ックの੟火が2020年に東京へやってくるころまでには、൴ら（日本のए者）はスポーツのӻびを、
100を௒す国々で、1000万になんなんとする人々へ、௚઀届けているはずなのです」とड़べ、東京
2020大会に向けたスポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）の実施をએݴしましたɻ

　Ҏࢲ、ޙ達は、100カ国・1000万人Ҏ上を਺値目ඪにܝげ、׭民連携のオールジャパン体੍として
SFTコンソーシアムを構ஙし、①スポーツを通じた国際協力及び交流、②国際スポーツ人材育成拠点の
構ங、ᶅ国際的なアンチ・ドーピング推進体੍の強化支援という3つの活動ྖ域において事業を展開し
てきましたɻ

　この਺値目ඪは、SFTが࢝まった2年ޙの時点では100万人強にとどまりましたが、そのޙඈ༂的に
増加し、2019年9月末時点でこの目ඪを上回ることができましたɻ
　SFTコンソーシアムも大きく成長し、会員਺は2021年9月時点で459まで増えましたɻ会員は、政府・
政府関連機関のみならず、国内スポーツ関連団体、民間企業、NGO/NPO、大学、地方公共団体と෯広く、
会員間ではそれͧれの強みを活かした連携も進んでいますɻྫえば、開発途上国で支援活動を行ってい
るNGO/NPOや大学にスポーツ関係団体や民間企業がスポーツ用具を提供した事ྫがありますɻ

　この7年間で実施してきたSFT事業の਺は໿7
500件Ҏ上に上りますɻSFTは、ࠓや政府間交流にお
いてもॏཁなトピックのͻとつになっており、SDGsの目ඪ達成にも貢献していますɻ
　このように目ඪを達成し、大きな成ՌをあげてきたSFTですが、より認知度を向上させ、会員の活動
をさらに活性化させること等は、スポーツを通じた国際協力をޙࠓ展開していく上での教܇となりまし
たɻまた、SFT事業のଟくは招へいや派遣等による対໘での交流ですが、コロナՒで対໘での交流が੍
限される中で、よりޮՌ的な実施形ଶについてもݕ౼がඞཁですɻ

々のSFT事業の経験やSFTコンソーシアムのネットワーク、そしݸ達は、これまでに実施してきたࢲ　
てSFTを通して見えてきた成Ռや課題を東京2020大会のレガシーとしてܧঝし、ޙࠓ、ポストSFTと
して新たな目ඪをܝげ、国内外にスポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広
げてまいりますɻҾき続き、օ༷のご支援・ご協力をいただければ޾いですɻ

　2022年1月
スポーツ庁審議׭

੕野　๕ོ

͸͡Ίʹ
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　2013年9月アルゼンチン・ブエノスアイレスで開催されたIOC総会で、2020年の夏قオリンピッ
ク・パラリンピックの招கの最ऴプレゼンテーションで安ഒ内ֳ総理大ਉ（当時）はSFTの構૝を発表
したɻそこで東京が開催都市となり、SFTを着実に進めることは国際公໿となったɻ
　2014年8月、SFTを推進する׭民連携のネットワークとしてSFTコンソーシアムが設立され、2014
年度のऴྃ時点で運営委員会をؚめた全体での会員਺は53団体であったが、会員਺は2017年度まで毎
年໿100団体が加入し、2021年9月末には459団体となったɻ
　1000万人にスポーツの価値を届けるという目ඪについては、2015年度までの開࢝から2年間がऴ
ྃしたところで໿100万人と地道な活動をੵみॏͶ、2016年度からは毎年200万人を௒えたɻそして
2019年9月には1000万人の目ඪ਺を達成したɻ
　2020年には新型コロナウイルスײછ症の֦大により、東京2020大会の1年Ԇ期にともないSFTも1
年Ԇ長がܾまったɻまた、௚઀的な人のԟ来ができずに活動を実施するには難しいঢ়گにؕったɻそれ
でも会員は、オンラインを通じて国際貢献・交流活動を続けたɻ
　2021年には東京2020大会が開催され、SFTを通じて支援したアスリートも参加したɻ
　2022年3月Ҏ߱も、スポーツを通じた国際貢献・交流活動はムーブメントしてܧ続されるɻ

SFTͷ͋ΏΈ

2013年 IOC総会での安ഒ総理（当時）最ऴプレゼンテーションでの
SFTの公໿

SFT第1߸案件とし
てコートジボワール
での、安ഒ杯を開催

2014年

SFT第1߸案件　　　
SFTコンソーシアムの設立（8月）
年度末実੷　会員਺：53　　事業਺：1
053件
᧐益者਺：524
065人

2015年 会員਺：180　　事業਺：1
897件
᧐益者਺：1096
000人

学校体育カリキュラ
ムの国際展開に係る
学習指導ཁྖがカン
ボジアで認定

2016年

リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック競技大会
スポーツ・文化・ワールド・フォーラムの開催（10月）
年度末実੷　会員਺：296　　事業਺：2
866件
᧐益者਺：3
483
772人　

2017年

平ণオリンピック・パラリンピック競技大会
SFT認定事業へのスポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与の開࢝
年度末実੷　会員਺：380　　事業਺：4
002件　
᧐益者਺：6
643
308人

ླ໦前長׭によるス
ポーツ庁長ँײ׭ঢ়
授与

2018年 年度末実੷　会員਺：426　　事業਺：5
200件　
᧐益者਺：9
639
949人

2019年
ラグビーWC2019（9月～11月）
年度末実੷　会員਺：448　　事業਺：6
804件　
᧐益者਺：12
065
656人　2019年9月末1000万人達成

ウェビナーによる会
員カンファレンス

2020年

新型コロナウイルスײછ֦大によるオンラインによる活動
東京2020大会の1年Ԇ期に伴いSFTの1年Ԇ長がܾ定
年度末実੷　会員਺：458　　事業਺：7
408件　
᧐益者਺：12
463
944人

2021年

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
2021年9月末実੷　会員਺：459　　事業਺：7
537件
᧐益者਺：13
192
197人

SFTで支援したアス
リートの東京2020
大会への出場

2022年
2022年3月　SFTऴྃ
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දޠུ

英ޠུޠ 英 ޠ 日本ޠ
ACP Active Child Program アクティブ・チャイルド・プログラム
AFD Agence FranÇaise de DÉveloppement フランス開発庁
ANOC Association of National Olympic Committees 国内オリンピック委員会連合会
ICCE International Council for Coaching Excellence 国際コーチングエクセレンスධ議会
IF International Federation 国際競技連盟
IOC International Olympic Committee 国際オリンピック委員会
IP I�̼POSSIBLE アイムポッシブル
IPC International Paralympic Committee 国際パラリンピック委員会
IF International Federation 国際スポーツ連盟
JADA Japan Anti-Doping Agency 日本アンチ・ドーピング機構
JETRO Japan External Trade Organization　 日本貿易振興機構
JF Japan Foundation 国際交流基金
JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構
JOC Japanese Olympic Committee 日本オリンピック委員会
JPC Japanese Paralympic Committee 日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会
JSC Japan Sport Council　 日本スポーツ振興センター
JSPO Japan Sport Association 日本スポーツ協会

MINEPS
International Conference of Ministers and 
Senior Officials Responsible for Physical 
Education and Sport

ユネスコ・スポーツ担当大ਉ等国際会議

NADO National Anti-Doping Organisation 国内ドーピング防ࢭ機関
NCDA NSSU Coach Developer Academy 日本体育大学コーチデベロッパーアカデミー
NF National Federation 中央競技団体
NIFISA NIFS International Sports Academy 鹿屋体育大学国際スポーツアカデミー
NOC National Olympic Committee 国内オリンピック委員会
NPC National Paralympic Committee 国内パラリンピック委員会
RADO Regional Anti-Doping Organization 地域ドーピング防ࢭ機関
SDGs Sustainable Development Goals 持続Մ能な開発目ඪ
SFT Sport for Tomorrow スポーツ・フォー・トゥモロー

TIAS Tsukuba International Academy for Sport 
Studies つくば国際スポーツアカデミー

TICAD Tokyo International Conference on African 
Development　 アフリカ開発会議

WADA World Anti-Doping Agency 世界ドーピング防ࢭ機構
WMG World Masters Games ワールドマスターズゲームズ
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1

1
εϙʔπ・ϑΥʔ・τΡϞϩʔ

εϙーπɾϑΥーɾτΡϞϩー̍̍̍
1�1 εϙーπɾϑΥーɾτΡϞϩーͱ͸

　スポーツ・フォー・トゥモロー（Sport for Tomorrow: SFT）は、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会（東京2020大会）の開催国として、日本国政府が׭民協ಇで推進するスポーツを
通じた国際貢献・交流事業であるɻ世界のあらゆる世代の人々にスポーツの価値を伝え、オリンピッ
ク・パラリンピック・ムーブメントを広げ、スポーツの力でよりよい世界を作ることを目的としているɻ
2014年に開࢝し、当初は2021年3月末でऴྃ予定であったが、東京2020大会のԆ期によりSFTも一
年間Ԇ長となり、2022年3月末でऴྃとなるɻ
　SFTは、開発途上国を中心に100カ国Ҏ上・1000万人Ҏ上を対象に、スポーツを通じた国際協力・
交流、国際スポーツ人材育成、国際的なアンチ・ドーピングの普及・啓発を促進するものであるɻ
　SFTは、SFTコンソーシアム（SFTC）というネットワークで運営されているɻSFTCは、外務省やス
ポーツ庁を中心とした運営委員会と、SFTにࢍ同しスポーツを通じた国際協力・交流に携わる団体から
成るコンソーシアム会員によって構成されている（第2ষ）ɻ

1�2 �ͭͷ׆ಈྖҬ
　SFTの活動ྖ域は「スポーツを通じた国
際協力及び交流」「国際スポーツ人材育成
拠点の構ங」「国際的なアンチ・ドーピン
グ推進体੍の強化支援」の3つのபで構成
されているɻ世界的にも、ࠓまでにも༷々
なスポーツ国際貢献・交流の事業は行われ
てきたが、国際スポーツ人材育成事業とア
ンチ・ドーピング活動を一体として進める
スポーツを通じた国際貢献は新しい試みで
あるɻ

　ハード・ソフトの྆໘からスポーツを通じた国際協力及び交流を促進するもので、主に開発途上国を
対象とするɻ主な目的は、「スポーツの普及と国際競技レベルの向上」「スポーツの力で世界をมえる（平
和と開発）」「スポーツ交流を国民的な文化に」であり、実施されてきたݸ々の事業や活動のଟ਺を઎めるɻ
主な形ଶは、日本の体育教育の展開、スポーツ用品の提供、ボランティア・専門家等の人材派遣、海外
チームとの交流、セミナーや講習の実施、イベントやスポーツ大会・シンポジウムの開催、女性のスポ
ーツ参画に関する取組、スポーツの価値を伝えるマテリアルの普及、施設整備等ଟذにわたるɻ各国・
地域のスポーツの発展や振興、交流に関する活動が中心であるが、スポーツを通じた社会課題のղܾを
目指した活動も਺ଟく行われたɻ

スポーツΛ௨ͨ͡ٴྗڠࡍࠃͼަྲྀ

国ࡍεϙʔπ
ਓࡐҭ੒ڌ఺ͷ
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国ࡍతͳ
Ξϯν・υʔϐϯάਪਐ
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　国際スポーツ界における࣍世代のリーダーを育成するために、国内外のए者等を対象とした大学院修
士コースの開設と、日本文化やスポーツマネジメントなどを学べる୹期セミナーを開催したɻ
　スポーツ庁の「スポーツ・アカデミー形成支援事業」として、筑波大学、日本体育大学、鹿屋体育大
学にスポーツ・アカデミーを設ஔし、IOC委員など国際的に活༂する関係者を招くなどして、ক来的に
国際スポーツ界の֩となれるような人材を養成したɻ

　アンチ・ドーピング体੍が整っていない国に対して、「スポーツの価値」を基盤とした教育やアンチ・
ドーピング教育の実施を支援するため、公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構（JADA）が中心と
なり、人材育成支援、教育パッケージの導入・普及、国際セミナーの開催等を行ったɻ

1�� 100ΧࠃҎ্ɾ1000ສਓҎ্ͷ໨ඪୡ੒ͱ事業਺ʹ͍ͭͯ
　100カ国Ҏ上という目ඪは、JICA海外協力隊事業や外務省の在外公館を通じた事業により早期に達
成したɻSFTによって、国と国の関係だけでなく、民間企業やNGO/NPO法人、競技団体がどの国と
のつながりがあるのかが໌֬になったɻ
　1000万人Ҏ上という目ඪに関しては、日本人をআき、外国人を対象に᧐益者਺として実੷を೺Ѳし
たɻSFTは2014年から開࢝されたが、その年度末（2015年3月）時点では໿52万4千人、2015年末
（2016年3月）時点で109万人であったɻそのޙは毎年200万人を௒える増加となったɻ2019年9月
末で1000万人を௒え、2021年9月では1
319万人となったɻこのような大きなඈ༂を生んだ主な理由
は、学校体育カリキュラム支援や体育教員に対する能力開発支援を通じて、当֘国の学生਺・児童਺が
実੷対象となったことであるɻ特にJICAの貢献は大きく、JICA海外協力隊事業、技術協力、市民参加
協力事業等の෯広いスキームで関わり、1319万人のうち໿൒਺の᧐益者਺を担ったɻ
　᧐益者਺の地域別の内༁（2021年9月時点）は、アジアが56.6ˋɻ࣍いで、アフリカ（18.7ˋ）、
中南米（14.5ˋ）、Ԥ州（4.1ˋ）であるɻ

ஙߏ఺のڌҭ੒ࡐスポーツਓࡍࠃ

ԉࢧԽڧతͳΞϯν・υーϐϯάਪਐ体੍のࡍࠃ

೥౓ผの᧐ӹऀ਺ਪҠ
業શ体çΤϦΞຖの᧐ӹऀ਺ࣄ5'4
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　対象となる事業や活動は下記の表の通りであるɻ᧐益者は、研修会やイベントの参加者、指導やトレ
ーニングを受けた人々、スポーツ用品の提供による利用者等であるɻこのような௚઀的な対象者に加え
て、研修参加者がݱ地でワークショップを開催する等、波及ޮՌを໌֬にઆ໌できる場合に限り間઀的
な᧐益者਺も計上したɻ

　事業਺は、2021年9月末時点で7
537件であるɻ毎年800件から1
200件が実施されてきたɻ2019
年度は1
553件とଟくの事業が実施されたが、2020年度は新型コロナウイルスײછ症の֦大のӨڹで
下がり、599件であったɻ
　SFTは日本政府が主導するスポーツ国際貢献・交流プログラムであることから、政府事業やJICA、
JSCなど政府関連機関が実施する事業が9ׂҎ上を઎めるɻなお、これらの政府の事業にも、指導者の
派遣や、海外からの受け入れ、用具提供などで一般の会員団体が協力することもଟいɻまた、会員団体
が実施した認定事業も511件に上ったɻ
　事業実施਺の地域別の内༁は、アジアがଟく（32.6ˋ）、࣍いで、Ԥ州（18.1ˋ）、アフリカ（15.8ˋ）、
中南米（14.6ˋ）となるɻ
　実੷は、൒年ごとに、国・地域、᧐益者਺、プロジェクト実施਺を集計し、運営委員会でঝ認ޙに、
SFTホームページ等で公開したɻ

ର৅ͱͳΔࣄ業・׆ಈ

対象事業・活動 「100カ国Ҏ上・1000万人Ҏ上」の実੷に加ࢉされる人਺（᧐益者਺）（日本
人はআく）

指導者・コーチによる指導

外国人を対象とした授業、トレーニング、指導者講習などの実施（日本に海
外の人を招いて実施する場合と日本人指導者を派遣する場合の྆者をؚむ）ɻ
研修等参加者から研修ޮՌが波及すると໌֬にઆ໌できる人਺（その指導者
が߃常的に指導しているクラブ員や選手਺等）ɻ

スポーツ用品の提供 供与したスポーツ用品の利用者਺ɻ

海外チームとの交流 当֘選手と対戦/交流する選手਺、コーチ਺、会場の観客਺ɻ
強化を目的とした国際競技大会自体は認定しないɻ

イベント・大会の開催（日本・海外） イベント/大会の参加者਺、運営者਺、会場での観客਺ɻ

セミナーやフォーラム、
アウトリーチ等の開催

講師等の招へい参加者をؚむ、セミナーなどの参加者਺、運営者਺ɻ
当֘参加者、運営者がಘた知見、技術を௚઀的、間઀的にڗ受した者ɻ

スポーツの価値を伝える
マテリアルの普及

マテリアル/教材が௚઀的に提供された人਺ɻ
提供されたマテリアル/教材を࢖用し指導する、あるいは指導を受ける、また
は知見をಘる者ɻ

学校体育支援（カリキュラムվగ） 策定されたカリキュラム、教材で指導する教員਺ɻ
策定されたカリキュラム、教材で学習する生徒਺ɻ

೥౓ผのࣄ業਺ਪҠ
業਺ࣄ業શ体çΤϦΞຖのࣄ5'4
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　運営委員会団体の主な事業は下記の表の通りであるɻ

　スポーツ庁は、「戦ུ的ೋ国間スポーツ国際貢献事業」を通じて草の根レベルから競技力向上、国際
交流と෯広く事業を実施したɻまた、パラリンピック参加国・地域の֦大支援やSFTの活動ྖ域の2つ
目である「スポーツ・アカデミー形成支援事業」（第4ষ）、活動ྖ域の3つ目として、「国際的なアンチ・
ドーピング推進体੍の強化支援」（第5ষ）を実施したɻ
　外務省は、スポーツ外交推進事業を中心に、ແঈࢿ金協力事業、対日理ղ促進交流プログラム、在外
公館文化事業等においてスポーツに関連する事業を実施・推進したɻ
　国際協力機構（JICA）は、技術協力、JICA海外協力隊事業、市民参加協力事業等を実施したɻまた、
ホストタウン事業にも、アフリカや中南米など日本の自治体と関りがऑい地域に対して、在外拠点や
JICA海外協力隊員等が仲介し、マッチングを支援したɻ
　国際交流基金（JF）は、「アジア・市民交流事業」、「アジア・文化創଄協ಇ事業」、「アジア・市民交
流助成」及び「アジア・文化創଄協ಇ助成」などを通じて、東南アジアを中心にスポーツを通じた国際
交流事業を実施したɻ
　日本貿易振興機構（JETRO）は、アジアにおいて日本のスポーツ産業の海外への普及及びビジネス
展開支援を目的に“Japan Sports Showcase”と題して東南アジアにおいて広ใ展等を展開したɻ
　日本スポーツ協会（JSPO）は、韓国、中国、ロシア、ドイツとの交流事業、タイにおいて「アクティブ・
チャイルド・プログラム」を活用した子ども達の身体活動促進支援を実施したɻ
　日本スポーツ振興センター（JSC）は、スポーツ庁委ୗ事業「戦ུ的ೋ国間スポーツ国際貢献事業」
を2014年度より実施したɻJSCが独自に実施した事業もアジアのハイパフォーマンススポーツセンタ

運営委員会団体のࣄ業

運営委員会ʹΑΔओͳࣄ業

スポーツ庁

⿠戦ུ的ೋ国間スポーツ国際貢献事業（SFT）（実施団体：JSC）
⿠戦ུ的ೋ国間スポーツ国際貢献事業（パラリンピック参加国・地域֦大支援）（実施団体：日本
体育大学）

⿠スポーツ・アカデミー形成支援事業（実施団体：筑波大学、日本体育大学、鹿屋体育大学）
⿠国際アンチ・ドーピング強化支援事業（実施団体：JADA）

外務省 ⿠スポーツ外交推進事業
⿠スポーツに関連するແঈࢿ金協力事業、対日理ղ促進交流プログラム、在外公館文化事業等

国際協力機構
（JICA）

⿠技術協力
⿠JICA海外協力隊事業
⿠市民参加協力事業

国際交流基金
（JF）

⿠アジア・文化創଄協ಇ事業（柔道交流事業「日アセアン  JITA－KYOEI（自他共ӫ） PROJECT」、
サッカー交流事業「ASIAN ELEVEN」等）

⿠アジア・市民交流事業（マッチフラッグプロジェクト等）
⿠アジア・市民交流助成（日タイキッズラグビー交流、ジュニアユースサッカーフェスタ2016
インカンボジア等）

⿠アジア・文化創଄協ಇ助成（アセアン野球教室、日本・メコン自ด症レクリエーションとスポ
ーツフェスティバル等）

日本貿易振興機構
（JETRO）

⿠「Japan Sports Showcase」として日本のスポーツ産業の海外への普及およびビジネス展開支
援を目的に東南アジア各国で広ใ展やフェスティバルを実施ɻ

日本スポーツ協会
（JSPO）

⿠「日韓スポーツ交流」「日中スポーツ交流」「日韓中スポーツ交流」「地域交流（韓国、中国、ロシア）」
「日独スポーツ交流」
⿠タイにおけるJSPOが普及・啓発を進める「アクティブ チャイルド プログラム（Active Child 
Program：ACP）」を活用した子ども達の身体活動の促進支援

日本スポーツ振興
センター
（JSC）

⿠アジアスポーツ強化拠点連合（Association of Sport Institute in Asia: ASIA）におけるコン
グレス開催、グローバルコーチカンファレンスの実施

⿠toto助成におけるスポーツ国際交流などの支援
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ーのネットワークによる事業や、toto助成におけるスポーツ国際交流に関するイベントを通じてSFTプ
ログラムの一環として実੷計上されたɻ
　日本オリンピック委員会（JOC）、は、主に他の団体が行う海外のトップアスリートやコーチへの支
援において、国内の中央競技団体（NF）をؚめた関係団体との調整、IOCとの調整を担ったɻ
　日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会（JPC）もJOCと同༷に、各団体やIPCとの調
整を担ったɻ加えて、IPCや他のSFTC運営委員会団体と協力し、パラスポーツ体験イベントやコー
チングクリニック等の༷々なプログラムを実施したɻߋにはIPCが開発したパラリンピック教材の
I`mPOSSIBLE の教員研修をIPCと協力し国内外に展開したɻ
　筑波大学は、スポーツ・アカデミー形成支援事業を実施する3大学の中心として、スポーツ・オリン
ピック学修士課ఔを設ஔし、国際スポーツ界のリーダーを育成したɻ
　東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（東京2020組織委員会）、ラグビーワ
ールドカップ2019組織委員会（RWC2019組織委員会）、ワールドマスターズゲームズ2021関西
（WMG2021関西）が運営委員であることで、SFTCがそれͧれの大会とつながりを持つことができたɻ
各組織委員会にはレガシープランがあり、国際協力・交流に関するものがؚまれるɻそれらを通じてス
ポーツの価値をあらゆる世界に人々に伝えられたɻ

　認定事業とは、会員が実施する事業で、申請に基づき、運営委員会がঝ認するɻ実施ޙには「ݱ地関
係者からのコメント」、ࣸਅや関連WEBサイトの৘ใを加え、SFTのホームページで活動レポートとし
てࡌܝされる（ࣸਅ）ɻ認定事業を実施する会員は、会員団
体のWEBサイト、SNS、チラシ等において、SFTロゴ・SFT
આ໌文・認定事業文ݴのࡌܝ、活動時にバナー（横断ນ）ܝ
出をしているɻ
　認定事業の件਺は、2016年度と2017年度がピークであ
ったɻ2020年度は、新型コロナウイルスײછ症֦大のӨڹ
を受け、8件となったɻ実施されたエリア（大陸）は、アジ
アがଟく、࣍いでヨーロッパ、中南米、アフリカという順で
あるɻ
　認定事業も、༷々な団体同士の連携で実施されているɻ
2021年9月末までに実施された認定事業の計511件の内、
383件が連携によって実施され、そのうちの191件が会員間
の連携によって実施されたɻ
　また、認定事業の໿8ׂについて競技の分
ྨができたが、その中でଟいスポーツはサッ
カー、続いて「柔道・武道・剣道」、野球、卓球、
「ランニング・マラソン・駅伝」であったɻ

会員団体ʹΑΔࣄ業ɿೝఆࣄ業

ೝఆࣄ業のࣄ業਺のਪҠ

国内スポーツ関連団体 民間企業 NPO/NGO等
地方公共団体 大学 その他 ྦྷੵ
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εϙーπɾϑΥーɾτΡϞϩーɾ
コンソーシアム

̎̎̎
　SFTは、SFTコンソーシアム
（SFTC）という団体のネットワー
クにより実施されたɻ世界を見回し
てもスポーツ国際貢献・交流プログ
ラムにおいて、།一（ユニーク）な
実施体੍であるɻ
　SFTCは、運営委員会とSFTのझ
同した会員によって構成されࢍにࢫ
るɻ2014年8月に発足し、2021年
9月末時点で運営委員会13団体と会
員446団体の計459団体となるɻ
　コンソーシアム会員は、基本的に
は国内の組織で、スポーツ関連団体、
NGO/NPOなどの非営利組織、民
間企業、大学、地方自治体などの団体で構成されているɻ
　SFTは会員に対してิ助金を支څする੍度はなく、会員は年間අなどのコンソーシアム会員であるこ
とのඅ用ෛ担はないɻ会員は、組織の規໛などでの区別はແく平等であるɻ
　会員は、SFTのホームページやSNSにおいて、SFTに関連する活動の৘ใ発信や協力ґཔを会員間メ
ーリングリストで事務局を通じて展開がՄ能となるɻまた、会員データベースのӾཡ、会員カンファレ
ンスや交流会を通じたネットワークの֦ॆなどがՄ能となるɻ

2�1 ӡӦҕ員会ʹ͍ͭͯ
　2014年8月のコンソーシアム立ち上げ当初の運営委員会は、文部科学省（2015年10月からはス
ポーツ庁）、外務省、日本スポーツ振興センター（JSC）、日本オリンピック委員会（JOC）、日本パ
ラスポーツ協会日本パラリンピック委員会（JPC）、日本アンチ・ドーピング機構（JADA）、筑波大
学、東京2020組織委員会、国際協力機
構（JICA）、国際交流基金（JF）の10
団体であったɻ2015年に日本体育協
会（ݱ日本スポーツ協会、JSPO）、ラ
グビーワールドカップ2019組織委員会
（RWC2019組織委員会）が加わったɻ
また、2016年には日本貿易振興機構
（JETRO）と、ワールドマスターズゲー
ムズ2021関西組織委員会（WMG2021
関西組織委員会）が加わったɻなお、

国಺εϙʔπ
ؔ࿈団体

地ํެڞ団体/(0�/10

େֶ ຽ間ۀا

ίϯιーγΞϜ会員

運営委員会

ہ຿ࣄ
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RWC2019組織委員会は、2020年3月でղࢄのため、2021年9月末時点で運営委員会は13団体で構
成されているɻ
　運営委員会は࢛൒期ごとに開催され、SFTに関する方向性のݕ౼、新規会員の入会審査とঝ認、認定
事業申請の審査とঝ認、᧐益者਺などの実੷の֬認とঝ認、会員カンファレンスの内༰ݕ౼を行うɻ議
長はスポーツ庁、෭議長は外務省、事務局はJSCが担当したɻなお、新型コロナウイルスײછ症֦大の
Өڹにより、2020年からはオンラインで開催しているɻ

2�2 コンソーシアム会員ʹ͍ͭͯ
　コンソーシアムの会員となるには、SFTのझࢫにࢍ同した組織が申請し、運営委員会のঝ認ޙに入会
となるɻ審査基準は「スポーツ国際貢献に関する活動実੷・支援実੷」「スポーツ国際貢献に関するݱ
在の取組・ޙࠓの予定」「SFTCに提供することができるスポーツ国際貢献に関する৘ใ」のいずれかに
合கすればよいɻ

会員団体਺ʢྦྷ計ʣ
2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2021/9

運 営 委 員 会 10 12 12 13 14 14 13 13
スポーツ関連団体 25 57 85 113 127 135 138 140
民 間 企 業 2 35 73 96 104 113 121 123
N G O / N P O 11 45 70 83 98 101 101 98
地 方 自 治 体 1 7 24 38 41 42 42 42
大 学 4 10 18 21 23 23 23 23
そ の 他 0 2 12 17 19 20 20 20

合　　計 53 168 294 381 426 448 458 459

　会員は、スポーツ関連団体、NGO/NPO、民間企業、大学、地方自治体などの団体で構成されるが、
スポーツ関係団体、中でも中央競技団体（NF）がଟいɻNFは、指導者/コーチ、審判/レフリーによる
指導や、選手間の交流、アンチ・ドーピングをؚめた競技大会の開催支援、用具の提供、組織運営など
の支援を行うɻスポーツ関係団体には、地域のスポーツクラブやチームの参加もあったɻユースや子供
たちの交流を中心とした活動を行うɻ一部のプロチームは、サッカーやラグビー教室など、ݱ地の子供
たちに指導するɻ
　民間企業は、௚઀事業を実施することもあるが、スポーツ団体やNGO/NPO、大学が行う事業の支援、
用具の提供や、ݱ地のマラソンや駅伝大会などのスポンサーシップをؚめた支援を行うɻ一部上場企業
から中小企業もଟく参加しているɻ中小企業も各国とつながりや分野などそれͧれの強みを生かした活
動を行うɻ
　NPO/NGOでは、野球やサッカーなど競技の普及や交流が中心の団体と、国際協力や交流事業の活
動の一つとしてスポーツを取り入れ実施する団体があるɻޙ者は、難民キャンプでのスポーツを通じて
相ޓの理ղ促進や、治安のѱい地域に運動会種目の大縄跳びやボール送りなどを行い、協調性やチーム
ワーク、仲間を思いやる心を育むことを目指すɻ
　大学では、海外からのチームを受け入れ、海外遠征などの学生の交流活動が中心であるが、指導者が
海外の選手や指導者への指導を行う場合もあるɻ大学は人材だけではなく施設もؚめてݯࢿを有してお
り、海外からの受け入れについても中֩的な໾ׂとなるɻ専門家・研究者として、ݱ地シンポジウムで
の講演、体育教員の能力開発支援やカリキュラム੍作やվగ支援に携わることもあるɻ中には、大学生
が開発途上国の子供たちを対象としたスポーツを活用した取組をも行うɻ
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　自治体は、マラソン大会など地域のスポーツイベントにଟくの海外からの参加者があり、それに付ਵ
して国際交流イベントも実施しているɻ地域のスポーツ協会も国際交流イベントを実施し、市民と海外
の人々との交流を促進しているɻ東京2020大会にむけてのホストタウン事業に関連して自治体も国際
交流に取り組むɻ

2�� 会員ΧンϑΝϨンεɾ会員ަྲྀ会ͳͲͷΠϕンτʹ͍ͭͯ

会員ΧϯϑΝϨϯス2018の༷ࢠ

　会員カンファレンスは、2018年度をআき毎年1回開催したɻ主な目的は会員のSFTの理ղ促進、運
営委員会団体との意見交換、交流であるɻ各回の開催時の内༰や参加者਺は、下記の表の通りɻ

会員ΧϯϑΝϨϯス
日にち 内　༰ 参加団体਺

2015年3月25日 文部科学省事業આ໌、外務省事業આ໌、認定事業આ໌、HP、データベース、
会員֦大のઆ໌、会員による活動ใࠂ、࣭ٙ応౴ 30団体 62名

2016年3月9日
スポーツ庁審議׭プレゼン「ޙࠓのSFTの活動方਑」
外務省人物交流室長プレゼン「スポーツ外交推進事業における事業紹介」
パネルディスカッション「SFTCを通じたスポーツ国際貢献」　

88団体 181名

2017年7月5日
スポーツ庁審議׭プレゼン、外務省人物交流室長プレゼン「2016年度総括
と2017年度方਑」
スポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与式

134団体 248名

2018年7月9日

スポーツ庁審議׭「2017年度総括と2018年度方਑」
スポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与式
分科会「人材活用・マネジメント」「ࢿ金調達・マネタイズ」「広ใ・メディ
ア連携」

110団体 206名

2019年12月9日

100ϱ国Ҏ上1000万人の目ඪ達成
スポーツ庁審議׭プレゼン「2018・2019年度総括とSFTCの成Ռについて」
スポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与式
3団体プレゼン（RWC2019、JICA、広島大学）「SFTが創଄した2020レガ
シーとはʁ」

55団体 131名

2021年3月17日
オンライン開催

スポーツ庁審議׭プレゼン「2020年度の総括と2021年度に向けて」
スポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与式
国連広ใセンター所長基調講演「スポーツを通じたSDGs推進」　
パネルディスカッション「スポーツを通じた社会課題のղܾについて」

77団体 159名

2022年1月26日
ハイブリッド形式

（会場ʴオンライン）

スポーツ庁審議׭「2014年からの総括」
スポーツ庁長ँײ׭ঢ়授与式
IOC会長・IPC会長によるビデオメッセージ
シンポジウム「SFTのレガシーとこれからのスポーツ国際協力・交流」

98団体　228名
（会員団体・一般）

会員ΧϯϑΝϨϯス
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　会員のモチベーションアップをਤるため、2017年より認定事業を実施した中から選ばれた団体に対
してスポーツ庁長ँײ׭ঢ়を授与しているɻ選定に関しては「クリーンでフェアな世界」「持続Մ能で
境に強い世界」「ଟ༷性をଚॏする世界」というテーマへの貢献、「最もଟくの᧐益者の創出」に貢献ٯ
した団体をスポーツ庁が選び、授与式を会員総会で行ったɻࠓまで受賞した団体は一ཡの通りであるɻ

スポーツி௕ँײ׭ঢ়त༩ࣜʹ͍ͭͯ

ঢ়त༩ࣜʢ201�೥�݄ʣँײ ঢ়त༩ࣜʢ2018೥�݄ʣँײ

ঢ়त༩ࣜʢ2019೥9݄ʣँײঢ়त༩ࣜʢ2021೥3݄ʣँײ

ঢ়त༩ࣜʢ2022೥1݄ʣँײ
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௕ँײ׭ঢ়त৆団体Ұཡ
対象期間 カテゴリー 団　体ˎ プロジェクト

認定事業受付開࢝～
2017年3月末

クリーンでフェアな
世界 国際武道大学、セノー株式会社 カンボジアにおける運動会・体育・

スポーツ支援活動
持続Մ能でٯ境に強
い世界

NPO法人ネパール野球ラリグ
ラスの会 ネパール震災復興支援野球大会

ଟ༷性をଚॏする世
界

公益財団法人日本卓球協会、株
式会社アシックス、日本卓球株
式会社

モンゴルスペシャルオリンピックス
卓球代表チームへの競技環境支援

最大᧐益者の創出 公益財団法人日本ラグビーフッ
トボール協会

World Rugby & Asia Rugby 
Performance Development 
Workshop

2017年4月～
2018年3月

クリーンでフェアな
世界

特定非営利活動法人グローバ
ル・スポーツ・アライアンス
（GSA）

ケニアにおえるܧ続的な運動会の実
施、スポーツを通じた環境教育

持続Մ能でٯ境に強
い世界

特定非営利活動法人難民を助け
る会（AAR　Japan）

ウガンダ北部の南スーダン難民居住
地における教育支援

ଟ༷性をଚॏする世
界

特定非営利活動法人モンキーマ
ジック

ケニアでの盲学校生徒を対象とした
クライミングクリニックの開催

最大᧐益者の創出 太陽インダストリーアフリカ アスリート留学生プロジェクトなど
ҟ分野間の連携モデ
ル

一宮町サーフィン業組合、株式
会社商船三井、一宮町

Surf for Smile　南アフリカにサー
フボードを送るプロジェクト

2018年4月～
2019年9月

クリーンでフェアな
世界

浦和レッドダイヤモンズ株式会
社

浦和レッズ　ハートフルサッカーin
アジア

持続Մ能でٯ境に強
い世界

公益社団法人シャンティ国際ボ
ランティア会

2018年ウンピアム難民キャンプサ
ッカーフェスティバル

ଟ༷性をଚॏする世
界 公益財団法人ジョイセフ

ザンビアにおける思春期の女性を対
象にしたスポーツを通じたエンパワ
メントプロジェクト

最大᧐益者の創出 ミズノ株式会社
対ベトナム社会主義共和国初等義務
教育ミズノヘキサスロン運動プログ
ラム導入普及促進事業

2020年4月～
2021年2月

新しい発૝・工෉で
オンラインでの支援 NPO法人全国ラジオ体操連盟 ペルー体育教師等向けのラジオ体操

オンライン講習会

同上
クラーク記念国際高等学校横浜
キャンパスグローバルスポーツ
専攻

オンラインUNDOKAI

2017年10月～
2021年9月

7年間で最ଟの認定
事業を行った団体 株式会社サニックス 実施大会਺25件

ˎ授賞時点における団体名শ

　会員カンファレンスとは別に、会員間の交流や৘ใ交換を目的に会員交流会を年1回開催したɻ当初
は4ຢは5のブースに分かれ、会員団体によるプレゼンテーションを行っていたɻそのޙは、各団体で
紹介デスクを開き、会員同士が௚઀、࿩をする機会を持てるようにしたɻ
　会員交流会は東京での開催となることから、地域分科会を、札幌（1回）、大阪（2回）で開催したɻߋには、
2015年と2016年には、「開発と平和のためのスポーツ国際デー」に合わせてシンポジウムを開催したɻ

会員ަྲྀ会ʹ͍ͭͯ
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会員ަྲྀ会の༷ࢠ

会員ަྲྀ会ɺ地Ҭ෼Պ会ɺγϯポδ΢Ϝ
日にち 内　༰ 参加者਺

2015年4月
開発と平和のためのスポー
ツ国際デーシンポジウム

文部科学省・外務省ѫࡰ、青年海外協力協会・東京2020組織委員会プ
レゼン、北ᖒ氏講演、パネルディスカッション ໿170人参加

2015年9月18日
第1回SFTC交流会

4ブースによる同時ฒ行のプレゼンテーション（17団体がプレゼン）
「SFTC設立1周年を振りฦって」ɻパネルディスカッション 67団体 174名

2016年4月6日
第2回開発と平和のための
スポーツ国際デー記念シン
ポジウム

スポーツ庁によるSFTのઆ໌
JSCによるIDSDPとSFT
パネルディスカッション

280名

2016年12月5日
第2回　SFTC会員交流会

5つのブースに分かれ、各ブースでは５つの団体が20分間のプレゼンɻ
ブースは①物ࢿ支援・スポーツ交流、②アジア地域での活動、ᶅイン
クルーシブ・障がい者スポーツ、ᶆスポーツコンテンツ、ᶇ国内機関ɻ

74団体 180名

2016年12月8日
分科会「北海道スポーツ国
際交流ワークショップ」

リソースのચい出しと共有
࿩題提供
提供できるリソースの発表（民間）
自治体によるޙࠓ実施したいスポーツ国際交流事業

18団体 32名

2018年3月6日
第1回SFTC地域分科会
in関西

活動紹介（会員8団体）（未会員団体2団体）
ネットワーキングセッション 23団体 34名

2018年12月11日
SFTC交流会2018

団体紹介デスク（31団体）
共通プログラム「それͧれのアクション「スポーツ͇SDGs」」 73団体 184名

2019年2月13日
第2回SFTC地域分科会
in関西

キーノートスピーチ「WMG2021関西の取り組みとレガシー」（WMG 
2021関西）、「関西におけるSDGsの取り組みについて」（JICA関西）
小グループディスカッション

20団体 34名

2020年6月10日
オンライン開催 ウィズコロナ/ポストコロナの活動アイデアの共有 41名

2021年2月16日
オンライン開催

「連携」「つながり」をテーマに5団体によるプレゼンテーションと、グ
ループディスカッション 41名

2021年7月19日
SFT Talks＆会員交流会
オンライン開催

スポーツ国際開発とダイバーシティ＆インクルージョン～LGBT2ʴイ
ンクルーシブを考える～ 15団体 18名
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2�� 会員ؒͷ࿈ܞʹ͍ͭͯ
　SFTコンソーシアムという׭民協ಇのネットワークを通じて新たな連携が生じたɻ外務省が実施した
難民・ආ難民キャンプへの中古のスポーツ用具の支援に、会員向けのメーリングリストを活用してݺび
かけると、ࠓまで外務省とのつながりがなかったNGO/NPOや地域のスポーツクラブである会員がサ
ッカーボールなどを提供したɻ会員にとっても、外務省の支援に関与することで独自にはできなかった
国際貢献に関与することができるようになったɻ
　SFTの3つの活動ྖ域の連携も行われたɻJADAは、NF、自治体、大学などのଟくの会員と連携し、
i-PLAY TRUEを実施したɻまた、教育パッケージの活用を会員団体の活動でも実施したɻSFTの3つの
活動ྖ域として、JADAとTIASや日体大・鹿屋体育大学と連携し、アカデミー事業においてアンチ・
ドーピングの教育パッケージを活用した取組を行った（ৄࡉは第5ষ）ɻ
　会員同士の連携もあるɻ国際武道大学は（26ページ事ྫ3）、大学としてカンボジアの小学校へ運動
会の開催を長年支援していたが、SFTが࢝まり、株式会社セノーからの用具支援をಘることで活動が広
がったɻアサツーディ・ケイが全国ラジオ体操連盟と連携して、ホノルルマラソンのイベントで、「ラ
ジオ体操第一」の英ޠ൛とハワイޠ൛で実演し、2016年の大会の前々໷祭では5
000人一同がラジオ
体操を行ったɻ競技団体から提供されたシューズやユニフォームを、開発途上国の草の根で活動してい
るNPOなどがݱ地の人々に౉したɻ国内における外国人向けのイベントにも他の会員にݺび掛けるこ
ともしたɻSFTコンソーシアムを通じて、この༷なきめのࡉかい支援がՄ能となったɻ
　事務局は、上ड़の会員交流会に加えて、会員向けのメーリングリスト、SNSなどを通じて、会員が実
施するイベントや事業に関して、参加のݺびかけ・協力者募集を行い、会員間の連携を促進したɻニュ
ースレターでは、会員が申ࠐみできる助成金（国際交流基金事業の各種スキーム、日本国際協力システ
ムNGO支援事業）を紹介したɻ
　このような活動のੵみॏͶにより、1ষの認定事業にて記ࡌの通り、認定事業511件の内、191件が
会員同士の連携によって実施されたɻ

2�� ͍ͯͭʹใ޿
　国際スポーツ界、SFTの事業対象となる各国政府、日本国内の関係者を主な対象とし、SFTの活動や
成Ռをホームページ、SNS、レポート、ө૾を通じて伝えたɻ東京2020大会の政府主催のレセプショ
ンをはじめとして、国際会議や国際
スポーツイベントに関連してSFTの
ө૾やレポートを活用して、SFTの
着実な実施を世界に示したɻ
　SFTが開࢝した2014年にロゴを
ܾ定し、ホームページ（࢑定൛）を
立ち上げ、日本ޠと英ޠの小࡭子を
作成したɻ2015年にホームページ
を本֨Քಇさせたɻホームページは
日本ޠ・英ޠで੍作したɻトップペ
ージだけであるがフランスޠも加え
たɻホームページ本֨Քಇに合わせ
てFacebookやTwitterも開設し、 4'5Ϩポーτ201�çදࢴ 4'5Ϩポーτ2020çදࢴ
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紹介用のө૾も੍作したɻ
　2017年よりSFTレポートを作成し、2018年、2019年、2020年とߋ新したɻ2017年൛と2018年
は国内向けのઆ໌ࢿ料として作成した経Ңもあり、日本ޠ൛のみであったが、2019年8月൛はSFTの
成Ռ発信のҐஔづけとして、日本ޠ൛と英ޠ൛を作成したɻ英ޠ൛レポートは2019年のオリンピック・
パラリンピック団長会議等で഑෍されたɻまた、2019年൛のレポートにはIPCパーソンズ会長からの
メッセージ、2020年൛レポートにはIOCバッハ会長のメッセージがࡌܝされた（本ใࠂॻ100ページ）ɻ
なお、྆会長は2022年1月に開催したSFTの最ऴシンポジウムにもビデオメッセージを提供したɻ
　国内外のイベントにおいてブースを出展したɻ国内においては、グローバルフェスタJAPAN（2015
年、2018年）、スポーツ祭り（2018年）、青山スポーツフェスタ2017等にブース出展したɻ海外では、
MINEPS ᶜ（ロシア）、日ASEANスポーツ大ਉ会合（ミャンマー）、世界女性スポーツ会議（ボツワナ）
において出展したɻまた、スポーツアコードコンベンション（タイ）ではJSCのブーススペースを活用
したɻ
　2018年に東京で開催されたANOC総会においてSFTC事務局としてブース出展したɻ横浜で開催さ
れた第7回アフリカ開発会議（TIACD7）においては、事務局はじめアフリカに関係する会員団体がブ
ース出展したɻなお、JICAは、TICAD7のサイドイベントで世界ۜ行、フランス開発庁（AFD）とシ
ンポジウムを共催し、開会ѫࡰでスポーツ庁長׭がSFTを紹介した（19ページ）ɻこれらのブース出展は、
国際会議において日本政府が行うSFTのઆ໌をิ׬し、関係者のSFTに対する認ࣝをਂめるものであるɻ
　2019年の1000万人の目ඪ達成の際には、リリースを഑信したɻIOCホームページ、オリンピック
メディアの一つである“insidethegames”、平和と開発のためのスポーツにおいて世界的なネットワ
ークの中心でもある“sportanddev.org”でも記事がࡌܝされたɻ
　2017年より日本スポーツ協会（JSPO）が発行する「Sport Japan」においてSFTの活動をࡌܝし
た（1/2ページ）ɻ発行部਺（ִ月）は19万部Ҏ上であることから、日本の各地域のスポーツ関係者に
伝೻することができたɻ
　SFTの֓ཁのө૾を2015年に、SFTの成Ռをとりまとめたө૾を2020年に作成したɻ日本国政府
を通じて、東京2020大会で来日した各国スポーツ大ਉなど各国政府関係者を中心に上өされたɻ障が
い者スポーツに特化したパラスポーツө૾も2021年に੍作したɻө૾は、SFTのホームページ・SNS、
運営委員会や会員のホームページやSNSを通じて֦ࢄしたɻパラスポーツө૾は、IPCやAPCのホーム
ページにもࡌܝされたɻ

੒Ռൃ৴ө૾ ύϥスポーツө૾

　国内における認知度向上を目指し、ஶ名なアスリートからのメッセージをホームページにࡌܝ、SNS
で展開したɻ令和3年9月では、合計93名のメッセージがࡌܝされているɻまた、日本バドミントン協
会の協力により「BADMINTON 4 TOMORROW」では中古用具の収集、海外への寄贈を目的とし、
トップアスリートを活用したプレゼントキャンペーンを実施ɻ選手のファンといった新しい૚にSFTを
ૌٻしたɻ
　ஶ名なアスリートも事業に関わっているɻオットーボックが実施したランニングクリニックには、パ
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ラリンピックロンドン大会において100Mで金、リオ大会
では走り෯跳びで金のポポフ選手が指導したɻまた、日本
のパラアスリートである山本選手も一緒に指導したɻ（ࣸ
ਅ：前ྻにポポフ選手と山本選手）
　JADAが実施した“PLAY TRUE Relay”では、フラン
ス柔道のリネール選手をはじめ、国内外のஶ名なアスリー
トがメッセージを発信しているɻ
　元埼玉西武ライオンズの岡本ಞ志氏はミャンマーで子ど
も達に野球を指導し、元ガンバ大阪キャプテンの໦場ণ༤
氏（Japan Dream Football Association（JDFA）代表）
はアセアンにおいて子ども達にサッカーを指導するɻラグビー元日本代表の向山ণ利氏（子どもスポー
ツ国際交流協会代表）がタイと日本の子ども達のラグビー交流を行うɻ

Ԭຊಞࢯࢤɿ4'5$ࣄ຿ہ企ը
PMBZFST�GPS�5PNPSSPXΠϯλϏϡー

+%'"໦৔ণ༤ࢯ

　2020年は、新型コロナウイルスײછ症֦大のӨڹもあり、ੵۃ的な広ใ発信は難しいঢ়گであったɻ
2021年、特に東京2020大会期間中は、運営委員会や会員を通じて作成したө૾の展開、大会に参加
するࠓまで支援したアスリートのインタビューをホームページやSNSにࡌܝするなど成Ռ発信の活動を
行ったɻ

ΦοτーϘοΫϥϯχϯάΫϦχοΫ
લྻʹポポϑબखͱࢁຊબख
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˔�+BQBO 4QPSUT 4IPXDBTF
実施団体：日本貿易振興機構（JETRO）

　日本貿易振興機構（JETRO）は日本のスポーツ産業の海外への普及及びビジネス展開支援を目的に
「Japan Sports Showcase」と題して東南アジア各国においてҎ下の各種事業を実施したɻ

1� +BQBO 4QPSUT 4IPXDBTF JO .ZBONBSʢϛϟϯϚー・ωϏυーʣ
開࠵期間：2017年10月9日～11日
開֓࠵ཁ：「第1回日ASEANスポーツ大ਉ会合」のซ催イベン
トとして、スポーツ庁と連携してASEAN各国のֳ྅や実務者
等に対して日本のスポーツ関連製品・サービス等のPRを行う
ことを目的に実施したɻ
　日本国内のスポーツ関連団体・企業17社・団体が出展し、
パネル展示・ө૾放ө等を通じてPRを行ったɻスポーツ大ਉ
会合ऴྃޙ、日ASEAN各国のスポーツ大ਉ・ڃ׭࣍をܴえ、
水落හӫ文部科学෭大ਉ、ミントゥイ・健康・スポーツ大ਉ（ミ
ャンマー）、コープカン・観光・スポーツ大ਉ（タイ）など各
国関係ཁ人に௚઀PRしたɻその他にも各国実務関係者等、3日
間で໿300人が来場したɻ
Ճ者ͷ੠ࢀ
　スポーツ政策に携わるASEAN各国に対して日本のスポーツ
産業の強みを௚઀PR出来る機会となったɻASEAN各国のཁ人
に௚઀PRでき、وॏな機会となったɻ

2� ใలJOδϟΧϧλʢΠϯυωγΞɿδϟΧϧλʣ޿௕ण߁݈
開࠵期間：2018年3月3日～3月4日
開֓࠵ཁ：インドネシア・ジャカルタのݱ地大型ショッピングモールにて、日本の健康関連製品・サー
ビスをݱ地ফඅ者向けに紹介する「健康長ण広ใ展inジャカルタ」を開催したɻ
　会場内に健康長ण・スポーツ関連製品・サービスの展示エリアを設ஔ、53社・団体が出展したɻ
　また、会場内に体験型イベントを行うステージを設ஔɻ日本
からフリースタイルフットボール世界大会༏উ者やBMXフラ
ットランド第一人者によるパフォーマンス、岡山シーガルズ
によるバレーボール体験、ラグビーワールドカップ2019日本
大会を見ਾえた流通経済大学選手らによるラグビー教室等も開
催し、会場を੝り上げたɻJリーグクラブ大宮アルディージャ
によるキックターゲットイベントには、ݱ地の子どもたち໿
1
200人が参加したɻ
に会場内で「スポーツ・フォー・トゥモロー」、東京都にߋ　
よる障害者スポーツ普及啓発ө૾やJリーグ等のPR動画を放ө
し、来場者した໿13万人に日本のスポーツコンテンツを発信
したɻ
Ճ者ͷ੠ࢀ
　出展者から「ޙࠓ進出をݕ౼している国でݱ地ফඅ者に௚઀
触れながら市場調査ができる機会は非常にوॏɻޙࠓもੋ非参
加したい」など好ධをಘたɻ

֓ཁ

ྫࣄ
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3� ୈ�ճδϟύϯ・ϕτφϜ・ϑΣスςΟόϧʢϕτφϜ・ϗーνϛϯʣ
実施期間：2019年1月19日～20日
開֓࠵ཁ：ベトナム最大の日越交流イベント「ジャパン・ベトナム・フェスティバル(Japan Vietnam 
Festival in Ho Chi Minh City)」において、体験型広ใイベント「Japan Sports Showcase」エリ
アを設ஔし、スポーツ関連事業を行う13社・団体が出展したɻ製品等展示の΄か、パネル、ө૾放ө、
出展者ディレクトリーの഑෍等を通し、日本の༏れたスポーツ関連の製品、サービス、自治体の取組を
紹介ɻラグビーワールドカップ2019のPR展示も行ったɻ
　また、川崎フロンターレ、コンサドーレ札幌のコーチをݱ地派遣し、来場者向けにミニサッカー教室
やキックターゲットを開催した΄か、ヘキサスロン（ミズノ）、空手（ルネサンス）などの体験講座を
実施したɻJapan Sports Showcaseには໿1万7
000人が来場したɻ
੒Ռ
　NHK国際放送局「Imagine-Nation」(2019年2月13日放送)：イベント全体の༷子やミズノの「ヘ
キサスロン」を紹介ɻ

4� ୈ6ճδϟύϯ・ϕτφϜ・ϑΣスςΟόϧʢϕτφϜ・ϗーνϛϯʣ
実施期間：2019年1月19日～20日
開֓࠵ཁ：前年同༷、「ジャパン・ベトナム・フェスティバル(Japan Vietnam Festival in Ho Chi 
Minh City)」において、「Japan Sports Showcase」エリアを設ஔし、スポーツ関連事業を行う17社・
団体が出展したɻ
　ミズノ（子供向け運動プログラム「ヘキサスロン」）、ジリリタ（平ײߧ覚を養う「スラックレール」）
等の体験イベントには໿400人が参加したɻ同エリアには໿3万人が来場したɻ
੒Ռ
　出展したラグビーワールドカップ2019組織委員会によれば、ベトナムからの大会公式サイト訪໰が
最高਺を記࿥するなどインバウンドにも貢献したɻ

�� ใలJOϚχϥʢϑΟϦϐϯ・Ϛχϥʣ޿௕ण߁݈
実施期間：2019年3月9日～10日
開֓࠵ཁ：フィリピン・マニラのݱ地大型ショッピングモールにて、日本の健康関連製品・サービスを
地ফඅ者向けに紹介する「健康長ण広ใ展inマニラ」を開催したɻݱ
　会場内に健康長ण・スポーツ関連製品・サービスの展示エリアを設ஔ、40社・団体が出展したɻ
　また、会場内に体験型イベントを行うステージを設ஔɻ日本からフリースタイルバスケットボール、
BMXスラットランドの第一人者を招いたパフォーマンス、岡山シーガルズによるバレーボール体験等
も開催したɻߋに会場内で「スポーツ・フォー・トゥモロー」や「武道ツーリズム」、ラグビーワール
ドカップ2019日本大会等のPR動画を放өし、来場者した໿3.3万人に日本のスポーツコンテンツをૌ
したɻٻ
Ճ者ͷ੠ࢀ
　出展企業からは「予૝Ҏ上にଟくの来場者にPRができ、大ม有意義なイベントだった」、「フィリピ
ンの人の健康意ࣝの高さがײじられた」などのコメントがଟく寄せられたɻ
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˔スポーツ・จԽ・ϫーϧυ・ϑΥーϥϜ
開࠵日ɿ����೥��݄��ʙ��日ɹɹ開࠵地ɿ日ຊɹɹࢀՃ国ɿ��Χ国
　ラグビーワールドカップ2019、東京オリンピック・パラリンピック競技大会、ワールドマスターズ
ゲームズ関西等に向けて、観光とも連動させつつ、スポーツ、文化、ビジネスによる国際貢献や有形・
ແ形のレガシー等について議࿦、৘ใ発信し、国際的な機運を高めるためのキックオフイベントとして
の国際会議が、2016年リオ大会௚ޙの10月に、京都と東京で開催されたɻ東京会場では、໿70カ国
のスポーツ大ਉ等が参加するスポーツ大ਉ会合を開催ɻ各国大ਉとの3つのセッション（第1セッショ
ン「開発と平和のためのスポーツ」、第2セッション「万人のスポーツへのアクセス」、第3セッション「ス
ポーツ・ インテグリティのอ護」） を実施したɻ日本政府は、議長サマリーとして、スポーツの力で未
来の社会をมえていくという 「未来のためのスポーツ（＝Sport for Tomorrow）」 の運動を進めて行
くことを提ݴしดນしたɻ

˔�ୈ6ճ Ϣωスί・スポーツ୲౰大ਉ等ࡍࠃ会ٞʢ.*N&P4 7*ʣ
開࠵日ɿ����೥�݄��ʙ��日ɹɹ開࠵地ɿϩγΞɹɹࢀՃ国ɿ���Χ国
　第6回 ユネスコ・スポーツ担当大ਉ等国際会議（MINEPS：International Conference of 
Ministers and Senior O⒏cials Responsible for Physical Education and Sport）がロシアのカザ
ンにて開催されたɻ日本政府からは、2016年10月に開催した、スポーツ・文化・ワールド・フォーラ
ムの成ՌやSFTの具体的な事ྫについて、国連の「持続Մ能な開発目ඪ（SDGs）」及びカザン行動計
画の政策߲目と関連付けをしながら紹介したɻ日本政府の取り組みは、政府がリーダーシップを発شし
展開するアジア地域におけるユニークな好事ྫとしてUNESCO事務局より支持をいただいたɻ

˔ୈ̓ճ ੈքঁੑスポーツ会ٞ
開࠵日ɿ����೥�݄��ʙ��日ɹɹ開࠵地ɿϘπϫφɹɹࢀՃ国ɿ��Χ国
　第7回 世界女性スポーツ会議がボツワナのハボローネにて開催されたɻ日本政府からは、女性のリー
ダーシップというテーマのもとで、国際的な動向を౿まえながら、日本政府の取り組み及びスポーツ
庁の政策を紹介したɻそして、これらの取り組みが、国連のSDGs目ඪ5「ジェンダー平等社会の実ݱ」
の推進に寄与すること、加えて女性スポーツの発展がスポーツそのものの価値を高めることをઆ໌したɻ

˔೔"4&"N スポーツ大ਉ会߹
ୈ�ճ 開࠵日ɿ����೥��݄��日ɹç開࠵地ɿϛϟϯϚʔ（ωʔϐʔυʔ）
ୈ�ճ 開࠵日ɿ����೥��݄��日ɹç開࠵地ɿϑΟϦϐϯ（Ϛχϥ）
ୈ�ճ 開࠵日ɿ����೥��݄��日ɹςϨϏձٞ（ٞ௕国�γϯΨϙʔϧ）
/"&Ճ国ɿ"4&"/��Χ国ɺ"4ࢀ ͼ日ຊٴہ຿ࣄ
　第1回 日ASEANスポーツ大ਉ会合の開催Ҏ߱、ASEANス
ポーツ五カ年計画やSDGs、MINEPSの成Ռ文ॻであるカザ
ン行動計画への貢献を念಄においた日ASEAN間のスポーツ
協力について議࿦をܧ続ɻその一環として日本政府からは、
ASEAN諸国におけるSFTの具体的な取組や経験を共有し、
各国からは、これまでのSFTをؚむ日本の協力に対するँײ
の意が示されるとともに、さらなる協力促進への期待が伝え
られたɻ

ྫࣄ
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˔�ୈ�ճΞϑϦΧ։ൃ会 ʢٞ5*$"%�ʣαΠυΠϕϯτ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

開࠵日：����೥�݄��日　　開࠵地：日ຊ
　第7回アフリカ開発会議（TICAD7）が横浜
で開催されたɻTICAD（Tokyo International 
Conference on African Development）は1993
年に日本が立ち上げたアフリカ開発に関する国際会
議であるɻ7回目となった本会議のサイドイベント
には、SFTC 会員がブース出展などで関わったɻま
た、国際協力機構（JICA）、世界ۜ行、フランス開
発庁（AFD）は「アフリカの開発にՌたすスポー
ツの໾ׂ」と題したシンポジウムを共催ɻ開会ѫࡰ
ではスポーツ庁長׭が「スポーツ・フォー・トゥモ
ロー」事業について紹介したɻパネルディスカッションを通して、女性、難民、障害者などの社会参加
のツールとしてスポーツのもつ෯広いՄ能性について࿩し合われ、スポーツがアフリカの開発に大きく
貢献することを֬࠶認したɻ


"$*+	ߏػྗڠࡍࠃ�˔ͱϑϥϯス։ൃி	"'%
ͱの連ܞΠϕϯτ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

　JICAとフランス開発庁(AFD)は、2019年の第7回アフリカ開発会議（TICAD7）でのサイドイベン
ト「アフリカの開発にՌたすスポーツの໾ׂ」をܖ機に、スポーツ分野における連携を推進ɻ2020年
1月にパリで開催されたJICAとAFDによるリトリートでは「スポーツと開発」が連携分野の一つとな
ったɻޙࠓも2021年開催の東京オリンピック・パラリンピック競技大会から2024年のパリ大会に向
けて「スポーツと開発」におけるレガシーをҾきܧぐべく連携していくこととなっているɻ
　2020年11月にはAFDが主催する開発ۜ行サミットにて、特別イベント「スポーツと開発」が開催
され、北岡৳一JICA理事長と北京オリンピックۜメダリストで国際フェンシング連盟෭会長、日本フ
ェンシング協会会長（当時）の太田༤و氏がビデオメッセージ
を寄せたɻイベントではAFDリウ総ࡋやパリ2024オリンピッ
ク・パラリンピック大会組織委員会エスタンゲ会長、IOCバッ
ハ会長などもビデオメッセージを寄せたɻまた、IOC、IPC、
ドイツ国際協力公社（GIZ）、西アフリカ開発ۜ行（BOAD）、
全米バスケットボール協会（NBA）アフリカ・リーグから関
係者がొஃし、それͧれの立場から「スポーツと開発」のॏཁ
性について発ݴɻまた、同サミットにおいてWEB上のプラッ
トフォーム「Sport en Commun」が紹介されたɻこれはス
ポーツを通じ、アフリカにおいて持続Մ能な開発目ඪ（SDGs）
達成に向けて取り組む人や団体のネットワーキング促進を目的
としたもので、JICAも2021年4月に加盟しているɻ
　2021年7月にはSDGsの目ඪ5「ジェンダー平等」に向けて
全ての人々のエンパワメントを実ݱする「平和を目指す全ての
世代のためのフォーラム」(Generation ERuality Forum)を
開催ɻこの中でJICAとAFDはスポーツ分野におけるジェンダ
ー平等に向けたมֵを加଎し、スポーツ活動において女性にも
平等な機会提供を目指す事を֬࠶認したɻ

ྫࣄ
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εϙーπΛ௨ͨ͡ٴྗڠࡍࠃͼަྲྀ̏̏̏
　SFTの3つの活動ྖ域の中で「スポーツを通じた国際協力及び交流」は、「スポーツの普及と国際競技
レベルの向上」「スポーツの力で世界をมえる（平和と開発）」「スポーツ交流を国民的な文化に」を目的
（SFTホームページでࡌܝ）に、各事業や活動のଟくを઎めるɻ
　会員団体が実施した事業や活動はଟذにわたるが、本ใࠂॻでは下記のように分ྨするɻただし、分
ྨを横断する事業や活動もଟくあるɻ

　3-1　スポーツの普及、日本スポーツ文化の展開
　3-2　開発と平和のためのスポーツ
　3-3　スポーツ国際交流
　3-4　学校体育
　3-5　国際競技レベルの向上

　実施団体は基本的には全ての運営委員会・会員団体に関わるɻまた、3つの活動ྖ域の他の「国際ス
ポーツ人材育成拠点の構ங」（4ষ）、「国際的なアンチ・ドーピング推進体੍の強化支援」（5ষ）を実施
した筑波大学、日本体育大学、鹿屋体育大学、JADAも連携して実施する場合もあるɻ
　なお、JICAは、分ྨを横断して事業を実施しているɻ全ての分ྨに関係するJICA海外協力隊員を派
遣し、技術協力においても体育科教育普及（ミャ
ンマー）、平和構ங（南スーダン、ボスニア・ヘ
ルツェゴビナ）、学校体育および障害者スポーツ
をテーマとした研修と༷々な支援を実施してい
るɻ
　100カ国・地域、1000万人Ҏ上という਺値目
ඪのଟくは「スポーツを通じて国際協力及び交
流」で実施されたɻまた、持続Մ能な開発目ඪ
（Sustainable Development Goals：SDGs）
の達成にも貢献するɻ

��1 εϙーπͷීٴɺ೔ຊεϙーπจԽͷల։
　各国におけるスポーツの普及に関するཁ請に応えるため、競技の普及、指導者の育成、運動プログラ
ムの展開、用具支援をؚめたスポーツ環境整備など༷々な取り組みが行われたɻ特に開発途上国では、
障がい者スポーツもؚめଟ༷な競技に触れる機会が๡しいことからも、指導者育成、ݱ地のNFの組織
能力強化や੍度もؚめた支援がٻめられており、それらのニーズに応えるため、日本の知見やコンテン
ツを提供したɻ
　JSPOは、日本で普及・啓発を進める「アクティブ・チャイルド・プログラム（Active Child 
Program: ACP）をタイのスポーツ関係団体と連携し、タイで子ども達の身体活動促進に協力している
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（事ྫ1）ɻJICA海外協力隊事業（事ྫ2）では、体育・スポーツ隊員のみならず、他の職種で派遣され
た隊員もスポーツに関わる活動をしたɻSFT事業開࢝（2014年）Ҏ߱は体育・スポーツ隊員のഒ増計
画に基づき、体育・スポーツ隊員の新規派遣を81名（2012年度）から256名（2019年度）に増加し
たɻちなみにJICA海外協力隊発足当初（1960年代）から2021年3月末までに29職種4
650名の体育・
スポーツ隊員を派遣しているɻ

　競技の普及においては、野球はଟくの会員団体
がアフリカやアジアに野球を広める活動を行っ
たɻその際には、野球を通じて相手をଚॏする心
など、୯に競技の普及にとどまらない活動を行っ
ているɻファンケルなど用具の支援もおこなって
いるɻ長年ネパールを支援したNPO法人日本ア
ジア球友団ラリグラスは、グランド建設も実施し
た（ࣸਅ）ɻ用具支援では、日本卓球連盟や日本
バドミントン協会も開発途上国を中心に用具支援
を行ったɻ

　日本のスポーツ文化の展開に関しては、生֔ス
ポーツ、スポーツ・フォー・オール（万人のため
のスポーツ）、健康促進につながるようにラジオ
体操や運動会などが行われたɻラジオ体操連盟
は、ペルーを対象にオンラインイベントを実施し
ており、またブラジルでは日ܥ人のݱ地ラジオ体
操連盟へ指導するなど、日本の健康プログラムを
展開しているɻ

　運動会はଟくの会員が実施したɻ運動会は、身体を動かす楽しさや仲間と協力することの楽しさを子
供たちが理ղすることを目指すɻݱ地の教員がそ
の意ਤを理ղし、׌つݱ地教員によってܧ続され
ることが大切である（事ྫ3）ɻ

　「アジアの障害者活動を支援する会（ADDP」
は長年ラオスで、障がい者スポーツの前ஈとして
ユニバーサルスポーツの普及に取り組んでいる
（コラム）ɻ支援した選手の中から、東京2020大
会にも出場したɻ
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�ྫࣄ 1

˔ΞηΞϯॾࠃʹ͓͚Δスポーツਪਐݙߩ
実施団体：公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

　日本が有する生֔スポーツ推進のノウハウを、アセアン諸国のニーズを౿まえ提供することを通して、
年齢・性別・競技レベルに関係なく、ଟくの市民が活動に参加できる生֔スポーツの基盤づくりに協力
し、アジア全域のスポーツ環境の整備とॆ実・発展にࢿすることを目的として実施しているɻ
　2017年に行ったアセアン諸国のスポーツ৘੎等の調査を౿まえ、2018年からは、タイのスポーツ
関係団体をパートナーとし、日本スポーツ協会（Japan Sport Association:JSPO）が普及・啓発を進
める「アクティブ・チャイルド・プログラム（Active Child Program:ACP）（஫1）」を活用した子ども
達の身体活動の促進に協力しているɻ
（஫1）ACP：子どもたちが༷々な運動遊びを通して、楽しく、ੵۃ的に体を動かす中で、発達ஈ֊に応じて身につけ
ておくことが๬ましい動きを習ಘすることができるプログラムɻ少しの工෉で༷々なՄ能性が広がる運動遊びの紹介
や、身体活動のॏཁ性や子どもたちへの指導法・指導技術などのノウハウなどを੝りࠐんでいるɻ

　JSPOでは、1991年からアジア地域における青少年スポーツの普及・振興をਤることを目的に、青
少年スポーツ指導者等を招聘し、日本における青少年スポーツ活動のঢ়گ等に関する研修を実施してき
たɻ同研修は、2016年までに計26回を実施し、アセアン諸国を中心に合計1
500名を௒える参加者が、
日本とアジア各国・地域におけるスポーツ振興ঢ়گ等を学び、参加者間のネットワークを構ஙするなど、
一定の成ՌをՌたしたɻ
　その研修成Ռを౿まえ、2017年からは、アセアン諸国との関係強化およびアジア全域のスポーツ環
境の整備とॆ実・発展にࢿすることを目的に、JSPOが有する生֔スポーツ推進のノウハウを活用した
協力・支援事業へ発展的展開し、2018年からはタイをパートナーとし、ACPを活用した共同事業を進
めることとなったɻ

　タイと共同事業を開࢝したഎܠには、世界的に໰題視されている青少年の運動ྔのݮ少があるɻタイ
では、日本と同༷に人々の生活スタイルや幼少期の遊びがม化したことにより、青少年における身体
活動のݮ少や、組織化されたスポーツへのภりによる青少年の自由遊びの不足が໰題視されているた
め、それらの課題ղܾに向けてタイ国内の団体が༷々な取組みを行っているɻそこで、ACPをタイで
普及することを通して、タイの青少年における身体活動や自由遊びの໰題をղܾできるのではと考え、
タイスポーツ局（Sports Authority of Thailand:SAT）、タイ健康増進財団（Thai Health Promotion 
Foundation:Thaihealth）、マヒドン大学人口社会研究所（Institution for Population and Social 
Research
 Mahidol University:IPSR）と協力し、ACPを活用した子ども達の身体活動の促進に取り組
んできたɻ

　タイとの共同事業の初年度の2018年には、タイのスポーツ関係者を日本に招聘し、ACPの֓ཁの紹
介やACP実ફݱ場の視察を行った΄か、タイからのཁ
๬を受け、バンコク市内にて教員やスポーツ指導者を対
象にACP講習会を実施したɻ

　2019年には、先ड़のタイでのACP講習会に参加した
教員やスポーツ指導者が、SATが主催するサマーキャン
プ（஫2）にてACPを実ફすることとなり、໿500名の
青少年がACPを体験したɻ
（஫2）タイの夏ٳみ期間にあたる4月に、青少年世代（6ࡀ～
400
ఔ度）最大1ࡀ15人ఔ度を対象にෳ਺種目のスポーツ体
験・教室等を展開するプログラムのこと

֓ཁ

活動・事業内容
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　さらに、ThaihealthおよびIPSRがطに取り組んでいた「Active School Project」にJSPOが加わり、
「THAI-ACP」として共同開発を行うことがܾまり、バンコクおよびノンタブリーの合計9校の小学校を
パイロット校に指定しパイロットプロジェクトを実施したɻ本プロジェクトは、各学校からパイロッ
トプロジェクトのリーダーとして選定された「教員アドバイザー」が、THAI-ACPの֓念、実ફ的な技
術、知ࣝを習ಘしたうえで、໿4か月間、小学1から6年生を対象にACPを実ફさせるという内༰であるɻ
プロジェクト実施前ޙの児童の体力ଌ定データや活動ྔをTHAI-ACP実施グループと非実施グループで
ൺֱしたところ、THAI-ACP実施グループでは学校にいる時間の身体活動ྔが増加した΄か、立ち෯跳
びの݁Ռでは、THAI-ACP実施グループに໌らかな༏Ґ性が見られ、身体能力向上にも໾立ったことが
分かったɻまた、児童とともに活動することを教員に促したことで、身体的な݁Ռのみならず、教員と
児童の関係にもྑいӨڹを及΅したɻ総じて、3か月間の本プロジェクトを通して、THAI-ACPが児童
および教員にとって身体的、ਫ਼神的に非常に有意義であることが分かり、参加した学校の教員からも高
ධ価をಘているɻ

　2020年には、タイのスポーツ関係者が訪日し、これまで྆国で進めてきた事業の成Ռや課題を共有
するとともに、タイの子どもたちが楽しく体を動かすための具体的な協力内༰等について協議を行い、
SATでのACPを活用したޙࠓの事業計画案や、ThaihealthおよびIPSRが2019年に実施したパイロット
プロジェクトの݁ূݕՌなどの発表を౿まえた意見交換を行ったɻ

　さらに、これまでのタイとの連携によって作り上げてきた「THAI-ACP」
モデルを教材化することとなり、およそ1年かけて、タイ൛ACP教材
（THAI-ACP Guidebook）をタイޠで作製したɻ当初の計画では、྆国
の関係者が定期的に日本とタイをԟ来し、具体的なݕ౼を進める予定であ
ったが、新型コロナウイルスײછ症のӨڹにより、オンライン会議に切
りସえ協議をॏͶた末、2021年3月に׬成、発行することができたɻ教
員やスポーツ指導者が、子どもたちに運動遊びを指導する際の理࿦や実
ફに໾立つ内༰をࡌܝしており、タイの子どもたちにೃછみのある運動
遊びの紹介も入れるなどして工෉したɻݱ在、IPSRのタイ身体活動知ࣝ
開発センター（Thailand Physical Activity Knowledge Development 
Centre:TPAK）のホームページ上でデジタルブックとして公開され、タ
イ国内での活用が進んでいるɻ

ύΠϩοτϓϩδΣΫτࢀՃߍͷ؅ཧ者
　னٳみや放課ޙに身体を動かし遊ぶことへの児童の意ࣝが高まり、スマートフォンの࢖用や座りっͺ
なしの時間をݮらすことにも繋がったɻTHAI-ACPは、児童の身体的・知的能力を向上させるだけでな
く、青少年の社会性や৘緒的の向上にも໾立ち、児童が空き時間を利用して運動することを促すことに
繋がったɻ
ύΠϩοτϓϩδΣΫτࢀՃߍͷڭһΞυόΠβʔ
　児童の中には、普ஈは人と࿩したり、遊んだりすることが少ない子もいるが、THAI-ACPを通して、
内ؾでແ口な児童もੵۃ的になり、社交的になることができたɻさらに、チームでの活動は達成ײやت
びをより大きくし、児童がتぶ࢟を見ると、教員もخしくなったɻ児童は、ޓいへのؾ഑り、チームと
してリードし、フォローする方法、考えを共有しチームでܾ定する方法、チームワークを実ફする方法、
協調性を高める方法などを学んだと思うɻ
　THAI-ACPでॏཁなポイントは、タイの伝ঝ遊びを活用して、児童の外遊びや、友達と遊ぶことの興
ຯをܹࢗすることできることだと考えるɻTHAI-ACPでは、これまでの世代において、児童の心身の発
達にޮՌが高いとされる運動遊びやエクササイズの手法を取り入れ、それらをݱ代化して活用しているɻ

者の声܎ؔ
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˔ΠϯυωγΞͰのΞーςΟスςΟοΫスΠϛϯάࢦಋ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

2019年度1࣍隊　アーティスティックスイミング　小野　঵子
所ଐ：国家青年スポーツ委員会　南スラウェシ支部
活動場所：南スラウェシ州アーティスティックスイミング代表チーム

　2019年9月に南スラウェシ州代表チームのコーチと
してෝ೚ɻ10代の選手を中心としたएいチームに基礎
指導をపఈすることで競技力を向上させるとともに、
チームワークや目ඪに௅戦し続ける大切さを伝えたɻ
2020年3月に新型コロナウィルスのӨڹにて一時ؼ国
したが、オンラインツールを活用しトレーニングをܧ続ɻ
他国の選手と合同練習を行うなど、競技を通じ選手達に
༷々な経験機会を提供したɻ

　10代の選手が中心のएいチームでのんびりとしたง
ғؾだったが、指導する中で選手間に競૪意ࣝがժ生え
はじめ、取組࢟੎がม化したɻ体調管理にؾを遣う選手も増えたɻ

　自分自身が日本式の指導をインドネシア人に伝えるにあたり、日本で指導している際にはؾがつけな
かった日本のྑさも֬࠶認できたɻまた、インドネシア人の考え方から学ぶこともଟくあったɻスポー
ツを通じた国際貢献には人と人を繋͗、相ޓ理ղをਂめる力があるɻこの繋がりを一ա性のものとせず、
ঝすることがSFTのレガシーへと繋がるɻܧ

˔ωύーϧͰϘονϟのී׆ٴಈ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

2017年度1࣍隊　障害児・者支援　ઙ見　໌子
所ଐ：ネパールスポーツධ議会内ボッチャ協会

　ボッチャを通して障害児・者への教育とスポーツの機
会提供֦大を目的とし、楽しみながら身体機能อ持や向
上をਤると共に、健常者との交流機会֦大に携わったɻ

　໿1年൒८回し続けた学校では、先生や障害を持つ子
供たちがボッチャのルールを理ղし楽しめる༷になっ
たɻボッチャを通じて表৘が豊かになった人、自ら創意
工෉をして上手くなろうとする人などੵۃ性が高まった
のを実ײしたɻॏ度の障害を持った方が「ボッチャを知
った事で人生がมわった」とر๬を持ってくれた事が一൪خしかったɻ

　ネパール国内でボッチャボールを生産することによりネパール人でもߪ入できる価֨帯でより༰易に
ボールが手に入るようになったɻ活動を通じてナショナルレベルの選手指導を経験し、国レベルの大会
運営の際は首相・大ਉと࿩すというوॏな機会をಘたɻ
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˔ೆถϖϧーͰのॊಓࢦಋ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

2016年度1࣍隊　柔道　岩Ӭ　ݑ門
所ଐ：体育庁（IPD）　アレキバ支部
活動場所：ݱ地クラブ・盲学校・小学校・大学等

　クラブや盲学校・小学校などで競技力向上及び普及活
動を実施ɻঢڃ・ঢஈ試験の実施、大会・イベントの開
催、スペインޠのࢿ料作成に貢献ɻ഑ଐ先Ҏ外でも体育
庁、ペルー日ܥ人協会、リマ大学で指導ɻ

　柔道を通じてਫ਼神的・೑体的成長がଟくの生徒から見受けられたɻクラブからペルー代表強化指定選
手をଟ਺ഐ出、好成੷を࢒したɻ14都市が参加するTRASANDINOS大会では代表؂ಜとして参加、男
女総合部門で2連೼し੹೚をՌたしたɻ13ࡀҎ下のパンアメリカン大会では女子ʴ52kgڃにて3Ґ入
賞、14ࡀ15～ࡀクラスでは－66kgڃにて準༏উという݁Ռを࢒したɻؼ国ޙにはJICA事業の一環と
して、ペルーで指導をした視覚障害の生徒を講道館（ݱ在の職場）に招聘し、東京国際視覚障害者柔道
選手権大会及び国際合宿に参加ɻそのޙこの選手はペルー開催のパラパンアメリカン競技大会にてペル
ー視覚障害者柔道選手初となるಔメダルを֫ಘɻ東京2020パラリンピック競技大会の柔道競技－81ᶵ
にも出場ɻڃ

　このೋ年間で子供たちの成長していく࢟をたくさん見届けて、日本とはҟなる環境での活動・生活か
ら自身も成長したɻ特に子供たちからは指導者として教えたҎ上に学びをಘたɻ視覚障害、ダウン症や
自ด症などの子供たちにも柔道を教えることができ、൴らと向き合う中で柔道の持つଟ༷なՄ能性をײ
じることができたɻ大切なことは、৘熱と愛৘をもち、全力で生徒一人一人と向き合うことだと学んだɻ

˔ύϥΦͰのδϜ・τϨーφー
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

2016年2࣍隊　体育　ી根　ਅٷ 
所ଐ：Koror State Government Sureor Fitness Gym 
活動内༰：ジム・トレーナー 

　健康増進を目的としフィットネスジム内では利用者にト
レーニングメニュー、エクササイズプログラムを企画・実行したɻジム利用者਺の増加に向けてอ健省
と合同で女性を対象とした8ि間のエクササイズプログラムを実施したɻまた、JICAの20周年イベン
トにおいてwalk for lifeを企画、参加者の体力調査を行って健康増進を試みたɻ

　ジムの利用者は当初月985名（内女性：282名）が、月1467名（内女性：542名）と大෯に増えたɻ
子供を対象に放課ޙプログラムで小学生に体育指導を5か月間、出ுエクササイズプログラムを6か月
間実施したɻ 

　利用者の増加によりパラオの課題である生活習׳病予防が期待できるɻまた、隊員の活動の成Ռによ
り、プログラムのためにジムの利用཰が高まり、ジムのվ修の機運が高まっているɻી根隊員は出ுエ
クササイズプログラムや小学校での指導をܧ続しており、ޙࠓはパラオ人のトレーナーがジム外で活動
することを促進し、認知度を向上させたいɻ
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˔ΧϯϘδΞʹ͓͚Δ運ಈ会・体ҭࢧԉ׆ಈ
実施団体：国際武道大学

実施期間（᧐益者਺）：
　①2016年2月19日～3月2日（669人）
　②2017年2月17日～3月1日（590人）
　ᶅ2018年2月25日～3月9日（1976人）
　ᶆ2019年2月19日～3月4日（878人）
実施地域：プレア・シハヌーク州　カンボジア王国
実施組織（協同組織）：国際武道大学（セノー株式会社、プレア・シハヌーク州小学校教員養成校）
、地実施機関： オーチュラウ小学校、アヌワット小学校、プサールー小学校、フンセンカオン小学校ݱ

モノロム小学校、ドンボスコホテルスクール

　本事業は、本学の集中授業「スポーツマネージメント実習」をཤ修した学生達が、カンボジア王国
のプレア・シアヌーク州小学校教員養成校（Preah Sihahuk Province Primary Teacher Training
College：PTTC）の学生達と共に、同州内の小学校における運動会の実ફを通して、児童に運動の楽
しさや仲間と協力し合うتびを伝える活動であるɻこの活動では、運動会の開催をܖ機として体育を小
学校教育のカリキュラムに定着させることを目ඪに、PTTCの学生に運動会の種目と体育の୯元を連動
させる意義を理ղし実ફしてもらうことを目的としたɻ
　同州内の೶ଜ部では、体育がੵۃ的に実施されていない小学校がଟ਺あり、日本人学生とPTTCの学
生が協力し、運動会の開催を通して運動習׳の少ない児童に運動の楽しさを提供したɻ一方、体育が実
施されている小学校では、運動会の種目を授業に取り入れることで、その成Ռを運動会で൸露できる連
動性を、ݱ職の小学校教員に理ղしてもらう切っ掛けとしたɻ

　実際の運動会では、玉入れ、障害物競૪、大玉సがし、台෩の目といった日本では定൪の種目や、世
界遺産アンコールワットのレリーフにもあるߝҾきなどを実施したɻ運動会を開催した全ての小学校
で、児童達の「クロホーム・スースー！（੺組ガンバレ！）」「キエウ・スースー！（青組ガンバレ！）」
と大きな声援がඈびかっていたɻそんな声援の中「モイ、ピー、モイ、ピー（いち、に、いち、に）」
と掛け声をかけながら一生ݒ命に競技している児童の࢟に、日本人学生やPTTCの学生、そして小学校
の先生も大いに੝り上がったɻ

　体育支援の活動では、PTTCの学生に日本人学生が作
成した学習指導案や運動指導ॻ、運動会の運営マニュア
ルを഑付したり、体育実技の動画を഑信したりして、体
育と運動会の連動を促すアイデアを提供したɻこの運動
指導ॻは「幼少期に身につけたい36の基本動作」から
30の動作を選୒し、同国の小学校の施設や設備、用具
や道具の課題を考ྀして作成されているɻまた、体育実
技の動画では、運動指導ॻの内༰を基盤に、動作をৄし
くઆ໌し運動の流れが分かりやすく伝わるように工෉さ

れたɻݱ在、໿110本の動画がYouTubeにアップロードされ、カンボジア人がࡧݕしやすいようクメ
ールޠでのタイトルを付けてあるɻ

　本事業には、2016年から4年間、セノー株式会社༷よりߝҾき用のߝやバドミントンネット（ソフ
トバレーボール݉用）、サッカーゴールネット等をご提供いただき、ݱ地での運動会や課外活動で活用
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したޙ、それͧれの小学校や小学校教員養成学校、また、ݱ地でスポーツ交流を実施した職業܇練校な
どに寄贈させていただいたɻ

　2016年までの運動会では、日本人学生が主導して運営がおこなわれていたが、2017年にはPTTCの
校長から「うちの学生達にも運動会をやらせてみたい」とのཁ๬があり、PTTCの学生達が主体となっ
て運動会を開催するようになるɻPTTCの学生たちは、これまでの運動会のサポートを通して、日本人
学生の行動をྑく観察していたようで、学生同士でコミュニケーションを取りながら十分にຬ足ができ
る運動会の運営がおこなえたɻཌ年には、日本人学生がؼ国したޙにも、PTTCの学生達だけで周ลの
小学校で運動会を開催し、その໛༷をࡱӨした動画をSNSに౤ߘしใࠂしてくれたɻޙのインタビュー
では、「PTTCの体育教員の指導の下、これまでの経験と運営マニュアルを参考に、準備を進め試行ࡨ
しながら協力し合って運動会の実施にこ͗つけた」とそのۤ࿑をड़べているɻޡ
　さらにPTTCの学生達は、運動会の種目を取り入れた学習指導案を作成したり、教育実習先の小学校
で、運動会種目の「お玉ボール運びリレー」を実施した授業෩ܠの動画を見せてくれたりしたɻまた、
も受けているɻこのよࠂ職の小学校教員が寄贈された用具を活用して、授業をおこなっていたとのใݱ
うなPTTCの学生やݱ職教員の主体的な取り組みは、運動会の種目と体育の୯元との連動の理ղとその
定着に向けた活動の第一าを౿み出した成Ռといえるであろうɻ

　当初、PTTCの学生たちの運動会への興ຯ関心は΄΅օແで、日本人学生が実施していた運動会を遠
きにோめているఔ度だったɻそれが年を௥うごとに、ච記用具を持参して日本人学生の活動内༰をメר
モするようになり、やがてPTTCの校長や体育教師の協力の下、PTTCの学生たちが運動会の運営に加
わるようになったɻそのޙ、PTTCの学生達だけで運動会を開催し、教育実習先では運動会の種目を୯
元とした体育を実施できるようになるɻここにࢸるまでに໿５年のࡀ月がかかっているが、PTTC全体
の取り組みとしてこの活動への理ղと共ײが、PTTCの関係者や学生達の主体的な取り組みとなって、
運動会の種目と体育の୯元を連動させた授業の礎をஙいてくれたɻこのような൴らの意思と行動が、こ
のあとPTTCに入学してくる学生達にもܧঝされ、プレハ・シアヌーク州のよりଟくの小学校で運動の
楽しさや仲間と協力し合うتびを伝える体育が展開されることに期待したいɻ

155$ͷֶੜ�
　日本人学生と一緒に運営した運動会が成ޭしてよかっ
たと思いますɻ日本の学生との絆もうまれましたɻࢲた
ちにとって運動会の運営はとてもྑい経験となりまし
たɻ児童が運動会で楽しそうにしていたのはとてもよか
ったとײじていますɻ
155$ͷֶੜ�
回ಘられた経験がແବにならないよう、教育実習先ࠓ　
の小学校の体育授業で実ફしたり、ক来小学校の教員と
なった際、体育授業で実ફしていきたいと思いますɻ
155$ͷֶੜ
回の運動会で学んだことを๨れないためにも、3月の第4ࠓॏな経験となりましたɻو達にとってࢲ　
ि目にࢲ達だけで小学校の運動会を開催する予定ですɻ
ࢯ௕ιοΫ・ςϡʔϏʔߍ155$
　日本の学生と一緒に運動会を実施できたことは、本学学生にとって大มྑい経験となりましたɻޙࠓ
は、新たなプレハ・シハヌーク州内の小学校に出向き、日本の学生と本学学生と共に運動会を開催して
いきたいですɻ

成果

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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ϥΦスʹ͓͚ΔϢχόーαϧスポーツ・ύϥスポーツීٴଅਐ׆ಈʹ͍ͭͯ
特定非営利活動法人　アジアの障害者活動を支援する会（ADDP）

　ラオス人民民主共和国（ラオス）は、インドシナ൒島北部にҐஔし、人口は700万人、国౔の広さは
日本の本州と同ఔ度であるɻASEAN།一の内陸国で、北は中国、東はベトナム、南はタイとカンボジア、
西はミャンマーと国境を઀するɻ第4࣍国੎調査（2015年）によると、ラオスの障害者਺は໿16万人
とされ人口のわずか2.8ˋにす͗ないɻWHOなどによるとアジア太平洋地域では、障害者は各国人口
の15ˋは存在するとݴ及されていることから、ラオスの障害者਺は実ଶが൓өされていないՄ能性が
あるɻそのཁҼとして、「障害、障害者の定義がᐆດであること」「選୒肢に知的障害やਫ਼神障害、内部
障害が໌記されていないこと」「家族があえてใࠂしなかったՄ能性があること」「ܰ度な障害（ܰ度の
知的障害やਫ਼神障害）はใࠂされていないՄ能性があること」などが考えられるɻ
　ラオスの地方部では特にਫ਼ྶ信ڼが根強く࢒り、障害を持つことは「前世の行いのせい」などとされ
てしまい、障害への理ղが未だに௥いついていないɻଟくの場合、家族の൳護のもと家でͻっそりと฻
らし、教育、อ健ҩྍや社会参加の機会からഉআされてしまっているɻ

　ユニバーサルスポーツは年齢や性別、国籍、障害の有
ແ、種ྨなどに関わらず、「誰もが楽しむことができる
スポーツ」であるɻルールがシンプルで理ղしやすく、
身体へのෛ担も少ないので障害者でも参加することがで
きるɻまたルールを工෉することで競技のレベルに関係
なく、উつチャンスがあるのも大きな特௃とݴえるɻ
　ユニバーサルスポーツを通じて障害者がスポーツに触
れ合う機会をより創出することがॏཁであるɻ社会から
断ઈされ理ղされずにいた障害者が、スポーツをするこ
とで社会との繋がりを持ち、自信が生まれ、教育や就࿑
へと݁びつくɻまた、ユニバーサルスポーツは「インク
ルーシブ社会のॖਤ」でもあるɻ障害者のスポーツではなく誰もが参加Մ能であるɻ参加する人々の障
害に対する理ղを促し、おޓいが協力し合うことを体験する機会となるɻこのような理由から障害への
理ղが十分に進んでいないラオスにおいてユニバーサルスポーツの普及に஫力しているɻ
　スポーツのレベルを高める上でもॏཁであるɻਤのように、౔台となっているのはユニバーサルスポ
ーツを楽しむ障害者૚であるɻこの૚が増えることが障害者の社会参加を促進する上でもॏཁであり、

競技アスリートレベルの向上にも繋がってい
くɻ
　国際大会で障害を持つラオス選手の健ಆ
が、国内での障害者スポーツへの関心によい
Өڹを与え、ͻいては障害者スポーツの振興
につながるという連࠯もىこるɻ౔台が大き
くなることにより、ラオス社会への障害者理
ղの啓発が進み、健常者と障害者が共にスポ
ーツに触れ合い、交流できる機会が増えるこ
とを意ຯしているɻ

　長年の協力の成Ռは着実に表れているɻ各県に3名Ҏ上の障害者スポーツ指導者が育成され、サワナ
ケート及びビエンチャン県では全ての܊で障害者スポーツスタッフが഑ஔされているɻ育成された障害

ϥΦεʹ͓͚Δো֐者のݱঢ়

Ϣχόʔαϧεϙʔπのେ੾͞

成果

෩ધόϨーΛָ͠Ή༷ࢠ

パラリンピックレベル

アジア大会レベル

アセアンパラレベル

スポーツ愛好家レベル

草の根の障害者の
スポーツ人口が増える

草の根レベル
（ユニバーサルスポーツ）
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者スポーツ普及担当者がそれͧれଜ々に出向き、ਫ਼力的にユニバーサルスポーツ普及活動を実施し、全
国で合計172回のユニバーサルイベントおよび活動が実施されたɻ
　競技スポーツ（パラスポーツ）でも成Ռが出ているɻ2018年インドネシアで開催されたアジアパラ
ゲームズでは、当会が支援してきたパラパワーリフティング男子49キロڃの選手がラオス初の金メダ
ルを֫ಘしたɻアジア大会での金メダルはラオスのオリンピック・パラリンピック競技を通じて初のշ
ষが授与されたɻパラ水泳では当会がユニバーサルスポーツ普及活܄であり、首相から選手に対してڍ
動で出会った྆࿹ܽ損の男の子がエンパワーメントされ、ࠓでは代表選手ީิまでに成長しているɻ東
京パラリンピック競技大会にはパラ陸上にऑ視の選手が୹ڑ཭種目に出場することがܾまったɻ陸上競
技へのラオス選手の出場は初めてのことであり、歴史的なշڍであるɻ

　2021年7月15日時点ラオスでは、他県への移動も੍限されるݫしいロックダウンঢ়ଶが続いているɻ
このようなঢ়گでもユニバーサルスポーツやパラスポーツの活動がࢭまらないようにラオスパラリンピ

ック委員会と連携をਤり、オンラインを活用し、全18
県でのユニバーサルスポーツの実施や各競技連盟のキャ
パシティビルディングの支援に஫力しているɻ各県にお
けるユニバーサルスポーツイベントは、Ҏ前に当会が支
援した障害者スポーツ指導者養成講習会の受講者である
各県指導者が中心となり、開催されているɻまたイベン
トを通して、各県の障害者が社会とつながる機会となっ
ているɻ
　2021年はオリンピック・パラリンピックイヤーでଟ
くの人々が競技スポーツに஫目するઈ好の機会であるɻ
選手たちの活༂が期待される中でଟくの人々がスポーツ
への関心を高めることになるだろうɻラオスにおいても

たくさんの人がスポーツを࢝めるきっかけになるだろうɻその最初の受けࡼとして「共生社会のॖਤ」
かつ「誰もが楽しむことができる」ユニバーサルスポーツがॏཁであるɻ東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会のその先にある2024年のパリ大会や、さらにその先を見ਾえた「誰もがスポーツを楽
しめる環境づくり」をこのラオスという国でゆっくりと推進していくɻ

ᶃ�έΦ͘Μ
　 　ラオス南部で開催された卓球バレー大会の参加した྆手ܽ損の男
性ɻ初めて周りの人と一緒にスポーツをすることを経験したɻそのޙ
は競技スポーツに興ຯを持ちパラ水泳を開࢝ɻࠓではラオスパラ水泳
代表ީิとなり、国際大会に出場を目指して日々練習にྭんでいるɻ

　コメント： ユニバーサルスポーツを通じてスポーツの楽しさを実ײ
し、自分でもできると思い、ࠓ度はパラ水泳にも௅戦して
いますɻパリ大会を目指しています！

ᶄ�ΞϯσΟ͞Μ
　 

　ADDP事務所近くに住む࢛肢麻ᙺの女性ɻ΄とんどの時
間を家の中でաごす生活をしているがADDPが主催するユ
ニバーサル水泳ワークショップに参加し、そのޙはユニバ
ーサルスポーツを楽しんでいるɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋のʙίϩφՒͰのϢχόʔαϧεϙʔπのීٴ活動

ϢχόʔαϧεϙʔπͰͭݟかͬͨϩʔϧϞσϧͨͪ

ϑΞύϯݝϢχόーαϧスポーツΠϕϯτの༷ࢠ
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��2 ։ൃͱฏ࿨ͷͨΊͷεϙーπ
　スポーツを通じて社会課題のղܾ、平和の維持などを目指すものであるɻSFTでは、民族やफ教のҟ
なる人々の相ޓ理ղや信པৢ成、ジェンダー平等、難民キャンプへのスポーツを通じた支援などが行わ
れたɻ
　運営委員会の団体ではJICAがଟくの事業を実施してきたɻ会員では、NGO/NPOで国際協力を中心
に活動している団体はスポーツを手ஈとして、その国・地域の開発の諸໰題に対する対応や平和を促進
する事業を実施したɻ
　JICAが南スーダンで実施した「スポーツを通じた平和促進プロジェクト」（事ྫ4）では、全国スポ
ーツ大会の開催により、ҟなる部族・地域の人との交流を通じ、国民の相ޓ信པや݁ଋを高め、融和促
進に寄与したɻ難民を助ける会は、ウガンダ北部の武力িಥからಀれた南スーダンの人たちが฻らす居
住地でスポーツイベントを開催し、南スーダン・ウガンダの交流をਂめ、友৘を育み、相ޓ理ղを促進
したɻシャンティ国際ボランティア会は、長年にわたり難民キャンプでミャンマーの子ども達にサッカ
ーと、ֆ本を通じたਤॻ館での交流によって、ເを持つことの大切さを伝えた（事ྫ6）ɻ
　被災地における活動も行われているɻネパールやスリランカ、インドネシアなど、地震や津波のӨڹ
を受けた地域で、スポーツと防災教育活動を組み合わせた取り組みが行われた（事ྫ14）ɻまた、日本
アジア球友団ラリグラスが建設した野球グランドは（ࣸਅ）、他のスポーツやආ難場所としても活用さ
れるɻ

　AMDA社会開発機構は、ホンジュラスの麻薬・
ギャングがはびこる地域で運動会を開催し、ߝҾき
や大៹跳びなどの種目を導入した（ࣸਅ）ɻݱ地関
係者からは「最初は自分がউつことだけを考える子
がଟかったが、࣍第に全員で協力し合わなければউ
てないということにؾづいていった」「༷々な競技
をすることで、一人一人それͧれにҧう、いいとこ
ろを発見することができた」というコメントが寄せ
られたɻ
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　女性のスポーツ参加促進にも取り組んでいるɻ
JICAは、タンザニアの女子陸上競技大会“Ladies 
First”を通じて、ジェンダー平等や女性のエンパ
ワメントに貢献した（事ྫ4）ɻ十文字学園女子大
学カレッジスポーツセンターはスポーツ用具や教材
を、女性の地Ґが男性にൺべて௿いザンビアに送り、
地NGOの活動をサポートした（ࣸਅ）ɻݱ

　共生社会の実ݱを目指し、JPCは、IPCが開発した教育プログラム「Iî̼POSSIBLE（アイムポッシブ
ル）」を通じて、人々の認ࣝや行動ม༰を促した（事ྫ5）ɻ
　新型コロナウイルスײછ症のӨڹが֦大する中で、A-GOALはアフリカ諸国の人々に対して「スポ
ーツのネットワーク」を活用して৯料支援・ײછ症予防支援を行った（事ྫ7）ɻ

　これらの活動を通じて、SDGsの目ඪ5、目ඪ10、目ඪ16の達成に貢献するものであるɻ
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�ྫࣄ 4

˔ೆスーμϯ・スポーツΛ௨ͨ͡ฏ࿨ଅਐϓϩδΣΫτ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

　青年・スポーツ省及び一般教育・指導省が、南スーダン共和国（Ҏ下、南スーダン）にてスポーツを
通じた平和促進活動を推進するため、「平和と݁ଋ」をテーマにܝげた全国スポーツ大会「国民݁ଋの日」
（National Unity Day:NUD）を開催するものであるɻ

　南スーダン・ジュバ市及びパイロット州において、ए
年૚を対象としたスポーツを通じた平和促進活動を実
施ɻスポーツを通じた平和促進活動の実施能力強化をਤ
り、南スーダン国民の相ޓ信པや݁ଋを高め、融和促進
に寄与するɻ

　JICAは2016年Ҏ߱5度のNUDの開催支援を通じ、ए
年૚を中心とした国民間の融和と社会的統合の促進を実
施してきたɻその݁Ռ、第4回NUD開催時に実施した調査では、NUDを通して参加選手（19ࡀҎ下の
ए年૚）の95.6�が「他地域の選手と友人となった」と回౴し、また99.7�が他地域・他部族の人と
の交流を「Comfortable（շదである）」と回౴するなど、スポーツを通じた活動が、ए年૚の相ޓ理
ղ促進にޮՌ的であることが֬認されたɻ

　NUDを通じて選ばれた陸上選手4人が、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を目指し、
群馬県前橋市で事前合宿を続けてきており、東京2020大会の国際෣台で活༂し南スーダン国民の融和
を促進することを目指すとともに、同選手らはؼ国ޙも平和大࢖の代表としてスポーツと平和に関わる
活動を続けていくɻ

⿟NUDでは試合のޙにはみんなでѫࡰをして健ಆをたたえ合うことで一体ײがうまれたɻ他の地域出
身者同士でもଚॏし合えているし、審判もコーチも݁ଋしていたと思うɻ

⿟自分たちのように民族のҧいをؾにせず仲ྑくできれば、それが国の平和につながると理ղしてくれ
る人が増えて΄しいɻ

˔λϯβχΞɹঁࢠ཮্ٕڝ大会 �-BEJFT 'JSTU�
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

期間：2017年、2018年、2019年（2020年は新型コ
ロナウイルスײછ症流行により中ࢭ）
地域・国：タンザニア国ダルエスサラーム市（開催地）、
選手はタンザニア全国から参加
実施団体・機関：JICAタンザニア事務所、タンザニア

৘ใ・文化・ܳ術・スポーツ省、国家
スポーツ委員会

　タンザニア国家スポーツ委員会とJICAの共催により、公式大会を開催しক来活༂するજ在能力を持
つ女子選手たちに陸上競技会の機会を提供するものであるɻ
　男子マラソンでロサンゼルス、ソウルの夏ق大会において連続入賞、東京国際、福岡国際では༏উを
Ռたしݱ在はޙ進の指導に当たっているジュマ・イカンガー氏の女子選手育成へのئいと、タンザニア

֓ཁ
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におけるジェンダー平等・女性のエンパワメントへの貢献事ྫとして立ち上げられたものであるɻ
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたホストタウン事業とも連携、17年、18
年の中・長ڑ཭種目上Ґ入賞した選手たちはタンザニアのホストタウンである山形県長井市で開催され
た長井マラソンに招待参加し上Ґ入賞をՌたすと共に、同市内の小中学校を訪れ、ޓいの国の文化など
を紹介したりするなど交流活動にも参加したɻ

　3回の競技会開催を通じて、タンザニア全国各州から500人Ҏ上の女子陸上選手が競技会に参加する
機会をಘたɻジェンダー平等・女性のエンパワメントに貢献するサイドイベントには選手、大会関係者、
観客をซせ໿4500人が参加したɻ

　2022年にタンザニアへの支援事業を開࢝して60年をܴえるJICA、1980年代に日本のマラソン大会
で活༂してҎ来親日派であるイカンガー氏、長年にわたりޓいの国に関心を寄せ続けてきた者同士が、
スポーツを通じて࣍世代の社会への参画、活༂を促す機会を形成してきたことをレガシーとし、コロナ
ՒҎ߱も競技会開催ฒびに一૚の྆国間の相ޓ理ղのਂ化につながることが期待されるɻ

৘報・จԽ・ܳज़・εϙʔπେਉ
スポーツ振興とジェンダー平等という2つの課題に同時に取り組むこの競技会の意義にࢍ同するɻ

δϡϚ・ΠΧϯΨʔࢯɺ+*$"λϯβχΞࣄ຿ॴ޿報େ࢖
東京オリンピックにタンザニアの女子選手が出場すれば、それが一つの成ޭྫとなって女性アスリー

トへの理ղが広がり、女性の地Ґ向上につながるɻ

˔՝୊ผݚमʮスポーツΛ௨ͨ͡োऀ֐のࣾ会ࢀՃのଅਐʯ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

　20年Ҏ上続く歴史ある研修で毎年໿1か月の期間で実
施しているɻ全世界から年15名ఔ度の参加があり、研
修員はスポーツ団体、障害児教育機関、障害者団体、障
害者の社会参加促進に関わる政府機関など෯広い組織か
ら来日しているɻ
　障害者のエンパワメントや障害者と非障害者の交流を
通じた障害者の社会参加を進めるツールとしてのスポー
ツを෯広く学び、自国でద用Մ能な障害者スポーツ・イ
ンクルーシブスポーツの各種ルールや指導法、指導員育
成、教材開発、広ใのあり方に関する知ࣝ・技術を身に付けることが研修の目ඪであるɻ

　スポーツは、障害者に対するภ見やࠩ別の払১に貢献するɻまた、スポーツを通じて障害者自身が自
分の能力に対する自信や自ଚ心を強めることで障害者の自立を促進するɻ本研修では、障害者のエンパ
ワメントや障害者と非障害者の交流を通じた障害者の社会参加を進めるツールであるスポーツに஫目
し、途上国のঢ়گや障害分ྨにదした工෉等もؚめた各種障害者スポーツ・インクルーシブスポーツに
関する研修を行ったɻなお、本研修はAコース（英ޠ）とBコース（ロシアޠ）に分かれ、Aコースは
JICA東北により東京、岩手で実施され、BコースはJICA帯広により北海道で実施されたɻ

　障害者の社会参加を進めるツールとしてスポーツを学んだ研修員たちが、ؼ国ޙも各地で障害者のエ
ンパワメントや障害者と非障害者の交流、それをޙԡしする政策や環境整備を行っているɻ

　2019年度に参加したウズベキスタン身体文化スポーツ省からの研修員はؼ国ޙに研修で学んだ知ࣝ
を活かし、スポーツに対して障害者が関与することを大統ྖ令で規定するプロセスに大きく貢献したɻ

成果

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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˔βϯϏΞʹ͓͚ΔύϥϦϯϐοΫࡐڭʮ*`NPO44*#-&ʯڭ員ݚम会
実施団体： 日本スポーツ振興センター（JSC）、日本パラリンピック委員会（JPC）、ザンビアパラリンピック委員会、

国際パラリンピック委員会・アギトス財団（スポーツ庁委ୗ事業において実施）

　I�mPOSSIBLE（アイムポッシブル: IP）は、世界中のएい世代にパラリンピックの価値やパラリンピ
ックムーブメントのビジョンを広めるために国際パラリンピック委員会（IPC）が開発したパラリンピ
ック教育のためのプログラムであるɻ
　この教員研修会はIPを活用した授業を各教師が自分で行えるようになることを目的とし、໿5か月の
間を空けて2回実施ɻ1回目は教員研修会、2回目は1回目の参加教員の中から選抜された3名の教員を
リーダーとし、リーダーが研修を実施する体ࡋで教員研修会と講師養成を同時に実施したɻ
　IPCおよびIPCの開発を担うアギトス財団、日本パラリンピック委員会（JPC）、日本スポーツ振興セ
ンター（JSC）、ザンビアパラリンピック委員会（NPCザンビア）の協ಇにより実施ɻ
　ザンビアの首都ルサカにあるオリンピックユース開発センターにて、1回目は2019年7月24日から
26日まで、2回目は同年12月2日から6日まで実施され、合計で79名（第1回40名、第2回39名）の教
員が参加したɻ

　2019年の1回目の教員研修会では、アギトス財団より派遣された講師を中心とし、JPCおよびྡ国
のマラウイパラリンピック委員会会長の3名の講師陣でྟんだɻ
　ゴールボールの実技体験の΄か、座学ではパラリンピックの歴史やパラリンピック教育の意義を学ぶ
とともに、障がいのある子ども達が、障がいがない子ども達と授業を行う際にඞཁな工෉を学び、具体
的なケースへの対応についてグループでݕ౼したɻまた、日本での教員や児童/生徒の意ࣝม化に関す
る事ྫ、およびྡ国マラウィでのIPの実ફにより社会に生じた障がい者への認ࣝのม化についての事ྫ
共有も行ったɻ
　2回目の教員研修会は、講師の指導を受けながら選抜されたリーダーが研修を実施ɻまた、研修期間
中にザンビアの障がい者団体のイベントの中で「パラスポーツフェスティバル」が実施され、NPCザ
ンビアによるボッチャ、ゴールボール等の体験会等が行われたɻ
　さらにNPCザンビア、他講師とともにザンビア政府と会合を行い、日本やマラウイでのIP普及のた
めの政府の関り等について৘ใを提供したɻ

� International Paralympic Committee

　参加した教員からは、自分自身の認ࣝが大きくมわった、ͥͻ授業を行いたいという声がଟく聞かれ
たɻまた、NPCザンビアも、障がい者は地域で生活しているため、地域の認ࣝをมえていくことがॏ
ཁであることを強く認ࣝしたɻ
　フェスティバルでは、たまたまそこで会った障がいのある子ども達とない子ども達に一緒にチームを
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組ませ、ゴールボールやボッチャを体験するプログラムも実施したɻ当初こそ戸࿭っていたものの、そ
れͧれでコミュニケーションを取り合いながらたちまちチームとしてまとまっていったɻこの༷子にҾ
཰した教員自身がײ໏を受け、そのޙの研修会でも自分の経験を他の教師に伝えるという࢟が見られたɻ
　プログラムを通じ、「IPを通じて学んだ人々の認ࣝや行動のม༰が社会を動かす力になる」というこ
とを参加者が強くײじたことが最大の成Ռであったɻ

　実施਺か月ޙにはパンデミックが発生したにもか
かわらず、NPCザンビアおよび3名のリーダー教師
を中心に、IPの普及が進められたɻこの݁Ռ、ザン
ビアの教育省がこのプログラムを政府として支持す
るにࢸったɻ
在は、さらに国内のすべての地域、特に地方でݱ　
の実施についてもੵۃ的にݕ౼が進むなど、NPC
ザンビアおよび関係した教員たちに、国内の人材だ
けで教員研修会を実施するノウハウが஝ੵされ、パラリンピック教育の意義の定着が進んでいるɻ

⿟ 障がい者がスポーツをすることができると思っていなかったが、工෉したりや考え方をมえたりする
ことで、共にスポーツを楽しむことができることがわかったɻ（教員）

⿟ 障がいの有ແに関わらず、壁にぶつかっている子どもへのアプローチ方法を学べたɻ（教員）
⿟ 学校やコミュニティでパラリンピックムーブメントを広げることで、ক来の社会がよりよいものにな

ることがわかったɻ（政府）

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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˔೉民ΩϟϯϓαοΧーϑΣスςΟόϧ
実施団体：公益社団法人シャンティ国際ボランティア会

　国連が定める6月20日の「世界難民の日」は、難民໰題の理ղ促進のために世界各地で༷々な催しが
開催されているɻこの「世界難民の日」にあわせ、タイ国境のミャンマー難民キャンプでサッカーフェ
スティバルを開催したɻ丸山ྑ໌氏（元横浜F・マリノス所ଐ、ݱセレッソ大阪アカデミーダイレクタ
ー）、タイ在住の本田৻೭介氏（元ジュビロ൬田所ଐ、ݱCilie Sports Clubコーチ）を招へいし、サッ
カーを通して子どもたちがޓいに交流をਂめる活動を行ったɻまた、当会が運営・支援する難民キャン
プ内コミュニティਤॻ館にて、サッカーを題材とするֆ本の読み聞かせを丸山氏、本田氏が行い、子ど
もたちのਤॻ館活動への関心が高まったɻ
　事業の目的をҎ下と定め、難民キャンプ関係者と共有し、事業を実施したɻ
（1）タイ国境Ԋいの難民キャンプで฻らすミャンマー難民の方とのサッカー交流を通じて、自立支援及

び生活向上の取り組みをྭますと共に、サッカーを通しておޓいに競い助け合うことで、ශ富のࠩ
や民族のҧいにとらわれないݸ々人の人間としての価値をଚॏするਫ਼神を育むɻ

（2）サッカーֆ本を通じたਤॻ館での交流によって、ݫしい環境にஔかれている子どもたちに、ক来の
ເを強く持つことを紹介し、さらにਤॻから知ࣝや教養をಘることの大切さを伝えるɻ

招へい：丸山ྑ໌氏（2012-2013年）、本田৻೭介氏（2014-2018年）
共催：難民キャンプ委員会、Right To Play （カナダNGO）
館（2012-2018年）、公益社団法人日本プロサッカーリーグ、国際交流基金バ࢖援：在タイ日本大ޙ
ンコク日本文化センター（2016-2018年）
助成：国際交流基金バンコク日本文化センター（2012-2014年）
メディアࡌܝ：NHK、NHK World、時事通信、朝日新聞、読売新聞、東京新聞、西日本新聞などଟ਺

　毎年ҟなる難民キャンプで実施ɻプログラムは3つに分かれ、初めに難民キャンプが主催する「世界
難民の日」記念式యに参加ɻ࣍にਤॻ館における交流会ɻ最ޙにサッカー教室、試合であるɻ
１．難民キャンプ内での「世界難民の日」記念式య
　－タイ内務省、UNHCR、難民キャンプ委員長、丸山氏、本田氏、在タイ日本大࢖館公࢖によるスピーチ
　－少਺民族の子どもたちによる෣གྷの൸露など
２．ਤॻ館にて交流会（サッカーֆ本の読みきかせなど）
　－小学生や障がい児をؚむ子どもたちが参加
　－『ミラクルゴール！』（マイケル・フォアマン作・ֆ、せなあい

こ༁、ධ࿦社）など、サッカーにまつわるֆ本の読み聞かせ
　－子どもたちがເをޠるグループディスカッション
̏．サッカー教室（青年の部）　
　－青少年が参加し、ウォーミングアップと試合
̐．サッカー教室ʴサッカー親善試合（子どもの部）
　－子どもたちが参加し、ウォーミングアップと試合
５．サッカー親善試合（大人の部）
　－男性の部、女性の部が開催された
　－丸山氏、本田氏、日本プロサッカーリーグ関係者、在タイ日本

大࢖館関係者、国際交流基金関係者、ใ道関係者も参加

　2012年から開࢝した活動は2018年まで7年間ܧ続し、Ԇべ
1
755人が参加したɻ
　　2012年　メラ難民キャンプ【参加者 135人】
　　2013年　ウンピアム難民キャンプ【参加者 150人】

֓ཁ

活動・事業内容

成果

αοΧー࿅शͰのࢦಋ

ຊాࢯʹΑΔಡΈฉ͔ͤ
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　　2014年　ウンピアム難民キャンプ【参加者 230人】
　　2015年　メラウ・メラマルアン難民キャンプ【参加者 600人】
　　2016年　ウンピアム難民キャンプ【参加者 300人】
　　2017年　ヌポ難民キャンプ【参加者 170人】
　　2018年　ウンピアム難民キャンプ【参加者 170人】

　タイ国境の難民キャンプは設立から35年Ҏ上が経աしたが、未
だ9か所の難民キャンプに9万人の難民が฻らしているɻ難民キャ
ンプで生まれ育った子どもたちは、キャンプから出ることができないɻそのため外の世界を知らないま
ま大人になり、家ఉを持つ人も増えているɻ公教育をؚめすべての社会サービスは各国NGOの支援に
よって成り立っているɻあらゆる分野での整備が十分ではなく、教育に関しては教員不足やカリキュラ
ムの整備が十分ではないなどのঢ়گが続いているɻ
　そのような中で、サッカーを通した交流やྭましは、子どもたちにとってເとر๬を持つきっかけで
あるɻまた、スポーツを通して全力で取り組むこと、ルールを守って協力することなど、普ஈの生活の
中で学ぶことができないཁૉを身に着けることができるɻ

αϐʔ͞Μɹࡀ��
ຓがいて、8൪目ですɻバ࢞の時にこの難民キャンプに来ましたɻ9人のܑఋࡀは3ࢲ　
レーボールとサッカーが好きで、サッカーについては໘നそうだと思い興ຯを持って、
めましたɻこのサッカー教室には初めて参加しましたが、とても楽しむこと࢝年からࡢ
ができましたɻ
　サッカーを教えてくれるコーチがここにはいませんɻこの教室に参加できて、本田さ
んから指導を受けることができてとてもخしいですɻ指導を通して、本田さんのことが好きになりまし
たɻこれからもサッカーの練習を続けていきたいですɻ
ϠʔϠʔ΢Ο͞Μɹࡀ��
、はこの難民キャンプで生まれましたɻ4人ܑఋの3൪目ですɻサッカーが好きでࢲ　
サッカーグラウンドにはよく来ていますɻ本田さんが実際に࿩すݴ葉（日本ޠ）はࢲに
は分かりませんでしたが、練習を通して本田さんのことが好きになりましたɻこのイベ
ントを通して、ଟくの友達を作ることができましたɻこれからもサッカーを続けていき
たいですɻࢲ達カレン民族にサッカーを教えてくれて、本当にありがとうご͟いますɻ
日ຊ͔ΒࢀՃͨ͠+Ϧʔάؔ܎者
　グランドでは全身でサッカーを楽しむ子どもたち、ਤॻ館では一生ݒ命本田さんの࿩を聞く子どもた
ちɻたくさんの子どもたちに触れ、どんな環境であれ子どもの笑顔はଚいとײじ、൴・൴女達の中で少
しでもԿかײじるものがあったことを心よりئっていますɻ一方で、難民キャンプの๊える໰題の根ਂ
さもվめてײじましたɻ「教育×スポーツ」「ਤॻ館×サッカー」とまさに分野を越えてܧ続的に活動す
ることでྠは広がると思いますɻ新しいことへと繋がるよう、ޙࠓもҾき続き協力していけると޾いで
すɻ
国܎ؔۚجྲྀަࡍ者
　タイにおける難民のঢ়گや、キャンプで生きる人々のݱঢ়を学ばせて௖きつつ、取りうるオプション
とその実ݱ性についてਂく知ることができましたɻ子どもたちのແ޶な笑顔も印象的でした、本田さん
の熱い指導とݴ葉が൴らのক来をมえるかもしれないと思うとڳが熱くなりましたɻ
ຊా͔ࢯΒͷίϝϯτ
　5回目の参加となるࠓ回のイベントは、ࢲにとっても特別なײ覚があり、ふと、ࠓまでよりも൴らの
歴史に寄りఴえた、そんなײ覚がありましたɻ൴らを思い、自らの立場を考え、歴史を振りฦる中で、“൴
らएい世代が༐ؾを持って新しい時代を作っていくためにࢲはどう൴らと઀するべきなのか”というこ
とを強く意ࣝさせられましたɻスピーチの場では、そんなײ৘のまま、自分なりのݴ葉を出せたؾがし
ますɻ൴らを思うこと、そして、自分にԿができるのかを考えること、これらは本当に自分を成長させ
てくれるものなんですͶɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ

αοΧー਌ળࢼ߹ʢࢠͲ΋の෦ʣ
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ʮ̝スポーツのྗʯͰ୭ҰਓऔΓ͞࢒ͳ͍ʂ
ΞϑϦΧͰの地ҬスポーツΫϥϒΛϋϒʹͨࣾ͠会՝୊ղܾϓϩδΣΫτ
実施団体：A-GOAL

ʮ৽ܕίϩφʹ͸ײછ͠ͳͯ͘΋ɺٌծͰ๢͘ͳΔ͔
΋͠Εͳ͍ʯ
　2020年5月16日、ケニアのサッカークラブの指導者
からSOSを受けA-GOALプロジェクト（Africa-Global 
Assist with Local Sport Clubs）が開࢝されたɻケニ
アでは、2020年4月上०にナイロビ首都ݍ全体で都市
෧࠯（ロックダウン）を実施ɻこれにより、スラム地域
では、70�Ҏ上の住民が࢓事をࣦったといわれているɻ
もともとஷ金が少ない௿所ಘ者にとってࣦ業すること
は、ダイレクトに৯べ物がなくなることを意ຯするɻ障
がいのある人たちや高齢者、孤児などにはなかなか政府の支援も行き届かないɻ
　A-GOALでは、アフリカݱ地の「地域スポーツクラブ」を拠点に৯ྐ支援・ײછ症予防支援を実施ɻ
活動開࢝から໿1年で、ケニア・ナイジェリア・マラウイの3カ国で、2
632世帯・12
997名に৯料（米・
とうもろこしค・࠭౶・Ԙ・༉など）や石けんなどのײછ症予防の支援を行ってきたɻ（2021年8月ݱ在）
　また、ݱ在は、ٸۓ支援から持続的な社会課題ղܾの活動に移行し、活動国もアフリカ9カ国（上記
3か国に加えて、南スーダン・ウガンダ・セネガル・ザンビア・ボツワナ・カメルーン）に広がっているɻ

　A-GOALのロゴには、アフリカと日本の人々がともに手を取り合い、誰も
が生きやすい社会をஙいていきたいという意ਤがࠐめられているɻ主に日本か
らリモートで活動に参加する໿30名のプロジェクトメンバーと300名Ҏ上の
寄ෟ者・支援企業が、アフリカ各国の地域スポーツクラブ指導者などと連携し
ているɻ

ͳͥ地ҬスポーツΫϥϒ͕ʮϋϒʯʹͳΔの͔ʁ
A-GOALの支援の特௃は、スポーツのネットワ

ークを生かし、サッカークラブなどݱ地の草の根で
活動する「地域スポーツクラブ」を通じて支援を実
施しているところにあるɻ
　アフリカの「地域スポーツクラブ」は、子どもた
ちへのスポーツ指導だけでなく、ਗ਼૟活動やスポー
ツ大会、HIV/AIDS予防のセミナーなども実施して
いるɻ地域住民からの信པ度は高いɻまた、子ども
たちやอ護者だけでなく、地域のNGOやコミュニ
ティーリーダーとのつながりも持つɻこの地域スポ
ーツクラブのつながりを利用することにより、地域でځࠔしている人を見つけ出し、ਝ଎にࠓඞཁとな
っている支援物ࢿを届けることができるɻA-GOAL代表の岸卓ڊ氏（元JICA海外協力隊）が、隊員時
代に活動をともにしていたクラブと支援を開࢝し、ݱ在はクラブ同士の繋がりや他のA-GOALプロジェ
クトメンバーが持つネットワークにより、連携する地域スポーツクラブの਺が21Օ所まで増えているɻ
スポーツの種目もサッカーだけでなく、バレーボール・バスケットボール・陸上クラブなど༷々なクラ
ブと連携しているɻ

֓ཁ
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ʮࢧٸۓԉʯ͔Β4%GTΛͱ΋ʹୡ੒͢Δύーτφー΁
৯料や衛生用品などのٸۓ支援から開࢝した

A-GOALであるが、ݱ在は「スポーツのチカラ」を利用
して、より෯広い活動を行っているɻその活動はSDGs
のෳ਺の目ඪと関連しているɻ
　マラウイではݱ地のスポーツクラブが拠点となり野ࡊ
を࠿ഓし、住民に഑෍しているɻޙࠓは育てた野ࡊを、
観光客などを対象に販売する「A-GOALレストラン」を
開業しようというアイデアもあるɻ
　スポーツクラブのメンバーのޏ用機会を増やすことも
ૂいの1つだɻ
　ケニアの地域スポーツクラブからは、「スポーツ大会
に出場したいが参加අが払えない」「スポーツ用具をߪ
入するࢿ金がない」などの声も、新型コロナウイルスײ
છ֦大Ҏ߱特に増えてきているɻ地域スポーツクラブ
が、「スポーツのチカラ」を発شするためには、スポー
ツの活動ができることが基礎となるɻそこで、A-GOAL
では、ݱ地のスポーツクラブが収入増と社会貢献を目的
としたスモールビジネス（養ܲ事業など）にࢿ金を提供
し、ともにプロジェクトを進める「プロジェクトサポー
ト」の活動を開࢝したɻ

　アフリカݱ地と日本をオンラインで繋͗、プロジェク
トの༷子を中ܧしたり、日本とアフリカの人々が交流す
るためのイベントもଟ਺実施してきたɻ2021年3月の
「国際女性デー」に実施したケニアでの生理用品支援と
女子プレーヤーたちへのカウンセリングの生中ܧでは、
女性の権利を守る力強いカウンセリングの༷子にѹ౗さ
れたɻ

　「支援者」と「被支援者」としてଊえられやすい日本ଆとアフリカଆの人々の関係は、A-GOALの活
動を通して、ともに社会課題をղܾするための「パートナー」にม化してきているɻA-GOALでは、こ
れまでにஙいたアフリカ各国の地域スポーツクラブとのネットワークをྐに、ޙࠓもSDGsの達成に寄
与するべく、༷々な活動に௅戦していくɻ

έχΞ࿈ܞઌΫϥϒࢦಋ者
　もともと子どもをサッカークラブの活動に参加させることに൓対であった女の子のอ護者も、
A-GOALの支援によってサッカーだけではないԸܙを受け、クラブの活動に協力的になったɻ
φΠδΣϦΞ࿈ܞઌɿφΠδΣϦΞΦϦϯϐοΫҕһձ�άϝϧձ௕
　コロナ下において、ࣦ業཰はࠓまでにྫをみない΄どܹٸに上がったɻ政府からの支援が十分に行き
届かない中で、A-GOALからの支援が住民をٹってくれたɻ
Ϛϥ΢Πࢧԉ地ॅຽ
　サッカークラブの子どもたちが、空き時間Կもすることがなくて、大麻をٵったりञを飲んだりする
誘࿭からも断ち切って、೶業生産というものに取組んでいるのは非常にૉ੖らしいɻ

者からの声܎ؔ
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　外務省、国際交流基金（JF）、日本スポーツ協会（JSPO）などଟくの団体がスポーツを通じた国際
交流を実施したɻ交流には子ども達、ユースや大学生、シニア૚等もؚまれるɻまた、競技力の向上や、
スポーツを通じた社会課題をղܾするような支援でも、交流のཁૉがؚまれる場合がଟいɻ
　外務省は、「スポーツ外交推進事業」による選手やコーチの派遣・招へい、ث材輸送支援、在外公館
によるスポーツ関連レセプションなどのスポーツ交流を実施し、ೋ国間関係の発展にも貢献している（事
ྫ8）ɻまた、ແঈࢿ金協力事業（事ྫ12）、対日理ղ促進交流プログラム、在外公館文化事業等におい
てもスポーツに関連する事業を行ってきたɻ
　国際交流基金（JF）では、日本サッカー協会及びJリーグと共催したサッカー交流プロジェクト「ASIAN 
ELEVEN」（事ྫ9）、講道館と共催した柔道の「日アセアンJITA-KYOEI（自他共ӫ）PROJECT」（事ྫ
11）など、主催事業ຢは助成事業を通じた東南アジア各国とのスポーツを通じた国際交流を促進したɻ
　JSPOは、ドイツ、韓国、中国との親善と友好をより一૚ਂめ、各国のスポーツ振興をਤることを目
的に෯広い年齢૚を対象にスポーツ交流を長年実施している（事ྫ13）ɻ
　会員団体が実施した認定事業の全511件のうち、໿300件は交流が目的の一つか、あるいは活動に交
流のཁૉがؚまれているɻ
　交流の成Ռは、参加した当人同士の相ޓ理ղ、友好だけにとどまらず、日本への理ղもؚめて෯広く
長期的なޮՌが見ࠐまれるɻまた、交流事業への参加者で東京2020大会に出場した選手もいるɻ

গ೥ೈࣜ໺ڠྲྀަࡍࠃٿ会ɹࡍࠃ໺ٿ大会

೔ຊ෢ಓؗɹ೿ࣄݣ業 大学όϨーϘーϧ෦ࢢ৓ߓས学Ӄ大学ͱ߳ࢁ
߹ಉ࿅शͱ਌ળࢼ߹
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˔スポーツ֎ަਪਐࣄ業 ʙϑΟϯϥϯυͱの݋ಓΛ௨ͨ͡ަྲྀʙ
実施省庁：外務省

期間：2019年8月14日～20日　　　　国・地域：フィンランド　　　　種目：剣道
実施団体：全日本剣道連盟　　　　　　᧐益者਺：365名
　スポーツ外交推進事業は、2020年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会を念಄に、スポーツを活用するこ
とで、各国（地域）との関係強化をਤることを目指すものɻ
本案件は日本人スポーツ関係者の派遣を通じ、フィンラン
ドに剣道という切り口から日本の取組やݱঢ়を知ってもら
うと共に、フィンランドの剣道技術の向上をਤったɻ

　日本・フィンランド外交関係樹立100周年を記念し、フ
ィンランド剣道協会（FKA）から記念剣道セミナーฒびに
ॕ賀イベントへの指導者および໾員の派遣ཁ請があり、一
般社団法人全日本剣道連盟（全剣連）の協力をಘて、8月
14日から20日まで日本人剣道指導者2名と໾員1名がフィ
ンランドへ派遣されたɻ首都ヘルシンキにおいて、文化交
流講演、地元剣士との交歓稽古会、ॕ賀武道演武、剣道講
習会等が行われ、フィンランド国内からのみならず、周ล
国からも参加者をಘてଟくの剣道関係者との交流が行われ
たɻ

ʻจԽަྲྀߨԋ会ʼ
日ఔ：2019年8月15日
講演者： ᢹ日交流協会会長 オッリ・ユヴォネン（Olli Juvonen）氏
参加者：フィンランド剣道協会等から40名ఔ度
　ユヴォネン会長より、ᢹ日交流協会の歴史、フィンランドの剣道のาみ及びࠓ回の外交関係樹立100
周年記念の行事についてઆ໌が行われたɻ出੮者からは日本とフィンランドの関係、歴史、FKAの歴史
の他、外交関係樹立100周年記念行事について全体૾がよく分かったとのධ価があったɻ
ʻަݹܤ׻会ʼ
日ఔ：8月15日
参加者：FKAから25名ఔ度（フィンランド剣士ࣣஈ2名、࿡ஈ4名をؚむ）
　地稽古中心に稽古を行ったɻ参加者は日本から最高ๆの先生をܴえ熱心に稽古に取組み、的֬な指導
にܹײした༷子も見られたɻ
ʻ݋ಓߨश会ʼ
日ఔ：8月16日、17日、18日
参加者： 115名の剣士が参加（ࣣஈ3名、࿡ஈ7名）ɻ他に演武を行う居合道剣士4名参加ɻ(フィンラン

ドҎ外からもデンマーク、エストニア、ロシア、フランスなどから参加)
　初日はフィンランド剣道協会会長ミカ・カンカイネン（Mika Kankainen）氏による開講式ѫࡰ、ଜ
田ོறフィンランド日本国特命全権大࢖による来ෂѫࡰのޙ、交歓稽古会を開催ɻ
　2日目は、岩立三郎先生（範士ീஈ）、Ը田ߒ司先生（教士ീஈ）による剣道指導を行ったɻまた、
ॕ賀武道演武として、྆講師による日本剣道形、フィンランドナショナルチームによる居合道・৛道演
武が൸露されたɻ演武ޙは参加者全員によるॕ賀稽古会を開催ɻ

֓ཁ

活動・事業内容
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　3日目も剣道講習会を開催し、稽古ޙにด講式がࣥり行われたɻ参加者は基本稽古を長時間にわたり
ஸೡに指導され、上達度もஶしく、一同は基本の大切さを十分に理ղした༷子であったɻ
ʻ',"会௕ओ100࠵प೥ه೦ॕլ൩࢏会ʼ
日ఔ：8月17日
参加者：FKAから40名ఔ度
　剣道講習会でಘたものを֬認する等、講習修ྃޙでもあり楽しく有意義な意見交換を行ったɻ参加者
からは、日本の先生方との親交をਂめ、フィンランドの剣道やক来についてॏཁな議࿦を交わすことが
でき、非常に有意義であったとのײ૝が寄せられたɻ

　フィンランドとの剣道交流に関しては、1990年から、全剣連よりフィンランドへ剣道指導者が൒年
間派遣される長期派遣活動が࢝まり、2013年まで΄΅毎年ܯ察剣道指導者、大学剣道指導者がのべ22
名派遣され、剣道指導を行うと共に剣道を通じた྆国間の文化交流活動が行われてきたɻフィンランド
で剣道が広く普及しているഎܠには、1986年に設立されたフィンランド剣道協会によるਫ਼力的な活動
がڍげられ、設立当時在フィンランド日本大࢖館にෝ೚していた上松大ീ郎防衛ற在׭が1990年まで
熱心に指導されその礎をஙかれ、全日本剣道連盟から派遣されたଟくの講師が指導にあたってきたɻ
館をؚめた記念式యなどのイベントが開催され、剣道協࢖派遣では、記念セミナー開催の他、大࣍ࠓ　
会の歴史を൓өする五ஈҎ上の高ஈ者を50名Ҏ上（ヨーロッパ剣道連盟に加盟の44か国の中で6൪目）
༴するフィンランドの剣士に対し、日本の指導者により௚઀高いレベルの講習が行われ、同国剣道のレ
ベルアップがਤられるとともに、ヘルシンキ市での文化交流を通じ、より広く日本で生まれた伝統文化
である剣道が周知されたɻ
　ਫ਼神修養と自ݾ஁࿉をॏんじる剣道の理念は、ࠔ難に௚໘してもあきらめずに৐り越えるというフィ
ンランド人のਫ਼神性と共通性があるɻ྆国の100年にわたる֬ݻたる友好関係の礎が、この共通性を౔
台として、྆国の先人達が文化やスポーツ等༷々な分野において、連໖とஙき上げてきたਂい信པ関係
とԹかな人のྠによるものであることが྆国の人々に広く共有され、࠶認ࣝされたことは大ม有意義で
あったɻまたこれらの事業を通じて、ヨーロッパ剣道連盟の事務総長をഐ出した実੷をތり、同連盟の
主ཁ国であるフィンランドとの親交をਂめたこと、また࣍世代の྆国関係を担うए年૚を中心としたক
来のજ在的親日・知日૚の対日理ղ・関心をৢ成できたことは、外交的観点からも大ม意義のあるもの
であったɻ

स໦ོɹશ日ຊ݋ಓ࿈ໍৗ೚ཧࣄ・国ࡍҕһձҕһ௕
者まڃ回の派遣では、フィンランド剣道協会の協力をಘて、少年、少女の初心者から剣道ࣣஈの上ࠓ　
で100名を௒える参加者がありましたɻ基本から高度な技までɼख़練度に応じ講習もஸೡになされ、参
加者も熱心に受講していましたɻこの講習会で学んだことを日々の剣道の稽古に生かして、フィンラン
ドの剣道の発展に໾立ていただくことを期待したいですɻ
ϛΧ・ΧϯΧΠωϯɹϑΟϯϥϯυ݋ಓڠձձ௕
　日本の高ஈҐの先生方による稽古に、参加者は大มຬ足しましたɻまた、本プログラムを通じて、日・
フィンランド૒方のྑ好な関係が強化されましたɻ（ࠓ回派遣された）先生方はզ々が๬む中で最高の
指導者であり、先生方との経験はࢲたちの「剣道の旅」において助けとなりましたɻ講習プログラムは、
剣道の技術のഎܠにある基礎と理࿦の理ղの助けとなる「基本」の稽古に基づくものでしたɻଟくの地
稽古を行っていただいたことに大มँײしておりますɻ
　日本の高ஈҐの先生方からಘられた技術向上と剣道への理ղは、フィンランドにおける剣道に対する
指導者の支援として大มॏཁですɻ日本の先生方の࠶訪を強くر๬しますɻ

成果

者の声܎ؔ
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˔αοΧーަྲྀࣄ業
実施団体：独立行政法人国際交流基金（JF）

　公益財団法人日本サッカー協会（JFA）及び公益財団法人日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）との
共催等により、アジアにおけるサッカーの発展を目的とした交流事業を実施ɻ2014年度よりインドネ
シア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、
ラオスのASEAN10か国を中心とした事業を通じ、派遣、招へいຢは参加した関係者は໿1
100名、᧐
益者は໿1万8千人にの΅るɻ

　各国サッカー協会・連盟やクラブチームと協ಇして、サッカー関係者の派遣・招へいや、ASEAN各
国でのサッカー教室等を実施し、各国の代表チームやクラブチーム、プロサッカーリーグのܧ続的強化
を行ってきたɻ2019年には、日本とASEAN10か国及び東ティモールのメンバーで構成される国際選
抜チーム「ASIAN ELEVEN」事業を実施ɻ6月には福島県で東北選抜（18ࡀҎ下男子）と、また11月
には日ASEAN首೴会議の開催にあわせ、バンコクでタイ選抜（16 ࡀҎ下男子）との国際親善試合を
開催したɻ
　新型コロナウイルスײછ症がアジアで֦大したޙは、オンラインによる事業もॏ視して実施したɻア
ジアセンター主催のオンラインセミナー「オンライン・アジアセンターࣉ子屋」でサッカー関連セミナ
ーをෳ਺回実施し、交流事業の成Ռや、JFAの対アジアサッカー戦ུ、各クラブチームの東南アジア域
内での活動を紹介したɻまた、日本経済新聞社と連携して実施したオンライン企画では、田ౢ޾三JFA
会長他がొஃし、アジア域内のサッカー交流事業の成Ռとॏཁ性、さらなる交流のඞཁ性とՄ能性につ
いて国内外に広く発信したɻ

　2014年度よりܧ続的に交流を行った݁Ռ、アジアサッカー連盟U-19選手権への出場権を֫ಘする
東南アジアの国がঃ々に増加したɻ2020年の選手権（於・ウズベキスタン）にはաڈ最ଟの5か国が
出場権を֫ಘ、特に、JFAとの事業でෳ਺の専門家を派遣しているカンボジアは実に45年ぶりの出場
をܾめた（選手権の開催は新型コロナウイルスײછ症の֦大により中ࢭ）ɻ
　JFAの協力をಘて実施したオンラインセミナーの഑信ޙは、JFAがྫ年行っている海外指導者派遣事
業への応募者਺がྫ年の2ഒに増加したɻ海外でのサッカー指導に関心を持ちながら具体的な৘ใをಘ
る機会を持てずにいたサッカー指導者のજ在૚の۷りىこしに成ޭしたと考えられ、オンライン形式な
らではの波及ޮՌをಘることができたɻ

֓ཁ

活動・事業内容

成果

� JFA
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【有形】
ㅡカンボジアにサッカー指定校を設立

派遣専門家主導でカンボジアの25全ての州にサッカーの指定校を設立ɻ育成年代別の強化の࢓組み
づくりに成ޭし、カンボジアサッカーのレベル向上に大きく貢献したɻ持続Մ能性の高い組織体੍及
び指導方法の֬立により、カンボジアサッカーのޙࠓのさらなるレベル向上が期待されるɻ

ㅡサッカースクールの開校
本事業の一環でベトナムにてサッカー教室を開催した川崎フロンターレが、ݱ地とのつながりを活か
しܧ続的にサッカーを教えるスクールを開校ɻޙࠓよりଟくのベトナム人ए年૚に日本のサッカーに
触れる機会を提供することがՄ能となり、ベトナムサッカーの発展への寄与が期待されるɻ

【ແ形】
ㅡ選手同士の交流、モチベーションの向上に貢献

2019年実施の「ASIAN ELEVEN」や、日本のJリーグクラブでの研修に参加した選手が、そのޙ各
国の代表選手に選出されたり、Ԥ米の有名リーグから声を掛けられたりするなど、各方໘で目覚まし
い活༂を見せているɻ本事業による国を越えた交流が各選手のモチベーションをܹࢗしたものと考え
られ、ޙࠓの選手のさらなる活༂につながることが期待されるɻ

⿟アジアの各国において指導者の育成にあたるリーダーたちが、サッカーの世界的なை流を共通認ࣝと
して共有し、おޓいをܹࢗしあい、ビジョンを共有するɻこのような経験は全ての参加者が自国に໭
ったあと大きく活かされると֬信していますɻ

⿟国際交流基金アジアセンターの大୾な発૝から生まれた「ASIAN ELEVEN」ɻ໿2ि間の長い期間
ASEAN各国のݸ性ある選手たちと同じ時間を共有できたことはૉ੖らしい経験になりましたɻこの
事業がܧ続して実施されることをئっていますɻ

⿟ピッチ外でのアクティビティで日本の文化に触れたこと、また地元のシニアの方々、高校生、小学生
など༷々な年代の日本人とコミュニケーションができたことは、東南アジアからの参加選手たちにと
ってྑい経験となったɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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˔੨গ೥のスポーツΛ௨ͨࣾ͡会׆ݙߩಈ
実施団体：株式会社サニックス、一般財団法人サニックススポーツ振興財団、株式会社グローバルアリーナ

　2015年にスポーツ・フォー・トゥモロー・コン
ソーシアム会員に加盟し、その年から認定事業の申
請をしているɻ2020年は新型コロナウイルスײછ
症の֦大により大会事業が中ࢭとなったが、2019
年までに5競技、6大会事業、実施大会਺25回、来
日国਺32ϱ国・地域、᧐益者総਺3
038名を਺えたɻ
サニックスは青少年のスポーツを通した健全育成、
競技力の向上、国際文化交流を目的とした社会貢献
活動を推進しているɻすべて「グローバルアリーナ」
（福岡県फ૾市）を会場として行われ、競技も生活も寝৯も一つの施設の中で݁׬することができるɻ「グ
ローバルアリーナ」は当社創業者のނ फ政৳一がࢲඅ（株式公開時にಘた創業者利益）を౤じて作っ
たଟ目的スポーツ・文化総合宿ധ施設であるɻ

⿟αχοΫεϫʔϧυϥάϏʔϢʔεަྲྀେձɹ�݄ɺ�݄
　2016ɼ2017ɼ2018ɼ2019

サニックスグループが行う国際スポーツ大会の中で一൪歴史のある大会ɻ
2000年から実施され2019年で20回のઅ目をܴえたɻこれまで໿13
000人
が参加、うち145人が各国の代表選手となり、26名がラグビーワールドカッ
プ2019日本大会に参加するなど、当大会に参加した選手が国内外トップレベ
ルのリーグで活༂する࢟が見られるɻ

⿟αχοΫεΧοϓ6���国ࡍϋϯυϘʔϧަྲྀେձɹ��݄
　2015、2016、2017、2018、2019

海外・国内の男女16チームで行われ、競技のみならず選手同士
の交流会や観光をすることでコミュニケーションをਤりながらお
いの文化に触れ合い理ղをਂめるɻޓ

⿟αχοΫε$61国ࡍ৽体ૢ団体બखݖɹ��݄
　2015、2016、2018、2019

ジュニアの新体操の普及とともに、日ࠒの練習の成Ռを発表する
場を提供し、技術・表ݱ力を学び合い、国際交流をਤるɻブルガ
リア・レフスキー新体操クラブが地元の小学校を訪໰し演技を൸
露したり、日本文化を体験したりと地域との交流も推進するɻ

⿟αχοΫεض෱Ԭ国ࡍதֶੜॊಓେձɹ��݄ɹ
　2015、2016、2017、2018、2019

中学生柔道の普及・発展ならびに競技力の向上を目指すととも
に、国際大会で活༂できる競技者、国際社会で貢献できる人材を育
てることを目的とするɻ海外チームを中心としたトレーニングキ
ャンプや世界的な選手を招いてのテクニカルクリニックも実施ɻ

֓ཁ

事業内容
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⿟αχοΫε0QFO৽体ૢνʔϜબखݖɹ�݄
　2017、2018、2019

前出のサニックスCUPを発展させたシニア（中学2年生Ҏ上）を
対象とした大会ɻジュニア大会参加者の新たな目ඪとし、新体操
の普及を推進するとともに世界レベルの新体操の体験、国際交流
の機会を設けることを目的とするɻ

⿟αχοΫεഋ国ࡍϢʔεαοΧʔେձɹ�݄
　2016ɼ2017ɼ2018ɼ2019

海外国内16チームによる予選リーグとܾউトーナメントでチャ
ンピオンをܾめる大会ɻ୯独チームによる国際大会はوॏな経験
であり、選手としてのՄ能性を広げるɻまた、ウェルカムパーテ
ィーや観光も行い、ޓいの文化も学ぶɻ

　すべての大会を通じて、ݴ葉のҟなる相手と競うことは技術的にもਫ਼神的にも大きな成長を見ること
ができるɻ国内の強߽校は戦う前から名前でউってしまうことがあるが、海外の選手は力が未知਺のた
め国内での常ࣝは通用しないɻそれを知ることで新たなજ在能力を開Ֆさせることができるɻ
　また、ए者たちが身振り手振りで自分のؾ持ちを伝え
たり、記念品を交換したりすることで、自વにޓいの文
化を知り学び合うɻٸ଎に進むグローバル化する社会に
ద応する能力が身につくɻ
　これらはSDGsとີ઀につながっており、【目ඪ4　࣭
の高い教育をみんなに】【目ඪ5　ジェンダー平等の実
目ඪ16　平】【目ඪ10　人や国の不平等をなくす】【ݱ
和と公ਖ਼をすべての人に】【目ඪ17　パートナーシップ
で目ඪを達成】に大きく貢献していると考えるɻ

　ラグビー大会のウェルカムパーティーでは、毎年各チームが3分間のパフォーマンスをするが、ある
国内校が「We are the World」のۂを流したところ、各国の選手たちが自国の国旗のプレートを持
ち出しステージに࣍々にۦけ上がり大合এとなったɻ大会ଆが࢓掛けたことではなく、高校生が自分た
ちでこの大会の意義、自分たちの໾ׂを理ղした行動であり、ࠓでは毎年ྫ߃の光ܠになったɻ
　また、認定事業として申請したҎ前の大会をؚめて、東京2020オリンピック競技大会には、各競技

をあわせて海外選手2名、日本選手26名が出場
したɻ東京2020パラリンピック競技大会に出
場した海外選手1名もおり、एい年代での国際
大会の経験が൴らのモチベーションとなり、ݱ
在の活༂に繋がっていると信じたいɻそして൴
らが࣍の世代のアスリートにそのॏཁ性をܧঝ
してくれることをئうɻこれがスポーツを通じ
た国際的な社会貢献活動の一つの方法になって
いると考えるɻ

成果
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˔�ॊಓʮ೔ΞηΞϯ+*5"�,:O&*ʢ自他ڞӫʣP3O+&$5ʯ
実施団体：独立行政法人国際交流基金（JF）

　公益財団法人講道館との共催により、柔道を通じたASEAN各国との交流の֦大、人材育成、ネット
ワーク形成等を目的として、2016年度よりこれまでに、インドネシア、カンボジア、シンガポール、
タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、ラオスのASEAN10か国で柔道交
流事業を実施ɻこれまでに派遣ຢは招へいした関係者は100名強、᧐益者は5
000人強にの΅るɻ

　日本人指導者の各国への派遣、各国指導者の日本への招へい事業の΄か、教材作成、オンラインをؚ
むセミナー等を実施し、ASEAN内と日本の柔道関係者間のネットワーク形成や相ޓ理ղを促進してき
たɻ

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会や東南アジア競技会（SEA Games）に向けた柔
道レベル向上のニーズに応えるべく、ए手指導者の招へい、指導者の派遣を通じて競技レベルの向上を
ਤるとともに、柔道を通じた日本と東南アジアのネットワークを強ݻなものとしたɻまた、ブルネイ柔
道連盟の立ち上げを行う等、各国における柔道普及のための組織づくりの໘でも本事業が寄与するとこ
ろは大きいɻ本事業は2020年度でऴྃすることが予定されていたが、ASEAN10か国の柔道連盟会長
名で本事業のܧ続を๬むレターが寄せられた΄か、共催機関である講道館からもҾき続きの事業実施に
対するཁ請があり、2021年度も事業をܧ続したɻ

֓ཁ

活動・事業内容
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【有形】
ㅡブルネイ柔道連盟の設立

2018年、それまでASEAN各国で།一柔道に関する公的団体が存在しなかったブルネイに、本プロ
ジェクトが主導して柔道連盟を設立、Ҏ߱ݱ地での柔道の普及、レベルの向上に大きく貢献したɻ

ㅡ柔道指導教材の作成
柔道の技や心ಘを教える動画教材の੍作・഑信を通じ、௚઀指導のできないASEAN域内の主に地方
に住む人々へのアプローチをՄ能とした（動画഑信サイトで൒Ӭ久的に視聴Մ能）ɻ

【ແ形】
ㅡ東南アジア各国柔道関係者間のネットワーク強化

本プロジェクトをきっかけにし、ASEAN各国・日本間のみならず、ASEAN各国の柔道連盟の間でも
ີ઀に৘ใ共有がなされるようになるなど、人的ネットワークがਂ化したɻޙࠓ各国が連携しながら
域内の柔道の普及を進めていくことが期待されるɻ

⿟柔道の原点の場所である講道館のセミナーを通じ、ଟくの知見を与えてくださった先生方、お世࿩を
してくれたօさんにँײしますɻまた、各国から参加した仲間たちと共に練習できたことにँײしま
すɻࠓ回のセミナーでಘられた経験やײ動を国へؼって伝えますɻ

⿟ޙࠓも子どもたち向けのセミナーの実施を楽しみにしていますɻ
⿟ޙࠓの柔道の発展のために、講道館で学んだことを参考にしていきたいと思いますɻ
⿟これからも༷々な形式でご指導の機会を作っていただけるとخしいですɻ
⿟年1回、年2回のオンラインセミナーの開催をおئいしたいですɻ
⿟技術をもっと理ղできるように、オンライン授業をもっと実施して΄しいですɻ
⿟またこのૉ੖らしいプログラムを開催されることを楽しみにしていますɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の
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˔�ฏ੒28೥౓ରίスλϦΧ૲のࠜจԽແঈྗڠۚࢿ
ɹ�ʮίスλϦΧ・ΦϦϯϐοΫ委員会スポーツࡐث੔උ計ըʯ

実施省庁：外務省

被供与団体名：コスタリカ・オリンピック委員会　　　供与限度ֹ：9
981
360ԁ
供与ث材

体操 ・男子平行棒用マットセット × 1セット
・男子௻りྠ用マットセット × 1セット

・女子平ۉ台用マットセット × 1セット
・女子ஈҧい平行棒用マットセット × 1セット

水泳 ・アンプ付きスピーカ × 2セット
・ミキサー × 1セット

・ワイヤレスマイク × 1セット
・水中スピーカセット × 1セット

卓球 ・車いす対応公式卓球台　16台
フェンシング ・フェンシング公式試合用ピスト　5セット
ボクシング ・移動Մ能ボクシング･リング　1セット

（1）SFTの一環として、コスタリカ・オリンピック委員会（CON）が強化をਤるスポーツ分野である
①体操、②シンクロナイズドスイミング(ݱ在はアーティスティックスイミング)、ᶅ卓球、ᶆフェ
ンシング、ᶇボクシングに関するث材を整備し、コスタリカにおけるスポーツ振興に貢献するɻ

（2）コスタリカ国内スポーツ競技の強化・普及をਤると共に、日本とコスタリカ྆国の友好親善とスポ
ーツ交流の促進に寄与するɻ

（3）スポーツを通じたզが国とコスタリカの関係をさらに強化、発展させると共に、コスタリカ・スポ
ーツ界におけるզが国のプレゼンスを高めるɻ

（4）よりଟくの青少年にスポーツに親しむ機会を提供しながら、青少年の健全な育成ฒびにスポーツの
普及と健康を増進するɻスポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広げて
いくɻ

（5）本ث材整備ޙに日本からの指導者の派遣、コスタリカ代表選手の日本への招へい等もݕ౼しつつ、
スポーツを通じた日本とコスタリカのさらなる関係強化を推進するɻ

　本計画の供与式を競技団体毎、5回にわたり実施したこともあり、当֘競技団体のみならずコスタリ
カ・スポーツ界全体をはじめ、広くコスタリカ国民に認知され、զが国のプレゼンスはඈ༂的に向上し
たɻ
　2017年開催された中米スポーツ選手権において、本計画でث材を供与した団体はいずれも見事な成
੷を収めたɻフェンシングでは、男子ݸ人（エペ種目）で金メダルを֫ಘ、また、女子団体（エペ種目）
で金メダルを֫ಘしたɻ体操では2017年6月開催の中米体操選手権大会において男女とも見事な成੷
を収めたɻ同大会で男子体操団体では༏উし、上Ґの大会である中米・カリブ体操選手権大会にコスタ
リカ代表チームとして初出場することになったɻフェンシング連盟、コスタリカ体操連盟の૒方の会長
は、本計画のث材供与よる練習環境の大෯なվ善がউ利につながったࢫड़べ、コスタリカ・スポーツ界
も本計画を高くධ価しているɻ
　本計画をܖ機に、JICA海外協力隊の卓球隊員とフェンシング隊員が派遣される等、ハード・ソフト
྆໘への支援は、スポーツ界のみならずコスタリカの政界、教育界、ใ道関係機関等からも高くධ価さ
れているɻ
　2018年10月30日、コスタリカにおいて、中米ボクシング選手権大会が開催され、本大会では本計
画で供与したボクシングリングが࢖用されたɻこの開会式に出੮したソラーノ・コスタリカ・スポーツ
大ਉは、ѫࡰの中で日本の貢献を高くධ価するところがあったɻ
　2019年12月には「コパ・コスタリカ2019パラ卓球大会」が、23カ国から100名を௒える障がい者
が参加して行われたが、本大会は本計画で供与した卓球台16台を用いて開催されたɻ主催したコスタ

֓ཁ
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リカ卓球連盟会長は、開会式において「この大会で࢖用する卓球台は全て日本大࢖館の供与によるもの
でվめてँײするɻ」ࢫड़べたɻ本大会に出場した日本選手団からは「この大会に出場した各国の選手
達から、Կ度もこの卓球台の供与についてզ々にँ意のݴ葉をかけられたɻ日本政府の障がい者スポー
ツへの理ղと協力をތりに思うɻ」ँࢫ意がड़べられたɻ
　2021年6月、コスタリカ体操連盟の女子強化選手であるルシアナ・アルバラード選手の東京オリン
ピックへの出場がܾ定ɻコスタリカの体操選手がオリンピックに出場するのは男女ؚめ初めてであり、
コスタリカ体操連盟会長から「この歴史的շڍは本計画による体操ث材の供与により選手の練習環境が
大෯にվ善したことによるところが大であり、վめて日本大࢖館及び日本政府にँײするɻ」ਂࢫਙな
るँ意が表໌されたɻまた、アルバラード選手から「東京オリンピックが開催される日本からの体操ث
材の供与は、ࢲ（アルバラード選手）をؚめ、コスタリカ体操連盟の全ての選手のモチベーション向上
に繋がったɻ東京ではࢲの演技を日本のօさんに൸露できることを楽しみにしているɻ」ँࢫ意をड़べ
たɻ

ײॴؗ࢖ίελϦΧ日ຊ国େࡏ
　在コスタリカ日本国大࢖館は、東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、スポーツ分野に
おける日・コスタリカೋ国間交流を広ใ文化活動における基本方਑の一つとしてੵۃ的に推進してい
るɻ本プロジェクトは、コスタリカのスポーツ環境を整備・強化し、よりଟくの青少年にスポーツに親
しむ機会を提供するとともに、青少年の健全な育成ฒびにスポーツの普及と健康を増進しているɻま
た、スポーツを通じた日コスタリカೋ国間関係の発展にもࢿする等ଟ大なޮՌがあったɻ本計画により、
CONをはじめ、当国スポーツ界とよりਂ化した関係を構ஙしたɻ
　コスタリカ・オリンピック委員会（CON）は、コスタリカにおいてオリンピック・ムーブメントを
推進する上で中心的な໾ׂを担っており、SFTプログラムを推進していく上で、最もॏཁな団体であるɻ
本計画により、CONとよりີۓな関係を構ங出来たことは、ޙࠓのスポーツ外交を推進していく上で
もॏཁであるɻ
　当館の協力により、CONとJOCは、2015年5月、パートナーシップ協定をక݁したɻこれをܖ機と
して྆国のスポーツを通じた交流が活発化しており、本計画の実施により、コスタリカにおけるスポー
ツ環境を整備することで、スポーツを通じた日本とコスタリカの関係をさらに強化、発展させることが
でき、コスタリカ・スポーツ界における日本のプレゼンスをඈ༂的に高めたɻ
　Ҿき続きCONをはじめ当国スポーツ界と連携し、東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向
け、スポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを広げていくとともに、྆国関係
のߋなる発展に貢献していくɻ
ιϥʔϊ・ίελϦΧ・εϙʔπେਉ
　自分は、フェンシング、柔道、ボクシング等のコスタリカで行われる国際試合に度々出੮しているが、
Կれの大会においても日本大࢖館によるث材供与や人的な貢献等を目にするɻ日本のコスタリカ・スポ
ーツ界へのଟ大な貢献に対してվめてਂँするɻ（2018年10月30日、コスタリカで開催された中米ボクシング選手権大会

にて）
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˔�೔ಠスポーツަྲྀɺ೔ؖதスポーツަྲྀɺ೔ؖスポーツަྲྀɺ೔தスポーツަྲྀɺ地Ҭަྲྀ
実施団体：公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）

　日本スポーツ協会（Japan Sport Association:JSPO）は、1967年からドイツと青少年指導者のࢿ
࣭向上と青少年スポーツの発展に寄与することを目的に「日独スポーツ交流」を実施しているɻ1993
年からは、東アジア諸国の青少年スポーツ交流を促進し、競技力向上にࢿするため、高校生年代のアス
リートによる「日・韓・中ジュニア交流競技会」を3か国で実施しているɻさらに韓国、中国、ロシア
との親善と友好をより一૚ਂめ、各国のスポーツ振興をਤることを目的として෯広い年齢૚を対象に
1997年から「日韓スポーツ交流」、2007年から「日中スポーツ交流」、2016年から地域交流での「日
露スポーツ交流」を実施し、選手団がޓいの国を訪Ͷ、競技を通じて友好親善とフェアプレーの促進を
ਤり、ݱ地での生活や文化୳訪により、相手国との相ޓ理ղをਂめているɻ

ʬ೔ಠスポーツަྲྀʭ
　ドイツの青少年および指導者の相ޓ交流により友好と親善をਂめるとともに、各国の青少年スポーツ
の発展に寄与することを目的とし、1967年から日独スポーツ少年団指導者交流、1974年からスポー
ツ少年団同時交流、1977年から日独青少年指導者セミナーを実施しているɻ日独スポーツ少年団の団
員と指導者が参加し、各ڃ組織の運営、団組織の活性化等に大きな成Ռを上げているɻまた、青少年の
教育としての成Ռだけではなく日本とドイツ間の友好関係にも寄与しているɻ

名　শ 形ଶ 実施期間 会場 参加者

日独スポーツ少年団同時交流 派遣 18日間 ドイツ 125名/16ࡀȂ24ࡀ受入 17日間 日本

日独スポーツ少年団指導者交流 派遣 14日間 ドイツ 10名/45ࡀఔ度まで受入 14日間 日本

日独青少年指導者セミナー 派遣 14日間 ドイツ 7名/50ࡀఔ度まで
受入 13日間 日本 7名/50ࡀఔ度まで

ʬ೔ؖதスポーツަྲྀʭ
　東アジア諸国との青少年スポーツ交流を促進し、これを通じて
相ޓ理ղをਂめ、競技力向上にࢿするため、1993年から日本・
韓国・中国が持ち回りで開催しているɻ高校生世代のෳ਺競技に
よる国際的な競技会として発展し、日本選手団は、各競技とも国
内競技大会で好成੷を収めている高校生世代のトップレベルの選
手を中心としてฤ成し、同年代の韓国・中国選手団と毎年熱戦を
にオリンピッޙ、り広げているɻこの競技会に参加した選手が܁
クやその他の国際競技大会で活༂している実੷もあり、日本の競技力向上に大きな໾ׂをՌたしているɻ

名　শ 形ଶ 実施期間 会場 参加者 実施競技

日・韓・中
ジュニア交流
競技会

派遣/
受入˞4

8月23Ȃ29日
/7日間

日本
韓国
中国

日本・韓国・中国お
よび開催地選手団各
247名：合計988名
Ҏ下の高校生ࡀ18/

陸上競技ɼサッカーɼテニスɼバレーボールɼ
バスケットボールɼウエイトリフティングɼ
ハンドボールɼソフトテニスɼ卓球ɼバド
ミントンɼラグビーフットボール

˞4 3年に一度、受入

ʬ೔ؖ/೔தスポーツަྲྀʭ
　「2002年ワールドカップ・サッカー大会」の日本・韓国共同
開催ܾ定をܖ機に、スポーツを通じて྆国の親善と友好をより一
૚ਂめ、ߋには྆国のスポーツ振興をਤることを目的に実施して
いるɻこれまで2万人を௒える日韓྆国の෯広い年齢૚の選手が、
いの国を訪໰してスポーツ交流を行うとともに、それͧれの生ޓ
活や文化にも触れ、理ղをਂめ合ったɻ交流実施ޙも、発展的に

֓ཁ

活動・事業内容

ྫࣄ 13

p52_53.indd   52 2022/02/14   11:36:15



53

�
εϙʔπΛ௨ͨ͡国ٴྗڠࡍͼަྲྀ

地域交流やݸ別の交流にܧ続されるなど、国際交流の成Ռがあらわれているɻ

名　শ 形ଶ 実施期
間 会場 参加者 実施競技

日韓青少年
夏قスポーツ交流

派遣 8月
7日間

韓国 218名/小学校5・6
年生、中学生

サッカーɼバレーボールɼバスケット
ボールɼ卓球ɼバドミントン受入 日本

日韓青少年
ౙقスポーツ交流˞1

派遣 1-2月
6日間

韓国
159名/中学生

スキー（アルペン・クロスカントリー）ɼ
スケート（スピード・ショートトラッ
ク）ɼアイスホッケーɼカーリング受入 日本

日韓スポーツ交流・
成人交歓交流

派遣 5-6月
7日間

韓国
˞2

176名/
成人男女（30-70ࡀ）

サッカーɼテニスɼバレーボールɼバ
スケットボールɼ自స車競技ɼソフト
テニスɼ軟式野球ɼバドミントンɼボ
ウリング受入 9月

7 日間
日本
˞3

176名/
成人男女（35-70ࡀ）

˞1 日韓青少年ౙقスポーツ交流は2020年度でऴྃし、2022年度から中国を加えた日韓中青少年ౙقスポーツ交流を
実施予定

˞2 全国生活体育大ॕయ（韓国の生֔スポーツの祭య）へ参加
˞3 日本スポーツマスターズ大会へ参加

　日本と中国の྆国政府が日中国交ਖ਼常化35周年を記念し、2007年を「日中文化･スポーツ交流年」
としたことをܖ機に日本スポーツ協会は日中スポーツ交流を開࢝したɻҎ来、生֔スポーツに親しむ成
人を対象として、日中྆国の親善と友好をさらにਂめるとともに、྆国のスポーツ振興をਤることを目
的に実施しているɻ2007年から2019年までの12年間で໿1
300名の選手が交流に参加し、日韓スポ
ーツ交流同༷、地域交流やݸ別の交流にܧ続されるなど、྆国の生֔スポーツの発展と友好親善に寄与
しているɻさらに、青少年スポーツのॆ実・発展を目的として、スポーツ少年団の団員および指導者を
対象とした「日中青少年スポーツ交流」も実施しているɻ

名　শ 形ଶ 実施期間 会場 参加者 実施競技

日中
成人スポーツ交流

派遣 5-6月
5日間 中国 61名/成人男女

（ࡀ30-65）
テニスɼ卓球ɼバドミントンɼ
バスケットボール受入 11-12月

5日間 日本

日中
青少年スポーツ交流

派遣/受入
(ִ年実施)

8月
7日間

日本/
中国

40名/原ଇとし
て中学生 －

ʬ地Ҭަྲྀʭ
　韓国、中国、ロシアとの地域レベルでのスポーツ交流を実施し、各国との相ޓ理ղと友好親善をਂめ
るとともに、各国におけるスポーツ振興をਤることを目的とするɻ2003年から2019年までの17年間
で465交流(日中80交流、日韓372交流、日露13交流)によって、9
102名（日中1
428名、日韓7
499名、
日露225名）が参加したɻ

形ଶ 参加者 区　分 実施競技

派遣/受入 1交流あたり20Ȃ25名 5区分
（小学生・中学生・高校生・大学生・成人） JSPO加盟競技団体種目

日ؖ੨গ೥ౙق（डೖ）ʗؖ国ࢀՃબख
　交流に参加して、日本の選手と英ޠやジェスチャーで࿩ができて、競技だけでなく༷々なྑい経験が
できましたɻ本当に楽しかったですɻࠓ回参加できたことにँײし、この経験をきっかけに、自分のՄ
能性を広げたいと思いますɻ
日த੨গ೥εϙʔπ団һަྲྀ（೿ݣ）ʗ日ຊࢀՃબख
回の交流に参加して、スポーツ活動や文化体験を通して、中国の選手団と仲ྑくなることができたɻࠓ　
人としても成長ができたとײじ、本当に内༰のೱい一ि間をաごせることができたɻこの経験を活かし、
これからもԿ事にも௅戦していきたいですɻ

者の声܎ؔ
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ܞ連ࢢੴז・ݝखؠ・6'3+・4$+�˔ ϥάϏーྲྀަࡍࠃϓϩάϥϜ
実施団体：日本スポーツ振興センター、日本ラグビーフットボール協会、岩手県、釜石市（スポーツ庁委ୗ事業において実施）

　日本スポーツ振興センター（JSC）と日本ラグビーフットボール協会（JRFU）は2016年から2020
年の5年間、アジア6か国でラグビーの普及と競技力向上を目的とした国際協力・交流活動を実施して
きたɻ2018年には東日本大震災の被災地でラグビーワールドカップ2019日本大会の開催都市となっ
た岩手県・釜石市と連携し、2004年スマトラ島沖地震の被災地であるスリランカとインドネシアでラ
グビー交流会と防災教室を開催したɻラグビー交流活動に日本の被災自治体が有する防災教育のノウハ
ウを組みࠐんだプログラムは、ݱ地ラグビー協会を中心に地域の学校やコミュニティと連携し、2018
年2月5日から13日でスリランカ144人、インドネシア175人、計319人を対象に実施されたɻこのス
ポーツと防災を融合させた新たな取り組みは、地方自治体の知見を活かしたスポーツ国際協力・交流活
動モデルとして、開発途上国における自વ災害に対する੬ऑ性の高まりという社会的課題のղܾにも貢
献しているɻ

　日本から派遣された元ラグビー日本代表選手と岩手県職員（釜石シーウェイブスOB）が中心となり、
地のラグビー協会やラグビー指導で派遣されていたJICA海外協力隊とも連携し、少年少女を対象とݱ
したラグビー交流会を開催したɻݱ地の学校にはଟくの子どもたちが集まり、ラグビーボールを࢖った
遊びやゲームを通じてラグビーの持つ「ଚॏ」や「݁ଋ」といった共通の価値（コアバリュー）を共有
したɻラグビー交流会の前ޙには、岩手県職員と釜石市でコミュニティ活動を行うNGO職員がࣳࢴ居
などを࢖って津波の心構えと対ॲ方法について防災教育を行ったɻスリランカ及びインドネシアでの具
体的な活動はҎ下のとおりɻ
˙スϦϥϯΧ
⿟ ゴール市周ลの3つ学校から参加した7ࡀから19ࡀの生徒を

対象に、ラグビーのਫ਼神や「One Team」を意ࣝした実ફ
的な指導を行ったɻ

⿟ ラグビー交流会の前ޙに防災教室を開催したɻ釜石市が取り
組んでいる防災教育のコンテンツから、地震発生時における
ආ難行動の原ଇについて、ラグビーਫ਼神を交えてࣳࢴ居形式
でղઆしたɻ

⿟ ゴール市໾所の行政׭から防災対策や防災教育のݱঢ়につい
てヒアリングをし、意見交換を行ったɻまた、学校の先生と
も意見交換をし、おޓいの経験や取り組みを共有したɻ

˙ΠϯυωγΞ
⿟ ジャカルタでは近ྡの孤児院からも選手を受け入れているジ

ュニアラグビークラブで技術指導を世代別に行ったɻ
⿟ プラムカ島でのラグビー交流会には7ࡀから12ࡀの小学生が

参加し、ボールを࢖ったゲームなどで交流を行ったɻ
⿟ スリランカ同༷、全選手・スタッフを対象にࣳࢴ居形式で防

災教室を開催したɻ
⿟ ジャカルタの国家災害対策庁では釜石市で実施している防災

教育や復興の取り組みを紹介し、意見交換を行ったɻ

　ラグビー交流会と連動して防災教育プログラムを実施したことで、トレーニングをܧ続することのॏ
ཁ性を認ࣝしてもらうと同時に、ආ難܇練を܁りฦし行うことが地震や津波発生時にも໾立つことを理
ղしてもらうことができたɻスポーツと防災教育を融合させたプログラムの実施を通じて、スマトラ島

֓ཁ

活動・事業内容

成果

ಋʢスϦϥϯΧʣࢦϥάϏーબख΁のࢠঁ

๷ࣨڭࡂʢΠϯυωγΞʣ
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沖地震とそれによる津波の教܇の෩化という社会的課題のࠀ෰に貢献したɻ
　行政レベルでは、災害対策や防災教育について活発に意見交換が行われ、૒方の交流と理ղをਂめる
ྑい機会となり、被災地同士のつながりをਂめたɻインドネシアでは国家災害対策庁との意見交換にݱ
地のJICA関係者が同੮したことで、釜石市の取り組みを題材にしたֆ本のインドネシアޠ຋༁や防災
授業、博物館展示の構૝が持ち上がり、྆国の地方自治体レベルでの連携のՄ能性が広がったɻまたݱ
地のニーズ調査や具体的な交流のՄ能性について意見交換ができたことで、釜石市のߋなる国際化の推
進を視野に入れた国際協力の౔台作りができたɻ
　このように地方自治体の知見を国際的なスポーツネットワークを活用して展開する国際協力・交流の
形を実ݱできたことは大きな成Ռであり、このモデルを活用することでこれまで行き届かなかった人た
ちにもプログラムを展開することがՄ能になると考察されるɻ

　スリランカ及びインドネシアでの活動から3年が経ち、スポーツに地方自治体が持つ強みである防災
教育を融合した国際交流プログラムは、釜石市が主体となりߋなる広がりをみせているɻ釜石独自の防
災モデルを֬立させ、スポーツ・フォー・トゥモロー事業で
ഓったネットワークを活用し、2022年Ҏ߱にインドネシアで
JICAの津波防災活動の草の根技術協力事業が実施されること
になったɻこのプロジェクトでも住民同士がつながるきっかけ
作りや、फ教や民族などのҧいをブレークスルーするツールと
してスポーツへの期待が高まっているɻまた、釜石市において
は2020年に国際交流課が設ஔされ、ޙࠓも釜石市とインドネ
シア・バンダアチェ市は地方自治体レベルでの国際連携を進め
ていく意向であるɻ
　このような地方自治体によるスポーツを通じた国際協力・交
流活動モデルはܧޙ事業にも活かされており、2018年12月に
は障がい者スポーツに関する知見を有する大分県・別府市と連
携し、ラオスで障がい者を対象にラグビーを通じた国際協力・交流活動を実施することでインクルーシ
ブな社会に向けた取り組みを支援しているɻ

εϦϥϯΧ・ΰʔϧࢢ�ϥάϏʔίʔν
　子どもたちは元ラグビー日本代表から௚઀コーチングを受けることができ、وॏな経験ができたɻࠓ
回のラグビーと防災教育を組み合わせた取り組みは非常にユニークで、子どもたちはラグビーにも防災
教室にもਅ剣に取り組んでいたɻ
ΠϯυωγΞ・ΞνΣभจԽہޫ؍�ΞνΣ௡೾ത෺ؗ�ϋϑχμʔϧؗ௕
　釜石の人々がどのように震災の経験と対ቂし、防災対策を行っているのか、とても興ຯਂかったɻ災
害の教܇を共有し、学びをಘることにऴわりはないɻ草の根事業から学んだことを活かし、྆国の連携
がインドネシアの他の地域でも展開されることを期待して活動をܧ続していきたいɻ
（ձڠ日ຊϥάϏʔϑοτϘʔϧ）ࢯণརࢁ޲
　ラグビー交流プログラムの前ޙで防災教育を実施することは、子どもたちの防災に対する興ຯ関心を
Ҿくという意ຯにおいて有益であったɻラグビーが大切にしているਫ਼神を防災教育に活用することで防
災に関する知見をより印象ਂく提供することができたɻラグビーの振興だけでなくラグビーネットワー
クを活用した防災にかかる課題ղܾも目指す新しい取り組みとなったɻ
٠஑ଠհࢯ（ؠखݝจԽεϙʔπ෦ΦϦϯϐοΫ・ύϥϦϯϐοΫਪਐࣨ˞೿࣌ݣ͸38$����ਪਐࣨ）
　海外の教育ݱ場でも釜石市が有する防災教育の知見やノウハウを提供できるとײじたɻスリランカ・
ゴール市は津波被災地、世界遺産を有している観光都市など釜石市と共通点がଟいことから、ޙࠓ、「防
災教育」「観光」「ラグビー」を通じた交流が期待できるɻܧ続できる実施体੍のあり方などの課題をݕ
ূしたうえで、防災教育を推進していきたいɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ

඿地ҬΛ๚Εͨࠜ・ࢢੴז୆ҠసΛͨ͠ߴ
ΞνΣभの関ऀ܎ʢ2019೥12݄ʣ
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��� ମҭߍֶ
　ଟくの国で体育（อ健体育）はカリキュラム上ではඞ修科目である一方で、特に開発途上国では教員
の能力強化、カリキュラムや施設の整備など支援ニーズは高いɻSFTが࢝まるҎ前は主にJICA海外協
力隊の体育隊員の派遣などで対応してきたが、SFT開ޙ࢝は、カリキュラムの策定やվగ支援、教員の
能力向上、教材や指導ॻの作成支援と෯広い取り組みが行われたɻ
　カリキュラムの策定や教師への支援など੍度໘の支援には長期間の関与がඞཁとなるため、JICAや
JSCなどのෳ਺年による支援が中心であったɻ
　JICAは、ミャンマーで体育科教育普及の技術協力プロジェクト、学校体育および障がい者スポーツ
をテーマとした課題別研修を実施ɻまた、JICA海外協力隊事業にてଟ਺の体育隊員を派遣したɻハー
ト・オブ・ゴールドと連携してカンボジアの体育科教育普及支援も実施した（事ྫ15）ɻカンボジアの
同事業では、長期間の支援によるݱ地との信པ関係の構ஙにより、学習指導ཁྖがカンボジア政府によ
り認定されたɻボスニア・ヘルツェゴビナにおいても3つの主ཁ民族毎にҟなっていたカリキュラムの
統合を支援した（事ྫ15）ɻ
　JSCは、上ड़のカンボジアにおける中学校体育の学習指導ཁྖの支援、ウガンダにおける教員向け
体育指導ॻ作成、ペルーでは体育における授業研究研修会を通じて教師の能力向上を支援した（事ྫ
16）ɻタイには教員研修や体育・健康・スポーツ学会に専門家を講師として派遣したɻフィジーにも専
門家を派遣し、フィジー政府が進めるユネスコの「࣭の高い体育教育」の政策支援もしているɻ

　ミズノは、開発した運動遊びプログラム「ミズノヘキサスロン」をベトナムの小学校の体育指導ཁྖ
に導入するにลり、ベトナム政府と覚ॻをక݁するにࢸった（事ྫ17）ɻ
　2017年7月に第6回ユネスコ体育・スポーツ担当大ਉ等国際会議（MINEPS ᶜ）がロシア・カザン
において開催され、成Ռ文ॻであるカザン行動計画において「࣭の高い体育及び活発な学校の促進」が
記ࡌされているɻSFTで実施された事業や活動は、このような国際的動向にԊったものであり、SDGs
の目ඪ4「すべての人々に包ઁ的かつ公平で࣭の高い教育を提供し、生֔学習の機会を促進する」に貢
献するものであるɻ

λΠɹΞηΞϯ体ҭ・݈߁・スポーツ学会 λΠɹڭ員ݚमのϫーΫγϣοϓ

ϑΟδーɹʮ࣭の͍ߴ体ҭڭҭʯの੓ࢧࡦԉ
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˔�ϋーτ・Φϒ・ΰーϧυ ΧϯϘδΞ体ҭՊڭҭࢧԉࣄ業
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）、特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド（HG）

　認定特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド（HG）はカンボジアの教育・青年・スポーツ省と
協同で2006年からカンボジアの体育科教育を支援しているɻ小学校の体育科教育支援から開࢝した事
業は2014年に開࢝したSFT事業をきっかけに中学校体育科教育の支援へと発展し、高校体育へも広が
り、2019年には体育大学設立の支援まで発展したɻ教育・青年・スポーツ省と作成した学習指導ཁྖ
や指導ॻを中心とした支援は国の政策へとつながり、全国の2
023
473人の小学校生徒、618
968人
の中学校生徒、334
712人の高校生へྑ࣭の体育が広がるՄ能性持ち合わせているɻ

　2014年時点でHGは小学校の第3フェーズ事業として、15州のモデル州へྑ࣭の体育を広げるため
の「カンボジア小学校体育科教育自立的普及に向けた人材育成及び体੍構ஙのための事業」をJICA草
の根技術協力事業にて実施していたɻ
　2015年より、スポーツ庁事業として「中学校体育科教育学習指導ཁྖ作成支援プロジェクト」を実
施し、2016年12月には中学校の体育科学習指導ཁྖが教育・青年・スポーツ省大ਉにより認定されたɻ
　2017年1月より、中学校でのྑ࣭な体育を普及していくための指導ॻの作成、人材育成及び普及を
目的とした「カンボジア王国中学校体育科教育指導ॻ作成支援･普及プロジェクト」をJICA草の根技術
協力事業として開࢝し、2020年9月の事業ऴྃまでに中学校体育科の指導ॻが認定されたɻ
　2021年2月からはࠓまで小学校、中学校、高等学校と別々に支援してきた事業を一؏した体育のシ
ステムとして構ஙするためにJICA草の根技術協力事業にて「カンボジア王国 小学校から高等学校まで
一؏した高い࣭で学ぶ『Physical Education for All』プロジェクト」を開࢝ɻ2021年はコロナՒに
よる学校ด࠯のҝにワークショップ及びモニタリングがࠔ難なため、高等学校の指導ॻ作成に活動を切
りସえ、活動をܧ続したɻ

⿟小学校体育科学習指導ཁྖ（2007.6）
⿟小学校ナショナル・トレーナー：12名
⿟小学校体育科指導ॻ（2014.1）
⿟小学校体育研究指定校：39校（うち教員養成校10校、

小学校29校）
⿟中学校ナショナル・トレーナー：12名
⿟中学校体育科学習指導ཁྖ（2016.12）
⿟中学校体育指導ॻ（2019.9）
⿟中学校体育科ワークショップ参加者：計211名体育教員

合計24
362名
⿟高等学校体育科教育学習指導ཁྖ（2018.6）
⿟国立体育・スポーツ研究所 カリキュラム・フレームワーク（2019.9）
⿟国立体育・スポーツ研究所 スイミングプール建設（2019.9）
⿟国立体育・スポーツ研究所 70名の教員・スタッフの人材育成

　HGが2006年からカンボジアの教育・青年・スポーツ省と共に進めてきた体育科教育支援事業は、
SFT事業により、中学校へと発展することができ、それをきっかけに高等学校、大学の体育科システム
の構ஙに݁び付き、カンボジアの体育科教育が教育全体の1教科として「知ࣝ・技能・ଶ度」を育てる
ものとして֬立するためのॏཁな事業としてҐஔづけられているɻ
　カンボジア全国の子供たちがこれからྑ࣭な体育通して「知ࣝ・技能・ଶ度」を学び、豊かな心と健
やかな身体を育んでいくためにこれから少しずつ普及が࢝まり、カンボジアの教育・青年・スポーツ省
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に独自にも広がっていく事業であったɻHGもҾき続きともにาんでいくが、֬ݻたる信པ関係をஙき、
最大限の成Ռを生み出していくためのॏཁな事業となったɻ

)(��प೥ه೦ࢽΑΓεϙʔπ૯ہ௕ΦΫ・ηςΟνΤοτࢯͷίϝϯτΛൈਮ
　JICA草の根技術協力事業での教育・青年・スポーツ省とHGの中学校体育科指導ॻ作成プロジェクト
は、2016年12月21日に協定ॻがॺ名され、3年9か月の間事業が実施されてきたɻプロジェクトは期
限通りにऴྃし、予定通りの期待されたすばらしい݁Ռを達成することがでたɻ
めた小学校体育科教育振興事業に続いて、中学校体育科教育のվֵを成し࢝たちは、2006年よりࢲ　
਱げたことを、大มތりに思いますɻ中学校体育科の指導ॻを基に12名のナショナル・トレーナーが
ඞずカンボジア全国の体育科教育の発展をஙいていくことを信じていますɻࢲは、全ての小・中・高等
学校の新しい体育の導入が、カンボジアの教育ݱ場にॏཁなಇきをし、ক来社会を発展させる人材が育
っていくことを֬信していますɻ体育科教育が「知ࣝ、技能、ଶ度、協調性」を育てる目ඪをܝげてお
り、これらによってよい人材が育つことは、カンボジア王国の特࣭すべき目ඪである、2030年までに
௿所ಘ国から中所ಘ国の経済へと加଎することができ、2050年までに先進国に発展させることにつな
がると思っていますɻ
　最ޙに、全てがഁյされた教育ݱ場から、カンボジアの復興支援に協力くださった日本のօさまー日
本政府、特にHG、そしてJICA、日本の専門家の方々ʕとこのվֵに携わったૉ੖らしいスタッフのօ
さまにਂく、心よりँײ申し上げますɻどうもありがとうご͟いますɻ

˔�՝୊ผݚमʮ学ߍ体ҭʢ2VBMJUZ PIZTJDBM &EVDBUJPO JO #BTJD &EVDBUJPOʣʯ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

　筑波大学体育専門学群に所ଐする講師の下で学校体
育について学ぶ໿3ि間のプログラムɻ日本の政策や
経験を参রしつつ、各国の活動計画案を策定するɻ

　研修員は最初に講義やディスカッション等を通じ
て、日本および参加国の体育教育のݱঢ়を理ղ・共有
するɻ࣍に、日本の学校教育に係る政策や教育活動の
実ફとのൺֱにおいて、参加国における学校体育の課
題を整理するɻそのޙ、研修員は東京都内や茨城県内
の小・中学校を訪໰し、体育授業や部活動の༷子、さ
らに授業研究などを見学するɻ
　研修員は授業案を作成、໛ٖ授業を行い、講師や他の研修員からのフィードバックをಘるɻ理࿦と実
ફの྆方から学びをಘて、各研修員が自国の課題に対する対策をアクションプランとして取りまとめるɻ

　研修ޙは、日本でಘた経験と知ࣝが研修員の所ଐ先において共有され、参加国の学校体育の普及およ
び࣭の向上につながったɻ

　2018年度の研修に東ティモールから参加したTomas Pereira氏は、研修ޙに首都ディリにある小学
校の4年生を対象に「ボール・ターゲットゲーム」という日本式の体育授業を導入ɻこのゲームを通じ
て生徒たちは集中力やチームワーク、੹೚ײ、ルールを守ること、他者と助け合うことを学ぶことがで
きたɻまた、教員も࣭の高い体育授業の計画から実施までを知ることが出来たɻ本研修は、研修員の学
びが参加国の教員へ波及することで、࣭の高い体育授業を受ける機会を増やすことに寄与しているɻ
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˔�ϘスχΞ・ϔϧツΣΰϏφʮスポーツڭҭΛ௨ͨ͡৴པৢ੒ϓϩδΣΫτʯ
実施団体：独立行政法人国際協力機構（JICA）

　本プロジェクト（2016年11月～2020年10月）は、ҟなる民族同士が૪い、ଟくの٘ਜ਼者を出し
たฆ૪がऴ݁して20年Ҏ上が経つボスニア・ヘルツェゴビナにおいて、同国政府が主導する、อ健体
育の共通コア・カリキュラム（3つの主ཁ民族毎にҟなっていたカリキュラムを統合するものɻҎ下、
CCCというɻ）の策定を支援ɻまた、モスタル市スポーツ協会による、社会的包ઁ性・ଟ༷性・公ਖ਼性
に഑ྀしたイベント実施等の能力強化に貢献したɻ

　関係省庁や有ࣝ者と協ಇしCCCの策定支援を行ったɻまた、教師が授業で࢖用する学習指導ཁྖを
策定のうえ、モスタル市のターゲット小学校（24校）の教員に対する研修を実施した（日本での研修
も実施し、ボスニア・ヘルツェゴビナから5人が参加）ɻまた、スポーツ協会への協力を通じスポーツ
イベント（日本式の運動会や高齢者、障害者を対象とした運動会、柔道セミナーをؚむ、ྦྷ計31件の
イベント）を実施し、イベントの企画・事業運営能力の強化をਤったɻ

　民族共通で࢖用されるCCCが策定されたと同時に、
これまで同国の体育授業で取り入れてなかった、授業
計画・目ඪの策定などの新しいཁૉがターゲット小学
校において導入されたɻモスタル市スポーツ協会への
協力を通じて、包ઁ性・ଟ༷性・公ਖ਼性に഑ྀしたス
ポーツイベントの意義が認知されたɻ

　日本のอ健体育教育では、運動がۤ手な子供たちも、
その౒力をੵۃ的にධ価し、օが運動を楽しめる環境
をॏ視しているɻ本プロジェクトでは、CCCに“日
本型”ධ価手法を取り入れた݁Ռ、体育の授業中、子供たちの笑顔がҲれるようになったɻ

һᶃڭ地ݱ
　ボスニアの体育教育にとって、ܶ的なパラダイム・シフト（価値観のֵ命的なม化）になったɻ
һᶄڭ地ݱ
　日本の研修では、子どもたちがグループになっておたがいの課題について教えあう࢟にڻいたɻ学ぶ
ଆが主体となった一体ײをײじる授業だったɻ
っており、それにはこうしئは子どもたちが社会に出たあともつͶに生き生きとしていて΄しいとࢲ　
た体育教育がඞཁと学んだɻ
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˔�ϖϧーʹର͢Δ体ҭࢣڭのೳྗ։ൃࢧԉ
実施団体：日本スポーツ振興センター（スポーツ庁委ୗ事業において実施）

　日本スポーツ振興センター（JSC）は、2017年12月から2021年3月にかけて、「授業研究（レッスン・
スタディ）」を通じて、ペルーの体育教師の能力開発支援を行ったɻ期間を通して、௚઀・間઀的に໿
5万7千人が対象となったɻ

　ペルーでは、2017年施行新カリキュラムにて小学校体育授業਺がि2コマから3コマに増加したɻこ
のことをഎܠに、ద切な体育授業を展開できる教員がඞཁとされ、ペルーより日本の知見の共有がཁ๬
されたɻそこで、体育教師同士がおޓいの授業を見合いながら指導力の向上をਤろうとする「授業研究
（レッスン・スタディ）」の導入を試みたɻ広島大学大学院教授のᴡ藤先生をプロジェクトリーダーとし
て、名古屋経済大学।教授の久զ先生、広島県教育委員会の先生などଟくの方々が関わり、理࿦と実ફ
の྆方で支援できる体੍を構ஙし、2017年12月から2020
年1月までに専門家の派遣6回、招へい3回を実施したɻ
　ペルーの首都リマや第2の都市であるアレキパ、クスコに
日本の体育科教育専門家を派遣し、ݱ地の活動の視察（体育
授業研究研修会）と助ݴ、国立サンマルコス大学を࢝めとし
たセミナーの開催、教育省との意見交換などを実施したɻ
　ペルーの体育科教育関係者の招へいを、年に1回（໿10日
間）行ったɻ広島を中心に小学校・中学校の授業観察、校内
研修観察や教員との意見交換、広島県教育委員会関係者によ
る講義、体育授業研究ガイドラインに関するワークショップ、
スポーツ庁への表ܟ訪໰などを実施したɻ
　2020年度は新型コロナウイルスײછ症のӨڹで、オンラ
インによる「体育授業研究研修会」を3回実施したɻまた、
日本に招へいしたペルーの体育科教育関係者が、アレキパに
おいて、体育授業研究研修会をオンラインにて別途実施したɻ
　これまでの派遣・招へい、オンライン体育授業研究研修会
を通じてಘた知見から、ݱ地の事৘にଈした「体育授業研究
ガイドライン」が策定されたɻ日本の専門家は、サポートに
పし、ペルー関係者のオーナーシップをଚॏし、ݱ地にదし
た授業研究が進むように促したɻ

ʓ体ҭत業ڀݚΨΠυϥΠϯ
　本事業で構ஙされたペルー体育科教育関係者チームが主体となり、ガイドラインが策定され、2021
年2月のオンラインによる「体育授業研究会研修会」で発表されたɻその発表に際し、ペルー教育෭大
ਉは、本事業がペルーの体育科教育に貢献したことをड़べたɻ関連して、体育授業研究の「事前授業ݕ
౼会・授業・事ݕޙ౼会（振りฦり）」に関する11のモデル動画をアレキパで自主的に੍作したɻ
ʓ�体ҭत業ݚڀݚम会
　リマやアレキパの、モデルとなった学校や地域において、体育授業研究研修会がݱ地関係者によって
実施されるようになったɻまた、2020年度に実施したオンラインによる授業研究研修会の動画࠶生਺
は（令和3年3月5日時点）、第1回：2.9万回、第2回：5
803回、第3回：11
756回と、体育教師をは
じめペルー全国のଟくの人々により視聴されたɻまたチリ、コロンビア、ブラジル、ボリビアなどの参
加もあり、中南米諸国に広がり࢝めているɻ
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　本事業のペルー体育科教育関係者により、ペルー国内の大学や専門学校の教員やক来の体育教員を対
象に、体育授業研究や日本の体育科教育に関するセミナーがオンラインで展開されたɻ
　本事業を通じて、ペルーの関係者（中央行政、地方行政、大学、専門学校）のネットワークが強化さ
れ、ޙࠓも本事業のメンバーを中心に授業研究を展開していくことが֬認されたɻリマ、アレキパに加
えて、2021年は新たに、マレデ・デ・ディオス地域で授業研究が展開される予定であるɻ
　体育授業研究の導入により、体育教師同士のネットワークが生まれ、体育科のみならず、児童・生徒
たちのいじめ໰題やハラスメント໰題など教員が๊える೰みを共有する場も創出されたɻޙࠓ、ペルー
国内において、体育科Ҏ外の教科でも授業研究を導入していくことがݕ౼されているɻ

ઌੜ݈ڮҭҕһձޫڭݝౡ޿
　体育教師の職能向上の在り方について、国境を越えて議࿦する機会は、教育行政職員として、新たな
視点で、教師の主体的な学びを支援する࢓組みを考える、有意義な経験であったɻまた、この事業に参
加させていただき、子供が運動やスポーツの特性についての学習を通じて、共生社会のૉ੖らしさにؾ
づくことのできる体育科教育創଄の意義をվめてײじることができたɻࠓ、体育が世界をつな͗、新し
い時代を๰͗出す未来をײじているɻ
ઌੜ݈޺෌Ԭߍதֶݪࡾౡେֶෟଐ޿
　授業研究においては、指導案作成や事ޙの協議会を通して、実ફを「ޠݴ化」するプロセスが存在するɻ
特に、海外の発信となると、そのաఔで、自分自身の実ફを࠶びղऍし、まとめるաఔにおいて一૚実
ફをਂく理ղすることができたɻ普ஈԿؾなく行っていることも、このような機会を経ることで、体育
科教育自体のਂまりをもつことができたɻまた、海外の方から日本の取組について興ຯをもってもらう
ことは、それだけの価値があるということの࠶認知につながるɻ日々の実ફをより大切にしていこうと
考えるきっかけともなったɻ
αϯϚϧίεେֶؔ܎者
　授業研究のことについて大学教員が授業研究に対して興ຯを持ってくれるようになったのは1൪の成
Ռであるɻएい先生たちやক来体育教師となる学生たちもとても関心をもったɻまた、教育省やݱ場の
先生たちと大学との連携ができ、授業計画を一緒にݕ౼したり、体育の授業を実ફしたりと、みんなで
振りฦることができたのは、新しい発૝で大きな成Ռとなったɻ
ϖϧʔڭҭলؔ܎者
　教育省から26州に対して体育授業研究を提案し、モデルとなった州はྑい成Ռをおさめてくれたɻ
2019年にペルーにおいて日本の体育科教育専門家らによって授業研究が実施され、2020年はオンラ
インでの体育授業研究会の実施となったが、オンラインでも授業研究ができるようになったことは大き
な成Ռであったɻ
ΞϨΩύभڭҭ܎ؔہ者
　体育授業研究研修会を実施したことで、ݱ場の先生方の体育に対する考え方や体育໾ׂの認ࣝがྑい
方向に大きくมわったɻ体育授業研究を通して、体育の中で子どもたちがしっかり考えるような授業へ
とม化していったɻ

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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⿟ ベトナムでは、ܹٸな経済成長に伴う生活レベルの向上を受け、子供のංຬが
増しており、ক来、ංຬによる౶೘、不整຺などの健康被害のリスクが高まるٸ
ことがݒ念されるɻ

⿟ ベトナムの義務教育期間における体育授業は合計430時間であるɻ就学཰を考
ྀすると、総人口の໿55�はこれが生֔の主な運動時間となり、先進国におけ
る生֔総運動時間の໿10分の1となるɻ

⿟ 体育授業プログラムが画一的で運動施設も整っていないɻ

ࣾ会՝୊

⿟ 同国では、2022年Ҏ߱に、໿40਺年ぶりに初等義務教育の「学習指導ཁྖ」
のվగとその本֨運用開࢝が予定されているɻ

⿟ ミズノが提案する運動プログラムの普及は、スポーツ関連ビジネスの新たな市場
創出に加え、日本のັ力ある教育を海外展開していく機運のৢ成にもつながるɻ

会ػ業ࣄ

間ظ業ࣄ 2015年12月～2021年7月

ύーτφー ベトナム教育܇練省、教育科学研究所（教育܇練省のࡿ下組織）、
MIDOMAX（ミズノのベトナム代理店）他

ऴ໨త࠷ １．初等教育における体育授業の課題ղܾ
２．ベトナムの子供の健康増進および体力向上

業໨తࣄ
１． 運動プログラム「ヘキサスロン」をベトナム初等義務教育・新学習指

導ཁྖへの࠾用導入
２． スポーツ関連ビジネスの新たな市場創出とベトナムにおける事業の֦大

खஈ
１．教育科学研究所と連携・協力に関する協定క݁
地小学校で導入普及に向けたデモ授業実施ݱ．２
．̏教育܇練省と協力覚ॻక݁

۩体の಺༰ ˘専門家派遣　˘実ূ実施　˘イベント出展　
˘パートナー招聘　˘関連省庁へのಇきかけ

Action Plan：2015年～今
実ଶௐࠪ
ઓུࡦఆ

ύʔτφʔબఆ
໤ܒ・ٴී

実ূ実施
টᡈ・ݚम ॻక֮݁ྗڠ ϓϩάϥϜຊ֨ಋೖ

地小学校で、体育教師に向けた研修や小学生が参加するデݱ
モ授業による普及・実ূ活動を実施 ଟ༷な動作を育む日本の
体育教育や、同社の運動プログラムへのݱ地の理ղ・支持を
広げるとともに、政府に対してよりઆಘ的な提
案を行うため、同プログラム導入による身体
機能のม化に関するデータを収集するɻ

ࢪͰのσϞत業΍ηϛφʔ࣮ߍ஍খֶݱ
ミズノは、ベトナム教育܇練省と、2018年10
月8日、྆国首相の前で、ミズノヘキサスロン
運動プログラムを新学習指導ཁྖに࠾用するࢫ
を੝りࠐんだ「協力覚ॻ」をక݁したɻ

ॻక֮݁ྗڠ
地教育ݱ、機のベトナムでة在、ミズノは、コロナݱ
出൛社と協力覚ॻをక݁し、持続的な教員養成のܥ
促進とSDGsビジネスの収益化に向けた活動を全力で
実施しているɻ

ʮֶशࢦಋཁྖ࠾�༻ʯからϚωλΠζ΁

（SFT認定事業）
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˔�ରϕτφϜॳ等ٛ຿ڭҭʮϛζϊϔΩαスϩϯ運ಈϓϩάϥϜʯಋೖීٴଅਐࣄ業
実施団体：ミズノ株式会社

　ベトナムは、ܹٸな経済成長に伴い生活レベルが向上し、WHOによると子どものංຬ཰は40�を௒
えているɻベトナム教育܇練省は「子どものංຬと運動やスポーツのૉ੖らしさの理ղ促進」が社会課
題であり、体育教育の࣭の向上がඞਢであると認ࣝしているɻミズノは、子ども向け運動遊びプログラ
ム「ミズノヘキサスロン」を開発、日本国内の小学校で࠾用実੷があるɻ当社は「誰ͻとり取り࢒さな
い」というSDGsの理念に立ち「ミズノヘキサスロン」を同国公教育に࠾用、導入、普及し、720万人
全ての小学生に「運動をすることの楽しさと体を動かすことのتび」を広げると共に「スポーツの力を
活用して社会課題をղܾするスポーツSDGs」の達成を目指し、本事業を推進しているɻ

協ಇ団体：
ʪベトナムʫ 教育܇練省、国立教育科学研究所、各省教育܇

練局　
ʪ日本ʫ 文部科学省、スポーツ庁、日本スポーツ振興センター、

経済産業省、ジェトロ、在ベトナム日本国大࢖館
᧐益者਺：໿32万人

֓ཁ

活動・事業内容

ྫࣄ 1�
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ᶃීวੑのࢹ఺͔Βの੒Ռ
　ミズノが、本事業を通じて、ベトナム政府に対し日本型体育教育「ミズノヘキサスロン」のノウハウ
を初めて伝えたことにより、ベトナムの初等義務教育ですぐに活用できるようになっているɻ子どもた
ち同士が考え、教えあい、楽しく運動する࢟を֬認しているɻまた、本事業は、他の日ܥ企業へのロー
ルモデルとなり、同時に国際的目ඪ(SFT)への貢献にࢿする活動となったɻ
ᶄแઁੑのࢹ఺͔Βの੒Ռ
　「誰ͻとり取り࢒さない」というSDGsの理念に立ち、対象をࢲ立小学校ではなく、公教育すなわち
720万人全ての小学生としているɻまた、ダイバーシティの視点から、7ׂҎ上を઎める女性教師の能
力開発を目指したワークショップセミナーを定期的に実施しているɻさらに、体育教育・スポーツを持
続Մ能な開発に活用しながら、࿝ए男女を໰わないソーシャルインクルージョンを目指しているɻ
ᶅࢀըੑのࢹ఺͔Βの੒Ռ
　同国では、都市部と೶ଜ部の子どもの就学ギャップも課題の一つであるɻ特に೶ଜ部における経済的
にݫしい家ఉの子ども達が就学機会にܙまれないために、本事業を通じて、೶ଜ部をؚむ全63省、計
1
696名の教師と、計32万人Ҏ上の小学生を対象に「ミズノヘキサスロン」導入普及促進活動を実施
しているɻまた、カウンターパートが同国教育܇練省であるҝ、在外公館(外務省)、文科省(スポーツ庁)、
JSC等の༷々なステークホルダーと産学׭連携しながら、主体的に本事業を推進しているɻ
ᶆ౷߹ੑのࢹ఺͔Βの੒Ռ
　ミズノは、本事業を「グローバルビジネスの֦大に向けた新たな௅戦」とҐஔ付けているɻ具体的に
は、ミズノがベトナムでスポーツSDGsの理念に立ち、初等義務教育の「新しいルール」を作りながら
グローバルビジネスを֦大することは、ミズノのみならず日越྆国のパートナーシップ強化にもࢿするɻ
それނ、経済・社会・環境の3分野を「スポーツ品ビジネスの֦大(モノ)」「体育教育プログラムの啓蒙
(コト・ルール作り)」「教育環境のվ善(場)」という枠組みで統合的に取り組んでいるɻ

　本事業は、民間企業が実施したSFTのベストプラクティス一つであり、海外におけるスポーツ関連ビ
ジネスの新たな市場創出に加え、日本のັ力ある教育コンテンツを海外展開していくؾ運やスポーツ
SDGsのৢ成に大きなインパクトを࢒したɻ民間企業として、先行౤ࢿからࢿ金回収までやや長い期間
をཁするが、ࠓベトナムにແいものをิ׬するという意ຯでも、཰先的行動意義がۃめて大きく、ベト
ナムの地で根付くことがレガシーであるとଊえているɻ

ϕτφϜڭҭ܇࿅ল�෭େਉ�άΣϯ・ςΟ・ΪΞ
　ミズノヘキサスロン運動プログラムは、ベトナムの小学生向けに、
基礎的な動作の組み合わせや、実施できる競技内༰、指導方法など
の໘で༏れた点がଟく、小学生の基礎運動能力を最大限まで向上で
きるプログラムであると考えていますɻまた、遊びのཁૉをซせ持
ち、ূݕ導入した小学校では、子どもたちが遊びײ覚で楽しく運動
をしていますɻベトナム教育܇練省は、体育教育に関するミズノの
活動にँײするとともに、このプログラムを֬実に展開していくた
めに、体育局等の関係機関がミズノとີ઀に連携していくように指導していきますɻミズノヘキサスロ
ン運動プログラムが、ベトナムの小学生に実ફ的な利益をもたらし、初等教育の࣭の向上に全໘的に貢
献していくことを切にئっていますɻ
ϋϊΠ・νϟϯίοΫখֶߍߍ௕
　はじめに、ࢲたちは「ミズノヘキサスロン運動プログラム」を運用できることをتんでおりますɻな
ͥなら、このプログラムを活用することによって、子どもたちが、より主体的に運動することができ、
同時に、教師たちが、各々の能力開発を期待できるからですɻつ͗に、զ々の国家であるベトナムと日
本の関係が、益々ີۓなものとなり、ͻいては日本からのベトナム教育੍度へのご支援を通じて、զが
国の子どもたちの体力վ善や向上に繋がることを切にئっておりますɻ最ޙに、日越྆国の友好関係が
益々発展することをف念கしますɻվめまして、心よりྱޚを申し上げますɻ

成果

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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��� ্޲Ϩϕϧͷٕڝࡍࠃ
　SFTは東京2020大会の招கをきっかけに࢝まった経Ңからも、各国の競技力向上を目的に、東京
2020大会やその先の大会を目指す࠽能を有するアスリートやコーチ/指導者の招へい、日本からの指
導者の派遣等が実施されたɻ
　スポーツ庁事業では、JSCがJOC・NFと連携してハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）を
活用した招へい事業を実施（事ྫ19）ɻ2017年から開࢝し2020年度までに計38回、29の国・地域か
ら合計207名の選手・コーチ、関係者が来日したɻまた、JSCがJOC、東京2020組織委員会と連携し
オセアニア島ቦ国のNOCスタッフを招へいした事業では、オリンピックや国際大会でのチームビルデ
ィング、JISS・NTCの視察、東京2020大会の実施施設を८るベニューツアーと、東京2020大会に向
けたオールジャパンの取り組みを紹介したɻߋにJSCは、JPC、IPC、APCとも連携し、東南アジアの
NPC向けのマネジメントワークショップ、アジアパラスポーツにおける女性選手育成ワークショップ
も実施したɻ
　スポーツ庁事業として日本体育大学が実施したパラリンピック競技大会出場国・地域֦大支援事業
では、選手及びコーチの発۷・育成、NPC運営力強化、国際大会への参加支援が行われ、東京2020
大会には支援した6カ国が初出場を׎えたɻࠓまでに一人しか選手を送ることができなかったNPCが
東京2020大会には2名出場できた国もଟく、ޙࠓのパラスポーツの発展に繋がる成Ռとなったɻ（事ྫ
20）ɻ
　JICA海外協力隊員としてݱ地で活動した日本人が、東京
2020大会には各国のコーチとして参加するなど、開発途上国
の競技力向上に貢献しているɻ東京2020大会には少なくとも
指導したアスリート21名とチーム1つが出場したɻ
　外務省の事業はスポーツ交流が主目的であるが、スポーツ外
交推進事業で招へいしたएいアスリートが東京2020大会へ出
場したケースもあるɻまた、スポーツ外交推進事業において
JPCが実施したカザフスタンNPC関係者に対するワークショ
ップでは、そのޙのフォローによりݱ地においてパラアスリー
トナショナルトレーニングセンターの建設に݁び付いた（事
ྫ18）
　会員が実施した交流活動からも、サニックスの交流事業（事
ྫ10）の参加者、アジアの障害者活動を支援する会がラオス
で支援した選手の中から東京2020大会に出場したアスリート
がいるɻ
　開発途上国では、競技力の向上が国内の機運ৢ成につなが
り、日本との信པ関係の強化にもつながるɻ競技力向上につな
がる支援は、国際スポーツ
界における日本のプレゼ
ンスにとってॏཁであり、
SFTऴྃޙも日本がスポー
ツにおいて信པされる国で
あるというධ価につなが
るɻ

ΦηΞχΞのNO$スλοϑট΁͍

ύϥスポーツʹ͓͚Δ
ঁੑબखҭ੒ϫーΫγϣοϓ

ύϥϦϯϐοΫʹग़৔ͨ͠ύϥάΞΠʢࠨʣͱϨόϊϯʢӈʣのબख
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˔�NP$Χβϑスλϯ΁の૊৫運営ʹ͍ͭͯのϫーΫγϣοϓ
実施団体：公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会（JPC）（外務省スポーツ外交推進事業において実施）

　2015年に開催された国際パラリンピック委員会（IPC）総会にて、カザフスタンパラリンピック委
員会（NPCカザフスタン）より、「会長をはじめとするNPCの運営陣が一新したが、前運営陣からのҾ
・が行われておらずNPCの運営にྀۤしているため援助して΄しい」との相ஊを受け、JPCの経験͗ܧ
知ࣝの範ғで提供できる知ࣝ研修を実施し、NPCのԁ׈な運営の支援を行ったɻ
　外務省スポーツ外交推進事業の招へいにより、NPCカザフスタン会長、෭会長、常務理事、事務局員、
アドバイザー、カザフスタン文化・スポーツ省職員の6名が来日ɻ2016年2月8日から14日までの間に、
4日間のワークショップと1日の関連施設視察を実施したɻ

　ワークショップの主なアジェンダはҎ下の通りɻ

組織体੍に
関すること

⿠JPCの組織構଄および外部の関係組織
⿠財務
⿠ビジョン
⿠アジア地域における日本

選手強化に
関すること

⿠JPC強化事業֓ཁ
⿠ メディカルサポート、アンチ・ドーピング、
ҩ科学サポート

⿠国際競技໾員養成
⿠大会派遣業務
⿠指導員੍度
⿠NFの強化戦ུ（柔道）

視察 ⿠東京都障害者総合スポーツセンター
⿠ナショナルトレーニングセンター（NTC）等

　参加者は、都内視察のいくつかをキャンセルし、不໌点を֬認するために൒日を֬อしたいと申し出
る΄ど意ཉ的な研修となり、ݱ在のNPCカザフスタンの運営体੍の基盤作成に大いに貢献したɻ
、館࢖参加者は、カザフスタン文化・スポーツ省、NOC、NPC、在カザフスタン日本国大ޙ国ؼ　
NF、その他障がい者関連団体やスポーツ団体等84名を招きใࠂ会を実施し、ワークショップで学んだ
ことを共有する機会としたɻ
　JPCにとってそれまでݸ別の関係が十分に構ஙできていなかったNPCカザフスタンとの間の信པ関
係が構ஙされたことの意義は大きく、そのޙもԿかある度にޓいに相ஊしあう間ฑとなっているɻ

　NPCカザフスタンの組織基盤構ஙの参考としていただいたこと
に加え、特චすべきこととして、NPCカザフスタンのナショナル
トレーニングセンター（NTC）建設がڍげられるɻワークショッ
プ中に日本のNTCと東京都障害者総合スポーツセンターを視察し
たが、これらのスポーツ施設に非常にײ໏を受け、自国でもパラ
アスリートのためのNTCを設立するにࢸったɻ開所式にはアジア
パラリンピック委員会会長および事務局長、日本をはじめとする
NPC代表者、在カザフスタン日本大࢖館等が参加し、式యにはカ
ザフスタン大統ྖも出੮ɻNPCカザフスタンからは、このNTCが
日本で学んだ成Ռであることが܁りฦしड़べられ、ޙࠓの選手強化拠点となったɻ

⿟ これからNPCとしてԿを行えばよいかが໌֬に理ղでき、予૝Ҏ上の成Ռを上げることができたɻ
日本で学んだことを自国に生かし、NPCカザフスタンとしての体੍を構ஙしたいɻこれからも日本
とはよい関係をܧ続していきたいɻ

֓ཁ

活動・事業内容

成果

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ

ྫࣄ 18

ϫーΫγϣοϓの༷ࢠ

ύϥΞスϦーτφγϣφϧτϨーχϯά
ηϯλー΁の大౷ྖの๚໰ʢ2018೥ࣜయʣ
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˔�੢ٰ͕ϋΠύϑΥーϚϯススポーツηϯλー等Λ׆༻ͨ͠連ܞϓϩάϥϜ
実施団体：日本スポーツ振興センター、日本オリンピック委員会、中央競技団体（スポーツ庁委ୗ事業において実施）

　2016年から開࢝したプログラムでは、海外のক来性のあるアスリートとコーチ、計10競技207名を
東京都北区西がٰにあるハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）を中心に受け入れ、友好と交
流をਤりながら、対象国の競技力向上にࢿする支援を実施したɻ

ϘΫシンά
　日本ボクシング連盟（JABF）は、IOC委員でIOCBTF（IOCボクシ
ング特別作業部会）座長౉ล守成氏からの提案を受け、JOC、JSCと連
携して「4カ国招へい事業」を実施したɻ
　　期間：2019年12月22日（日）～12月26日（໦）
　　国：ニカラグア、ドミニカ共和国、コスタリカ、グアテマラ
　　各国より12࠽15～࠽の選手1名とコーチ1名が参加ɻ
　各国から招へいしたコーチ・選手は、HPSCにおいてトレーニングを
しながら日本人選手との交流をਤり、最ऴ日には๽田区総合体育館で開
催されたアンダージュニア大会に特別参加をするという国際交流イベン
トを行ったɻ

　参加した選手は、自国の生活においてශしい中にボクシング競技に຅
಄しており、トレーニング機ثやグローブなども不足する中でਅ໘目に取り組む有๬な少年たちであるɻ
日本の文化と豊かさを目の当たりにして、ڻきとಌれをӅさなかった൴らが、グローバル視点でも目ඪ
を持つことができたようであるɻ
　選手としてもૉ੖らしい身体能力を持ち、日本の代表選手とグローブを交え、試合ができたことはو
ॏな体験となり、ؼ国の際には口々にオリンピックで金メダルを֫ಘするという໌֬な目ඪをܝげたɻ
　൴らはオリンピック出場、そして金メダル֫ಘという目ඪが定まったが、そのޙもSNSを通じて、൴
らとの連བྷを取り合う中でも同じ目ඪを持ち続けていることがײじられたɻそんな中、IOCBTF座長౉
ล守成氏より、ニカラグア共和国とドミニカ共和国の2名を日本に留学させてはどうかというご提案を
いただいたɻ2名を提案したのは留学の意思があり、൴らは日本で学び、ボクシング競技をすることで
成長したいと考えていることが理由だったɻݱঢ়では、コロナՒによってこの新しいプロジェクトはಷ
ॏになっているが、൴らの心にレガシーとしてあるオリンピックにかける思いが、྆国国技館（オリン
ピック競技会場）を見たことでより鮮໌になったことは間ҧいなかったとײじているɻ

日ຊϘΫγϯά࿈ໍ಺ాձ௕
　4カ国招へい事業で来日した際にࣖにしたのは、ڻきのݴ葉だったɻグアテマラのディエゴ選手だっ
たが、ශしさからか྆親がディエゴの幼いときに路上にࣺてたɻそれをコーチのエディ氏が見つけて育
てているɻ֗にはストリートチルドレンがଟく、௝しいことではないと聞いたが、コーチがಇきながら
育てていると聞き、ྦײしたのを覚えているɻ൴らにとって、この4カ国招へい事業が、ເを持つこと
や実ݱのためのエネルギーになることができたとしたら、ૉ੖らしいことだとײじているɻ招へい事業
を実施させていただいたIOCBTF座長౉ล守成氏をはじめ、関係各Ґのօ༷に心からँײしているɻ

成果

者の声܎ؔ
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　日本体操協会は、HPSCを拠点とし、南アフリカ、ナイジェリア、モナコなど11か国からのべ77名を
受け入れたɻ各国に提供した活動内༰としては、྆国の友好と交流をਂめながら、日本の練習方法を学
び、選手育成・強化方法等の࢓組みを学び、さらに、ثց・ث具の整備方法、国内競技会・大学施設の視
察等を実施し、練習環境のあり方や競技会の運営方法について各国の໾員、コーチ、選手らと共有できたɻ

　世界トップクラスの施設であるHPSCを拠点に活動を実施することで、日本の練習方法、選手育成お
よび強化方法等の࢓組み、練習環境のあり方やثց・ث具の整備方法など、ؼ国ޙ、ଟくの自国の選手や
コーチ達に伝達されるものと考えるɻさらに、日本国内での競技会や大学施設の視察により、競技環境
のあり方や競技運営方法など、競技を取りרく環境整備についてもؼ国ޙ各国の体操関係者らでも࿩し
合われることであろうɻそこから各国にదした選手育成・強化の方法等が֬立されていくことと考えるɻ

　体操競技の世界的発展のため、体操競技の競技力強化を目指している国に対して、日本がഓってきた
選手育成・強化の方法࿦等を共有することにより、どのようにして競技力を向上させ競技を発展させる
のか、その知ࣝと経験を共有できた事は各国にとってوॏな機会となったことであろうɻ୹期間ではあ
るが、日本のノウハウをഽでײじ、学んだ事は招へいした国々のレガシーとなり、未来へとつながるも
のと֬信をしているɻ選手育成や強化໘だけでなく、練習環境をいかに整え、つくるのか、競技会の運
営をどのように行うかなど、体操競技を発展させるための諸環境にも目を向ける事ができたɻଟくの交
流の場とଟくの学びの場を共有することで、各国の体操競技の普及・発展に大いに寄与し、さらには日
本国との友好をؚめたスポーツの༷々な価値を共有できたɻ

⿟ ナイジェリアでは練習を行うための環境が整っていないɻ日本にはૉ੖らしいث具・設備が整ってお
り、ߋに安全໘でも特化しているため選手たちも大มૉ੖らしい経験になったɻಌれの内ଜ選手の練
習を見学したり、日本のジュニア選手と共に練習したり、৭々とٵ収できたと思うɻ

⿟ ਂ くँײしているɻベネズエラ、米国、日本と、わが国の事৘でバラバラに練習している選手達が集
まり、一緒に安全な場所で練習できたことはとても意ຯがあるɻ選手たちも有意義な練習が行えた事
を大มتんでいたɻ設備もૉ੖らしく、宿ധ・৯事の生活໘の׬備、そのことが練習に集中するために
どれだけॏཁかということをվめて実ײしたɻ東海大学やNHK杯の視察と日本の文化をײじることも
でき、トップ選手の試合を見て選手達のࠓ年の世界選手権、来年のオリンピックへの士ؾも高まったɻ

⿟ 日本に来る機会をಘたことが、わが国の女性スポーツの発展にも繋がると思いますɻこのプログラム
は参加した体操選手にとっての助けになっただけではなく、参加したコーチたちにとっては、モナコ
公国に໭ってから教える全ての子ども達にここで学んだよりよい方法で指導
を行うことが࢖命となるɻ

ମ ૢ

成果

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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˔�ύϥϦϯϐοΫࢀՃࠃ・地Ҭ֦大ࢧԉ
実施団体：日本体育大学（NSSU）（スポーツ庁委ୗ事業において実施）

　東京2020パラリンピック競技大会での参加国・地域਺を2012年ロンドン大会での164を越え、ա
パラリンピック出場が不安定とされるق最ଟとすることを目指し、パラリンピック未参加や௚近の夏ڈ
40の各国パラリンピック委員会（NPC）に対して、IPCやIF、JPC等と連携の下、支援を行ったɻまた、
これらの活動を通して、支援対象国においてパラスポーツが東京2020大会Ҏ߱も自分たちで持続Մ能
な発展が目指せる体੍の構ஙを行ったɻ

　「NPC運営力強化」「選手・コーチ育成」「国際大会参加支援」をபに支援プログラムを提供したɻ
���બखٴͼίʔνͷൃ۷・ҭ੒
　東京2020大会への出場を֬実にするためユニバーサリテ
ィ・ワイルド・カード（UWC）੍度がద用される陸上及び水
泳の２競技のみを対象とし、トレーニングキャンプやワークシ
ョップの開催、コロナՒでは講師とオンラインで繋いだトレー
ニングプログラムを実施したɻ
���/1$ӡӦྗڧԽ
　IPCや各リージョナルパラリンピック委員会の担当者と連携
しながら、各NPCが๊えるঢ়گを໌֬にし、ద切な課題ղܾ
をਤったɻ
���国ࡍେձࢀՃࢧԉ
　東京2020大会出場枠֫ಘのためには国際クラス分けの取ಘ
及びIPC公認大会での公式記࿥の֫ಘが৚件となるため、選手
ొ࿥やエントリーのサポート、場合によっては大会出場අ用の
支援を行ったɻ

　組織委員会に選手団メンバーリストを提出したNPCの਺は170Ҏ上あり史上最大の参加国਺が見ࠐ
まれていたが、そのޙのコロナײછ֦大による出場ࣙୀにより目ඪとしていた164には及ばなかったも
のの、162のNPC（国・地域・難民選手団）が参加することができたɻ
　この内、当事業支援国のブータン、グレナダ、ガイアナ、モルディブ、パラグアイ、セントビンセン
ト及びグレナディーン諸島の6か国が初参加を׎え、イエメンは1992年のバルセロナ大会Ҏ来の出場
となったɻその他にも、これまでに一人しか選手を送ることのできなかったNPCが東京大会ではೋ人
出場させることができた国もଟく、ޙࠓのパラスポーツの発展に繋がる成Ռとなったɻ

֓ཁ

活動・事業内容

成果

ྫࣄ 20

p68_69.indd   68 2022/02/24   19:03:12



69

�
εϙʔπΛ௨ͨ͡国ٴྗڠࡍͼަྲྀ

　各支援国には人的ݯࢿや財政໘でのリソー
スに限りがあり、๊えているଟくの課題を独
自でղܾすることはࠔ難であるɻそこで、同
༷の環境にஔかれているNPC同士のネット
ワークを形成することで、課題の共有やղܾ
方法のݕ౼などෳ਺国で協力できる体੍を構
ஙしたɻ
　さらには、それͧれで形成されたネットワ
ークをリージョンを越えて繋͗、よりଟ༷で
しݱすることができる全世界的な「実ફコミュニティ」の形成と発展を実ࡧ場にଈした発展の形を໛ݱ
たɻ
　当事業がこのネットワークの一部となることで、他国から学べることをٵ収しながらもパラスポーツ
の発展をリードする国の一つとして世界に存在ײを示し続けられることを期待しているɻ

ύϥάΞΠ
ϝϦοα・ςΟϧωϧબख（ΨΠυɿϰΟΫλʔ・Ξυϧϊ）
競技：陸上、100m、T12（視覚障がい）
　日体大には本当にँײしていますɻ初めはガイドとの走り
方、スタートブロックの設ஔ方法、ਖ਼しいスタートの࢓方すら
知りませんでしたが、手取り足取り教えてもらい本当にँײし
ていますɻ自分たちがこうして東京大会にいられるのも日体大
のおかげとݴってもաݴではありませんɻ初めて走った時は
、回が14.77ɻこれまで15ඵҎ下で走ったことがなくࠓ、17.63
自ݾベストをߋ新できて本当にخしいですɻこれでオフィシャルにパラグアイ初の女性パラリンピアン
となりましたɻミッションコンプリートですɻ本当にありがとうご͟いましたɻ

βϯϏΞ
ϞχΧ・ϜϯΨબख
競技：陸上、400m、T13（視覚障害）
　2019年に೛৷したことで東京大会をఘめるしかないと思い
ましたが、Ԇ期になったことで出場のՄ能性が見え、この事業
が常にࢲを༐ؾづけてくれましたɻその݁Ռ、ザンビアで初の
参加ඪ準記࿥をಥഁして出場した女性選手になることができ、
とてもތりに思いますɻ

ύϓΞχϡʔΪχΞ
δϟοΩʔ・τϥϕϧπ཮্ίʔν�
　パラコーチとしてのࢲ自身の成長、そしてPNGの選手が東
京パラリンピックの෣台に立てたことはNSSUのܧ続的なサポ
ートによるものが非常に大きいとײじていますɻ
　Big Arigatou NSSU team!!

ϨΨγʔͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

者の声܎ؔ
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ங̐̐̐ߏ఺ͷڌҭ੒ࡐεϙーπਓࡍࠃ
　SFT事業の一環として進められた「スポーツ・アカデミー形成支援事業」は、オリンピズムの普及と
スポーツҩ科学研究の推進をਤるため、国際オリンピック委員会（IOC）関係者など国際的なスポーツ
関係者の招聘、࣍世代の国際スポーツ界の֩となる人材の受入れ・養成を進めるための国際的な中֩拠
点を、զが国の体育・スポーツܥ大学群と各国の体育・スポーツܥ大学間でのネットワークにより構ங
するものであるɻ
　事業内༰は、˻Aタイプ˼スポーツの価値とオリンピック・ムーブメントの意義を理ղし広めていく
国際的なスポーツ人材の養成を目的とする大学院修士課ఔレベルの国際スポーツ・アカデミーを設ஔ
し、教育プログラムの開発及び提供を行うものと、˻Bタイプ˼大学の特௃を活かした୹期プログラム
を実施するとともに、Aタイプの事業実施大学と連携し、構ஙされるネットワークにおける教育プログ
ラムの開発及び提供に協力するものであるɻ
　Aタイプは筑波大学、Bタイプは鹿屋体育大学及び日本体育大学が文部科学省(ݱ在はスポーツ庁)の
委ୗを受け、それͧれ事業を進めることとなったɻ

��1 ͭ͘͹ࡍࠃεϙーπアΧσϛー（ஜ೾େֶ）

　筑波大学に設ஔされた「つくば国際スポーツアカデ
ミー（TIAS）」は、世界各国から࣍世代にリーダーと
なる人材を受け入れ、オリンピック・パラリンピック
教育を基盤として、スポーツマネジメントや開発と平
和のためのスポーツなどの先端的な知ࣝを教育・研究
させることで、国際スポーツ界のリーダーとして活༂
する人材の育成を進めることとなったɻ
　このため、TIASでは、ਖ਼規学生を受け入れる前に2
回の୹期プログラムを実施し、その成Ռを౿まえて、
2015年10月に人間総合科学研究科博士前期課ఔ体育学専攻内に、スポーツ・オリンピック学学Ґプロ
グラムを設ஔしたɻ定員は20名（うち外国人留学生15名）で、講義・演習・実習からなるカリキュラ
ムにおいて30୯ҐҎ上修ಘޙ、特別課題レポートを提出し、最ऴ試験に合֨した者が修士（スポーツ・
オリンピック学）を取ಘする18カ月の早期修ྃを目指すプログラムであるɻ
　スポーツ・オリンピック学学Ґプログラムの教育目ඪは、Ҏ下の5つの能力・特࣭をもった人材育成
としたɻ
　ア　国際৘੎及び地球規໛課題とスポーツの࢖命に対する理ղ力
　イ　先端的なスポーツ科学の知見を理ղし、リーダーシップを発شできる能力
　ウ  オリンピズムとスポーツの価値に対する理ղ力と実ફ力
　エ  日本文化に対する理ղ力と英ޠを基礎にしたコミュニケーション能力
　オ　グローバルな၆ᛌ力と地域社会で生活する人々へのまな͟しをもつ「グローカル」な実ફ力

֓ཁઆ໌

ࣸਅ1ɿ5*"4�1ظੜೖ学࣌
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　学修は全て英ޠであり、学生は、①オリンピック・パラリンピック教育、②スポーツマネジメント-
スポーツビジネス、ポリシー、ガバナンス、ᶅスポーツҩ科学、ᶆ開発と平和のためのスポーツ、ᶇテ
ィーチング・コーチングと日本文化　の5教育・研究ྖ域のうちの一つに入学当初から所ଐし、そのྖ
域科目を中心に学びながら、他のྖ域についてもバランスよく学修し、研究を行うものであるɻ

　国際社会に貢献するSFT事業の一環である「スポーツ・アカデミー形成支援事業」は、前ड़のとおり、
オリンピズムの普及とスポーツҩ科学研究の推進をਤるため、࣍世代の国際スポーツ人材育成等のため
の国際的な中֩拠点を、国内外のスポーツ関係機関とのネットワークにより構ஙするものであるɻ
　筑波大学は、IOCをはじめとした国内外のスポーツ関連機関や大学等とのॆ実したネットワークを持
ち、また、オリンピック・パラリンピック教育においては、日本で།一のIOCの認Մをಘたオリンピッ
ク教育拠点であるオリンピック教育プラットフォームを有するとともに、特別支援学校をؚむෟଐ学校
11校ではオリンピック教育実ફ活動も੝んに行われており、さらに障がい者スポーツの指導者育成に
も十分な実੷を有しているɻ
　Ҏ上のとおり筑波大学は、前ड़したオリンピズムの普及の他、先進的なスポーツҩ科学研究の推進等
スポーツ分野の教育実੷が豊富であるなど、༷々な強みを生かして、国際社会に貢献するため、TIAS
を設ஔし、࣍世代の国際スポーツ人材育成等のための国際的な中֩拠点を構ஙしたɻ

⿠୹期プログラム参加者の受入れ
2014年9月から10月にかけて実施した第1回୹期プログラムは、世界37ヶ国から92名の応募があり、
選考を経て、世界21カ国から37名が参加したɻ
2015年5月から6月にかけて実施した第2回୹期プログラムでは、世界57ヶ国から136名の応募があ
り、選考を経て、世界25カ国から34名が参加したɻ

⿠ਖ਼規学生の受入れ
2015年10月に設ஔしたスポーツ・オリンピック学学Ґプログラムの1期生から2019年10月受入れ
の5期生まで、志ئঢ়گ、入学ঢ়گはਤ1のとおりであり、志ئഒ཰はӈݞ上がりで、5期生にあって
はアジア、アフリカを中心に໿8ഒの志ئഒ཰であったɻ

ઃཱの໨త

࣮੷

ࣸਅ2ɿत業෩ܠ
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⿠ 入学者は世界各地から΄΅バランスよく入学しており、入学前の職歴等は、各国政府機関、各国オリ
ンピック委員会、各国パラリンピック委員会、各国スポーツ競技連盟、大学教員など教育機関、スポ
ーツ関連企業、学生などの他、オリンピアンもおり、ଟ༷なバックグラウンドを持つ者が入学したɻ

⿠修ྃ生
　1期生から5期生まで合計95名が修ྃしているɻ

　上記教育目ඪを達成するために、Ҏ下の教育課ఔをฤ成したɻ
⿠ スポーツ・オリンピック学に関する5分野（「オリンピック・パラリンピック教育」「スポーツマネジ

メント」「スポーツҩ科学」「開発と平和のためのスポーツ」「ティーチング・コーチングと日本文化」）
にわたる講義や演習、及び国内外での̐ि間のインターンシップなど、30୯Ґを修ಘするɻ

⿠ 学Ґ授与のためには、特定課題レポートを英ޠでࣥචし、審査及び最ऴ試験に合֨しなければならな
いɻඪ準修業年限は2年だが、18カ月の早期修ྃのために、特定課題レポートに係わる実ફ的研究の
水準が国際的な視点を౿まえた༏れた研究であり、ඪ準修業年限（2年）で認定される水準と同等Ҏ
上に達していることが研究科の会議で認められるඞཁがあるɻそのため、中間ใࠂ会（1年6࣍月）、
特定課題レポートテーマ提出（2年10࣍月）、特定課題レポート提出（2年1࣍月）、最ऴ試験（2年࣍
1月）のプロセスを経ることと所定の30୯Ґを修ಘすることで、修士（スポーツ・オリンピック学）
の学Ґが授与されたɻ

　TIASにおける教育では、Ҏ下の点が特௃的な取り組みとしてあげられるɻ
⿠ IOCやI F関係者など、国内外からのゲストスピーカー招聘などにより、東京2020大会に向けたスポ

ーツ組織の先端的かつ実ફ的な৘ใを授業に導入したことで、࣭ の高い授業構成と学修を実ݱできたɻ
⿠ ̐ ि間の国内外でのインターンシップについて、海外ではオリンピック・パラリンピック競技大会組

織委員会、国際スポーツ競技連盟、国際機関、高等教育機関、国内外のスポーツ競技連盟、スポーツ
関連企業等で実ફし、キャリアアップに݁びつけたɻさらに日本スポーツ振興センター（JSC）等の
日本の主ཁなスポーツ機関、NGO組織等でインターンシップを行うことにより国内組織を理ղする
とともに、国内組織の国際化にも貢献したɻ

त業಺༰

スポーツ・アカデミー形成支援事業　事業総括報告書

12　│　TIAS の活動

TIAS 志願者・入学者の推移（1期生～ 5期生）

 1 期生入学式（真田TIASアカデミー長） 1 期生入学式（IOC クラウディア･ボケル理事 : 当時）
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⿠AISTS（IOCと関わりの強いスポーツマネジメント大学院）との連携により年2回実施されたTIAS・
AISTS共同セミナーは、IOC専門委員会メンバーなど国際スポーツ機関及び国際スポーツ競技大会の
マネジメント等に関わった人材をゲストスピーカーとして招いたことで、第一ઢで活༂する実務者と
௚઀઀触でき、また、人的ネットワークを構ஙできたɻ

ࣸਅ3ɿ5*"4・"*454ڞಉηϛφー

⿠「日本文化」をඞ修授業とし、日本人と留学生とが協ಇして、和室での振る෣い、和૷、和৯、قઅの行事、
運動会、おّࣙ、名ࢗ交換などを体験し、また、「武道」も授業科目として開講するなど、日本文化
の理ղをਂめたɻ

ࣸਅ4ɿʮ೔ຊจԽ	࡞๏
ʯत業෩ܠɺʮ෢ಓʯत業෩ܠ

⿠復興とスポーツに関連する陸前高田市やೂ葉町などに出向いて、ݱ地視察やディスカッション、ある
いはその地域の人々との対࿩や交流を行うスタディツアーを実施したɻその際に、オリンピックバリ
ュー教育プログラム （Olympic Value Education Program:OVEP）等を実ફすることにより、生
徒や一般市民と交流し、日本文化も体験することができたɻ復興をテーマにしたスタディツアーは毎
年実施されたɻ

ࣸਅ�ɿスλσΟツΞーʢ෱ౡݝೂ༿ொʣ
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⿟άϩʔόϧͳ၆ᛌྗͱάϩʔΧϧͳ実ફྗ
　修ྃ生へのアンケート調査を実施したところ、特に࣍の能力を身に付けることができたと回౴してい
るɻ国際৘੎や地球規໛の໰題の೺Ѳ、スポーツミッションの理ղ、グローバルな၆ᛌ力と地域社会で
生活する人々へのまな͟しを持つグローカルな実ફ力であるɻこのことはTIASにおける人材養成目的
が達成できたといえるɻ
⿟ੈքͷεϙʔπքͰଈઓྗͱͯ͠׆༂
　上記のূとして、修ྃ生たちは世界各地のスポーツ界で活༂しているɻオリンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会はもちろん、OBS（オリンピック放送機構）やアギトス財団などIOCやIPC関連
機関、各国のスポーツ省やスポーツ庁などの政府機関、IF、NOCやNPC、国際的なスポーツ関連企業
などに就職して活༂しているɻルワンダ出身者はスポーツ庁の事務׭࣍に就೚しているɻ研究者への道
をาんでいる者もいるが、ଟくはスポーツ関連の実務にଈ戦力としてै事しているɻ（修ྃ生の活༂参র）
⿟国ࡍΦϦϯϐοΫҕһձͱͷωοτϫʔΫͷߏங
　IOCとの関係がਂく構ஙされたɻ2016年に筑波大学はバッハIOC会長に筑波大学名༪博士߸を授与
し、IOCとのネットワークをਂくしたが、それのみならず、TIASの関係者や修ྃ生がIOC関係の委員
会に所ଐするなど、さらなるネットワークの構ஙがなされたɻ2018年より、ベントン෭学長はIOC教
育委員会委員に日本人で初めて就೚し、ਅ田アカデミー長（当時）はIOCオリンピック研究センター研
究選考委員会委員に2019年より就೚しているɻIOCのみならず、IPCや各国オリンピック委員会やパ
ラリンピック委員会、政府機関などとのネットワークも構ஙされたɻ日本のスポーツ界にとりۃめてॏ
ཁなツールになっているɻ

　1期生から5期生まで計95名が修ྃしており、国際スポーツ機関をはじめ、各国スポーツ競技連盟、
各国オリンピック・パラリンピック委員会、各国スポーツ関係政府機関、オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会、スポーツ関連企業、教育機関などに就職し、国際スポーツ界における༷々な分
野で活༂しているɻ
　1期生から4期生77名に調査を行った݁Ռ（Ҿ用元：2020年7月20日から8月4日で実施した「筑波
大学大学院TIAS修ྃ生調査」）、回౴があった64名のTIAS修ྃ生の修ྃޙの所ଐ先はਤ2のとおりであ
るɻまずTIAS修ྃ生の修ྃޙの所ଐ先が最もଟかったのは「政府」で14名（21.9�）の修ྃ生が所ଐ
しているɻ࣍に、「スポーツに関連する民間企業」は12名(18.8�)となり、また「オリンピック・パラ
リンピック大会組織委員会」の8名（12.5�）という順になったɻ他方、「大学」は12名（18.8�）と
なり、「その他（スポーツ関係Ҏ外の組織）」は8名（12.5�）という݁Ռになったɻ　

　そのޙ、別途進路調査を行った݁
Ռ、「オリンピック・パラリンピッ
ク大会組織委員会」ۈ務者は12名
となったɻ
　具体的な国としては、政府関係は、
インドネシア、マレーシア、インド、
タンザニア、ルワンダ、バングラデ
ィシュ、ミャンマー、サモア、ポル
トガルなどの各国政府でۈ務してい
るɻまた、IPC、IF関係では、ペルー、
ハンガリーで、NOC・NPC関係で

੒Ռ

ଔ業ੜの׆༂

ਤ2ɿ5*"4मྃੜのॴଐઌʢNʹ64ʣ

政府
21.9� 国際スポーツ

競技連盟 1.6�

各国オリンピック
委員会 6.3�

国内スポーツ
競技連盟 6.3�

オリンピック・パラリンピック
大会組織委員会 12.5�

大陸または地元の
スポーツイベント組織 1.6�

スポーツに関連する
民間企業 18.8�

大学
18.8�

その他
12.5�
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は、ブラジル、カメルーン、ルワンダ各国で、大会組織委員会関係では東京2020と北京2022に、NF
関係では、日本、ブラジル、グアテマラ、フィジー各国で、スポーツ関連企業関係では、日本、シンガ
ポール、インド、スウエーデンなど、さらに大学等教育機関では、日本、スリランカ、ニュージーラン
ド、タイなど、修ྃ生は世界各地においてスポーツ関連の༷々な分野で活༂しているɻ
　修ྃ生の入学時とൺֱすると、政府関係は修ྃޙ、元の政府機関に໭り、ޙにঢ進しているケースが
ଟいɻまた、大会組織委員会、NOC、NPC、スポーツに関連する民間企業に新たに就職した者もかな
り増加しているɻこれには、TIAS関係者によるਚ力はもとより、学生が在学中に行ったインターンシ
ップでのධ価や国内外関連機関とのॆ実したTIASネットワークによるޮՌによるものであるɻ

άΞςϚϥग़਎ͷཹֶੜ（�期ੜ）
　ブラジルの作家のパウロ・コエーリョによる「世界はເを見る༐ؾを持ち、ເを生きる人々の手に委
Ͷられている」とは、TIASの留学生としての経験を表すݴ葉ですɻスポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）
プログラムのԸܙを受ける機会を与えられ、オリンピックとパラリンピックの研究、スポーツマネジメ
ント、開発と平和のためのスポーツについての知ࣝを修ಘしましたɻまた、コロンビアで青少年育成と
して有名な財団でインターンシップを実施し、オリンピズムを理࿦から実ફへと発展させるための国家
レベルの調査を行うことができましたɻ
　修ྃޙは、グアテマラスポーツ連盟（CDAG-https://cdag.com.gt/）の「科学研究コーディネーター」
として、国内及び国際的な科学イベントの調整、研究プロジェクトへのアドバイス、スポーツ科学の研
究発表などを担当していますɻTIASで学んだ内༰は、ݱ在の職業での成長に不Մܽなものになってい
ますɻまた、グアテマラ・バレー大学（UVG）では、教育におけるイノベーションのデザインと࿦文
の審査を担当していますɻUVGの体育・スポーツ・レクリエーション関連のナショナル・ディレクタ
ーに就೚し、ޙࠓは、グアテマラと日本との間で知ࣝの共有や研修についての相ޓ協定を݁ぶ予定ですɻ

αϞΞग़਎ͷཹֶੜ（�期ੜ）
の国ではTIASのようなワークショップやプロジェクトに参加する機会はありませんでしたɻTIASࢲ　
入学ޙは時間をかけて集中的に学ぶことができ、とても楽しい時間をաごすことができましたɻԿより
も、世界中からスポーツ関係の教授や研究者が集まり、スポーツ科学やオリンピック研究に関する知ࣝ
や実務経験を共有できたことは、とてもྑい機会となりましたɻࢲが「開発のためのスポーツ」を選ん
だのは、社会の非伝છ性࣬ױや女性に対する๫力などをܰݮし、社会的݁ଋを理ղし、国の持続Մ能な
開発目ඪを支援するためのツールとしてスポーツを活用するモデルを୳していたからですɻ
　スポーツマネジメントは、サモアのスポーツ機関では活用されていませんɻだからこそ、サモア政府
やスポーツ団体が国民のために提এしていることを強化するために、ಘられた知ࣝを活用することがで
きていると、ࢲは思っていますɻ修ྃޙは、サモアのスポーツのݱঢ়とক来の展๬を持って、自分自身
を成長させていかなければなりませんɻサモア政府がスポーツ・スポーツ施設省の設立を提案している
中、草の根プログラム、エリート選手、コーチ、スポーツアカデミーを育成していくことがٻめられますɻ
は、TIAS2.0とのネットワークを修ྃ生と共に強化し、サモアのスポーツ構૝を支援し、また、国際ࢲ
協力や研究のため、ক来のスポーツリーダーを育成していきたいと考えていますɻ

ΠϯυωγΞग़਎ͷཹֶੜ（�期ੜ）
在、インドネシアのスポʕツ機関でಇいていますɻTIASではスポーツツーリズム、コミュニケーݱ　
ション、開発と平和のためのスポーツ、オリンピック価値教育と、これまでの考え方がมわるようなଟ
くのことを先生方やIOCなど世界のスポーツ機関で活༂している方々から学ぶことができましたɻ出会

ଔ業ੜの੠
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ったଟくの友人とともにインドネシアのスポーツの発展に貢献していきますɻ

ϧϫϯμग़਎ͷཹֶੜ（�期ੜ）
をしていますɻTIASでは、スポーツの開発やスポーツが社会׭࣍在、ルワンダのスポーツ庁事務ݱ　
มֵを導く推進力になることを学ぶことができましたɻルワンダではスポーツ開発において学術的な研
究があまりない中、世界のスポーツの新時代に関わるとともに、ルワンダの社会มֵにスポーツを活か
すことに貢献していきたいと思いますɻ

⿠ΦϦϯϐοΫ・ύϥϦϯϐοΫ・Ϝーϒϝϯτ΁のݙߩ
　TIAS修ྃ生はオリンピック・パラリンピック・ムーブメントに貢献しているɻ東京2020大会組織委
員会には、最ऴ的に修ྃ生12名が所ଐし、大会の開催を支えたɻOBSに就職して、IOCの放送業務に
関わる者もいるɻまた、東京2020オリンピックに参加したカメルーン選手団の代表はTIAS修ྃ生であ
り、大会前には、大分県日田市での事前合宿やホストタウンによる市民との交流にਚ力したɻ各国のス
ポーツ省庁やNOC、NPCに就職した修ྃ生も各国でのオリンピック・ムーブメントやパラリンピック・
ムーブメントの振興に౒力しているɻ
⿠ൃలܕϓϩάϥϜ5*"42�0のઃஔʹΑΔ5*"4のܧঝ
　2020年度でTIAS事業はऴྃしたが、筑波大学は、TIASの修ྃ生が世界で活༂し、世界のスポーツ
関係機関をؚめたTIASネットワークがॆ実するなど、大きな成Ռをあげたことから、大学として、「ス
ポーツ・オリンピック学学Ґプログラム」（TIAS2.0）という教育プログラムをܧ続することとしたɻ
　TIASのܧޙとなるTIAS2.0は、これまでの教育をベースとしつつ、修ྃ生を࣠としたTIASネットワ
ークの活用を目指す発展型の教育プログラムとしたɻすなわち、これまでTIASで教育を受けた修ྃ生が、
世界のスポーツ界でಘられた最新の৘ใや知見等について、授業のゲストスピーカーとして、ޙഐの学
生に教育໘でؐ元するとともに、修ྃ生が持つ自身の所ଐ機関をؚむネットワークにより、世界のスポ
ーツ関連組織と連携した教育プログラムを構ஙしていくɻ
　教育・研究ྖ域については、ै 来の5ྖ域から「開発と平和のためのスポーツ」をআく「オリンピック・
パラリンピック教育」「スポーツマネジメント」「ティーチング・コーチングと日本文化」「スポーツҩ科
学」の4ྖ域としたɻ
　TIAS2.0の1期生の入学定員は8名、入学時期は事業のܧ続性を考ྀし、TIAS事業がऴྃする前の
2020年10月入学となり、2021年11月ݱ在、1期生と2期生がすでに就学しているɻޙࠓ、TIAS2.0
はTIASのレガシーとしての修ྃ生や国際機関とのネットワークを֦大しながら、発展していくと期待
されるɻ

��2 コーνσϕϩούーアΧσϛー（೔ຊମҭେֶ）

ʪN$%"ͱ͸ʫ
　日本体育大学は、125年Ҏ上にわたり、日本におけるスポーツ指導者のഐ出に大きく貢献してきたɻ
2011（平成23）年4月には、これまでに本学がഓってきたコーチングの科学的知ࣝや実ફ的知ࣝ、そ
して海外調査からಘられた世界各国のコーチング実ફに関わる৘ใを有機的に融合して、大学院体育実
ફ学コース・コーチング学ܥを開設し、科学的根拠にཪ付けられたコーチングを実ફできるコーチの
育成を加଎化させてきたɻこれらの特௃を活かして、コーチデベロッパー育成を主؟にஔいた「NSSU 

ϨΨγーͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の

֓ཁઆ໌

p70_85.indd   76 2022/02/14   11:40:06



77

�
国ࡍεϙʔπਓࡐҭ੒ڌ఺ͷߏங

Coach Developer Academy（ུশ：NCDA、日本ޠ名শ：日本体育大学コーチデベロッパーアカデ
ミー）」を設立したɻさらに、本学は、このNCDAの成Ռも౿まえて、2018（平成30）年4月には大
学院体育科学研究科コーチング学専攻を設立しているɻ

ʪϏδϣϯʫ
　日本、アジア諸国、そして全世界の全ての人がスポーツを通してポジティブな経験ができるようなコ
ーチング文化を創଄するɻ

ʪ໨తʢϛογϣϯʣʫ
⿠国際的なコーチデベロッパーの養成
⿠コーチデベロッパーの国際的なネットワーク構ங
⿠上記に関する研究の実施とその࣭のվ善

ʪͳͥίーνσϕϩούー͕ඞཁͳの͔ʫ
　スポーツ活動において、コーチはスポーツ実ફ者の経験をよりよいものにもよりѱいものにもする
ことができる存在であるɻだからこそ、よいコーチを育成することが全世界で共通の課題となってお
り、各国や各競技団体、教育機関などは、よいコーチを育成することを目指して、コーチ育成システム
のվ善に常に取り組んでいるɻそうした中で、International Council for Coaching Excellence（ུ
শ：ICCE、日本ޠ表記：国際コーチングエクセレンスධ議会）は、2013年9月に南アフリカ・ダーバ
ンで開催された ICCE グローバルコーチカンファレンスで『国際スポーツコーチングフレームワーク
（ISCF）』を発表したɻさらに、2014年7月には、英国・グラスゴーで行われたICCE グローバルコー
チハウスで『国際コーチデベロッパーフレームワーク（ICDF）』を発表しているɻそのなかでICCEは
コーチデベロッパーを「スポーツに参加するすべての人に、ポジティブでޮՌ的なスポーツ経験を提供
でき、その知ࣝやスキルをܧ続的に研ᮎ・向上できるコーチを育成、支援、ޑ෣するためにトレーニン
グを受けた者」としているɻさらに、ICCEは、それらのフレームワークを通して、よりよいコーチを
育成するためにはよりよいコーチデベロッパーがඞཁであることを強調しているɻそれまでのコーチ育
成システムでは研究者によって科学的知ࣝをコーチに伝達するだけにऴわっていたことがଟく、スポー
ツ実ફの場においての有ޮ性がٙ໰視されてきた経Ңがあったɻそこで、コーチのさま͟まな学びを支
援するプロフェッショナルとしてのコーチデベロッパーの存在が、ޙࠓのスポーツコーチングの࣭をվ
善するにあたりॏཁなҐஔを઎めることになるɻコーチデベロッパーは世界的にも、日本国内において
も、ޙࠓ非常にॏཁな໾ׂを担うことが期待されているɻ
　そうしたなかにあって、NCDAでは「よいアスリートを育てるためによいコーチがඞཁとなり、よ
いコーチを育成するためによいコーチデベロッパーがඞཁになる」という考え方のもと、コーチデベロ
ッパー育成に特化したプログラムをこれまで展開してきたɻ
　NCDAで育成を目指すのは、特にコーチ育成分野でক来のスポーツ界を国際的にリードすることが
できる能力を有した者であるɻそのためには、一つの学໰ྖ域だけに特化した知ࣝを持ったコーチデベ
ロッパーではなく、さま͟まな学໰ྖ域の知ࣝにਫ਼通した高い水準の「ジェネラリスト」でもあるコー
チデベロッパーを育成するඞཁがあると考えられるɻまた、ม化のஶしいݱ代スポーツで活༂する༏れ
たコーチを育成するためには、静的な知ࣝを伝達するだけのコーチデベロッパーではなく、知ࣝをٻめ
続けるプロセスを伝えることがՄ能な、自ら成長的なマインドセットを有したコーチデベロッパーを育
成するඞཁがあるɻまた、このプログラムでは、国や地域のコーチデベロッパー、競技団体のコーチデ
ベロッパー、大学等教育機関のコーチデベロッパーをターゲットとしているɻこのようにさま͟まなス

ઃཱの໨త
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ポーツ関連組織からコーチデベロッパーが集まることで、その学びもより෯広いものになると考えてい
るɻ

ʪϓϩάϥϜडऀߨ਺ʫ
　本学アカデミーでは、平成26年度から令和2年度までに42か国110名のコーチデベロッパーを受講
生として受け入れたɻ

2014-15
（H26）

2015-16
（H27）

2016-17
（H28）

2017-18
（H29）

2018-19 
（H30）

2019-20
（H31/R1）

2020-21
（R2） 合 計

育 成 6 19 12 13 14 12 14 90
発 展 - 3 4 2 3 2 - 14
入 門 - - - - 10 11 - 21
合計 6 22 16 15 27 25 14 125�

�Ԇべ受講者਺125名のうち、15名（発展13名、育成2名）はプログラムをҟなる年度に2回受講しているため、実受講者਺は110名
とするɻ

डߨੜ෼෍ਤ

ʪ࣮ࢪϓϩάϥϜʹ͍ͭͯʫ
　NCDAは、世界各国からやってきた受講生に対して、「育成プログラム」、「発展プログラム」、「入門
プログラム」という3つのコーチデベロッパープログラムを提供してきたɻ
　「育成プログラム」は、NCDA設立当初から開催された基本プログラムであり、コーチデベロッパー
としてのඪ準的な知ࣝの֫ಘやスキルの習ಘにয点をあてたプログラムであるɻこのプログラムではオ
ンラインモジュールを࢖用した「事前学習プログラム」のޙに、本学の東京・世田谷キャンパスで「宿
ധプログラム」が開催されるɻ初年度には2ि間に౉り宿ധプログラムを開催したが、2015-16年の第
2期より第1ि目（夏期）と第2ि目（ౙ期）に分けて開催し、さらに第1ि目に学んだことを実ફにద用
することを目的とした「間の学習（地元でのコーチデベロッパー実ફ）」を実施したɻ2020-21年第7
期育成プログラムについては、新型コロナウイルスײછ症֦大のӨڹで全期間オンラインにて開催したɻ

࣮੷

त業಺༰
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　「発展プログラム」では、主に育成プログラムを修ྃした者たちのなかから受講生を選抜し、その受
講生たちは「シニアコーチデベロッパー」として育成プログラムのなかで講師とともに育成プログラム
受講者の学びを支援しつつ、コーチデベロッパーとしてのスキルや知ࣝをさらに学んだɻこの発展プロ
グラムは、2015-16年第2期育成プログラムから2019-20年第6期育成プログラムまでฒ行して実施し
たɻその21-2020、ޙ年第7期育成プログラムの受講生に対しては、「メンター੍度」を新たに導入し、
育成プログラム受講生の学びの支援を行ったɻ
　「入門プログラム」は、コーチデベロッパーとしての経験のઙい者、あるいは未経験ではあるが、ࠓ
コーチデベロッパーとして活動することを目指す者を対象としたプログラムであり、そのなかで受講ޙ
生はコーチデベロッパーにとって基礎的なスキルの習ಘや知ࣝの֫ಘにয点を当てて、学びをਂめたɻ
この「入門プログラム」は、2018年度と2019年度に計2回開催したɻまず、オンラインでの事前学
習を経て、「宿ധプログラム」がそれͧれ2018年9月および2019年9月に開催されたɻこのプログラ
ムでは、աڈに育成プログラムを修ྃした者たちのうち4名が受講者の経験に根͟した学び、受講者自
身の経験を振りฦることによる学びを促すプログラムを提供しているɻঘ、この入門プログラムでは、
Sport for Tomorrow 三大学連携の一環として、TIASとNIFISAの受講生も参加したɻ2年間でTIASか
らは4 名、NIFISAからは3名が、このプログラムを修ྃしているɻ

ᶃ ᶄ

ᶅ ᶆ

ᶇ
ᶈ ᶉ

1ô4ɿࣨڭͰのत業෩ܠɻ-FBSOFS�DFOUFSFEʢ学शऀத৺ʣの学ͼ͕ߦΘΕͨɻ
�ô6ɿ॓ധઌͰ͋Δήスτϋ΢スͰのޠΒ͍ɻࣨڭҎ֎の৔ॴͰ΋ଟ͘の学ͼ͕͋ͬͨɻ
�ɿΦϯϥΠϯͰのࣄલ学शɿF�Ϟδϡーϧ
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　NCDAでは、「コーチ育成」という共通の目的のもとに集まったコーチデベロッパーたちが、おޓい
の経験や知ࣝ、スキルを持ち寄って、講師（トレーナー）のファシリテーションのもと、さま͟まな実
ફ、議࿦、交流を通じて学びをਂめていったɻそして、そうした学びを通じてコーチデベロッパーとし
て受講生が成長し、世界的なコーチデベロッパーのྠが広がるとともに、NCDAがミッションとして
げていた「国際的なコーチデベロッパーを養成する」、「コーチデベロッパーの国際的なネットワークܝ
を構ஙする」といったことがՌたされたと考えられるɻ

　受講生は、プログラム修ྃޙには、国際・国内スポーツ連盟やスポーツ関連機関、大学などといった
自分の所ଐ組織のコーチ育成をվ善するために活動したり、ෳ਺の修ྃ生で協力して、自分の所ଐ組織
や地元の活動地でコーチ育成プログラムやワークショップを開催したり、活発に活動を行っているɻ中
には、独力でプログラムやワークショップを開催する修ྃ生もいるɻ
　これまでにシンガポール、ザンビア、ヨルダン、オーストラリア、ブラジルなどでは、修ྃ生が中心
となってコーチデベロッパープログラムを企画・実施しながら、NCDAがそれを支援するという取り
組みも行ってきたɻ

ηϒγι・έέοπΟʔ
（4FCVTJTP�,FLFUTJɺδΣϯμʔ・Ϣʔε・εϙʔπ�ϨΫϦΤʔγϣϯிɺϨιτɺ/$%"ୈ�期）
　なんとૉ੖らしいプログラムなのでしΐうか! NCDAでの旅路について૝いを஘せるとࢲはさま͟ま
なײ৘でؾ持ちがいっͺいになるのをײじますɻNCDAは、居心地のྑい͵るま౬の環境から連れ出
してくれるようなプログラムで、このプログラムに参加するという機会をಘることができてࢲはとても
じますɻコーチングネットワークを持たない国からやってきて、ここで学んだことをײまれているとܙ
どのようにすれば自分の国にద用することができるのか૝૾すらできないくらいࢲには難しいものでし
たɻࢲはഎ৳びしているとײじましたが、それでもࢲに光を与えてくれたૉ੖らしいファシリテーター
のօさんにँײしていますɻ൴らはセッションがऴわったޙでさえ、手助けを੯しまず、ࢲが௚໘して
いるࠔ難がどのようなものであれ、൴らはそれを໌らかにしようとࢲに寄りఴってくれましたɻこのプ
ログラムをऴえて、ࢲは、さま͟まなࠔ難を৐り越えるのにඞཁな手立てやスポーツ全体の発展に貢献
するのにඞཁな手ஈを手にして、いわば全く別の「生き物」としてレソトに໭ってきましたɻそれだけ
でなく、NCDAには、世界各国からやってきて、さま͟まな文化的なഎܠをもった受講生たちがいて、
しかも、ࢲたちがそれͧれҟなっていることを๨れて、一つにしてくれるような環境や施設が整ってい
ましたɻこのプログラムは一人ͻとりを世界とつなげてくれるもので、それは実際に会っているときだ
けでなく、生֔にも౉るネットワークになるものですɻࢲは฼国をมえることまではできないかもしれ
ないけれど、それでも฼国にҧいをもたらすことができる手立てがたくさん٧まった道具ശを間ҧいな
く利用していくことでしΐうɻこのコーチデベロッパープログラムは、自分がดじこもっているಎ۸か
らあなたを連れ出して、未だにಎ۸のなかにいる人々を手助けして、そこから連れ出してあげるのにඞ
ཁな手ஈをあなたに与えてくれるようなプログラムですɻ

ϑΟΦφ・ϚϨΠ
（'JPOB�.VSSBZɺ国ࡍεϖγϟϧΦϦϯϐοΫεɺΞΠϧϥϯυɺ/$%"ୈ�期ɺ�期म了ੜ）
　NCDAはૉ੖らしい旅路であり、職業的にݸ人的にも、ࢲがこれまでに経験してきたなかで最も豊
かな学習経験を与えてくれましたɻそのなかには他とはҧった特別な環境がありましたɻそれは、ҟな

੒Ռ

ଔ業ੜの׆༂

ଔ業ੜの੠
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る৭々なコンテキストのなかで活動しており、世界各国からやってきたコーチデベロッパーたちや、メ
ンターやトレーナーのօ༷が、日体大に集まって、ൺྨなきコミュニティのײ覚を作り出したというこ
とですɻそれが、よりよいコーチ育成をするという共通の目ඪを持っている受講生全員にとってアイデ
アや経験を共有し、໰題ղܾするなかでおޓいに助け合い、ҟなるやり方で考えて活動し、おޓいに௅
戦するという、ૉ੖らしい機会を提供してくれましたɻそれが、自分自身の居心地のよいところを出て、
自分自身に本当の意ຯで௅戦することで、ݸ人的にも専門的にも学びと成長を਱げる特別な機会をࢲに
与えてくれましたɻ
　スペシャルオリンピックスは、この名༪あるプログラムに参加する機会を持つことができましたɻ
NCDA での経験は、グローバルなコーチ育成システムを構ஙしようとࢲたちが取り組むなかで、ࢲた
ちのコーチ育成活動にফえることのない足੻を࢒してくれたとࢲは自信を持ってݴうことができますɻ
のもとには、新たな熱ྔと৘熱がҲれ、さま͟まなࢲはこれから自分自身の職務に໭りますが、そのࢲ
アイデアとリソースにҲれたツールキットがあり、Կよりもॏཁなこととして、同じ道のりをาいた同
期である仲間たちとのૉ੖らしいネットワークがありますɻࢲは、これがNCDAとICCEという྆方の
組織との長く実りある関係性の࢝まりを記すものであることを心から期待していますɻNCDA、日本
体育大学、ICCE、Sport for Tomorrow には、ࢲたちのコミュニティのなかに存在するՄ能性を見出
していただいて、そしてࢲたちがあなたたちのコミュニティに入ることを歓ܴしていただいて、心より
いたしますɻँײ

　NCDAは、2021年3月に委ୗ事業としてはऴྃをܴえるものの、これまでのプログラム実施を通じて、
コーチ育成に関する知見とコーチデベロッパーの国際的なネットワークをಘることができたɻそのなか
でܧঝされるものとしては、（1）本学学内でܧঝされるレガシー、（2）国内でܧঝされるレガシー、（3）
国際的にܧঝされるレガシー、という三点がڍげられるɻ
　まず、（1）学内でܧঝされるレガシーとしては、これまでNCDAの運営を通じてഓわれた知見や方
法࿦が本学大学院で活かされるという点があるɻすでに、【֓ཁઆ໌】のՕ所でもड़べたように、本学
では、2018年4月に大学院体育科学研究科コーチング学専攻が設立されており、さらに2022年̐月よ
り新たに、体育学研究科体育学専攻の学Ґプログラムとして、修士課ఔにおいては「コーチング科学学
Ґプログラム」と「コーチング実ફ学学Ґプログラム」が、博士課ఔにおいては「コーチング科学学Ґ
プログラム」が設ஔされることになっているɻこの大学院の学Ґプログラムでは、これまでにಘられた
知見や方法࿦を活用することで༏れたコーチやコーチデベロッパーを育成すると同時に、コーチングに
関する新たな知ࣝや方法࿦も構ஙすることができると思われるɻこうした知ࣝや方法は、学術的な研究
発表や一般的な講演会を通じて日本のスポーツ界で広く共有されるレガシーとなるだろうɻ
　また、NCDAは本学学内ではޙࠓ「コーチングエクセレンスセンター」のなかにҐஔづけられ、存
続することを予定しており、そうしたなかで（2）国内でܧঝされるレガシーとしては、これまでのプ
ログラム実施でಘることができたコーチ育成やコーチデベロッパー養成に関する知見を、国内のスポー
ツ協会・連盟に提供することで、日本のスポーツ界全体のコーチングをより高い水準に高めることに寄
与することができると考えているɻNCDAではすでに、日本スポーツ協会や日本バスケットボール協
会が主催するコーチ養成講習会にプログラム作成や講師（コーチデベロッパー）養成といった形で関わ
っているが、ޙࠓはそうした協力をさらに他のスポーツ協会・連盟にも֦げることで、ͻいては日本全
体のコーチ育成の࣭を向上させることに貢献できるだろうɻ
　さらに、（3）国際的にܧঝされるレガシーとしては、これまでNCDAが構ஙしてきたコーチデベロ
ッパーの国際的なネットワークが、修ྃ生の間のみならず、さま͟まな修ྃ生をى点としてさらに広が
っていることがڍげられるɻすでにड़べたように、NCDAの目的（ミッション）の一つには「コーチ

ϨΨγーͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の
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デベロッパーの国際的なネットワーク構ங」があるが、NCDA開ޙ࢝の਺年は୹期プログラムを通じ
ていわば意ਤ的に作られた「人工的な」ネットワークで受講生・修ྃ生のコーチデベロッパーがつなが
っているという形だったが、ஈ々と修ྃ生自身でネットワークを構ஙしていくようになり、いまや自ݾ
成長する「有機的な」ネットワークとなったɻྫえば、先の【ଔ業生の活༂】のՕ所で示したように、
シンガポールやザンビアやブラジルでは、特にコーチデベロッパー育成プログラムが੝んになってお
り、しかも、そうした育成プログラムでは他国にいるNCDA修ྃ生が講師として参加することもある
（こうした育成プログラムは、NCDAのミッションの一つである「国際的なコーチデベロッパーの養成」
をさらに進展させたものとも考えられる）ɻこのようなネットワークのなかでコーチデベロッパーがお
いに協力し合うことで、国際的に、特にザンビアなど発展途上国を中心にコーチングの࣭が向上するޓ
ことが見ࠐまれるɻ

��� εϙーπアΧσϛー（ࣛ԰ମҭେֶ）ࡍࠃ

　鹿屋体育大学国際スポーツアカデミー（NIFISA）は、
世界各地からए手のコーチや研究者を受け入れ、国内
外の大学、世界各地の競技団体等と連携し、オリンピ
ック及びスポーツの思૝や歴史、ҩ学や生理学の研究
や教育に関する講義を実施し、競技力の向上もؚめた
広い視点から国際スポーツ界の֩となる人材を養成す
る拠点になることを目指した事業であるɻ
　本事業では、国際スポーツアカデミーセミナーを開
催し、オリンピック教育に加え、2つの୹期コース（1～2ि間）を開講しており、1つはオリンピック
や生֔スポーツ等のイベントの運営を中心としたスポーツマネジメントコース、もう1つは競技パフォ
ーマンスの向上につながるҩ科学サポートおよびコーチやアスリートの実ફ知の研究を促進するスポー
ツパフォーマンスコースであるɻ鹿屋体育大学のもてるݯࢿを広く活用し、海外のए手研究者やコーチ
と本学学生および教員とのੵۃ的な交流を通し、世界のスポーツ界において෯広く高度な国際貢献を本
アカデミーのミッションと考えているɻ

　本アカデミーは、2014年（平成26年）に文部科学省（ݱ在はスポーツ庁）より「スポーツ・アカデ
ミー形成支援事業」の委ୗ先の1つとして本学が࠾୒され、開࢝したɻ
　「スポーツ・アカデミー形成支援事業」とは、2020年東京大会の招கにあたり2013年9月の国際オ
リンピック委員会（IOC）総会で当時の総理が世界に向けて໿ଋした、スポーツを通じた国際貢献事業
「SPORT FOR TOMORROW (SFT)」の一環として実施されるものであるɻSFTには、「スポーツを通
じた国際協力および交流」「国際スポーツ人材育成拠点の構ங」「国際的なアンチ・ドーピング推進体੍
の強化支援」の3つのபがあり、本アカデミーは2つ目の「国際スポーツ人材育成拠点の構ங」を目的とし、
2014年11月から6年Ҏ上活動を続けてきたɻ

֓ཁઆ໌

ઃཱの໨త
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　第1回～第10回NIFISAセミナーにかけて、41の国・地域か
ら、162名の参加者を受け入れたɻ第1回目は、アジアからの
参加者のみだったが、その他の地域からの応募者増加に伴い、
༷々な国・地域からの参加者を受け入れたɻ
　˞第11回NIFISAセミナーでは、13ϱ国から15名の参加者

を受け入れる予定であったが、新型コロナウイルスײછ症
のӨڹにより中ࢭとなったɻ実施できていた場合の実੷
は、「48の国・地域から、177名」となる予定であったɻ

　本学においては、国際的なオリンピック教育プログラムを開発すること、及びক来的に世界のスポー
ツ界で活༂できるグローバル人材を育成することを目的として、年2回（春・秋）の୹期セミナーを実
施してきたɻセミナーには2つのコースがあり、オリンピック教育、武道（講義・実ફ）、ホームステ
イプログラムを共通科目とし、1つはマネジメント分野、もう1つはパフォーマンス分野に特化したも
のであったɻ

　マネジメントコースでは、スポーツイベントのマネジメント、スポーツを通したコミュニティ開発、
生֔スポーツ、地域スポーツクラブ、スポーツビジネス等に係る講義を実施し、パフォーマンスコース
では、コーチング学、スポーツ生理学、スポーツバイオメカニクス、各種スポーツパフォーマンスのධ
価等の講義を実施してきたɻ

࣮੷

त業಺༰
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　6年間で11回のNIFISAセミナーを企画（うち11回目はCOVID-19ײછ֦大のため中ࢭ）し、48の
国と地域から177名の参加者をಘた（11回目をؚむ）ɻまた、NIFISAセミナーに付ਵして、オリンピ
ック教育を基本とした3回の国際シンポジウム、աڈの修ྃ生を交えて開催した国際カンファレンス、
さらには筑波大学、日本体育大学と連携しカンファレンスや合同セミナーを実施してきたɻこれらの試
みは、本アカデミーが目指すべきզ々独自のオリンピックレガシーのৢ成とヒューマンネットワークの
構ஙに寄与できたと考えているɻ

　修ྃ生を対象に行われたアンケートにおいて、回౴のあった123名のݱ在のポジションはҎ下のとお
りであり、そのうちスポーツ組織で選೚されている໾職があるものについては31.7ˋであったɻ

会社員
24.4ˋ

自営業
10.9ˋ

非営利団体 13.5ˋ
修士課ఔ 9.0ˋ

博士課ఔ
12.8ˋ

その他
29.5ˋ

はい
31.7ˋ

いいえ
68.3ˋ

͍ͯͭʹのポδγϣϯࡏݱ スポーツ૊৫Ͱબ೚͞Ε͍ͯΔ໾৬͕͋Δ͔

νϟφφϯ・αϚώτ（$IBOBOBO�4BNBIJUPɺλΠΦϦϯϐοΫΞΧσϛʔɺλΠɺୈ�ճ/*'*4"
ηϛφʔɺεϙʔπϚωδϝϯτίʔε）
　ご存知のとおり、オリンピック教育は価値のある強力な教育ツールですɻそれは、よりྑく、より
平和な世界を構ஙするためのوॏな౤ࢿでもありますɻ人々、特に子供たちがオリンピックのコンセ
プトを理ղし、それを自身の人生に応用できるように教育することを目的とした༷々な種ྨの活動が
ありますɻNIFISAもその一つですɻݸ人的に、NIFISAプログラムの価値は、オリンピックバリュー
（EXCELLENCE（卓越）、RESPECT（ଚܟ）、FRIENDSHIP（友৘））を理ղすることにあると思いますɻ
NIFISAセミナーでは、オリンピックの歴史、スポーツマネジメント、スポーツ科学などの講義があり
ましたɻこれらの講義では、スポーツに関するいくつかの科学を学び、タイのスポーツに関して࿩すこ
とができましたɻまた、ドイツ、台湾、韓国など、世界のさま͟まな地域のスポーツについても学ぶこ
とができましたɻさらに、NIFISAでは、鹿屋体育大学のハイテク技術のֵ新やスポーツ施設を見るこ
とができ、自国とద切にൺֱすることができましたɻ学業Ҏ外に、஡道や剣道など日本の伝統的な文化
も学ぶことができましたɻ第2回NIFISAセミナーには、アジアの国々から24名の参加者が集まってい
ましたɻࢲたちはチームとして一緒にաごし、学び、遊び、分かち合い、笑い、助け合いましたɻ共に
าき、誰もஔきڈりにすることはありませんでしたɻࢲたちはNIFISAからྑいオリンピックレガシー
となるための力を与えられ、オリンピックのコンセプトを他の人に伝える準備ができたと信じていますɻ
最ޙになりますが、ࢲはNIFISAの貢献に本当にँײしていますɻ人々がオリンピックのコンセプトを
学び、理ղすることで、世界はよりྑい場所になると思うので、ࢲたちが学んだように、オリンピック
のコンセプトが広くたくさんの人々に届けられたらいいなと思いますɻ

੒Ռ

ଔ業ੜの׆༂

ଔ業ੜの੠
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ϛϋϧ・ελʔνΣϑεΩ（.JDIBM�4UBSD[FXTLJɺ国ཱεϙʔπڀݚॴɺϙʔϥϯυɺୈ�ճ/*'*4"
ηϛφʔɺεϙʔπύϑΥʔϚϯείʔε）
　NIFISAで特௃的だった体験は、スポーツ科学と日本の文化や歴史を組み合わせたプログラムですɻ
スポーツ生理学、バイオメカニクス、ӫ養学、アンチ・ドーピングなどの興ຯਂい講義やワークショッ
プが、伝統的な武道の体験と融合していましたɻ柔道と剣道の実習では、選手を見るだけでなく、これ
らの武道を実際に体験することができることにとてもڻきましたɻ剣道の防具を身に着けたことや、オ
リンピックメダリストのコーチと一緒に柔道の練習をしたことは、一生の思い出ですɻポーランドのワ
ルシャワにあるスポーツ研究所で研究者としてಇいているࢲから見ても、鹿屋の施設、設備、研究者は
トップクラスですɻこれらのཁૉが組み合わさることで、アスリートのパフォーマンスにয点を当てた
研究を世界レベルで展開できる環境が整っていますɻその中でも、最も心に࢒っているのは、最新の研
究機ثを備えたスポーツパフォーマンス研究センターですɻNIFISAでの経験で最も印象的だったのは、
ホームステイプログラムですɻ鹿屋の住人の方々とաごしたि末は、とてもૉ੖らしいものでしたɻ伝
統的な環境の中で地域の人々と交流し、近所を案内してもらうことで、日本での生活を思いฦすことが
できましたɻ最ޙになりましたが、このようなインスピレーションにຬちた社会的、科学的、教育的プ
ログラムの作成に携わったすべての方々にँײしたいと思いますɻNIFISAでの思い出は、Ӭ遠にࢲの
中に࢒ると思いますɻ先生方や参加者たちとの国際的な関係がՖ開くことをئっていますɻスポーツ科
学の分野で構ஙされたネットワークが、近いক来、国際的な科学プロジェクトや共同研究でエキサイテ
ィングな݁Ռを生み出すことを֬信していますɻ

　鹿屋体育大学国際スポーツアカデミー（NIFISA）の活動は令和2年度でऴྃとなるが、ޙࠓも本アカ
デミーでಘた有形ແ形の財産をܧঝし、本学独自のオリンピックレガシーを構ஙすべく、ܧ続的にҎ下
のような活動を展開する予定であるɻ

1．アカデミー参加者とのスポーツ活動実ફ･学術的৘ใ交流
2．グローバルな教育研究拠点の形成
　上ड़したような本学のグローバル化にむけた自主的取組に加え、6年間にわたるNIFISAの開催によっ
て、世界各国に向けた新たなヒューマンネットワークを構ஙできたɻ少しずつではあるが、そのྠは広
がっているɻアカデミー参加者が、本学における研究をر๬し、大学院へ入学したྫも出てきているɻ
本学で実施したアカデミーのプログラムを、参加者の国でも実施してཉしいなどのཁ๬も来ているɻま
た、外国からアカデミーに招聘した講師の大学から、ٯに本学の教員が招聘され、教育研究の成Ռを海
外で普及する事ྫも出てきているɻޙࠓは、このような絆を大切に育て上げ、スポーツパフォーマンス
研究センターを中心とした国際共同研究プロジェクト、国際交流センターを中心とした伝統･文化･ޠ学
交流を中心とした教育プロジェクトを広く展開し、グローバルな教育研究拠点を形成していくことを計
画していく予定であるɻ

ϨΨγーͱͯ͠ܧঝ͞ΕΔ΋の
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　スポーツ・フォー・トゥモローの3本பの1つである「国際的なアンチ・ドーピング推進体੍の強化
支援」を「PLAY TRUE 2020」とশして、公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構（JADA）が中
心となり推進してきたɻPLAY TRUE 2020では、アンチ・ドーピング活動が発展途上の国に対して、
スポーツの価値を基盤とした教育やアンチ・ドーピング教育を各国にて実施することを支援するため、
人材育成支援、教育パッケージの導入・普及を行ったɻまた、アジア・オセアニア地域を主な対象とし
て、アンチ・ドーピングの組織体੍を整備するためのキャパシティディベロップメントを各種実施、毎
年国際セミナー等を開催してきたɻこれらの活動は、クリーンでフェアなスポーツ環境を世界的に整備
し、アスリートのクリーンスポーツに参加する権利を守り、アスリートがリーダーとなることを目的と
しているɻ
　また、PLAY TRUE 2020では、スポーツがスポーツとして成立することを根ఈからյしてしまうド
ーピングから、スポーツのଟ༷な価値、スポーツの社会的な価値を守るための༷々なプロジェクトを展
開したɻフェアでクリーンなスポーツ環境を整えるためのアンチ・ドーピングの世界的なキャパシティ
を育み、これからのスポーツや࣍の時代を担っていくユースや未来のリーダーを育て、よりよい社会・
未来の創出に寄与してきたɻまた、すべての人がスポーツの価値を創ることに参画できるプロジェクト
を広く展開し、レガシーを未来につなげているɻスポーツの価値を護り、スポーツにある・スポーツを
通したਅなる価値を未来に伝え、スポーツの価値・チカラが社会に根ࠩすことで、人々がଟ༷な価値観・
生き方を認め合い、すべての人がًく社会を構ஙすることに寄与することを目的としてきたɻ

��1 7JTJPO
 MJTTJPO � SUSBUFHZ
　PLAY TRUE 2020は、プロジェクトが開࢝された2014年に下記のミッション、アウトカム等を設
定し、各種プロジェクトを推進してきたɻ

スポーツを通して社会課題のղܾ、よりྑい未来をつくるために
1） スポーツのチカラ・価値を護り育む
2） スポーツのチカラ・価値を護り、持続Մ能な環境を整備する

1） スポーツのインテグリティを守り育み、スポーツの価値やオリンピック・ムーブメントが365日1
年中を通した価値のあるものとする

2） 日本がリードネーションとなることにより、スポーツを通して世界にそのӨڹ力を与える
3） スポーツのチカラ・価値を体ݱできる人材が育ち、社会にഐ出される

OVS�.JTTJPO/جຊͱͳΔϛογϣϯ

OVUDPNF/໨͢ࢦΞ΢τΧϜ

తͳアンνɾυーϐンάࡍࠃ
ਪਐମ੍ͷڧԽࢧԉ

̑̑̑
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“PLAY” � Positiveness
 Leaders
 Activate
 Youthのキーワードを1つのਅ਷としての「True」でつ
な͗、スポーツのチカラを未来につないでいくɻ

1） 東京2020大会を通した生きたレガシーを創出する
2） すべての人がスポーツの価値を体ݱし、スポーツの未来を創ることへの参画ができる
3） SDGsの達成目ඪに貢献する
4） 世界のクリーンスポーツ環境の整備を通して、アスリートの権利と健康を守る

��2 P-": TR6& 2020ͷア΢τϓοτ
　JADAはPLAY TRUE 2020を通して、世界ドーピング防ࢭ機構（WADA）、国際オリンピック委
員会（IOC）、国際パラリンピック委員会（IPC）、国際ݕ査機関（ITA）、各種国際競技連盟（IFs）等
の国際スポーツ機関に加え、アジア・オセアニア地域の各国アンチ・ドーピング機関（National 
Anti-Doping Organisation: NADO）や地域アンチ・ドーピング機関（Regional Anti-Doping 
Organisation: RADO）を中心としてパートナーシップを組み、スポーツの価値を守り育む活動を各
種展開ɻSFTC会員団体との連携を通し、各会員団体が持つ機会や活動目的に応じてJADAの持つコン
テンツやリソースを活用、スポーツのチカラを通した国際貢献、社会課題のղܾ、ฒびに人材育成に貢
献してきたɻ

Resources
スポーツを通して

より良い未来を創る

Contents
×

Resources
×

Opportunity

 スポーツのチカラ・価値を護り育む
 持続可能な環境の整備

Opportunity

Contents

OVS�7JTJPO/ϰΟδϣϯ

4USBUFHZ/໨తΛୡ੒͢ΔͨΊのϓϩδΣΫτ্Ͱのઓུ
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��� εϙーπͷՁ஋ΛकΓҭΉϓϩδΣΫτ
1ʣϦΞϧνϟϯϐΦϯڭҭύοέーδ
をコンセプトに、オリジナルのマンガを੍作し、スポーツの価値と「にґ拠せず、理ղできるޠݴ」　
アンチ・ドーピングのルールの教材を包括的にパッケージ化することで、教育プログラムを世界的に推
進するプロジェクトɻ
　「スポーツの価値」をݴ葉で表ݱすることが難しいからこそ、アクティビティやグループワークを通し
て「ؾづき・理ղ」˰「表ݱ・共有」˰「スポーツの価値を体ݱ」とஈ֊的に学習者の理ղをਂめてい
く、教育目ඪのフレームワークを研究からಘたエビデンスを基に設定ɻオリジナルで੍作したマンガや
イラストを活用し、どの年齢૚・スポーツのパフォーマンス૚であっても楽しく、そして分かりやすく
学ぶことができるように工෉した教育パッケージɻIFやアジア・オセアニア地域のNADOのみならず、
SFTC会員団体が主催するイベントや国際協力関連事業、学校などの授業をؚめ༷々な機会で活用されたɻ
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�FEV_QBDLBHF�

�౦ژ����େձʹ͚ͨ޲・期間தͷ׆ಈ
　マンガݕ査手順ポスター、動画とリーフレットをシリーズとして、東京2020大会のドーピングݕ査
室すべてでܝ示・放өされ、世界中のオリンピアン・パラリンピアンに対して、ݕ査室でドーピング・コ
ントロールに対応する際の৘ใ提供を行ったɻまた、このマンガݕ査手順の教材は、東京2020大会中
のݕ査権限を有するITAとIPCのウェブサイトにもそれͧれࡌܝされ、東京2020大会の下支えとなったɻ

�/FX.0�ʵΞεϦʔτͱ開ൃɿΞΫςΟϏςΟΛ௨ͯ͠εϙʔπͷՁ値ΛֶͿ
　スポーツの価値を体験・体ݱすることをૂいとする、「NewMO!」を室෬広治スポーツ庁長׭（当時
JADAアスリート委員）をؚむアスリートたちと共に、教育プログラムとして開発、༷々なワークショ
ップを実施したɻ「NewMO!」は、身体を動かしながらスポーツの価値を学ぶことができる新たな教育
プログラムとして、東南アジア地域アンチ・ドーピング機関 やTIAS（つくば国際スポーツアカデミー）
等でも࢖用されているɻ

Խల開ޠݴͷଟࡐڭ�
各国アンチ・ドーピング機関やオリンピック委員会等からのリクエストに応じ、2021年൛世界アンチ・
ドーピング規ఔに準拠したアンチ・ドーピングのルールを؆୯にઆ໌している「Clean Sport Start-
Upガイド」や、包括的にルールを֓આした「PLAY TRUE Book」等のアンチ・ドーピング教育に関す
る教材を຋༁し、提供することで、世界各国のアスリートたちのアンチ・ドーピングに関する知ࣝの理
ղを支援したɻ
　˒຋༁ޠݴ－アラビアޠ、スペインޠ、ロシアޠ、ベトナムޠ、テトゥンޠ、ビルマޠ、ラオスޠ、

マレーޠ、フランスޠ
　˒教育パッケージ・教材を展開した国・地域－໿190

ϦΞϧνϟϯϐΦϯڭҭύοέーδ 5*"4ͰNFX.O�࣮࣌ࢪの༷ࢠ
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2ʣΩϟύγςΟ・σΟϕϩοϓϝϯτ
　主にアジア・オセアニア地域各国のアンチ・ドーピングに関するキャパシティを育成するため、ア
ンチ・ドーピング機関のスタッフに対して、世界アンチ・ドーピング規ఔや「教育に関する国際基準 
（ISE）」をはじめとする各種国際基準・ガイドライン等に基づいた৘ใ提供、日本のグッドプラクティ
スの共有、国内での教育計画の策定や実施に当たっての支援を行ったɻ特に、東南アジア地域、西アジ
ア地域、中央アジア地域におけるRADOとそれͧれの機関の各加盟国を対象にした支援を行うための
覚ॻ（MOU）をక݁し、包括的な支援を推進しているɻ

౦ೆΞδΞ3"%0（Ճໍ国ɿΠϯυωγΞɺΧϯϘδΞɺγϯΨϙʔϧɺλΠɺ౦ςΟϞʔϧɺ
ϑΟϦϐϯɺϒϧωΠɺϕτφϜɺϚϨʔγΞɺϛϟϯϚʔɺϥΦε）

　加盟国11カ国のアンチ・ドーピングのキャパシティディベロップメントを行うことを目的として、
MOUを初めて2014年にక݁したɻ2017年には、東京2020大会組織
委員会もؚむ3者で覚ॻを࠶క݁し、東京2020大会に向けたドーピング
査員（DCO）の育成協力等を行ってきたɻカンボジア、ベトナムでのݕ
初の教育研修会がアスリートやサポートスタッフに対して開催され、マ
レーシア等での東南アジア競技大会等の大会の開催サポートをしてきたɻ
2022年1月には、3回目の覚ॻを東南アジアRADOとJADAで࠶క݁したɻ

தԝΞδΞ3"%0（Ճໍ国ɿΞϑΨχελϯɺ΢ζϕΩελϯɺΧβϑελϯɺΩϧΪεɺλ
δΩελϯɺτϧΫϝχελϯɺύΩελϯɺϞϯΰϧ）

　2012年から国際セミナーへの招へいをؚめ育成支援
をܧ続的に行ってきたことから、2020年に中央アジア
RADOとJADAの2者で覚ॻをక݁したɻ覚ॻでは特に教
育分野におけるキャパシティ・ディベロップメントを主
とし、加盟国8カ国を対象とした教育計画の策定ワークショップ等をオンラインで実施したɻ؟

੢ΞδΞ3"%0（Ճໍ国ɿΠΤϝϯɺΠϥΫɺγϦΞɺύϨενφɺ
ϤϧμϯɺϨόϊϯ）

　JADAが日本国内で展開するスポーツ・ファーマシスト事業をヨルダン国
内で導入するためにݕ౼を行ったことをきっかけに、ҩྍै事者に対する
教育プログラムの在り方・実ફの共有等をؚめみ、全般的にキャパシティの
育成を目指し、西アジアRADOとJADAの2者で2020年に覚ॻをక݁したɻ
ISE९守に向けた支援をܧ続的に行っているɻ

3ʣP-":�536&ϦϨー
　国や競技、世代のҟなる20ヶ国32名のロールモデル、ユースリーダーアスリートたちが参加し、ア
スリートがスポーツの未来を創るプロジェクトɻスポーツや人生を通して大切にしているアスリー
ト自身がײじるスポーツのਅなる価値、スポーツを通した自身のਅなる価値観を「TRUTH in Sport
 
TRUTH in ME」として、世界で1つのר物に記し、メッセージのリレーとして、世界へ、未来へとつ
なぐ૝いとして、世界的に発信してきたɻ
　アスリートからアスリートへつながれた、メッセージは、未来のスポーツを創っていくɻ
ɹ1-":�536&�ϦϨʔʹࢀՃͨ͠ΞεϦʔτͷΠϯλϏϡʕࣄهɿ
ɹ⾣IUUQT���XXX�QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�QUSFMBZ�KQ�（日）
ɹ⾣IUUQT���XXX�QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�QUSFMBZ�（ӳ）
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OUUPCPDLࣾʢ4'5$会員団体ʣͱ連ܞ

ϋΠϯϦοώ・ポポϑબख
ʵύϥϦϯϐοΫ大会ʢϩϯυϯ・ϦΦʣのۚϝμϦスτ
�*G�ZPV�MJF�UIFO�UIF�NJSSPS�XJMM�TIPX�ZPV�UIF�5365)��
ɹɹɹɹɹɹɹ	ӕΛ͚ͭ͹ɺ͕͋ڸͳͨʹਅ࣮Λө͠ग़͢
�

4ʣJ�P-":�536&ϦϨー
　i-PLAY TRUE リレーは、スポーツを通した経験でײじる「スポーツの価値」をメッセージやࣸਅと
して集め、それらを「アート」の形で発信しレガシーとして࢒す、みんなでスポーツの未来を創るプロ
ジェクトɻ“i”には、スポーツへの「愛」と「I（ࢲ）」、そして「ѭ（Meet）」の三つの意ຯを持たせ、
スポーツ愛好家、アスリートやサポートスタッフら自身が考えるスポーツへの愛৘、スポーツのਅなる
価値、未来につな͗たいスポーツへの૝いが世界中から集まり、それらが一つのARTとなって出ѭうɻ
国際スポーツ機関やSFTC運営委員、SFTC会員団体が参加し、未来につなげるスポーツの価値のメッ
セージを発信してきたɻ

�ʣP-":�536&�PMBOFU��4PO35���"35ʙスポーツのະདྷΛ૑Δϒース
　「PLAY TRUE Planet: SPORT & ART～スポーツの未来を創るブース～」をスポーツの価値の発信基
地として、東京2020大会期間中（パラリンピック競技大会期間のみ）に、東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会組織委員会が主催するウォーターフロントシティのFAN ARENAに出展したɻ
˞オリンピック競技大会期間は、大会のແ観客開催に伴い中ࢭ
　ブースでは、これまでPLAY TRUE 2020で実施した
PLAY TRUEリレーやi-PLAY TRUEリレーを通して集ま
った「スポーツの価値」のメッセージや、スポーツへの
ਅなる心をөし出すフィルターポーズのࣸਅを࢖って、
世界でʻたった1つのアートʼを展示したɻ
　運営は、スポーツの価値を体ݱし、世界に発信する
オリンピアン・パラリンピアンに加えて、SFTの会員団
体・大学の学生たちも“PLAY TRUE Creator（PTC）”
として参加し、スポーツの価値を考え、共有する機会を
作り国内外に広く発信したɻ
　ブースには、2
500名を௒える来場者が訪れ、世界中
の世代を௒えたアスリートたちのスポーツの価値のメッ
セージに触れ、PTCアスリートから௚઀スポーツの価値
に関する経験を聞き、༷々なアクティビティ体験を通し
て、ଟ༷な価値から自身の「ਅなるスポーツの価値」を
見出しPLAY TRUE Planetに౤ߘɻPLAY TRUE Planet
デジタルプラネット上で世界中のメッセージが同時に集
まり、アートに融合されていくことを経験したɻ
ʲΞʔτ͸ͪ͜Βʳ
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�TQPSU�BSU�FO�（ӳ）
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�TQPSU�BSU�（日）
ʲੈքͷϝοηʔδ͕ू·Γ・ൃ৴͢Δ1-":�536&�1MBOFUαΠτʳ
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVFQMBOFU�KQ��

ϒースશ体૾

スポーツのՁ஋のϝοηーδの"35
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6ʣΞδΞ・ΦηΞχΞࡍࠃΞϯν・υーϐϯάηϛφー
　クリーンでフェアなスポーツの環境を世界的に整備するため、アジア・オセアニア地域における国内
アンチ・ドーピング機関（NADO）のキャパシティ・ディベロップメントを広く展開ɻその一環として、
アジア・オセアニア地域内のネットワーク構ங、さらなるクリーンスポーツへのコミットメントを推進
するため、「アジア・オセアニア国際アンチ・ドーピングセミナー」を毎年開催ɻ20か国Ҏ上・50名
Ҏ上の関係者が毎年集まり、「世界アンチ・ドーピング規ఔ（Code）」及び「国際基準」に関する実ફ
的な知ࣝ・ノウハウの提供や࣭の高い९守を目指し、アスリートとプログラムを協ಇして作るためのア
イディアの共有などをしているɻ世界的な新型コロナウイルスײછ症֦大のӨڹを受けた2020年度と
2021年度はオンラインで実施し、オンラインの利点を活かした内༰の構ஙを行い、৘ใ提供とネット
ワークの෯を広げたɻ
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�KQ�TUBUJD�SFQPSU�����

ࢠηϛφーの༷ࡍࠃ

ϒースの༷ࢠᶄϒースの༷ࢠᶃ

P-":�536&ϦϨーࢀՃΞスϦーτ P-":�536&�$SFBUPS
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�ʣΤϏσϯスϕースのڭҭϓϩάϥϜਪਐɿௐࠪ・ڀݚ
　スポーツのインテグリティが護られ、フェアでクリーンなスポーツを世界的に実ݱするために、ス
ポーツや社会における「フェアネス」や「アンチ・ドーピング／ドーピング」に対する意ࣝ・行動༷
式に関しての調査・研究を実施してきたɻ2019年、スポーツに対するフェアネスの観点を三か国ൺ
ֱを基にした分ੳした国際࿦文 “Public opinion in Japan and the UK on issues of fairness and 
integrity in sport: implications for anti-doping policy”を発表ɻ
ɹ⾣IUUQT���XXX�UBOEGPOMJOF�DPN�EPJ�BCT������������������������������ɹ
　これらの調査・研究からಘられた݁Ռに基づき、アンチ・ドーピング教育の実ફのみならず、「リア
ルチャンピオン教育パッケージ」の開発、教育ޮՌূݕ・分ੳを行い、エビデンスに基づいたアンチ・
ドーピング教育及びスポーツの価値・チカラを発信する活動等を実施ɻTIASの授業を2014年より実施
するなかでも、エビデンスを基にしたアクティブラーニングを行ってきたɻ
ɹ⾣IUUQT���QMBZUSVF�����TQ�U�KQ�KQ�SFTFBSDI�

֤छௐࠪڀݚϨポーτΞΧσϛー෼໺ͱの連ܞ

��� SQPSU GPS TPNPSSPXͷϢχーΫωεΛ͔ͨ͠׆コϥϘϨーシϣン
　PLAY TRUE 2020の戦ུに基づき、SFTの強み・ユニークネスである、׭民の連携を通して、スポ
ーツの価値を護り育むプロジェクトを各種実施してきたɻ「リアルチャンピオン教育パッケージ」の活
用・応用・ద用から人材育成を行うことや、i-PLAY TRUE リレーを通したスポーツの価値の発信の連
携をするなど、会員団体とシナジーを生んできたɻ

1ʣ֎຿লɿスポーツ֎ަਪਐࣄ業Λ௨ͯ͠スポーツのՁ஋Λڞ༗・ൃ৴
　外務省の「スポーツ外交推進事業」と連携し、日本に招聘したアスリートやサポートスタッフらに、
i-PLAY TRUEリレーを通して「スポーツの価値」について考え、発信してもらう機会を創出したɻス
ポーツのパフォーマンス向上だけではない、クリーンでフェアなスポーツの担い手の育成に貢献したɻ
在外公館が開催するイベント等でもi-PLAY TRUEリレーを実施し、国際交流のツールとして活用され
た各種事ྫもあるɻ

2ʣ�ஜ೾大学ʗࣛ԰体ҭ大学ɿスポーツΠϯςάϦςΟɺΞϯν・υーϐϯάΛඞमՊ
໨ͱ͠ੈ࣍୅のスポーツϦーμーҭ੒

　SFTの3本பの一つ「国際スポーツ人材育成拠点の構ங」を実施する筑波大学と鹿屋体育大学と協ಇし、
大学院生らへのアンチ・ドーピングおよびスポーツの価値に関する授業を実施したɻ講義は、調査研究
のエビデンスを基盤として、ক来のグローバルスポーツを担う人材として身につけるべき「スポーツを
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通した観点・視野・視座」を養うためのトピックスでモジュールを構成したɻ学生が自発的に意見を出
し合い、学生間でؾづきや観点を見つけ出すことができるようインテグリティに関する事ྫをテーマと
したディベートや、教育パッケージの教材を自身がଔ業ޙに活用する場合の実ફྫや講義案を考えると
いった、実ફ的な内༰を各種取り入れ実施してきたɻ筑波大学では、「スポーツのインテグリティとア
ンチ・ドーピング」が課ఔཁ件でもあることから、ଔ業ޙに自身のフィールドにおいて教育パッケージ
の教材を࢖い、子どもたちにスポーツの価値を考え、日常生活で活かすような教育を実ફするなど、授
業を通して֫ಘした視座を活かす人材が、新たにスポーツの価値をܧঝしているɻ

3ʣڭҭύοέーδΛ׆༻ͨ͠ਓࡐҭ੒ʢྫʣ

公益財団法人
ボーイスカウト日本連盟

2015年に山口市で開催された第23回世界スカウトジャンボリーを࢝
め、国内外の༷々なイベントで教育パッケージのコンテンツ（NewMO!
やMangaムービー）を活用して、「スポーツの価値」を発信したɻ

株式会社サニックス

サニックスワールドラグビーユース交流大会に出場する各国の高校生
年代のアスリートを対象に、教育パッケージのコンテンツを活用して、
「スポーツの価値」について考えるワークショップを実施ɻ高校生がロ
ールプレイを行い、メッセージを発信したɻ

クラーク記念国際高等学校

「スポーツの価値」を基盤とした、オンライン運動会を高校生たちが企
画ɻ2020年アジア・オセアニア国際アンチ・ドーピングセミナーで、
各国のアンチ・ドーピング関係者を交えて、オンライン運動会を実施
し、オンラインでの「スポーツの価値」のアクティビティ実施のՄ能
性を֦げたɻ

��� -FHBDZ $SFBUPS͔Βͷ੠
　東京2020大会のレガシーを一緒に創ってきた仲間たち �Legacy Creator� からのメッセージを紹介
しますɻ

�）(PCJOBUIBO�/BJS
�౦ೆΞδΞ地域Ξϯν・υʔϐϯάػ �຿૯௕ࣄ（%0"3"&4ؔ）
　2014年にSEARADOとJADAの間でMOUをక݁し、2017年には東京2020組織委員会と共に3者
でMOUをక݁することになり、連携し合ってૉ੖らしい道のりをาんできましたɻ
　PLAY TRUE 2020プロジェクトは、東南アジア地域アンチ・ドーピング機関に加盟する国々に大き
な付加価値を与えただけではなく、ক来につながる生きたレガシーを創ることとなりましたɻ
　JADAによる長期にわたる支援やリソースの提供が༷々な国や地域のプログラムに対して行われ、ଟ
大なインパクトを࢒してきていますɻ特に、教育やݕ査
の分野においては、専門家による知ࣝやスキルを伝え
る講演、JADAリアルチャンピオン教育パッケージの教
材の提供、DCOトレーナーへの研修、国際競技大会を
ホストする国へのガイダンスなどがありますɻ加えて、
i-PLAY TRUE リレーでは、スポーツ界のすべての人々
に、クリーンスポーツへの取り組みを表໌する道ےを創
ることとなりましたɻ 
　アジア・オセアニア国際アンチ・ドーピングセミナー
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では、զ々の活動内༰を共有することで、クリーンスポーツへのさらなる参画をݺびかけることができ
ましたɻ
　これからのクリーンスポーツ環境を護るために、2022年1月には第3期目となるMOUక݁式を行い、
PLAY TRUE 2020と共に創り上げたレガシーを未来につないでいきたいと思いますɻ

�）.BJSB�#BLBTIFWB
�தԝΞδΞ地域Ξϯν・υʔϐϯάػ （ؔ3"%0$"）ձ௕�
　RADOCAがJADAとMOUを2020年にక݁していますɻRADOCAの加盟各国のアンチ・ドーピン
グ教育プログラムを強化するための支援がܧ続的にあることをײじていますɻ
　2012年、ࢲは初めてJADAのアジア・オセアニア国際ア
ンチ・ドーピングセミナーに参加し、アンチ・ドーピング教
育の「理૝形」に出会うことができましたɻそれҎ来、この
JADAモデルをRADOCAの加盟国であるカザフスタンにお
いて導入していますɻこれはアジア地域で成ޭを収めޮՌ的
な教育システムの一つだとݴえますɻ
　JADAのプログラムを導入したことで、職員の࣭ࢿレベル
の向上につながり、アンチ・ドーピング教育プログラムの発
展にもつながりましたɻ
　「2021年世界アンチ・ドーピング規ఔ（2021Code）」と「教育に関する国際基準（ISE）」をテーマ
にした国際セミナーは、教育計画、教育対象プール、特に教育計画のモニタリング・プロセスを計画す
る上で非常にॏཁであり、2021CodeとISEを९守することができていますɻ
　特に、JADAリアルチャンピオン教育パッケージとi-PLAY TRUE Relayはスポーツ全般、特に子ども
たちやタレントを有するユースアスリートたちにポジティブなྑいӨڹをଟ大にもたらしましたɻユー
スやタレントを有するアスリートたちは、スポーツにおけるフェアネス、੣実さ、ଚت、ܟびやチーム
ワークについて、楽しく学ぶことができましたɻ 
　中央アジア地域のクリーンスポーツを護り、育むためのサポートとパートナーシップにँײの意をվ
めて表したいと思いますɻ

�）4FFOB�0NBS
�੢ΞδΞ地域Ξϯν・υʔϐϯάػ �຿૯௕ࣄ（%0"3"8ؔ）
　JADAは、国際セミナーの開催を通してアンチ・ドーピング・コミュニティーが集う機会を共有して
いますɻ国際セミナーではアンチ・ドーピングに関する最新の৘ใを提供し、世界中の専門家たちを一
堂に集݁させていますɻ
　他の地域RADOやNADOと同༷に、西アジア地域アンチ・ドーピング機
関の活動において大มॏ大なҐஔづけを઎めているのが国際セミナーであ
り、参加できることを毎年楽しみにしていますɻ
　国際セミナーでは、自国での実ફや課題をオープンに共有する機会であり、
他のアンチ・ドーピング機関や意思ܾ定機関の知ࣝや豊富な経験のある実務
家が集い、グローバルなアンチ・ドーピング・プログラムの戦ུや実ફの࣭
を高めることにもつながっていますɻ加えて、アンチ・ドーピング機関間の
キャパシティのҧいをॖめると共に、アンチ・ドーピング・コミュニティー
同士のコラボレーションの機会も生まれていますɻ
　PLAY TRUE 2020の一環として、この国際セミナーをホストする日本国
政府とJADAにँײするとともに、国際セミナーが益々発展していくこと、
日本でのԹかい歓ܴをいつも楽しみにしていますɻ
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コϩφՒでͷऔΓ૊Έ̒̒̒
　2019年末からの新型コロナウイルスײછ症の世界的な֦大のӨڹにより、SFTでも、人と人との௚
઀的な交流がࠔ難となったɻしかし、そのようなঢ়گ下でもオンラインなどで༷々な工෉をしながら、
人と人、国と国のつながりをࢭめることなく༷々な活動が行われたɻ

　JICA海外協力隊員も、一੪に本邦にୀආし、2020
年度の体育・スポーツ分野新規派遣は1名のみとなっ
たɻそれでも、オンライン等を活用して隊員は活動を
続するܧ続したɻࣸਅはオンラインを活用し指導をܧ
隊員である（JICA海外協力隊小野঵子さん、インド
ネシア・アーティスティックスイミング）ɻ

　クラーク記念国際高等学校横浜キャンパスグローバ
ルスポーツ専攻は「オンライン運動会」をJADAなど
の協力をಘて海外の人々も楽しめるコンテンツにアレ
ンジして実ફしたɻネパールでは公立の学校は１年間
ロックダウンঢ়ଶになっており、また学校教育におい
て「体育」教育が十分に行われていないことから、学
校内で非認知能力を向上させる機会が๡しいɻこれら
の課題ղܾのために、チームビルディングཁૉをؚん
だ活動を行ったɻ

　中央競技団体においても、大会や各種活動ができな
いঢ়گのなか、動画を੍作、഑信したɻ日本ソフトボ
ール協会は、ソフトボール界のఀ଺を防ぐため、アジ
アソフトボール連盟と連携し、加盟国のコーチ向けに
コーチング動画を੍作したɻ動画はピッチング・バッ
ティング・守備など基本から実ફまでのレベル別、技
術別に英ޠ字ນ付きで੍作、഑信したɻ

　日本国内においても、ウェビナーやオンラインによ
るシンポジウムを開催し、関係者や関心がある人たち
を対象に、知ࣝの提供やノウハウの提供を実施してい
るɻ国際交流基金（JF）では、「オンライン・アジア
センターࣉ子屋」他で、これまでのスポーツ関連の事
業を紹介、アジア各国との交流の意義をޠるセミナー
を഑信しているɻ

藤基ࠤ�
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˔�શ೔ຊॊಓબखݖ大会・޳ߖഌશ೔ຊঁࢠॊಓબखݖ大会のΞーΧΠϒө૾഑৴
実施団体：全日本柔道連盟、日本オリンピック委員会、日本スポーツ振興センター（JSC-JOC-NF連携プログラム）

　柔道の総本山である講道館において開催された全日本柔道選手権大会および޳ߖ盃全日本女子柔道選
手権大会は、֊ڃແࠩ別でਅの日本一をܾめる大会であり、日本柔道界において最も歴史と伝統のある
大会とҐஔづけられ、海外のからの関心が高いɻ
　全日本柔道連盟は、コロナՒにより来日がࠔ難となった海外柔道愛好家、指導者向けに、ܾউなどの
஫目度の高い試合や見事に技がܾまった場໘などを選考し、試合ө૾に専門家によるղઆを英ޠテロッ
プで表示するなどし、ダイジェスト൛動画を作成したɻ
　連盟公式YouTubeチャンネルにてアーカイブө૾として公開ɻ英ޠのղઆテロップにより、各試合
における技法やۦけҾきなどについてより海外の視聴者にわかりやすく伝えたɻ
˙�શ೔ຊॊಓબखݖ大会
　全49試合のうち、体ॏࠩが60kgҎ上あるແࠩ別ならではの試合をؚむ15試合のダイジェスト൛ө
૾ɻԻ声ղઆは、古田英ؽ氏（柔道サイトeJudo）、朝ඈ大氏（朝ඈ道場）、
小野卓志氏（帝京平成大学）ɻIUUQT���ZPVUV�CF�7R9'B�S0((P（連
盟公式YouTubeチャンネル、動画の公開日：2021年2月12日）
大会ݖॊಓબखࢠഌશ೔ຊঁ޳ߖ�˙
　全39試合のうち、世界選手権༏উ者同士の試合をؚむ12試合を選
出してダイジェスト൛ө૾ɻԻ声ղઆは、古田英ؽ氏（柔道サイト
eJudo）、朝ඈ大氏（朝ඈ道場）、西田༏香氏（日本大学）ɻIUUQT���
ZPVUV�CF��"ZJ&[CZ'""（連盟公式YouTubeチャンネル、動画の公開
日：2021年2月12日）

　本連盟公式YouTubeチャンネルにおけるアーカイブ動画の視聴ঢ়گ
はҎ下の通り（2021年5月末時点）ɻこれまで英ޠ字ນを付けた大会ө
૾を഑信した実੷はあまりなく、日本国内の大会を海外へアピールする
機会も少なかったが、本事業実施により海外の਺ଟくの柔道愛好家が日
本国内の大会ならびに本連盟の活動を認知するྑい機会となったɻ

大会名 視聴回਺（回） 総࠶生時間（時間） インプレッション
全日本柔道選手権大会 13
355 2
087.4 166
583
盃全日本女子柔道選手権大会޳ߖ 5
577 792.3 121
319
　コロナՒでଟ਺の観客を動員する大規໛大会の開催がࠔ難な中、大会の熱ؾや選手のパフォーマンス、
さらには柔道のັ力そのものを世界中の柔道愛好家へ届ける有ޮな手ஈとして、Ҿき続き技術的վ善を
行いながら、大規໛大会だけでなくライブ഑信する大会範ғを広げるなど、よりਫ਼力的かつܧ続的に実
施していくɻ本事業の༷子は、国際柔道連盟（IJF）のホームページでも取り上げられたɻ
IUUQT���XXX�JKG�PSH�OFXT�TIPX�USBEJUJPOBMMZ�FYDJUJOH GCDMJE�*X"3�G5'NHIU%B�4L4D�-L9
;B��_Q*U2(�$�64*5�F/E3*T�#KW�"_/$�M*)6

��୅உੑ
日本で最も権Җと伝統のある本大会が、柔道発঵の地「講道館」で開催されたɻ਺々の熱い試合から

力をもらったɻ
��୅ঁੑ
　柔道では伝統的にແࠩ別ڃの試合が行われるɻそこでは、ਖ਼しく技を応用することで、小さな選手が
自分より大きな選手を౤げることができるのだɻ本大会では、まさにこのようなこと（柔よく߶を੍す）
をԿ度も目にすることができたɻ
��୅உੑ
　新型コロナウイルスײછ症֦大防ࢭのための੍限により、柔道の練習ができないঢ়گだったので、ଉ
子と楽しく動画を視聴させていただいたɻまたすぐに練習ができるようになることをئっているɻ全日
本柔道連盟からさらなる動画が公開されることを心待ちにしているɻ

活動・事業内容

成果

海外の視聴者からの声

ࢠの༷߹ࢼ

Ի੠ղઆの༷ࢠ

ྫࣄ
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��1 ੈքͱͷؔੑ܎ͷߏஙɾڧԽͱ೔ຊ͕ಘͨ৴པ

　SFTの目ඪであった100カ国・1000万人を௒えて、204カ国・地域において1300万人Ҏ上に、ス
ポーツの価値とオリンピック・パラリンピック・ムーブメントを伝えたことにより、世界との新たなネ
ットワークを構ஙし、さらに強化することができたɻ
　具体的には、ݱ場における人と人との௚઀的な支援や交流を通じた相ޓの信པ関係の構ங、コーチ・指
導者への支援を通じた技術・ノウハウ移సの定着とܧ続、組織マネジメントの強化支援による体੍վֵ等、
その成Ռは໘的な広がりを見せたɻ国によっては、中央競技団体等の設立や学校体育カリキュラムのվగ・
新గなど੍度や政策に݁び付いたྫもあるɻまた、ݸ々の事業や交流活動から東京2020大会への参加に݁
び付くこともあったɻ
　加えて、SFT事業開࢝当初から日本国政府として取り組んだパラリンピック参加国・地域֦大支援を通じ
て、東京2020パラリンピック競技大会に新たに参加した国・地域が増えたこと、また支援した選手やݸ々
の事業に関わった選手の大会出場につながったことも大きな成Ռとݴえるɻ
　これら成ՌのੵみॏͶによって、事業対象国の政府や活動ݱ場レベルの関係者、国際スポーツ界のଟくの関
係者からの信པを֫ಘし、݁ Ռとして東京2020大会に向けた日本全体の諸活動に対する高いධ価につながったɻ

��2 コンソーシアムͱ͍͏ωοτϫーΫͷߏஙͱ࿈ܞɾڠಇ
　SFTは׭民協ಇのコンソーシアムによって実施されたが、世界的にみても独自・ユニークな活動であ
るɻコンソーシアムによりଟ種ଟ༷な団体間でネットワークが構ஙできたこと、その中でスポーツ国際
開発・協力・交流に係る組織間で協ಇできたことは大きな成Ռであるɻ
　SFTが࢝まるҎ前から会員団体がJICAなどの事業に指導者の派遣で協力することはあったが、SFTに
より、外務省と会員（NGO/NPOや地域のスポーツクラブ）、JETROと会員（民間企業）、JADAと会
員などの、政府・政府ܥ機関と民間の会員団体の連携が増えたɻまた、JICAとJPCのように運営委員
会の団体同士による連携も生まれたɻ
　認定事業として会員団体同士が連携して実施した事業は、511件のうち、191件であったɻコンソーシア
ムの下での認定事業における連携により、活動範ғの֦大やݱ地のଟ༷なニーズに柔軟に応えることできたɻ
　SFTの事業は、3つの活動ྖ域「スポーツを通じた国際協力及び交流」「国際スポーツ人材育成拠点の
構ங」「国際的なアンチ・ドーピング推進体੍の強化支援」に分けられるが、それͧれ分཭しているも
のではなく、各ྖ域のཁૉを掛け合わせることで、相৐ޮՌを生み出すことができたɻ
　コンソーシアムでの協力は事業実施だけにとどまらず、ޙࠓを見ਾえた新たな協力関係も構ஙされて
いるɻJOCとJICAは、2020年7月27日に連携協定をక݁し、スポーツを通じた国際貢献を強化する
ことを表໌したɻまた、JICAはJADAと連携し新型コロナウイルスײછ症のӨڹで日本に一時ؼ国し
たJICA海外協力隊員を対象とした「スポーツの価値教育」ワークショップ（オンライン）を開催する
とともに、JSPOと連携し「アクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）」に関する派遣前のJICA海
外協力隊員向けワークショップを実施したɻJSCは、会員団体を対象に「SDGs指ඪセミナー」「M＆E
セミナー」「リカレント研修」といった国際スポーツ人材育成の研修等を2021年9月から実施したɻ
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　こうした組織の人材育成に関わる協力など、国内での連携が増えたことで、スポーツにおける国際協
力・交流事業に取り組む人々を݁び付け、日本全体として総合的な力のఈ上げに寄与したと考えられるɻ

��� S%(T΁ͷݙߩ
　SFT会員のうち国際協力に関係する団体は、国連においてSDGsが࠾୒された時から、関連するSDGs
の目ඪを念಄に活動していたが、SFTとしてSDGsへの貢献の取組を本֨的に࢝めたのは2018年度か
らであるɻ会員カンファレンスでのアナウンス、認定事業申請ॻにSDGsの目ඪ൪߸の記ࡌཝを設ける
など、認知向上やݱ場での取り組みを促したɻ2018年12月の会員交流会でも、「それͧれのアクショ
ン～スポーツ͇SDGs」として、SDGsに関する具体的な取り組みについて議࿦したɻ2021年3月の会
員カンファレンスでは「スポーツとSDGs」をテーマに、国連広ใセンター所長による基調講演やパネ
ルディスカッションにおいて議࿦をਂめたɻSDGsについて会員の認ࣝが上がるにつれて、各事業や活
動においても、SDGsの目ඪ達成に寄与する取り組みが増えてきているɻ
　ྫえば、SDGsの目ඪ3「すべての人に健康と福ࢱを」、目ඪ4「࣭の高い教育をみんなに」については、
スポーツや体育を通じて௚઀的に目ඪ達成に貢献してきたɻ目ඪ5「ジェンダー平等」については、スポー
ツ大会やプログラムに女性参加を促す取組を推進するなど、特に開発途上国においては、女性のエンパワ
メントにつながる活動なども実施されたɻ目ඪ10「人や国の不平等をなくそう」については、開発途上国
のスポーツ振興やスポーツ環境の整備が各国内及び各国間の不平等をੋਖ਼することに貢献ɻまた、目ඪ16「平
和と公ਖ਼をすべての人に」については、スポーツを通じた相ޓ理ղにより、平和構ஙや信པৢ成に貢献したɻ
SFTを通じて、人々の社会参画や社会的連携の強化、その地域に฻らすͻとりͻとりの健康増進や能力開発
等に寄与しうる活動が行われたɻSDGsの認知度向上と目ඪ達成への意ࣝづけができたと考えられるɻ

��� ՝୊ͱظ଴͞ΕΔޙࠓͷऔ૊
　目ඪとしていた᧐益者਺は達成できたものの、学校体育支援など特定の事業に᧐益者਺が集中してい
た܏向もうかがえ、༷々な事業による貢献という観点からは課題も࢒ったɻまた、政府や政府関連機関
の事業がଟ਺を઎めており、全ての会員のଟ彩なݯࢿ・リソースをඞずしも有ޮに活用されたとはݴえ
ず、ߋなる׭民連携・協ಇの促進もޙࠓの課題と考えられるɻ
　加えて、SFT全体として海外のଟ༷な機関との有機的な連携の推進には課題が࢒ったɻྫえばݱ地
NGOからのཁ請などをよりੵۃ的に೺Ѳし、海外団体と連携したニーズをந出していくこと等は課題
となったɻさらに、ݱ地における成Ռの定着と広がりの֬認をؚめたレビューについて、全てのূݕに
は限界もあることから、各事業を実施した団体にもޙࠓのフォローアップ活動を期待したいɻ
　SFTコンソーシアムでは、事務局からSNS等を通じて事業成Ռの発信や会員団体による৘ใ展開、ஶ
名なアスリートによるメッセージ഑信などをੵۃ的に行ってきたɻその݁Ռ、一定の関係者へのૌٻは
できたと考えているɻ他方で、SFTの成Ռやインパクトの大きさを౿まえると、より広い発信について
工෉の༨地はあったとݴえようɻޙࠓのスポーツを通じた国際貢献・交流の展開として、Ҏ下について
取り組むことでߋなる発展が考えられるɻ
　　⿟スポーツを通じた国際貢献・交流へのあらたな目ඪの設定とビジョンのݕ౼
　　⿟SFTを通したオリンピック・パラリンピックレガシーの具体૾とその定着化に関するレビュー
　　⿟SFTを通して構ஙした各国・組織とのネットワークの維持・強化
　　⿟会員間のさらなる連携促進
　　⿟スポーツのコンテンツの品࣭向上
　　⿟コンソーシアムの自立的運営に向けた準備・支援
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̔̔̔
　2013年のIOC総会における2020年夏قオリンピック・パラリンピック競技大会の招கに際し、安
ഒ総理（当時）はSFTの構૝を発表したɻ東京が開催都市としてܾ定し、SFTの着実な実施をզが国の
国際公໿としてܝげSFTは࢝動したɻSFTコンソーシアムという׭民ネットワークの下、一؏したメッ
セージを発信しながらスポーツを通じた国際貢献・交流事業を展開し着実にาみを進めたことで、オリ
ンピック・パラリンピック開催国としての੹務をՌたしたと考えられるɻ

　SFTコンソーシアムによって、国内では新たな連携が生じ、スポーツ関係者と国際協力に係わる関係
者の઀着点が増えたこと、また、国際的には日本の存在ײが示され信པがಘられたことは、スポーツを
通じた国際貢献・交流を推進していく際の財産となったɻSFTコンソーシアムを東京2020大会のレガ
シーとしてܧঝし、ポストSFTとして新たな目ඪをܝげて、国内外でスポーツの価値とオリンピック・
パラリンピック・ムーブメントの֦大に向けてҾき続き展開していくことが๬まれるɻ

　世界を見౉せば、未だにスポーツの環境や機会が平等に与えられている国は限られており、開発途上
国を中心に、スポーツを通じたよりྑい未来をஙく取り組みは不Մܽであるɻスポーツを通じた社会課
題のղܾやSDGsへの貢献を目指し、SFT事業関係者がスポーツ関係者とともにาんできたこのムーブ
メントをࢭめることなく進みつづけ、スポーツとは関わりのなかった周りの人々をまきこみ、日本全体
で取組が大きく発展していくことを期待するɻ
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　東京2020オリンピック競技大会に206の国内オリンピック委員会とIOC難民オリンピック選手
団の選手が集う時、その大会は、あらゆるଟ༷性を持った人ྨ全体の連帯、回復力、݁ଋという強
力なメッセージを発信することになりますɻその意ຯで、世界的なコロナՒによってԆ期となった
オリンピック競技大会は、҉いトンネルの出口に౮るًきとなるでしΐうɻ
　パンデミック、そしてその広範ғに及ぶӨڹにより、オリンピック競技大会が持つ݁ଋ力のՄ能
性がかつてない΄ど໌֬になりましたɻオリンピック競技大会は、全世界を一つにすることができ
る།一の平和的な競技大会ですɻଟ༷性の中での人ྨの݁ଋのॕ祭ですɻそのようなଟ༷性の中で
の人ྨの݁ଋの象௃は、ࢲたちによりྑい未来へのر๬を与えてくれますɻ
　このようなࠔ難な時だからこそ、共通のオリンピックの価値である卓越性、友৘、ଚॏ、連帯が

ඞཁとされますɻその観点から、スポーツ・フォー・トゥモロー・プログラムを成ޭཪに実施し、オリンピックの価値を
世界各地に届けている日本政府、特にスポーツ庁におॕいをड़べたいと思いますɻその取り組みはスポーツの力を行動で
示すものであり、社会におけるスポーツの関連性を広げ、強化しますɻ
　スポーツ・フォー・トゥモロー・プログラムは、スポーツが社会に貢献するというॏཁなオリンピック・メッセージを
広く伝えるものですɻ世界の国々がコロナウイルスの世界的֦大から回復に向かう長い道のりをาみ࢝めたࠓ、スポーツ・
フォー・トゥモローのような取り組みは、「ポストコロナの世界はスポーツをඞཁとし、そしてスポーツはࠓまでҎ上に
人ྨを中心にਾえた包ઁ的な社会の࠶建に貢献する用意がある」という、別のॏཁなメッセージも発信していますɻ
たちは、他者とのパートナーシップの中でスポーツを通じて世界をよりྑくできるということを知っていますɻだかࢲ　
らこそ日本の友人たちのような信པできるパートナーがࢲたちのそばにいることを大ม޾せに思いますɻなͥなら、スポ
ーツにおいても、人生における༷々なࠔ難に௚໘しているときでも、ࢲたちは共により強くなることができるからですɻ

国際オリンピック委員会 会長　トーマス・バッハ
（2021年3月）

　世界最大のスポーツイベントであるオリンピック競技大会、そして世界で3൪目に大きなスポー
ツイベントであるパラリンピック競技大会の開催は、またとない機会であり、最大限に活用しなけ
ればなりませんɻ
　2020年大会を開催する権利を֫ಘしてҎ来、日本政府と関係者の方々は෯広い取り組みを実施
してこられ、そうした取り組みは、開催国日本と世界全体に਺ଟくの目に見えるレガシーを生み出
していますɻ
　その一つが、すでにパラリンピック・ムーブメントに༷々な貢献をしているSport for 
Tomorrowであり、開会まで࢒りあと1年となった2020年東京パラリンピック大会はਅにૉ੖ら
しいものになることでしΐうɻ

　パラリンピック・ムーブメントをさらに広げ、200を௒える加盟国・国際競技団体を強化することは、パラスポーツを
通じてよりインクルーシブな世界を作ることを目指す国際パラリンピック委員会（IPC）の5つの戦ུ的༏先事߲の一つ
ですɻそれゆえࢲは、Sport for Tomorrowの主ཁなபの一つが国際協力・交流プログラムであることを大มうれしく思
っておりますɻSport for Tomorrowは、コーチや知ࣝ、専門技術を共有し、支援をඞཁとする人々にث具を提供するこ
とで、東京2020に向けいくつかの国のパラリンピック委員会を支援していますɻ
　クリーンでフェアなスポーツもIPCにとってۃめてॏཁであり、਺ଟくのパラリンピアンが「PLAY TRUE 2020」のサ
ポートに関わっていることをうれしく思いますɻスポーツを心から信じることができてこそ、人々はスポーツに参加し、
スポーツに関わりますɻIPCは、スポーツのインテグリティを促進するあらゆるプロジェクトを全力でサポートしていますɻ
　スポーツは、教育という点でޮՌ的なツールですɻIPCがパラリンピック・ムーブメントのビジョンと価値を࣍世代に
伝える方法の一つが、小学校で教師が授業に࢖えるように作成された「I�mPOSSIBLE」という教材ですɻ
　I�mPOSSIBLE は2017年に、日本財団パラリンピックサポートセンターとグローバル・スポーツ・ディベロップメン
ト財団、日本パラリンピック委員会と東京2020の支援をಘて日本でリリースされ、日本の学校の15ˋに導入されていま
すɻࠓ日、24の国内パラリンピック委員会（NPC）がこの国際的な教育プログラムに参加しており、15万人近い生徒が
授業を受けましたɻ
　なお、Sport for Tomorrowの一環として2018年11月に、日本スポーツ振興センターとステークホルダーの方々が
IPCの開発部門にあたるアギトス財団と協力して、シンガポールの学校教師95人を対象にした研修講座を開催されたこと
に、心よりँײしておりますɻこのプログラムの熱心な支持者である日本は、自身の知ࣝと経験を共有することによって
I�mPOSSIBLEの国際的普及に貢献している།一の国ですɻ
　最ޙに、全世界のあらゆる世代の人々にスポーツの価値とオリンピック・ムーブメント、そしてパラリンピック・ムー
ブメントを広めるためにଟ大な支援をしてくださっているスポーツ・フォー・トゥモロー・コンソーシアム、特に外務省
とスポーツ庁にँײ申し上げますɻ
　200を௒える国・地域の950万人Ҏ上の人々に貢献したことは、非常に大きなޭ੷であり、そのこと自体、金メダルに
値しますɻこれからもͥͻ、このૉ੖らしい取り組みを続けてくださいɻ

国際パラリンピック委員会 会長　ΞϯυϦϡʔ・ύʔιϯζ
（2019年7月）
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SPORT FOR TOMORROW コンソーシアム会員（五十音順）

計462団体
（2021年12月末日時点）

運営委員会� 13団体
外務省
スポーツ庁
日本スポーツ振興センター
国際協力機構(JICA)
国際交流基金
日本貿易振興機構
東京2020組織委員会
日本オリンピック委員会 
日本障がい者スポーツ協会

（日本パラリンピック委員会) 
日本アンチ・ドーピング機構
筑波大学
日本スポーツ協会
ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会

地方自治体・関連団体� 42団体
愛知県
一宮町 
岩手県 
江別市 
大阪市 
小田原市
帯広市 
掛川市
カワゴエ・マス・メディア
京都市
熊本市文化スポーツ財団
高知県
高知県観光コンベンション協会
神戸市
埼玉県
札幌市スポーツ協会
常総市
千葉県
鶴岡市
東京都
東京マラソン財団
豊島区
長崎県
名古屋市
名古屋市教育スポーツ協会
名寄市
新潟市開発公社
新潟市文化・スポーツコミッション
常陸大宮市
姫路市
広島市
福岡県
福岡市
福山市体育振興事業団
船橋市
別府市
前橋市
北海道
北海道総合研究調査会
宮崎市
横浜市 
和歌山県

スポーツ関連団体� 142団体
旭川地区サッカー協会
Athletes For Fans
阿南市サーフィン連盟
アフリカ野球・ソフト振興機構
アルビレックス新潟シンガポール
アルファバドミントンネットワーク
一宮町サーフィン業組合
VOLAJA
浦和レッドダイヤモンズ
NSC Nippon Sport Club
大竹サーフライフセービングクラブ
大宮アルディージャ
大森フットボールクラブ 
おこしやす京都AC
鬼ごっこ協会
埼玉県アイスホッケー連盟
埼玉ライオンズ

北九州市陸上競技会
講道館
国際雪合戦連合
静岡FIDサッカー連盟
しずおか障がい者フライングディスク協会
志道館
渋谷インターナショナルラグビークラブ
下関市セーリング連盟
ジャパンタッチ協会
スペシャルオリンピックス日本
スマイルクラブ
全国大学体育連合
全日本アーチェリー連盟
全日本空手道連盟
全日本空道連盟
全日本剣道連盟
全日本スキー連盟
全日本柔道連盟
全日本知的障がい者スポーツ協会
全日本テコンドー協会
全日本ボウリング協会
FC東京（東京フットボールクラブ株式会社）
豊島区バスケットボール協会
富山県ダンススポーツ連盟
日本アイスホッケー連盟
日本アメリカンフットボール協会
日本ウィルチェアラグビー協会
日本ウエイトリフティング協会
日本オーストラリアンフットボール協会
日本オリエンテーリング協会
日本カヌー連盟
日本キャスティングスポーツ連盟
日本近代五種協会
日本車いすバスケットボール連盟
日本ゲートボール連合
日本拳法競技連盟
日本公共スポーツ施策推進協議会
日本コーフボール協会
日本ゴールボール協会
日本混合バレーボール連盟
日本サッカー協会
日本サッカー名蹴会
日本サーフィン連盟
日本山岳・スポーツクライミング協会
日本障がい者バドミントン連盟
日本女子体育連盟
日本水泳連盟
日本水中スポーツ連盟
日本スカッシュ協会 
日本スケート連盟
日本スポーツチア＆ダンス連盟
日本スポーツチャンバラ協会
日本スポーツツーリズム推進機構
日本相撲協会
日本相撲連盟
日本セーリング連盟
日本ソーシャルフットボール協会
日本ソフトボール協会
日本体操協会
日本卓球協会
日本ダブルダッチ協会
日本チアリーディング協会
日本知的障害者チアリーディング協会
日本テニス協会
日本テニス事業協会
日本デフビーチバレーボール協会
日本ドッジボール協会
日本トップリーグ連携機構
日本トライアスロン連合
日本ネットボール協会
日本バイアスロン連盟
日本バスケットボール協会
日本バドミントン協会
日本バトン協会
日本バトントワリング協会
日本パラアイスホッケー協会
日本パラアーティスティックスイミング協会
日本パラ水泳連盟

日本パラサイクリング連盟
日本パラ・パワーリフティング連盟
日本パラ陸上競技連盟
日本パラリンピアンズ協会
日本バレーボール協会
日本パワーリフティング協会
日本バンディ連盟
日本ハンドボール協会
日本フェンシング協会
日本武道館
日本フライングディスク協会
日本フリースタイルフットボール協会
日本フレスコボール協会
日本プロサッカーリーグ
日本プロ野球名球会
日本ボクシング連盟
日本ホッケー協会
日本ポニーベースボール協会
日本マスターズ水泳協会
日本モーターサイクルスポーツ協会
日本ライフル射撃協会
日本ラグビーフットボール協会
日本陸上競技連盟
日本レクリエーション協会
日本ろう野球協会
日本ワールドゲームズ協会
ふうせん遊び協会
福島県中学野球競技力向上委員会
フォーレンスポーツアカデミー
藤枝MYFC
北海道柔道連盟
北海道ベースボールアカデミー
秋田県スポーツ協会
岩手県体育協会
大垣市体育連盟
香川県スポーツ協会
熊本県体育協会
千葉県体育協会
長岡京市体育協会
長野県体育協会
新潟県スポーツ協会
兵庫県体育協会
北海道体育協会
南さつま市体育協会
宮崎県体育協会
矢巾町体育協会
和歌山県体育協会

大学� 23団体
大阪成蹊大学
大阪大学
鹿屋体育大学
共立女子学園
慶応義塾大学大学院
　システムデザイン・マネジメント研究科
国際学園
国際武道大学
十文字学園女子大学
順天堂大学
拓殖大学
千葉大学
中央大学
津田塾大学 
桐蔭横浜大学
日本体育大学
びわこ学院大学
びわこ成蹊スポーツ大学
福岡大学
桃山学院教育大学
山梨学院大学
立教大学 
立命館大学
流通経済大学

参考資料
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民間企業� 124団体
アサツーディ・ケイ
アサヒ飲料
朝日新聞社
アシックス
アスラボ
andro Japan
イオンリテール
イッポラボ
茨城交通
イルマソフト
e&m合同会社
エイチ・アイ・エス
エクスドリーム・スポーツ   
エムアンドワイ企画サービス
L.M.K
OSGコーポレーション
大塚製薬
OKPR
オーシャンズジャパン
小川長春館
オットーボック・ジャパン
オフィス上々  ロボえもん事業部
ガーディアンシップ
キャノン
キューズ
近畿日本ツーリスト
クーパー・コーチング・ジャパン
CLIMB Factory
クラレ
グランパスコンサルティング
Criacao (クリアソン)
クリオ
グリッドウェブ
グローバルアリーナ
コ・イノベーション研究所
コーチョー
サニーサイドアップ
サニックス
三英
ジェイティービー
ジェイ・ワークアウト
CF Partners
GMSSヒューマンラボ
GV
JXTGホールディングス
シチズン時計
シナジア
商船三井
George P. Johnson 
JIN
スポーツコミュニティ
スポーツデータバンク
スポーツフィールド
スポーツマネジメント
スポルバ
スマイリーアース
スマート・シールド・インターナショナル（B）社
セノー
セレスポ
千
セントラルスポーツ
SOMOS 
English Academy SOLTILO
大日本印刷
TAIYO
卓球王国
タマス
タンタカ
T.K.J.
帝人
デサント
電通
東京東信用金庫
東レ
トキオ・ゲッツ
Dreamer
ナノダックス
ナレッジソースワークス
西川産業
日本シグマックス
日本生命
日本体育施設

日本卓球
日本通運
ネイス
ノアインドアステージ
パークフォーアス
パナソニック
早川繊維工業
BLJ
ビィ・フォワード
ビーエスシー・インターナショナル
ビスヒッツ
日立ソリューションズ
BuildingBlock
ファンケル
フィットネスプロジェクトエー
FUJIO PROJECT
富士通
フットボールサムライアカデミー
Freewill
Bring Up Athletic Society
BlueDine
プロフォーマンス
ベッド通販セラピス
ぺんてる
ホークス
毎日新聞社
丸紅
漫画家学会
ミズノ
ミャンマー・ヒーローズ・ゴルフ・プロジェクト
メディコム
モノト
森本鐵鋼産業
ヤマトホールディングス
山本光学
吉本興業
読売新聞社
ラビッツ
ランブリッジ
リーフラス
ルピナス
ワコール

NGO/NPO等� 98団体
AーGOAL
AIESEC　JAPAN
AMDA社会開発機構
アクション
アジアの子どもたちの就学を支援する会
アジアの障害者活動を支援する会
アスリートソサイエティ
アセアン・リユース・プロジェクト
アフリカ開発協会
ALmundo パス Project 
アンジュヴィオレ広島
SC HURRAY
S.C.P. Japan
SPW
エブリチャイルズオーガナイゼーション
Enije
NGO活動教育研究センター
オーキック
オセアニア地区スポーツ支援機構
学生団体SWITCH
Kids One World 
Colorbath
北信州体操クラブ
協力隊を育てる会
グッド・エイジング・エールズ 
国際協力NGOセンター
国際せきずい損傷リハビリテーション協会
国際文化交流協会
国連ウィメン日本協会
子どもスポーツ国際交流協会
こどもたちのアジア連合
魂刀流志伎会
コンフロントワールド
さくら・車いすプロジェクト
サロン2002
ジャパン ジョホール 友好協会
ジャパンスポーツコミュニケーションズ
Japan Dream Football Association
シャンティ国際ボランティア会

judo3.0
ジョイセフ
少年軟式野球国際交流協会(IBA) 
障がい者スポーツFriendly Action 
新町スポーツクラブ
スクエアステップ協会
スポーツアライアンス
スポーツコーチング・イニシアティブ
スポーツフォーキッズジャパン
スリーハーツ財団
青年海外協力協会
世界こども財団
世界ゆるスポーツ協会
全国ラジオ体操連盟
体験教育推進会
太陽の家
チャイルド・ファンド・ジャパン
チーム・ケーチルドレン
つくばフットボールクラブ
Doooooooo
東北海道スポーツコミッション
TOTOS北九州
難民を助ける会
日本アジア球友団ラリグラス
日本スポーツボランティアネットワーク
日本グローバル・コミュニケーション・センター
日本国際協力システム
日本財団
日本・スリランカ野球友好協会
日本ダイバーシティ・スポーツ協会
日本ファンドレイジング協会
日本ベアフットランニング協会
日本盲人会連合
熱中症予防声かけプロジェクト
ネパールこどもクラブ
Non-Violence Project Japan
ハート・オブ・ゴールド
バヌアツ・ナバンガ ピキニニ友好協会
ハビリスジャパン
バレーボール・モントリオール会
ピースボード
ピースボールアクション
フォルダ
フリー・ザ・チルドレン・ジャパン
ボーイスカウト日本連盟
マイホッケープラス
日本国際育成支援機構
未来をつかむスタディーズ
民際センター
モンキーマジック
UNITED SPORTS FOUNDATION
love.futbol Japan 
AS.Laranja
Little Bees International 
Little Bridge
World Theater Project
ワールド・ビジョン・ジャパン
ワールドランナーズ・ジャパン
わかちあいプロジェクト

その他� 20団体
学生国際協力団体CUE
クラーク記念国際高等学校横浜キャンパス 
グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）
国立青少年教育振興機構
SeedA
自由学園
女性スポーツ研究センター
ソーシャルスポーツイニシアティブ
social football COLO
聴覚障害者体育・スポーツネット
日本学生支援機構
日本国際協力センター
日本財団パラリンピックサポートセンター
日本青年会議所
はまなす財団
ブラジル日本都道府県人会連合会
ベトナム日本商工会スポーツ文化委員会
防衛省・自衛隊
ホシノドリームズプロジェクト
UN Women（国連女性機関）日本事務所
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認定事業一覧（2021年12月末まで）

案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）

日本サッカー協会によるＡＦＣ加盟協会支援活動
（2014） 公益財団法人日本サッカー協会 2014/4/1 2015/3/31

韓国/カンボジア/シンガポール/台湾/中国/バングラデシュ
/東ティモール/フィリピン/ブータン/ブルネイ/ベトナム/香
港/ミャンマー/モルディブ/ラオス/北マリアナ諸島/ウズベ
キスタン/キルギス/タジキスタン/トルクメニスタン/オース
トラリア/アフガニスタン/アラブ首長国連邦/イエメン/イラ
ン/カタール/ヨルダン

1,291

ヨルダン・中東5カ国講道館柔道指導者派遣 公益財団法人講道館 2014/10/10 2014/11/11 イエメン/パレスチナ自治政府/ヨルダン/アルジェリア/リビ
ア 53 

ニューカレドニア柔道グループ受入① 公益財団法人講道館 2014/10/15 2014/10/28 ニューカレドニア 17 
香港柔道指導者派遣 公益財団法人講道館 2014/10/25 2014/10/26 香港 190 
ミャンマー柔道衣支援 公益財団法人講道館 2014/11/21 2014/11/21 ミャンマー 47 
東京キャンプ 公益財団法人全日本柔道連盟 2014/12/12 2014/12/17 全世界 683 

講道館柔道寒稽古受入 公益財団法人講道館 2015/1/7 2015/1/16
アメリカ/カナダ/アルゼンチン/バハマ/ブラジル/イギリス/
イタリア/オランダ/スイス/ドイツ/ノルウェー/フランス/ルー
マニア/オーストラリア

41 

国際シンポジウム 
「スポーツ・フォー・トゥモローの未来に向けて」

大阪大学人間科学研究科グロー
バル人間学専攻 2015/1/10 2015/1/10 全世界 1 

ニューカレドニア柔道グループ受入② 公益財団法人講道館 2015/1/28 2015/2/9 ニューカレドニア 19 
ミャンマー柔道ナショナルチーム招聘事業 公益財団法人講道館 2015/2/1 2015/2/22 ミャンマー 8 
モルディブバドミントン協会 会長招へいプログラ
ム

公益財団法人日本バドミントン協
会 2015/2/16 2015/3/2 モルディブ 1 

カンボジア運動会・体育支援プロジェクト 国際武道大学 2015/2/20 2015/3/4 カンボジア 638 
アジアソフトボール連盟への物品支援
（包括申請：2015） ミズノ株式会社 2015/4/1 2016/3/31 全世界

「ファンケルキッズベースボールチャレンジ」で回
収した野球用具の南米をはじめとした開発途上
国への寄贈活動

株式会社ファンケル 2015/4/1 2016/3/31 ネパール/アルゼンチン/コスタリカ/ブラジル/ペルー/ボリ
ビア/ウガンダ/ガーナ 400 

マリモスト2015（ボスニア・ヘルツェゴビナにお
けるスポーツアカデミーを通じた民族融和プロジ
ェクト）

NPO法人Little Bridge 2015/4/1 2016/3/31 ボスニア・ヘルツェゴビナ 80 

アジア野球連盟への物品支援（包括申請:2015） ミズノ株式会社 2015/4/1 2016/3/31 全世界
世界野球ソフトボール連盟への物品支援
（包括申請：2015） ミズノ株式会社 2015/4/1 2016/3/31 全世界

MLBと連携した世界野球発展への協力と国際交
流・野球人口増加の推進（包括申請：2015） ミズノ株式会社 2015/4/1 2016/3/31 全世界

日本体育大学による国際的なスポーツ指導者派
遣活動（包括申請：2015） 日本体育大学 2015/4/1 2016/3/31 韓国/カンボジア/シンガポール/ネパール/スイス/ドイツ/フ

ィンランド 32,562 

講道館による外国人柔道修行者に対する支援活
動（包括申請：2015） 公益財団法人講道館 2015/4/1 2016/3/31

インド/インドネシア/韓国/シンガポール/タイ/台湾/中国/パ
キスタン/ブータン/ベトナム/香港/マレーシア/モルディブ/
モンゴル/アメリカ/カナダ/アルゼンチン/エルサルバドル/グ
アテマラ/コロンビア/ニカラグア/バハマ/ブラジル/ベネズエ
ラ/ペルー/ホンジュラス/メキシコ/アイスランド/アイルラン
ド/アルメニア/イギリス/イタリア/ウクライナ/オーストリア/
オランダ/カザフスタン/キプロス/ギリシャ/ジョージア/クロ
アチア/スイス/スウェーデン/スペイン/スロベニア/セルビア
/チェコ/デンマーク/ドイツ/ハンガリー/フィンランド/フラ
ンス/ブルガリア/ベルギー/ポーランド/ポルトガル/モナコ/
ラトビア/リトアニア/ロシア/ルーマニア/オーストラリア/ニュ
ージーランド/アラブ首長国連邦/イスラエル/サウジアラビ
ア/トルコ/パレスチナ自治政府/レバノン/ガボン/ガンビア/
コンゴ共和国/セネガル/タンザニア/チュニジア/ナイジェリ
ア/マダガスカル/南スーダン/モロッコ

1,360 

国際武道大学による外国人武道・スポーツ研修
者に対する支援活動（包括申請：2015） 国際武道大学 2015/4/1 2016/3/31 全世界 364 

One Child One Ball Project 株式会社フォワード及びカンボジ
アンタイガーFC 2015/4/1 2016/3/31 カンボジア 2,200 

日本体育大学による外国人スポーツ研修者に対
する支援活動（包括申請：受入：2015） 日本体育大学 2015/4/1 2016/3/31

シンガポール/中国/ネパール/フィリピン/モンゴル/アイルラ
ンド/イタリア/スウェーデン/スペイン/チェコ/ドイツ/スーダ
ン

153 

東京国際ユース（U-14）サッカー大会（包括申請）東京都（オリンピック・パラリンピ
ック準備局） 2015/4/29 2015/5/5 全世界 466 

スペシャルオリンピックス出場に向けたモンゴル
特別支援学校における卓球練習環境整備支援

株式会社アシックス、日本卓球協
会 2015/5/1 2015/8/2 モンゴル 1,400 

第9回チアリーディング アジア インターナショ
ナルオープン チャンピオンシップ 第2回アジアン 
ジュニア チアリーディング チャンピオンシップ 

公益社団法人日本チアリーディン
グ協会 2015/5/8 2015/5/10 インドネシア/韓国/シンガポール/タイ/台湾/フィリピン/香

港/全世界 400 

『女性にとってのスポーツの価値と力』
ー女性とスポーツフォーラムＶＯＬ.1－ 学校法人共立女子学園 2015/5/18 2015/5/18 スペイン 1 

Japan Dream Project 2015 タイ/カンボジア
におけるサッカークリニック開催 タイにおける大
会開催

一般社団法人 Japan Dream 
Football Association（JDFA） 2015/6/1 2015/12/31 カンボジア/タイ/ベトナム/マレーシア 8,562 

本田圭佑サッカークリニック・イン・ベトナムの
開催支援 ミズノ株式会社 2015/6/2 2015/6/2 ベトナム 2,080 

外国人のための初心者武道講習会 国際武道大学 2015/6/12 2015/6/12

インドネシア/カンボジア/スリランカ/タイ/ネパール/東ティ
モール/フィリピン/ブータン/エクアドル/ジャマイカ/ブラジ
ル/ウズベキスタン/タジキスタン/トルクメニスタン/パプア
ニューギニア/フィジー/アフガニスタン/パレスチナ自治政
府/ヨルダン/レバノン/エチオピア/ケニア/コンゴ民主共和
国/ザンビア/セネガル/タンザニア/ナイジェリア/ブルキナフ
ァソ/ボツワナ/マラウイ/モザンビーク/全世界

88 

JICS NGO支援事業 「スポーツを通じた途上国
の開発援助事業への助成枠新設」（2015）

一般財団法人日本国際協力シス
テム 2015/7/1 2016/3/31 全世界
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）

Jクラブユニフォームをアジアの子どもたちへ 公益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ 2015/7/3 2015/7/4 ブータン 412 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 招聘事業　
スポーツ交流事業 福岡県 2015/7/12 2015/7/20

インド/インドネシア/韓国/カンボジア/シンガポール/スリラ
ンカ/タイ/台湾/中国/ネパール/バングラデシュ/フィリピン
/ブータン/ベトナム/マレーシア/ミャンマー/モルディブ/モ
ンゴル/ラオス/アメリカ/ペルー/フランス/ロシア/オースト
ラリア/キリバス/クック諸島/ツバル/トンガ/ニュージーラン
ド/バヌアツ/パプアニューギニア/パラオ/フィジー/ミクロネ
シア

220 

世界少年野球大会 ミズノ株式会社 2015/8/2 2015/8/10
中国/日本/フィリピン/香港/ミャンマー/アメリカ/カナダ/ペ
ルー/スイス/デンマーク/ドイツ/マルタ/ニュージーランド/
フィジー

104 

公益財団法人全日本柔道連盟による学生ボラン
ティア海外派遣事業（中国　南京・青島） 公益財団法人全日本柔道連盟 2015/8/5 2015/8/14 中国

コンゴ共和国柔道着贈呈事業 一般社団法人アフリカ開発協会 2015/8/7 2015/8/7 コンゴ共和国 30 
浦和レッズ　ハートフルサッカーinアジア 
～ミャンマー・タイとの国際草の根交流～ 
（包括申請）

浦和レッドダイヤモンズ株式会社 2015/8/9 2015/8/15 タイ/ミャンマー 410 

Jクラブユニフォームをアジアの子どもたちへ 公益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ 2015/8/14 2015/8/15 モンゴル 300 

ランニングクリニック
（大腿切断者のスポーツ用義足体験）

一般社団法人日本パラ陸上競技
連盟 2015/8/21 2015/8/23 ドイツ 1 

ジュニアスポーツアジア交流大会 東京都（オリンピック・パラリンピ
ック準備局） 2015/8/25 2015/8/31 全世界 472 

公益財団法人全日本柔道連盟による学生ボラン
ティア海外派遣事業（ブータン） 公益財団法人全日本柔道連盟 2015/8/25 2015/9/13 ブータン

一般社団法人Enijeによるガーナ自立支援活動 一般社団法人Enije 2015/9/1 2016/3/31 ガーナ 7,610 
ミズノフランス 柔道ヴィクトリークリニック ミズノ株式会社フランス支店 2015/9/26 2015/9/27 フランス 110 
サニックスによるハンドボール国際交流大会開催 
（サニックスカップU-17国際ハンドボール交流大
会2015）

九州ハンドボール協会、（一財）サ
ニックススポーツ振興財団 2015/10/14 2015/10/20 韓国/台湾/フランス 57 

開発と平和のためのスポーツセミナー 一般財団法人　嘉納治五郎記念
国際スポーツ研究・交流センター 2015/10/17 2015/10/17 全世界 2 

FC東京ホームゲーム試合招待 FC東京 2015/10/31 2016/3/31 全世界 106 
JICA「世界の笑顔のために」プログラムへの竹
刀提供 流通経済大学 2015/11/1 2015/11/1 ラオス/スーダン 44 

JICA「世界の笑顔のために」プログラムへの（ソ
フトボール）提供

公益財団法人日本ソフトボール協
会 2015/11/1 2015/11/30 エルサルバドル 15 

流通経済大学による開発途上国へのスポーツ用
具支援事業 流通経済大学 2015/11/1 2016/3/31 全世界

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向
けた柔道の国際的普及、及び振興に関わる事業

認定ＮＰＯ法人柔道教育ソリダテ
ィー 2015/11/1 2016/3/31

中国/ミャンマー/コスタリカ/フィジー/アラブ首長国連邦/
イスラエル/パレスチナ自治政府/シエラレオネ/ボツワナ/全
世界

400 

指導者派遣事業 東京都（オリンピック・パラリンピ
ック準備局） 2015/11/1 2016/3/31 ブラジル 200 

カンボジアでの障がい者サッカースクールの開催 特定非営利活動法人障がい者ス
ポーツ Friendly Action 2015/11/15 2015/11/17 カンボジア 250 

カンボジアの障害を持った子供達を対象にした
サッカークリニックへのボールの提供

一般社団法人ピースボールアクシ
ョン 2015/11/15 2015/12/11 カンボジア 130 

サニックスによる青少年に対する国際スポーツ交
流 大会実施（包括申請2015）

株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団 2015/11/21 2016/3/31

インド/韓国/シンガポール/スリランカ/台湾/中国/マレーシ
ア/ウズベキスタン/ブルガリア/オーストラリア/オマーン/ク
ウェート/トルコ

140

エコフラッグムーブメント海外での活動 第6回「ス
ポーツと身体活動」に関する国際会議（キューバ）
での啓蒙活動

NPOグローバル・スポーツ・アラ
イアンス 2015/11/23 2015/11/29

アルゼンチン/アンティグア・バーブーダ/ウルグアイ/エクア
ドル/エルサルバドル/ガイアナ/キューバ/グアテマラ/グレ
ナダ/コスタリカ/コロンビア/ジャマイカ/スリナム/セントク
リストファー・ネーヴィス/セントビンセント・グレナディー
ン/セントルシア/チリ/ドミニカ共和国/ドミニカ国/トリニダ
ード・トバゴ/ニカラグア/ハイチ/パナマ/バハマ/パラグアイ
/バルバドス/ブラジル/ベネズエラ/ベリーズ/ペルー/ボリビ
ア/ホンジュラス/メキシコ

800 

JICA　「世界の笑顔のために」プログラムへ 　
バレーボール用ネット提供 セノー株式会社 2015/11/26 2015/11/26 ニカラグア/エチオピア/ザンビア/タンザニア 195 

江東湾岸まつり2015 オリンピックメダリストと
江東区が応援するパラカヌー選手によるパネル
ディスカッション

独立行政法人日本学生支援機構 2015/11/28 2015/11/28 全世界 10 

モルディブバドミントン協会女子ジュニア選手育
成支援事業

NPO法人アルファバドミントンネ
ットワーク 2015/11/28 2015/12/14 モルディブ

東京キャンプ 公益財団法人全日本柔道連盟 2015/12/11 2015/12/16 全世界 450 
「Fリーグクラブとの連携によるカンボジアの子ど
もたちへのボール提供」

一般社団法人ピースボールアクシ
ョン 2015/12/15 2015/12/15 カンボジア 130 

少年軟式野球を通じた少年・少女の健全育成と
国際交流の推進 2015

公益社団法人少年軟式野球国際
交流協会（IB.A-boys） 
（Internationl Boys Nankyu 
Baseball Organizetion）

2015/12/18 2016/3/31 全世界 1,600 

交流自治体中学生親善野球大会への参加 名寄市・台湾交流実行委員会 2015/12/26 2015/12/28 台湾 250 
車いすスキルマスターセミナー＆パラリンピック
の歴史を学ぶ講習会 ～車いすバスケットボール
のクラス分けの基礎を作ったホルスト・ストロー
ケンデル博士（ドイツ）に学ぶ～

一般社団法人国際せきずい損傷
リハビリテーション協会 2015/12/27 2015/12/29 ドイツ 3 

JAMP 手づくり運動会
日本財団、
Japanese AmusMent Park
（JAMP） 

2016/1/3 2016/1/3 ミャンマー 650 

十文字国際ユースサッカーフェスティバル2016 十文字学園女子大学 2016/1/20 2016/1/23 オーストラリア/ケニア 110 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
チャイニーズタイペイトライアスロン協会 トレー
ニングキャンプ 招へい

公益社団法人 日本トライアスロ
ン連合（JTU） 2016/2/1 2016/2/23 台湾 4 

日本バレーボール協会とSFTC事務局の連携によ
るバレーボール新古品寄贈事業　2015

公益財団法人日本バレーボール協
会 2016/2/1 2016/3/31 スリランカ/ネパール/フィリピン/全世界 5,180 

「卓球の日」プロジェクト 2015 公益財団法人日本卓球協会 2016/2/1 2016/3/31 全世界
マカオトライアスロン協会 トレーニングキャンプ 
招へい

公益社団法人日本トライアスロン
連合（JTU） 2016/2/2 2016/2/13 マカオ 11 

香港トライアスロン協会 トレーニングキャンプ 
招へい

公益社団法人日本トライアスロン
連合（JTU） 2016/2/2 2016/2/27 香港 7 

柔道寝技キャンプin Boden 
（障害者・健常者 柔道講習会） 国際武道大学 2016/2/5 2016/2/7 スウェーデン 55 

国際パラリンピック委員会公認 
アイススレッジホッケー4ヶ国大会開催

日本アイススレッジホッケー協会
（JISHA） 2016/2/8 2016/2/13 韓国/イタリア/チェコ 90 

ラオス障害者スポーツ指導者養成講座 特定非営利活動法人アジアの障
害者活動を支援する会（ＡＤＤＰ） 2016/2/11 2016/2/17 ラオス 50 

大学教育プログラムを通じたカンボジアにおけ
る運動会・体育・スポーツ支援活動 国際武道大学 2016/2/19 2016/3/2 カンボジア 669 

「スポーツ＝わ！」　
～スポーツでつながる、世界とつながる～ 公益社団法人青年海外協力協会 2016/2/20 2016/2/20 全世界 2 

第１回ソーシャルフットボール国際大会 特定非営利活動法人日本ソーシャ
ルフットボール協会 2016/2/26 2016/2/28 ペルー/イタリア 26 

東京マラソン フレンドシップラン2016でのラジ
オ体操指導 ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟 2016/2/27 2016/2/27 全世界 1,000 

タンザニアへの畳供与 公益財団法人全日本柔道連盟 2016/3/1 2016/3/31 タンザニア 400 

ウガンダにおけるフライングディスク普及事業 一般社団法人日本フライングディ
スク協会 2016/3/1 2016/3/31 ウガンダ 30 

タイ国際ゲートボール選手権大会2016における
国際交流

公益財団法人日本ゲートボール連
合 2016/3/2 2016/3/8 タイ 400 

ラオスの子どもたちへのフライングディスク普及
事業

一般社団法人日本フライングディ
スク協会 2016/3/3 2016/3/16 ラオス 542 

World Rugby & ARFU Per fo rmance 
Development Workshop

公益財団法人日本ラグビーフット
ボール協会 2016/3/15 2016/3/17 インド/シンガポール/スリランカ/香港/オーストラリア/ニュ

ージーランド/アラブ首長国連邦 432 

日本最古の鬼ごっこである「ことろことろ」による
日米の国際交流

一般社団法人鬼ごっこ協会
（Onigokko Associstion） 2016/3/21 2016/3/21 アメリカ 4 

ブラジル・ラジオ体操連盟訪日団に対するラジ
オ体操 指導及び交流会 ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟 2016/4/1 2016/4/6 ブラジル 42 

ブータン・ネパールアスリート支援事業 一般社団法人アスリートソサエテ
ィ 2016/4/1 2016/4/30 ネパール/ブータン 96 

ラオスにおける車いすバスケットボール促進事業 特定非営利活動法人難民を助け
る会 （AAR Japan） 2016/4/1 2016/6/30 ラオス 60 

サニックスによる青少年に対する国際スポーツ交
流 大会実施（包括申請2016分）

株式会社サニックス、（一財）サニ
ックススポーツ振興財団 2016/4/1 2016/10/18

インド/韓国/シンガポール/スリランカ/台湾/中国/香港/マ
レーシア/イギリス/ウズベキスタン/ロシア/オーストラリア/
ニュージーランド/フィジー/オマーン/クウェート/南アフリカ

336 

Pass It Backラグビーを通じたアジアの不利な
立場にある子ども・青少年を対象とした持続的
地域開発事業

特定非営利活動法人 チャイルド・
ファンド・ジャパン 2016/4/1 2016/12/31 フィリピン

西アフリカベースボールプロジェクト ブルキナファソ野球を応援する会、
一般社団法人 協力隊を育てる会 2016/4/1 2016/12/31 ガーナ/コートジボワール/トーゴ/ナイジェリア/ブルキナフ

ァソ 55 

ラオスにおけるブラインドサッカーの基盤形成 特定非営利活動法人アジアの障
害者活動を支援する会 2016/4/1 2017/1/31 ラオス 41 

マリモスト2016（ボスニア・ヘルツェゴビナにお
けるスポーツアカデミーを通じた民族融和プロジ
ェクト）

NPO法人Little Bridge 2016/4/1 2017/3/31 ボスニア・ヘルツェゴビナ

ピースボールアクション関西による中古ボールの
開発途上国への提供事業 大阪成蹊大学 2016/4/1 2017/3/31 カンボジア/ブータン/ラオス/キルギス/ガーナ/タンザニア 1,520 

少年軟式野球を通じた少年・少女の健全育成と
国際交流の推進 2016

公益社団法人少年軟式野球国際
交流協会（IB.A-boys） 
（Internationl Boys Nankyu 
Baseball Organizetion）

2016/4/1 2017/3/31 シンガポール/台湾/中国/パラグアイ/ブラジル/ペルー/オー
ストラリア 164 

柔道教育ソリダリティ－による柔道を通した国際
貢献事業2016 柔道教育ソリダリティー 2016/4/1 2017/3/31

インド/インドネシア/カンボジア/中国/アメリカ/カナダ/ウ
ルグアイ/エルサルバドル/コスタリカ/ベネズエラ/ホンジュ
ラス/デンマーク/ロシア/パラオ/アラブ首長国連邦/イスラ
エル/クウェート/パレスチナ自治政府/アルジェリア/シエラ
レオネ/セネガル/タンザニア/ボツワナ/全世界

3,795 

全日本剣道連盟による剣道を通した国際貢献事
業（2016） 一般財団法人全日本剣道連盟 2016/4/1 2017/3/31 台湾/中国/香港/アメリカ/イタリア/ハンガリー/フランス/

オーストラリア/ASEAN/全世界/EU 5,078 

「ファンケルキッズベースボールチャレンジ」で回
収した野球用具の南米をはじめとした開発途上
国への寄贈活動　2016

株式会社ファンケル 2016/4/1 2017/3/31 スリランカ/ネパール/グアテマラ/コスタリカ/パラグアイ/ブ
ラジル/ペルー/ボリビア/タンザニア 3,217 

国際武道大学による外国人武道・スポーツ研修
者に対する支援活動（包括申請：2016） 国際武道大学 2016/4/1 2017/3/31

韓国/台湾/中国/モンゴル/アメリカ/カナダ/アルゼンチン/
エクアドル/チリ/ブラジル/メキシコ/イギリス/イタリア/ウク
ライナ/オーストリア/ギリシャ/スロベニア/チェコ/デンマー
ク/ドイツ/フィンランド/フランス/ベルギー/ポーランド/ロ
シア/オーストラリア/トルコ/ヨルダン/リビア

436 

日本バレーボール協会とSFTC事務局の連携によ
るバレーボール新古品寄贈事業　2016

日本バレーボール協会、SFTC事
務局 2016/4/1 2017/3/31

カンボジア/スリランカ/タイ/ベトナム/ミャンマー/モンゴル
/ラオス/グアテマラ/キリバス/パプアニューギニア/パラオ/
ミクロネシア/シリア/ケニア/南スーダン/ルワンダ/全世界/
中央アジア６カ国

14,553 

日本体育大学による国際的なスポーツ指導者派
遣活動（包括申請：2016） 日本体育大学 2016/4/1 2017/3/31 韓国/スリランカ/台湾/中国/アメリカ/イギリス/オーストリ

ア/スウェーデン/ドイツ/ノルウェー/リトアニア/ヨルダン 13,587 

「卓球の日」プロジェクト 2016 公益財団法人日本卓球協会 2016/4/1 2017/3/31 ネパール/ミャンマー/モンゴル/モロッコ 300 
日本体育大学による外国人スポーツ研修者に対
する支援活動（包括申請：受入：2016） 日本体育大学 2016/4/1 2017/3/31 韓国/カンボジア/台湾/中国/アメリカ/ベネズエラ/イタリア

/オランダ/チェコ/デンマーク/ドイツ/スーダン 222 
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実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）

講道館による外国人柔道修行者に対する支援活
動（包括申請:2016） 公益財団法人講道館 2016/4/1 2017/3/31

インド/インドネシア/韓国/シンガポール/タイ/台湾/中国/ネ
パール/パキスタン/フィリピン/ベトナム/香港/マレーシア/モ
ンゴル/アメリカ/カナダ/アルゼンチン/コロンビア/ブラジル
/ベネズエラ/メキシコ/アイスランド/アイルランド/イギリス/
イタリア/ウクライナ/オーストリア/オランダ/カザフスタン/ギ
リシャ/キルギス/クロアチア/スイス/スウェーデン/スペイン/
スロバキア/セルビア/チェコ/デンマーク/ドイツ/ノルウェー/
ハンガリー/フィンランド/フランス/ブルガリア/ベルギー/ポ
ーランド/ポルトガル/マルタ/モルドバ/ロシア/ルーマニア/オ
ーストラリア/ニュージーランド/パラオ/イスラエル/イラン/ク
ウェート/サウジアラビア/シリア/トルコ/ヨルダン/レバノン/
エジプト/ザンビア/ジンバブエ/ブルキナファソ

1,649 

魂刀流志伎会による立廻剣術を通した国際交流
貢献事業　2016 一般社団法人魂刀流志伎会 2016/4/1 2017/3/31

インドネシア/タイ/台湾/中国/フィリピン/ベトナム/アルゼ
ンチン/ベネズエラ/アルメニア/フランス/ブルガリア/イラン
/コートジボワール/全世界

95,050 

野球大会開催を目指したネパール震災復興支援 ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラ
スの会 2016/4/23 2016/4/25 ネパール 2,000 

コンゴにおけるフライングディスク普及事業 一般社団法人日本フライングディ
スク協会 2016/4/30 2016/6/25 コンゴ民主共和国 25 

ジャカルタ「絆」駅伝2016 毎日新聞社 2016/5/1 2016/5/31 インドネシア 3,000 

ネパール野球交流会 in 東京 ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラ
スの会 2016/5/1 2016/11/30 ネパール 25 

World Theater Project（2016） World Theater Project
（特定非営利活動法人CATiC） 2016/5/1 2017/3/31 カンボジア 28,111 

ブラジル・ラジオ体操連盟訪日団幹部によるブ
ラジル国内  でのラジオ体操指導 ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟 2016/5/10 2017/3/31 ブラジル 1,662 

第10回チアリーディング アジア インターナショ
ナルオープン チャンピオンシップ  
第3回アジアン ジュニア チアリーディング チャ
ンピオンシップ

公益社団法人日本チアリーディン
グ協会 2016/5/11 2016/5/15

インドネシア/韓国/カンボジア/シンガポール/タイ/台湾/フ
ィリピン/香港/アメリカ/ペルー/スロベニア/ドイツ/ロシア/
ルクセンブルグ

350 

外国人留学生へ向けた文化的な「鬼ごっこ」や「ス
ポーツ鬼ごっこ」の体験授業 一般社団法人鬼ごっこ協会 2016/5/18 2016/5/18 ネパール/ベトナム 2 

ケニアの青少年サッカーチーム応援スタディツアー NPO法人こどもたちのアジア連
合 2016/5/18 2016/5/19 ケニア 2,000 

卓球雑誌『月刊卓球王国』によるスポーツ用具支
援

株式会社卓球王国、「月刊 卓球
王国」 2016/6/1 2016/9/30 ブータン 50 

NPO法人柔道教育ソリダリティーによるスポー
ツ用具支援 NPO法人柔道教育ソリダリティー 2016/6/1 2016/11/30 東ティモール/ラオス/ウルグアイ/マダガスカル/マラウイ 550 

ピースボールプロジェクト 2016 ピースボート 2016/6/1 2017/3/31 グアテマラ/パナマ/ベネズエラ/オランダ/全世界 13,450 

Japan Dream Project 2016 一般社団法人 Japan Dream 
Football Association（JDFA） 2016/6/1 2017/3/31 カンボジア/タイ/ベトナム 6,585 

外国人のための初心者武道講習会 国際武道大学 2016/6/10 2016/6/10 全世界 70 

アジアサッカー連盟加盟国サッカー協会スタッフ
向け研修 FC東京 2016/6/10 2016/6/10

韓国/スリランカ/タイ/台湾/中国/ネパール/パキスタン/東
ティモール/フィリピン/香港/ラオス/北マリアナ諸島/グア
ム/ウズベキスタン/キルギス/タジキスタン/トルクメニスタ
ン/イエメン/イラク/オマーン/カタール/シリア/パレスチナ自
治政府/ヨルダン

282 

こども国際スポーツ交流会 SOMOS English Academy 2016/6/25 2016/8/8 エクアドル/アフガニスタン/ケニア/タンザニア/ナイジェリア
/モザンビーク 26 

スマイルバレーボールサミット2016 ＮＰＯ法人スマイルクラブ 2016/6/26 2016/6/26 中国 1 
水泳ワンポイントレッスンにおける外国籍の方と
地域の子ども達の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2016/7/1 2016/7/31 全世界 8 

外国人留学生のためのサーフィン（SUP）講習会 国際武道大学 2016/7/7 2016/7/7 モンゴル/アメリカ/カナダ/エクアドル/チリ/メキシコ/ドイ
ツ/ハンガリー/フランス/ポーランド 13 

サンパウロにおける第19回フェスティバル・ド・
ジャポン（日本祭り）

ブラジル日本都道府県人会連合
会 2016/7/8 2016/7/10 ブラジル 168,000 

「三菱友誼杯」中国民間障がい者サッカー大会
三菱商事（中国）、三菱電機（中国）、
JX（北京）企業管理有限公司　
他7社

2016/7/11 2016/10/29 中国 1,611 

ナミビア／ナミビア卓球協会へ卓球普及のために
中古道具を寄付 イルマソフト株式会社 2016/7/12 2016/7/12 ナミビア 300 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 招聘事業　
スポーツ交流事業 福岡県 2016/7/13 2016/7/17

インド/インドネシア/韓国/カンボジア/シンガポール/スリラ
ンカ/タイ/台湾/中国/ネパール/バングラデシュ/フィリピン
/ブータン/ベトナム/香港/マレーシア/ミャンマー/モルディ
ブ/モンゴル/ラオス/アメリカ/ペルー/フランス/ロシア/オー
ストラリア/キリバス/クック諸島/ツバル/トンガ/ニュージー
ランド/バヌアツ/パプアニューギニア/パラオ/フィジー/ミク
ロネシア/ニューカレドニア

271 

日本カナダアイスホッケー国際交流 株式会社プロフォーマンス 2016/7/17 2016/7/23 カナダ 320 
夏期ジュニアプログラム 大竹サーフライフセービングクラブ 2016/7/17 2016/8/14 オーストラリア 1 

ホッケーカンボジア女子代表　招聘事業 特定非営利活動法人マイホッケー
プラス 2016/7/21 2016/7/25 カンボジア

2016年スペシャルオリンピックス日本　
国際交流イベント （柔道）

公益財団法人スペシャルオリンピ
ックス日本 2016/7/23 2016/7/23 オランダ/スウェーデン/ノルウェー 57 

オーストラリア小学生向けサッカー教室実施 FC東京 2016/7/25 2016/7/25 オーストラリア 25 
浦和レッズ　ハートフルサッカーinアジア
（ミャンマー） 浦和レッドダイヤモンズ株式会社 2016/7/26 2016/7/30 ミャンマー 290 

第2回国際親善少年野球高松大会アスリートブラ
ンドカップ 株式会社ランブリッジ 2016/7/29 2016/7/31 韓国 18 

ベトナムからのJ2水戸ホーリーホック観戦・応援
ツアーと、ベトナムメディアによる日本の観光地・
文化の発信
【スポーツ文化ツーリズムアワード入選事業】

茨城交通株式会社、茨城県、公
益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ（Jリーグ）、 株式会社フット
ボールクラブ水戸ホーリーホック、
日本貿易振興機構（ジェトロ）茨
城貿易センター

2016/7/30 2016/8/3 ベトナム 373 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
防衛省・自衛隊による「パシフィック・パートナ
ーシップ  １６」におけるパラオへの柔道着輸送 防衛省・自衛隊 2016/8/1 2016/8/31 パラオ 1,000 

学生ボランティア海外派遣事業（春派遣　4派遣）公益財団法人全日本柔道連盟 2016/8/1 2016/9/30 カンボジア/ブータン/モンゴル 900 
パナマ、エルサルバドルへの畳供与 公益財団法人全日本柔道連盟 2016/8/1 2017/3/31 エルサルバドル/パナマ 4,500 
第1回国際親善少年野球西脇大会SPS CUP 株式会社ランブリッジ 2016/8/4 2016/8/6 韓国 79 

東アジアリトルシニア野球宮崎大会 東アジアリトルシニア野球宮崎大
会実行委員会 2016/8/7 2016/8/11 韓国/スリランカ/台湾 103 

スポーツ鬼ごっこ日本代表
～「スポーツ鬼ごっこ」を通じた国際交流～ 一般社団法人鬼ごっこ協会 2016/8/8 2016/8/8 全世界 3 

Nature and Sports Camp 2016 グローバル・スポーツ・アライア
ンス（GSA） 2016/8/15 2016/8/19 ケニア 300 

走れ！跳べ！学べ！第3回セブ島大運動会開催 一般社団法人スポーツフォーキッ
ズジャパン 2016/8/15 2016/8/22 フィリピン 80 

アジアサッカー連盟スタッフ向け研修 FC東京 2016/8/20 2016/8/20 全世界 2,003 
イギリスゲートボールオープン大会における国際
交流

公益財団法人日本ゲートボール連
合 2016/8/21 2016/8/29 イギリス/スイス 20 

ジュニアユースサッカーフェスタ2016 イン カン
ボジア

特定非営利活動法人NGO活動教
育研究センター（NERC） 2016/8/22 2016/8/27 カンボジア

TICAD 公式サイドイベント「日本・アフリカ学生
イノベーターズ・エクスポ」 開催に合わせたスポ
ーツ交流プログラムの実施

一般社団法人アフリカ開発協会 2016/8/25 2016/8/27 ウガンダ/ケニア 185 

ラオスアスリート支援事業 一般社団法人アスリートソサエティ 2016/8/29 2016/8/30 ラオス 36 
カンボジアの知的障がい者と児童養護施設の児
童とサッカーを楽しもう！

NPO法人障がい者スポーツ 
Friendly Action 2016/9/1 2017/3/31 カンボジア 120 

ブラジルの幼稚園での鬼ごっこワークショップ開
催 一般社団法人鬼ごっこ協会 2016/9/2 2016/9/2 ブラジル 13 

第2回インターナショナル障がい者シンクロナイ
ズドスイミングシンポジウムブラジルでの国際交
流

日本障害者シンクロナイズドスイ
ミング協会 2016/9/2 2016/9/4 アメリカ/カナダ/アルゼンチン/ブラジル/メキシコ 100 

Non-Border Football Project 2016 特定非営利活動法人サロン2002 2016/9/4 2016/9/4 イギリス 1 
世界選手権におけるライフセービング活動普及
事業 大竹サーフライフセービングクラブ 2016/9/5 2016/9/11 香港/カメルーン/ケニア 12 

シンガポールNanyang Polytechnic大学学生
向け講義 FC東京 2016/9/7 2016/9/7 シンガポール 25 

イオンカップ2016世界新体操クラブ選手権 イオンリテール株式会社、公益社
団法人日本新体操連盟 2016/9/8 2016/9/11 全世界 144 

ベトナム小学校建設及びそれに伴う開校式で実
施する日本式運動会とサッカー大会による交流 リーフラス株式会社 2016/9/9 2016/9/10 ベトナム 300 

第２回ＪＣカップ　
Ｕ－１１少年少女サッカー全国大会 公益社団法人日本青年会議所 2016/9/10 2016/9/11 全世界 21 

マウイマラソン（米国ハワイ州マウイ島） 大学連
携地域文化交流事業及びグローバル人材育成プ
ログラム

株式会社サニーサイドアップ、順
天堂大学 2016/9/15 2016/9/19 アメリカ/全世界 3,000 

USF Sports Camp in 群馬 Autumn 2016 一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2016/9/17 2016/9/19 中国/アイルランド/ノルウェー 3 

第 4 8  回アジア太平洋公衆衛生学術連合
（APAPCH）国際会議における「日本文化紹介：
ラジオ体操　イベント」

NPO法人全国ラジオ体操連盟 2016/9/18 2016/9/18 インドネシア/韓国/スリランカ/タイ/中国/マレーシア/アメ
リカ/オーストラリア/全世界 300 

USF Sports Camp in 滋賀 Autumn 2016 一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2016/9/24 2016/9/25 フィリピン/イギリス 2 

Tag Rugby Association Adopt-A-School 
Programの支援 株式会社アシックス 2016/9/26 2016/9/26 南アフリカ 1,872 

日韓アイスホッケー国際交流親善試合 株式会社プロフォーマンス　 2016/9/30 2016/10/5 韓国 130 
ネパール震災復興サッカーチャリティマッチ Colorbath 2016/10/1 2016/11/30 ネパール

アジア6カ国への畳供与 公益財団法人全日本柔道連盟 2016/10/1 2017/3/31 インドネシア/カンボジア/パキスタン/バングラデシュ/フィ
リピン/マレーシア 5,300 

スペシャルオリンピックス　
スイス代表へのレーシングスーツのご提供 株式会社デサント 2016/10/1 2017/3/31 スイス 18 

ルーマニアの伝統スポーツ「オイナ」と日本の伝
統文化に基づいた新スポーツ「スポーツ鬼ごっこ」
の国際交流試合

一般社団法人鬼ごっこ協会 2016/10/2 2016/10/2 ルーマニア 12 

第6回 TAFISA2016　
ゲートボール大会における国際交流

公益財団法人日本ゲートボール連
合 2016/10/5 2016/10/12 インドネシア/シンガポール/タイ 270 

USF Sports Camp in 宮城 Autumn 2016 一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2016/10/8 2016/10/10 アメリカ/ニュージーランド 3 

ニュージーランド国との青少年スポーツ国際交流
事業 別府市 2016/10/8 2016/10/11 ニュージーランド 34 

新潟シティマラソン海外ランナー誘客事業
【スポーツ文化ツーリズムアワード入選事業】 新潟市文化・スポーツコミッション 2016/10/9 2016/10/9 台湾/中国 53 

ワールドスポーツフェスティバルにおける外国籍
の方と地域の子ども達の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団他 2016/10/10 2016/10/10 全世界

サニックスカップU-17国際ハンドボール交流大
会2016

一般財団法人サニックススポーツ
振興財団、株式会社サニックス 2016/10/12 2016/10/18 韓国 17 

USF Sports Camp in 福島（福島こども未来塾）一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2016/10/15 2016/10/16 アイルランド/ガーナ 2 

Ｊクラブのユニフォームをスリランカの子どもた
ちへ！

公益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ（Jリーグ） 2016/10/20 2016/10/31 スリランカ 540 

ちばアクアラインマラソン２０１６ 千葉県 2016/10/23 2016/10/23 全世界 480 

スポーツ用具支援活動 一般社団法人ホシノドリームズプ
ロジェクト 2016/11/1 2016/11/30 ラオス 800 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
東レ柔道クラブ
「Banten Judo Junior Championship 2016」

東レグループ　 
PT. Toray Polytech Jakarta 2016/11/1 2016/11/30 インドネシア 150 

JICA「世界の笑顔のために」プログラムへのソフ
トボール及びティーネット提供

公益財団法人日本ソフトボール協
会 2016/11/1 2016/11/30 ベリーズ 500 

マダガスカルへの畳供与 公益財団法人全日本柔道連盟 2016/11/1 2016/12/31 マダガスカル 1,000 
平成２８年度オーストラリア連邦派遣日本武道代
表団 公益財団法人日本武道館 2016/11/9 2016/11/16 オーストラリア 2,100 

パラリンピック金メダリスト義足ランナーと一緒
に“かけっこ” オットーボック・ジャパン株式会社 2016/11/10 2016/11/10 香港/ドイツ 3 

ランニングクリニック2016　
（大腿切断者のスポーツ用義足体験） オットーボック・ジャパン株式会社 2016/11/10 2016/11/13 ドイツ 1 

サニックスCUP国際新体操団体選手権2016 一般財団法人サニックススポーツ
振興財団、株式会社サニックス 2016/11/16 2016/11/23 韓国/中国/ウズベキスタン/ブルガリア/ロシア/オーストラリ

ア 50 

モルディブバドミントン協会女子ジュニア選手育
成支援事業

公益財団法人日本バドミントン協
会 2016/11/21 2016/12/19 モルディブ 3,003 

「僕らで世界を動かそう」
スポーツが繋ぐ日本とタイ200人の子ども達とそ
の未来

株式会社GDIコミュニケーション
ズ 2016/11/26 2016/11/27 タイ 1,000 

全日本アーチェリー連盟よるスポーツウェア提供 公益社団法人全日本アーチェリー
連盟 2016/12/1 2016/12/31 ネパール 100 

ネパールパラ水泳協会へのスポーツクラブ視察
の機会提供と水泳用具の供与 セントラルスポーツ株式会社 2016/12/8 2016/12/8 ネパール 25 

ラジオ体操 in HAWAII 株式会社アサツー ディ・ケイ 2016/12/9 2016/12/11 全世界 5,000 
東京キャンプ 公益財団法人全日本柔道連盟 2016/12/9 2016/12/14 全世界 330 
外国人留学生と相撲部の交流イベント
「相撲ワークショップ」 学校法人立教学院　立教大学 2016/12/10 2016/12/10 シンガポール/アメリカ/カナダ/オランダ/デンマーク/ドイツ

/フィンランド/フランス/オーストラリア 14 

日本ソフトボール協会によるマレーシアでのソフ
トボール教室開催 日本ソフトボール協会 2016/12/14 2016/12/14 シンガポール/マレーシア 80 

日本-ザンビアハンドボール交流プロジェクト
公益財団法人日本ハンドボール協
会、日本-ザンビアハンドボール
交流プロジェクト実行委員会

2016/12/16 2016/12/28 ザンビア 15 

マレーシアComic Fiestaにおける障害者スポー
ツの普及と啓発事業 漫画家学会 2016/12/17 2016/12/18 マレーシア 9,500 

2016サニックス旗福岡国際中学生柔道大会 株式会社サニックス 2016/12/22 2016/12/29 全世界 147 

バレーボール合同練習および親善試合 山梨学院大学　女子バレーボール
部 2017/1/5 2017/1/7 香港 16 

バンディ講習会、競技会 一般社団法人日本バンディ連盟 2017/1/7 2017/1/9 ロシア 1 
カンボジア「くっくま孤児院」の子ども達とサッ
カー交流

一般社団法人アセアン・リユー
ス・プロジェクト 2017/1/23 2017/1/23 カンボジア 20 

学生ボランティア海外派遣事業（春派遣　4派遣）公益財団法人全日本柔道連盟 2017/2/1 2017/3/31 インドネシア/ベトナム/モンゴル 1,600 
世界の野球グローブ支援プロジェクト（2016） 読売新聞社 2017/2/1 2017/3/31 アルゼンチン/ベリーズ/ウガンダ/ザンビア/ブルキナファソ 574 
第37回札幌国際スキーマラソン大会における海
外のアマチュア選手の参加と選手交歓会におけ
る国内・海外選手の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2017/2/5 2017/2/5

タイ/アメリカ/カナダ/イタリア/エストニア/スイス/チェコ/
ドイツ/ノルウェー/ハンガリー/フィンランド/フランス/ロシ
ア/オーストラリア

59 

レソト王国国王陛下来日を記念してテンカボール
の寄贈 一般社団法人アフリカ開発協会 2017/2/10 2017/2/10 レソト 200 

カンボジア運動会・体育支援プロジェクト 2017 国際武道大学 2017/2/17 2017/3/1 カンボジア 590 
京都マラソン2017 京都市 2017/2/19 2017/2/19 全世界 2,642 

サニックス Open 新体操チーム選手権 2017 株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団 2017/2/24 2017/2/26 韓国/フィリピン/カザフスタン/ブルガリア 19 

ミャンマー野球普及活動 一般社団法人Athletes For Fans 2017/2/24 2017/2/26 ミャンマー 40 
東京マラソン フレンドシップラン2017でのラジ
オ体操指導 NPO法人全国ラジオ体操連盟 2017/2/25 2017/2/25 全世界 1,400 

世界遺産姫路城マラソン
【スポーツ文化ツーリズムアワード入選事業】 姫路市 2017/2/26 2017/2/26 シンガポール/台湾/中国/香港/マレーシア/オーストラリア/

全世界 183 

アユタヤ絆駅伝2017 毎日新聞社、ＲＫＢ毎日放送 2017/2/26 2017/2/26 タイ 2,500 

World Rugby & Asia Rugby Performance 
Development Workshop

公益財団法人日本ラグビーフット
ボール協会 2017/2/26 2017/3/4

インド/インドネシア/韓国/カンボジア/北朝鮮/シンガポー
ル/スリランカ/タイ/台湾/中国/日本/ネパール/パキスタン/
バングラデシュ/東ティモール/フィリピン/ブータン/ブルネ
イ/ベトナム/香港/マカオ/マレーシア/ミャンマー/モルディ
ブ/モンゴル/ラオス/北マリアナ諸島/グアム/ウズベキスタ
ン/カザフスタン/キルギス/タジキスタン/パラオ/アフガニ
スタン/アラブ首長国連邦/イエメン/イスラエル/イラク/イラ
ン/オマーン/カタール/クウェート/サウジアラビア/シリア/ト
ルコ/バーレーン/パレスチナ自治政府/ヨルダン/レバノン/セ
ーシェル/リビア/全世界

100,971 

ラオスの小学校におけるスポーツイベントの開
催、スポーツ用具の寄付 SPW 2017/2/26 2017/3/11 ラオス 792 

ブラジルの子どもたちにスポーツ用具を寄贈す
る 一般社団法人Athletes For Fans 2017/3/1 2017/3/8 ブラジル 70 

タイChulalongkorn University 　（チュラーロ
ンコーン大学）大学院生研修受入 FC東京 2017/3/3 2017/3/4 タイ 22 

第29回国際武道文化セミナー 公益財団法人日本武道館 2017/3/3 2017/3/5 全世界 66 
スポーツフェスティバル2017年春 in ポーサッ
ト・カンボジア 学生団体SeedA 2017/3/9 2017/3/10 カンボジア 700 

一般社団法人Enije共催 矢野デイビッド氏同行 
ガーナの子供達と一緒に運動会を作り上げよう 株式会社エイチアイエス 2017/3/10 2017/3/18 ガーナ 200 

名古屋マラソンフェスティバル
（名古屋シティマラソン2017）

マラソンフェスティバル　ナゴヤ・
愛知　組織・実行委員会、名古屋
市・名古屋市教育委員会・公益財
団法人名古屋市教育スポーツ協会

2017/3/11 2017/3/12
インド/インドネシア/韓国/シンガポール/スリランカ/タイ/
台湾/中国/フィリピン/香港/マカオ/マレーシア/アメリカ/
カナダ/グアム/ブラジル/イギリス/ポルトガル/オーストラリ
ア

325 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）

サニックス杯国際ユースサッカー大会2017 株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団 2017/3/16 2017/3/19 韓国/中国/アメリカ/イギリス/全世界 117 

USF Sports Camp in 静岡 Spring 2017 一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2017/3/18 2017/3/20 インドネシア/パキスタン/ウクライナ/ウズベキスタン 5 

埼玉国際サッカーフェスティバル 埼玉県サッカー協会、埼玉県、埼
玉県公園緑地協会 2017/3/20 2017/3/31 タイ/マレーシア 47 

走れ！跳べ！学べ！第4回セブ島大運動会開催 一般社団法人スポーツフォーキッ
ズジャパン 2017/3/21 2017/3/28 フィリピン 80 

ハットトリックサッカースクール ベトナム・ハノ
イ市でのサッカー教室開催

一般社団法人フォーレンスポーツ
アカデミー 2017/3/22 2017/3/23 ベトナム 140 

USF Sports Camp in 徳島 Spring 2017 一般財団法人UNITED SPORTS 
FOUNDATION 2017/3/28 2017/3/30 アメリカ/カナダ/ブラジル/オーストラリア 5 

ラオス地方６県における車いすバスケットボール
チーム創設と女子チームの育成 アジアの障害者活動を支援する会 2017/4/1 2017/7/31 ラオス 540 

パス・イット・バック～タグラグビーで子どもの
成長を支えるプロジェクト～

特定非営利活動法人チャイルド・
ファンド・ジャパン 2017/4/1 2017/11/30 フィリピン 237 

日本体育大学による外国人スポーツ研修者に対
する支援活動（包括申請：受入：2017） 日本体育大学 2017/4/1 2018/3/31 全世界

ケニア共和国ニャフルルにおけるランニングキャ
ンプ運営（2017） 日本ベアフットランニング協会 2017/4/1 2018/3/31 ケニア 401 

マリモスト2017（ボスニア・ヘルツェゴビナにお
けるスポーツアカデミーを通じた民族融和プロジ
ェクト）

NPO法人Little Bridge 2017/4/1 2018/3/31 ボスニア・ヘルツェゴビナ 70 

国際武道大学による外国人武道・スポーツ研修
者に対する支援活動（包括申請：2017年度） 国際武道大学 2017/4/1 2018/3/31

韓国/スリランカ/台湾/中国/アメリカ/チリ/イギリス/イタリ
ア/オーストリア/オランダ/デンマーク/ドイツ/ハンガリー/フ
ィンランド/ポーランド/リトアニア/ロシア/オーストラリア/マ
ダガスカル

258 

訪日外国人向け剣道体験（包括案件） 株式会社パークフォーアス 2017/4/1 2018/3/31

インドネシア/韓国/シンガポール/タイ/台湾/中国/フィリピ
ン/香港/マレーシア/アメリカ/カナダ/アルゼンチン/チリ/メ
キシコ/イギリス/イタリア/オランダ/ギリシャ/チェコ/デンマ
ーク/ドイツ/フランス/ポーランド/オーストラリア/アラブ首
長国連邦/イスラエル/カタール/エジプト

619 

世界の野球グローブ支援プロジェクト（2017） 読売新聞社 2017/4/1 2018/3/31
スリランカ/ネパール/ニカラグア/パラグアイ/パプアニュー
ギニア/フィジー/ウガンダ/ガーナ/ケニア/ジンバブエ/タン
ザニア/ブルキナファソ

903 

国際卓球連盟が実施する「Peace & Sports」プ
ログラムへの協力（2017） 株式会社タマス 2017/4/1 2018/3/31 東ティモール/コロンビア/パレスチナ自治政府/コンゴ民主

共和国/ブルンジ
全日本剣道連盟による剣道を通した国際貢献事
業（包括申請） 一般財団法人全日本剣道連盟 2017/4/1 2018/3/31 韓国/台湾/中国/ベトナム/香港/アメリカ/カナダ/イタリア/

ドイツ/ハンガリー/フランス/ベルギー/オーストラリア 9,495 

JUMONJI For Your Smile Project 十文字学園女子大学 2017/4/1 2018/3/31 ザンビア 2,000 
スポーツを通じた青少年育成事業の強化プロジ
ェクト 特定非営利活動法人アクション 2017/4/1 2018/3/31 フィリピン 111 

アスリート留学生プロジェクト（2017） 株式会社太陽インダストリーアフ
リカ 2017/4/1 2018/3/31 ナイジェリア 31,918 

日本バレーボール協会とSFTC事務局の連携によ
るバレーボール新古品寄贈事業　2017

公益財団法人日本バレーボール協
会 2017/4/1 2018/3/31 ウガンダ 11,600 

柔道教育ソリダリティーによる柔道を通した国際
貢献事業2017 柔道教育ソリダリティー 2017/4/1 2018/3/31

インドネシア/スリランカ/中国/アメリカ/エルサルバドル/コ
スタリカ/コロンビア/ブラジル/ベネズエラ/デンマーク/フ
ランス/モルドバ/ロシア/キリバス/アラブ首長国連邦/シリ
ア/レバノン/ガーナ/ベナン/ボツワナ/マラウイ/全世界

8,004 

空道用具提供活動 一般社団法人全日本空道連盟 2017/4/1 2018/3/31 キューバ
少年軟式野球を通じた少年・少女の健全育成と
国際交流の推進 2017

公益社団法人少年軟式野球国際
交流協会（IBA-boys） 2017/4/1 2018/3/31 韓国/シンガポール/台湾/フィリピン/アメリカ/アルゼンチン

/ブラジル/ペルー/オーストラリア/全世界 3,140 

パス・イット・バック ～タグラグビーで子どもの
成長を支えるプロジェクト～2017

特定非営利活動法人 チャイルド・
ファンド・ジャパン 2017/4/1 2018/3/31 フィリピン 237 

スポーツ留学生及びミニキャンプの受け入れ 順天堂大学 2017/4/1 2018/3/31
韓国/シンガポール/中国/ブルネイ/香港/マレーシア/アメリ
カ/カナダ/イタリア/エストニア/オーストラリア/ニュージー
ランド

77 

魂刀流志伎会による立廻剣術を通した国際交流
貢献事業　2017 一般社団法人魂刀流志伎会 2017/4/1 2018/3/31 インドネシア/台湾/フィリピン/ギリシャ/スイス/全世界 1,585 

2017「卓球の日」参加協会に賞品提供 公益財団法人日本卓球協会 2017/4/6 2017/6/4 全世界 28,800 
ITTFによる国際協力プログラムへの協力（ITTF 
Development Program Worldwideへの協
力等）

株式会社タマス 2017/4/6 2018/3/31 スリランカ/ルーマニア/全世界 2,400 

運動会ワールドキャラバン（インド） NPO法人ジャパンスポーツコミ
ュニケーションズ 2017/4/15 2017/4/21 インド 2,900 

サニックスワールドラグビーユース交流大会
2017

株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団 2017/4/28 2017/5/5 韓国/台湾/香港/イギリス/フランス/ロシア/オーストラリア/

ニュージーランド/フィジー/南アフリカ/全世界 390 

北京市サッカー協会関係者受入 FC東京 2017/4/30 2017/5/1 中国 23 
JICA「世界の笑顔のために」プログラムへの（ソ
フトボール用具）提供

公益財団法人日本ソフトボール協
会 2017/5/1 2017/5/31 ボツワナ 200 

防衛省・自衛隊による「パシフィック・パートナ
ーシップ２０１７」におけるベトナムへの柔道着及
び柔道用畳の輸送

防衛省・自衛隊 2017/5/1 2017/5/31 ベトナム

ジャカルタ絆駅伝2017 毎日新聞社 2017/5/14 2017/5/14 インドネシア 3,000 
オランダ・ハーグ「AnimeCon2017」でのラジ
オ体操などの紹介 株式会社漫画家学会 2017/6/9 2017/6/11 オランダ 5,000 

2017年ヌポ難民キャンプサッカーフェスティバル
公益社団法人シャンティ国際ボラ
ンティア会（ＳＶＡ）ミャンマー（ビ
ルマ）難民事業事務所

2017/6/20 2017/6/20 タイ 170 

「三菱友誼杯」中国民間障がい者サッカー大会
三菱商事（中国）、三菱電機（中国）、
ＪＸ（北京）企業管理有限公司
他7社

2017/6/20 2017/9/24 中国 3,164 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
中南米へのスポーツ用品支援 NGOピースボート 2017/6/21 2017/6/22 ベネズエラ 700 
対ベトナム「初等義務教育・ヘキサスロン運動プ
ログラム導入普及促進事業」2017年度 ミズノ株式会社 2017/7/1 2017/7/1 ベトナム 35,255 

水泳ワンポイントレッスンにおける外国籍の方と
地域の子ども達の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2017/7/1 2017/7/31 全世界

「ワールド声かけ隊」 スポーツ観戦時や観光シー
ンにおける 訪日外国人に向けた熱中症予防啓発
活動

一般社団法人日本エンパワーメン
トコンソーシアム 2017/7/1 2017/8/31 韓国/台湾/中国/香港/マカオ/全世界 103 

サンパウロにおける第20回フェスティバル・ド・
ジャポン（日本祭り）

ブラジル日本都道府県人会連合会
（日本祭り実行委員会） 2017/7/7 2017/7/9 ブラジル 41,600 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 招聘事業　
スポーツ交流事業 2017 福岡県 2017/7/14 2017/7/26

韓国/シンガポール/タイ/中国/パキスタン/バングラデシュ
/ブータン/ベトナム/香港/ラオス/アメリカ/ロシア/オースト
ラリア/キリバス/トンガ/ニュージーランド/バヌアツ/パプア
ニューギニア/フィジー

39 

外国人とスポーツ交流をしよう！～ZUMBA～ 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2017/7/18 2017/7/18 パラグアイ/ブラジル 4 

浦和レッズハートフルクラブinアジア（ベトナム） 浦和レッドダイヤモンズ株式会社 2017/7/22 2017/7/26 ベトナム 330 
ライフセービングジュニア育成プログラム 大竹サーフライフセービングクラブ 2017/7/23 2017/8/19 オーストラリア 2 
第2回　カンボジア「くっくま孤児院」の子ども
達とサッカー交流

一般社団法人アセアン・リユー
ス・プロジェクト 2017/7/25 2017/7/25 カンボジア 20 

世界の野球少年に野球ボールのプレゼント 一般社団法人Athletes For Fans 2017/7/28 2017/7/31 シンガポール/アルゼンチン/ブラジル/ペルー 500 

ゲートボール普及担当者の招へい（ウガンダ） 公益財団法人日本ゲートボール連
合 2017/7/28 2017/8/1 ウガンダ 1 

中古卓球用具寄付 公益財団法人日本卓球協会 2017/8/1 2019/8/31 全世界 11,459 
第7回NPO法人新町スポーツクラブ＆ドイツ・ニ
ュルンベルク市スポーツユーゲント国際青少年交
流派遣事業

NPO法人新町スポーツクラブ 2017/8/4 2017/8/16 ドイツ 162 

GSAドリームキャンプ
（Nature & Sport Training Camps 2017）
- ケニアでUNDOKAIの実施 -

NPO法人グローバル・スポーツ・
アライアンス（GSA） 2017/8/7 2017/8/18 ケニア 300 

ブータンサッカーにおける普及活動 大阪成蹊大学 2017/8/7 2017/8/22 ブータン 300 
「よさこい　for　2020　キックオフイベント」の
開催と 「よさこい」の海外普及活動
（包括申請：2017）

高知県 2017/8/8 2017/8/12 全世界 143 

日本発「バドントワリング全国共通規定演技」が
世界技術向上へ貢献 一般社団法人日本バトン協会 2017/8/12 2017/8/12 全世界 810 

走れ！跳べ！学べ！第5回セブ島大運動会開催 一般社団法人スポーツフォーキッ
ズジャパン 2017/8/15 2017/8/22 フィリピン 80 

東アジアリトルシニア野球宮崎大会2017 東アジアリトルシニア野球宮崎大
会実行委員会 2017/8/17 2017/8/21 韓国/スリランカ/台湾 172 

イギリスゲートボールオープン大会２０１７ 公益財団法人日本ゲートボール連
合 2017/8/21 2017/8/28 イギリス 10 

「日・タイ修好130周年」浦和レッズ ハートフルサ
ッカー in アジア（タイランド） 浦和レッドダイヤモンズ株式会社 2017/8/23 2017/8/28 タイ 276 

ジュニアユースサッカーフェスタ2017 イン カン
ボジア

特定非営利活動法人NGO活動教
育研究センター（NERC） 2017/8/24 2017/8/31 カンボジア 1,800 

スポーツフェスティバル2017年夏 in プノンペン・
カンボジア 学生団体SeedA 2017/8/25 2017/8/27 カンボジア 1,000 

第15回日韓親善少年サッカー交流事業 旭川地区サッカー協会 2017/8/25 2017/8/28 韓国/中国/ロシア 120 
Charity Sports Festival 2017 学生団体SWITCH 2017/9/1 2017/9/30 カンボジア 115 

カンボジアにおけるフライングディスク普及活動 一般社団法人日本フライングディ
スク協会 2017/9/1 2018/6/30 カンボジア 50 

Diversity Voyage in Phnom Penh 一般社団法人グローバル教育推
進プロジェクト（GiFT） 2017/9/8 2017/9/16 カンボジア 80 

Hello Kitty Run Indonesia 2017 株式会社トキオ・ゲッツ 2017/9/10 2017/9/10 インドネシア/フィリピン 3,920 
ドイツにおける日本で考案された共生型スポー
ツ普及支援事業

一般社団法人コ・イノベーション
研究所 2017/9/17 2018/2/28 ドイツ 50 

カナダの子どもたちとのサッカーによる触れ合い 株式会社GDIコミュニケーションズ 2017/9/18 2017/9/18 カナダ 15 

イオンカップ2017世界新体操クラブ選手権 イオンリテール株式会社、公益社
団法人日本新体操連盟 2017/9/28 2017/10/1 全世界 115 

海外選手の強化活動受け入れ 株式会社タマス 2017/9/29 2017/10/6 アメリカ 2 
Surf for Smile 南アフリカにサーフボードを贈る
プロジェクト 一宮町、一宮町サーフィン業組合 2017/10/1 2017/10/31 南アフリカ 130 

平成29年「大相撲beyond2020場所」 公益財団法人日本相撲協会 2017/10/4 2017/10/4 全世界 700 
ベトナムフェンシングチームトレーニングキャン
プの受け入れ

長崎県及び長崎県スポーツコミッ
ション 2017/10/6 2017/10/20 ベトナム 5 

ワールドスポーツフェスティバルにおける外国籍
の方と地域の子ども達の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2017/10/9 2017/10/9 全世界 3 

アフリカ野球ソフトボール連盟加盟各国ソフトボ
ール連盟に対するソフトボール用具提供

公益財団法人日本ソフトボール協
会 2017/10/10 2017/10/17

ウガンダ/ガーナ/カメルーン/ケニア/コンゴ共和国/ザンビ
ア/ジンバブエ/タンザニア/チュニジア/トーゴ/ナイジェリア
/ナミビア/ブルキナファソ/ボツワナ/南アフリカ/レソト

3,000 

サニックスカップU-17国際ハンドボール交流大
会2017

一般財団法人サニックススポーツ
振興財団、株式会社サニックス 2017/10/11 2017/10/17 韓国/台湾/カナダ 76 

Universal Soccer Festival in Taipei （台湾に
おける知的障がい生徒のためのサッカー教室） NPO法人静岡FIDサッカー連盟 2017/10/14 2017/10/14 台湾 100 

インターナショナルキッズカップin OSAKA 特定非営利活動法人オーキック 2017/10/15 2017/10/15 タイ 12 
日本財団パラリンピックサポートセンター・上智
大学共催シンポジウム 「障がい者スポーツと国際
協力の課題－東南アジア地域を中心に」

日本財団パラリンピックサポート
センター 2017/10/20 2017/10/20 タイ/ベトナム/マレーシア/オーストラリア 4 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
Ｊクラブのユニフォームをバヌアツの子どもたち
へ！

公益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ（Jリーグ） 2017/10/20 2017/10/31 バヌアツ 589 

Hello Kitty Run MANILA 2017 株式会社トキオ・ゲッツ 2017/10/21 2017/10/21 フィリピン 10,000 

外国人とスポーツ交流をしよう！～ヨガ～ 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2017/10/25 2017/10/25 フィリピン/チリ/ハイチ/パラグアイ/ブラジル/ボリビア/コ

ートジボワール/ブルキナファソ 11 

ランニングクリニック2017 
（下肢切断者のスポーツ用義足体験） オットーボック・ジャパン株式会社 2017/10/27 2017/10/29 ドイツ 11 

中南米へのスポーツ用品を支援 NGOピースボート 2017/10/29 2017/10/30 ニカラグア 1,900 
JICA「世界の笑顔のために」プログラムへの（ソ
フトボール用具）提供　ネパール

公益財団法人日本ソフトボール協
会 2017/11/1 2017/11/30 ネパール 70 

南米における日本で考案された共生型スポーツ
普及支援事業

一般社団法人コ・イノベーション
研究所 2017/11/1 2017/12/31 アルゼンチン/ウルグアイ/パラグアイ/ブラジル/全世界 2,003 

ウガンダ北部の南スーダン難民居住地における
教育支援

特定非営利活動法人難民を助け
る会（AAR Japan） 2017/11/1 2018/3/31 ウガンダ/南スーダン 546 

Donate your fencing gear 公益社団法人日本フェンシング協
会 2017/11/1 2018/7/20 コロンビア 948 

スポーツ用具支援活動_2017 一般社団法人ホシノドリームズプ
ロジェクト 2017/11/3 2017/11/3 ラオス 800 

ランニングクリニック2017 アドバンスコースと
トレーナーズ トレーニング （下肢切断者のスポー
ツ用義足体験と指導者育成セミナー）

オットーボック・ジャパン株式会社 2017/11/4 2017/11/5 ドイツ 2 

キッズランニングスクール　2017
一般社団法人　ハビリスジャパ
ン、オットーボック・ジャパン（株）、
東京大学スポーツ先端科学研究
拠点

2017/11/5 2017/11/5 ドイツ 2 

平成29年度マレーシア派遣日本武道代表団 公益財団法人日本武道館 2017/11/8 2017/11/15 マレーシア 4,000 
ブルキナ柔道プロジェクト 一般社団法人国際文化交流協会 2017/11/8 2017/11/22 ブルキナファソ 5 
2017年ネットボールU16香港チーム来日親善交
流試合

一般社団法人日本ネットボール協
会 2017/11/14 2017/11/20 スリランカ/香港/オーストラリア 24 

第１９回女子・第１回男子全日本選手権大会への
海外チームのオープン参加・交流

一般社団法人日本ネットボール協
会 2017/11/14 2017/11/20 スリランカ/香港/マレーシア/オーストラリア/ニュージーラ

ンド 24 

京畿道野球協会トレーニングキャンプ及び日韓
交流の受け入れ 株式会社ランブリッジ 2017/11/21 2017/11/28 韓国 26 

AFRICA DREAM SOCCER TOUR supported 
by Car-Tana.com SOLTILO株式会社 2017/12/1 2018/3/31 ウガンダ/ケニア/ルワンダ 400 

ネパールパラ水泳協会との交流・水泳指導（東京）一般社団法人 日本身体障がい者
水泳連盟 2017/12/5 2017/12/6 ネパール 4 

スペシャルオリンピックス日本2017年第2回全国
ユニファイドサッカー大会 への海外選手団参加 

公益財団法人スペシャルオリンピ
ックス日本 2017/12/9 2017/12/10 韓国 20 

日in越 EKIDEN 2017 ベトナム日本商工会（JBAV） 2017/12/17 2017/12/17 ベトナム 200 

2017サニックス旗福岡国際中学生柔道大会
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2017/12/22 2017/12/29 韓国/シンガポール/台湾/中国/香港/アメリカ/オランダ/ロ
シア/アラブ首長国連邦/スリランカ 179 

ネパールパラ卓球協会へ卓球用具を届けよう 株式会社エイチ・アイ・エス 2017/12/26 2017/12/28 ネパール 60 
日本サッカーインスペクションツアー受け入れ
（日本の育成年代のスポーツ環境に関する知見の
提供）

オーシャンズジャパン株式会社、
NPO法人サロン2002 2018/1/12 2018/1/12 中国 1,253 

韓国におけるバトン普及 一般社団法人 日本バトン協会 2018/1/20 2018/1/21 韓国 49 
「日本インドネシア国交樹立60周年記念 2018Ｊ
リーグ アジアチャレンジ in インドネシア」 出場 FC東京 2018/1/27 2018/1/27 インドネシア 35,010 

「クルンシィ・アユタヤ『絆』駅伝2018」 毎日新聞社、ＲＫＢ毎日放送 2018/1/28 2018/1/28 タイ 1,100 
SPORVA WINTER PROGRAM SPORVA FOOTBALL ACADEMY 2018/1/28 2018/2/4 韓国/中国 35 
アドリアナ･ディアス選手の強化活動受け入れ 株式会社タマス 2018/1/29 2018/2/17 アメリカ/カナダ/北マリアナ諸島/グアム 2 
南米卓球留学生の強化活動受け入れ 株式会社タマス 2018/2/1 2018/3/2 アルゼンチン/ブラジル 5 
第38回札幌国際スキーマラソン大会における海
外のアマチュア選手の参加と選手交歓会におけ
る国内・海外選手の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2018/2/3 2018/2/4

タイ/アメリカ/カナダ/イタリア/エストニア/スイス/スウェー
デン/チェコ/デンマーク/ドイツ/ノルウェー/フィンランド/ポ
ーランド/ロシア/オーストラリア/イスラエル

120 

ヨーロッパにおける剣道の技術向上及び国際普
及活動 国際武道大学 2018/2/17 2018/2/21 オーストリア/クロアチア/スイス/スロバキア/チェコ/ハンガ

リー 102 

京都マラソン2018 京都市 2018/2/18 2018/2/18 全世界 2,102 

外国人とスポーツ交流をしよう！～ピラティス～ 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2018/2/21 2018/2/21 ミャンマー/パラグアイ 2 

アジア地区に於けるソフトテニス支援活動 一般社団法人チーム・ケーチルド
レン 2018/2/21 2018/2/27 インドネシア/カンボジア/タイ/台湾/中国/モンゴル 158 

サニックス Open 新体操チーム選手権 2018
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2018/2/22 2018/2/27 韓国/中国/カザフスタン/ブルガリア 25 

ミャンマー野球普及活動（包括申請） 株式会社LMK 2018/2/23 2018/2/27 ミャンマー 100 
東京マラソン フレンドシップラン2018でのラジ
オ体操指導 ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟 2018/2/24 2018/2/24 全世界 1,400 

第30回昭和新山国際雪合戦
一般社団法人国際雪合戦連合、
壮瞥町、NPO法人雪合戦インタ
ーナショナル

2018/2/24 2018/2/25 中国/モンゴル/カナダ/ノルウェー/フィンランド/ロシア 47 

ミャンマーの小学校におけるスポーツイベントの
開催、スポーツ用具の寄付 学生団体SPW 2018/2/24 2018/3/5 ミャンマー 179 

ネパール・バクタプルにおける野球親善試合 ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラ
スの会 2018/2/25 2018/2/25 ネパール 260 

カンボジアにおける運動会・体育・スポーツ支援
活動　（2017年度） 国際武道大学 2018/2/25 2018/3/9 カンボジア 1,976 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
オーストラリア合宿における国際交流 大竹サーフライフセービングクラブ 2018/2/26 2018/3/18 オーストラリア 30 

Diversity Voyage in Phnom Penh 一般社団法人グローバル教育推
進プロジェクト（GiFT） 2018/2/27 2018/3/7 カンボジア 104 

障害者スポーツ交流事業　ドイツの障害者スポ
ーツの先進的な取り組みを日本に紹介する事業

一般社団法人コ・イノベーション
研究所 2018/3/1 2018/3/7 ドイツ 1 

チリにおける体育・バレーボール普及支援活動 VOLAJA（El Club de Voleibol 
Latinoamerica en Jap?n） 2018/3/2 2018/3/16 チリ 700 

ラオスの小学校におけるスポーツイベントの開
催、スポーツ用具の寄付 学生団体SPW 2018/3/2 2018/3/18 ラオス 573 

WHITE RIBBON RUN 公益財団法人ジョイセフ 2018/3/3 2018/3/4
インド/インドネシア/カンボジア/タイ/中国/ネパール/フィリ
ピン/ベトナム/ミャンマー/イギリス/オランダ/ドイツ/ルクセ
ンブルグ/ヨルダン/ガーナ/ケニア/ザンビア

188 

フランス女子選手（カデット、ジュニア）の強化
援助 株式会社タマス 2018/3/4 2018/3/28 フランス 3 

日越国交45周年記念卓球交流事業 シチズン時計株式会社 2018/3/5 2018/3/10 ベトナム 100 

名古屋マラソンフェスティバル
（名古屋シティマラソン2018）

マラソンフェスティバル　ナゴヤ・
愛知　組織・実行委員会、名古屋
市・名古屋市教育委員会・公益財
団法人名古屋市教育スポーツ協会

2018/3/10 2018/3/11 全世界 294 

「セントラルスポーツちびっ子スイミングチャレン
ジ」会場における 水泳用具の物品募集事業 セントラルスポーツ株式会社 2018/3/10 2018/10/22 ザンビア 30 

1． DOUBLE DUTCH CONTEST WORLD 
2018 

2． DOUBLE DUTCH SPRING CAMP 2018
特定非営利活動法人日本ダブル
ダッチ協会 2018/3/11 2018/3/14 韓国/中国/香港/アメリカ/フランス/ベルギー 93 

No Sight But Onsight　～クライミングをケニ
アの視覚障害のある子どもたちに～ NPO法人モンキーマジック 2018/3/12 2018/3/16 アメリカ/ケニア 99 

スリランカアスリート・コーチ支援事業 一般社団法人アスリートソサエティ 2018/3/13 2018/3/14 スリランカ 30 

サニックス杯国際ユースサッカー大会2018
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2018/3/13 2018/3/20 韓国/台湾/中国/マレーシア/ロシア/全世界 115 

埼玉国際サッカーフェスティバル2018

埼玉国際サッカーフェスティバル
実行委員会（構成団体）公益財団
法人埼玉県サッカー協会、埼玉県、
さいたま市、埼玉県高等学校体
育連盟サッカー専門部、浦和レッ
ドダイヤモンズ_、エヌ・ティ・テ
ィ・スポーツコミュニティ_、_エ
フエムナックファイブ、埼玉新聞
社、テレビ埼玉

2018/3/16 2018/3/18 韓国/タイ/ブラジル/オーストラリア 85 

【SAMURAI TRIP×ミャンマー剣道連盟共同事
業】ミャンマー初のオープン剣道大会を開催 株式会社パークフォーアス 2018/3/18 2018/3/18 韓国/タイ/台湾/フィリピン/香港/ミャンマー 51 

ミャンマーへの剣道防具寄贈事業 株式会社パークフォーアス 2018/3/20 2018/4/20 ミャンマー 60 
フィリピンの子供達にバトンを贈ろう! 一般社団法人日本バトン協会 2018/3/23 2018/3/25 フィリピン 136 
世界にバドミントン仲間を増やそう！
（千葉大学オープンバドミントン大会） 千葉大学バドミントン部 2018/3/25 2018/3/25 モルディブ 18 

2017年度日中青年メディア関係者代表団第3陣
へのラジオ体操指導 NPO法人全国ラジオ体操連盟 2018/3/27 2018/3/27 中国 30 

「子どもの命」を守るサッカーグラウンドづくりプ
ロジェクト（ブラジル） love.futbol Japan 2018/4/1 2018/11/30 ブラジル 700 

アスリート留学生プロジェクト（2018） 株式会社太陽インダストリーアフ
リカ 2018/4/1 2019/3/31 ナイジェリア 6 

浦和レッズ　ハートフルサッカー in アジア 2018
（包括申請） 浦和レッドダイヤモンズ株式会社 2018/4/1 2019/3/31 ベトナム 242 

世界の野球グローブ支援プロジェクト（2018） 読売新聞社 2018/4/1 2019/3/31 全世界 1,400 

国際武道大学による外国人武道・スポーツ研修
者に対する支援活動（2018年度） 国際武道大学 2018/4/1 2019/3/31

韓国/中国/香港/マレーシア/アメリカ/カナダ/エクアドル/
コロンビア/ブラジル/メキシコ/イギリス/イタリア/ウクライ
ナ/オーストリア/クロアチア/スロベニア/デンマーク/フィン
ランド/ポーランド/オーストラリア/南アフリカ

266 

訪日外国人向け剣道体験（包括案件）2018 株式会社パークフォーアス 2018/4/1 2019/3/31

インド/シンガポール/台湾/中国/フィリピン/ベトナム/香港
/アメリカ/カナダ/メキシコ/アイルランド/イギリス/オランダ
/スウェーデン/チェコ/ドイツ/ノルウェー/フランス/ブルガリ
ア/ポーランド/ロシア/オーストラリア/ニュージーランド/ア
ラブ首長国連邦/南アフリカ

906 

外国人とスポーツ交流をしよう！2018（包括） 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団　札幌国際交流館 2018/4/1 2019/3/31 スリランカ/ネパール/ベトナム/アルゼンチン/パラグアイ/ブ

ラジル/ボリビア/イタリア/ハンガリー/フィンランド/全世界 15 

対ベトナム「初等義務教育・ヘキサスロン運動プ
ログラム導入普及促進事業」2018年度 ミズノ株式会社 2018/4/1 2019/3/31 ベトナム 273,848 

ITTF-ニッタクドリームビルディング難民支援 日本卓球株式会社 2018/4/1 2020/3/31 ヨルダン 156 
スポーツ支援プロジェクト スポーツデータバンク株式会社 2018/4/20 2018/4/23 タイ 43 

サニックスワールドラグビーユース交流大会
2018

株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2018/4/26 2018/5/6 台湾/カナダ/イギリス/フランス/ロシア/オーストラリア/ニ
ュージーランド/フィジー/南アフリカ/全世界 356 

第4回YAMANASHI Jr TRAIL RUN in 武田の杜 FUJIO PROJECT 2018/5/12 2018/5/13 インド/香港/アメリカ/オーストラリア 34 
第12回チアリーディング アジア インターナショ
ナルオープン チャンピオンシップ  
第5回アジアン ジュニア チアリーディング チャ
ンピオンシップ

公益社団法人日本チアリーディン
グ協会 2018/5/12 2018/5/13 インドネシア/韓国/タイ/台湾/フィリピン/香港/カザフスタ

ン 270 

第27回障害者シンクロナイズドスイミングフェ
スティバル　～京都市障害者スポーツセンター開
設30周年記念事業ソロ競技会～

日本障害者シンクロナイズドスイ
ミング協会 2018/5/12 2018/5/13 アメリカ/ブラジル/メキシコ/イタリア 55 

「ロシアにおける日本年」「日本におけるロシア年」
開会式 日本武道館「鏡開き式」一行派遣事業 外務省、公益財団法人日本武道館 2018/5/23 2018/5/30 ロシア 850 

韓国におけるバトン普及活動  #2 一般社団法人日本バトン協会 2018/5/25 2018/5/27 韓国 30 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
ワールド声かけ隊」 スポーツ観戦時や観光シーン
における、訪日外国人に向けた熱中症予防啓発
活動

熱中症予防声かけプロジェクト 2018/6/1 2018/8/31 全世界 587 

日本台湾友好サッカークリニック
（日本台灣友好的足球教學示範） 日本サッカー名蹴会 2018/6/9 2018/6/10 台湾 150 

カンボジア・ゴールボールチームへのボール提供 一般社団法人日本ゴールボール協
会 2018/6/9 2018/7/4 カンボジア 12 

ポーランドにおける障がい者武道の普及活動 国際武道大学 2018/6/15 2018/6/15 ポーランド 696 

移民110周年・ブラジルラジオ体操連盟創立40
周年記念１万人大会でのラジオ体操指導

NPO法人全国ラジオ体操連盟　
日伯ラジオ体操普及交流推進の
会

2018/6/17 2018/6/17 ブラジル 900 

2018年ウンピアム難民キャンプサッカーフェステ
ィバル

公益社団法人シャンティ国際ボラ
ンティア会（ＳＶＡ）メーソット事
務所（ミャンマー（ビルマ）難民事
業事務所）

2018/6/20 2018/6/20 タイ 170 

開発途上国への物品の提供 特定非営利活動法人矢巾町体育
協会 2018/6/26 2018/7/20 アメリカ/ジャマイカ/メキシコ

韓国におけるバトン普及活動  #3 一般社団法人日本バトン協会 2018/6/30 2018/7/1 韓国 10 
サウジアラビア・ダンマーム「Mangacon（マン
ガコン）」 でのラジオ体操などの紹介 株式会社漫画家学会 2018/7/5 2018/7/7 サウジアラビア 1,000 

日本・カナダアイスホッケー国際交流 
「JCIH 2018」

特定非営利法人東北海道スポー
ツコミッション 2018/7/8 2018/7/26 カナダ 40 

ベトナム空手チームトレーニングキャンプの受け
入れ

長崎県、長崎市、長崎県スポーツ
コミッション 2018/7/9 2018/7/31 ベトナム 8 

ベトナムスポーツ総局とのスポーツ国際貢献・交
流事業2018（包括）

長崎県・長崎市・長崎県スポーツ
コミッション 2018/7/9 2018/11/5 ベトナム 3 

サポユニfor smile 公益社団法人日本プロサッカーリ
ーグ（Jリーグ） 2018/7/11 2018/7/11 ツバル 300 

アジア太平洋こども会議・イン福岡 招聘事業　
スポーツ交流事業 2018 「タグラグビー教室」

福岡県・福岡市　（ラグビーワー
ルドカップ2019福岡開催推進委
員会）

2018/7/12 2018/7/24 インド/スリランカ/バングラデシュ/フィリピン/ミャンマー/
ロシア 8 

卓球台天板ケニア支援 株式会社三英 2018/7/14 2018/7/14 ケニア 5,000 
オリエンテーリングを通じたニュージーランドと
の交流

公益社団法人日本オリエンテーリ
ング協会 2018/7/14 2018/8/12 ニュージーランド 400 

SPORVA SUMMER PROGRAM SPORVA 2018/7/17 2018/7/24 中国 25 

久慈市における卓球バレーを通じた国際交流事
業

一般社団法人コ・イノベーション
研究所 2018/7/21 2018/7/22

パキスタン/ラオス/アンティグア・バーブーダ/セントルシア/
ドミニカ国/バヌアツ/パプアニューギニア/サウジアラビア/
ジンバブエ

9 

第10回名球会杯全国選抜選手権大会 スポーツデータバンク株式会社 2018/7/30 2018/8/3 韓国 12 
スリランカ職能団体組合を通じてのサッカー用
品の供与

一般社団法人フォーレンスポーツ
アカデミー 2018/8/1 2019/1/20 スリランカ 270 

障がい者スポーツ交流及び支援 2018（包括） 特定非営利活動法人しずおか障
がい者フライングディスク協会 2018/8/1 2019/3/31 ネパール 60 

ASEANキッズ・デー2018
国際機関日本アセアンセンターお
よび一般社団法人日本フリースタ
イルフットボール協会

2018/8/4 2018/8/4 ASEAN 280 

第17回日本スカウトジャンボリーでのJADA教育
パッケージ：New MO!セッション実施

公益財団法人ボーイスカウト日本
連盟 2018/8/6 2018/8/9 全世界 562 

GSAドリームキャンプ2018 -ケニア・ナイロビ（キ
ベラスラム）の子どもたちに向けたスポーツ・環
境教育プログラムの実施-

NPO法人グローバル・スポーツ・
アライアンス（GSA） 2018/8/6 2018/8/17 ケニア 300 

エチオピア「フィスチュラ病院」でのチアエクサ
サイズ体験 NPO法人カワゴエ・マス・メディア 2018/8/13 2018/8/18 エチオピア 130 

ジュニアユースサッカーフェスタ2018 イン カン
ボジア

特定非営利活動法人NGO活動教
育研究センター（NERC） 2018/8/24 2018/8/28 カンボジア 1,220 

Hello Kitty Run China 成都 2018 株式会社トキオ・ゲッツ 2018/8/25 2018/8/25 中国 3,800 
中国山西省大同市教育委員会修学旅行生へのラ
ジオ体操指導

古淵鵜野森体操会、NPO法人全
国ラジオ体操連盟 2018/8/25 2018/8/25 中国 50 

カンボジアの教員を対象とした体育（運動）講習
会

非営利活動法人アジアの子どもた
ちの就学を支援する会 2018/8/25 2018/8/26 カンボジア 32 

モンゴルへのスポーツ用品提供 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2018/9/1 2018/10/12 モンゴル 15 

殺人・麻薬・ギャングが身近な地域で青少年と
地域住民がつくる未来を育む運動会／スポーツ
推進活動

特定非営利活動法人AMDA社会
開発機構 2018/9/1 2019/3/31 ホンジュラス 450 

Diversity Voyage in Phnom Penh 2018 
Summer

一般社団法人グローバル教育推
進プロジェクト（GiFT） 2018/9/4 2018/9/12 カンボジア 87 

釜石キッズラグビー国際交流プログラム 一般社団法人子どもスポーツ国際
交流協会 2018/9/14 2018/9/17 台湾/オーストラリア 17 

ネパールにおけるグラウンド建設事業 ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラ
スの会 2018/9/15 2018/9/18 ネパール 600 

海外選手団・審判員交流事業 総合選手権大会実行委員会
（主催：日本拳法全国連盟） 2018/9/16 2018/9/16 アメリカ/メキシコ/イタリア/フランス 24 

日本-ザンビアハンドボール交流プロジェクト　
2018

公益財団法人日本ハンドボール協
会、日本-ザンビアハンドボール交
流プロジェクト事務局

2018/9/18 2019/3/31 ザンビア 5 

ウガンダ選手との交流 筑波大学体育会オリエンテーリン
グ部 2018/9/19 2018/9/23 ウガンダ 100 

ジャカルタ絆駅伝2018 毎日新聞社 2018/9/23 2018/9/23 インドネシア 1,100 

イオンカップ2018世界新体操クラブ選手権 イオンリテール株式会社、公益社
団法人日本新体操連盟 2018/9/28 2018/9/30 全世界 5 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
Hello Kitty Run Manila 2018 株式会社トキオ・ゲッツ 2018/9/30 2018/9/30 フィリピン 5,000 

「ロシアにおける日本年」「日本におけるロシア年」
開会式 日本武道青年代表団ロシア派遣事業 公益財団法人日本武道館 2018/9/30 2018/10/5 ロシア 3,000 

バヌアツサーフボード贈呈プロジェクト 阿南市サーフィン連盟 2018/10/1 2019/4/30 バヌアツ 100 
モルドバへのバドミントン用具供与 鶴岡市・日本バドミントン協会 2018/10/5 2018/10/5 モルドバ 50 

第1回アジアラグビー交流フェスタ
ラグビーワールドカップ２０１９福
岡開催推進委員会　公益財団法
人日本ラグビーフットボール協会

2018/10/6 2018/10/8 スリランカ/台湾/バングラデシュ/フィリピン/ブルネイ/マ
カオ/マレーシア 137 

在日マレーシア留学生ネットボール大会 一般社団法人　日本ネットボール
協会 2018/10/7 2018/10/7 マレーシア 20 

サニックスカップU-17国際ハンドボール交流大
会2018

一般財団法人サニックススポーツ
振興財団、株式会社サニックス、
株式会社グローバルアリーナ

2018/10/10 2018/10/16 韓国/台湾/カナダ/オランダ 82 

Universal Soccer Festival in Taipei 2018 特定非営利活動法人静岡FIDサッ
カー連盟 2018/10/13 2018/10/13 台湾 97 

Deaf Beach Volleyball Friendship Games 
2018 in Japan

一般社団法人日本デフビーチバレ
ーボール協会 2018/10/19 2018/10/21 ポーランド/オーストラリア 10 

ランニングクリニック2018
（下肢切断者のスポーツ用義足体験） オットーボック・ジャパン株式会社 2018/10/26 2018/10/28 カナダ/ドイツ 5 

関釜親善ヨットレース大会 下関市セーリング連盟 2018/10/27 2018/10/28 韓国 16 
第10回TOKYO Jr TRAILRUN FUJIO PROJECT 2018/10/28 2018/10/28 アメリカ 50 

「ロシアにおける日本年」「日本におけるロシア年」
開会式 ロシア武道代表団日本招聘事業

日本武道館、日本武道協議会、
全国都道府県立武道館協議会、
ロシア武道連盟、沖縄県立武道
館、沖縄県教育委員会、兵庫県
立武道館、兵庫県教育委員会、
兵庫県体育協会、日露青年交流
センター

2018/10/29 2018/11/5 ロシア 66 

ITTFによる国際協力プログラムへの協力（ITTF 
Development Program Worldwideへの協
力等）

株式会社タマス 2018/11/1 2019/3/31 スロバキア/ドイツ 18,250 

彩の国　国際親善ソフトテニスフェスティバル
2018

一般社団法人チーム・ケーチルド
レン 2018/11/2 2018/11/4 タイ 210 

第２回　知的障がい者日韓交流スポーツプログ
ラム

一般社団法人全日本知的障がい
者スポーツ協会 2018/11/2 2018/11/4 韓国 38 

日in越EKIDEN 2018 ベトナム日本商工会議所（JCCI）
スポーツ文化委員会 2018/11/4 2018/11/4 ベトナム 410 

日本・インドネシア国交樹立60周年記念事業　
平成30年度インドネシア共和国派遣日本武道代
表団

公益財団法人日本武道館、日本
武道協議会 2018/11/7 2018/11/14 インドネシア 2,000 

第3回　カンボジア「くっくま孤児院」の子ども
達とサッカー交流

一般社団法人アセアン・リユー
ス・プロジェクト/株式会社クーバ
ー・コーチング・ジャパン

2018/11/13 2018/11/13 カンボジア 20 

サニックスCUP国際新体操団体選手権2018
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2018/11/14 2018/12/1 台湾/ブルガリア/ロシア/オーストラリア 36 

交通安全・ベトナム絆駅伝2018inハノイ 毎日新聞社 2018/11/18 2018/11/18 ベトナム 29,000 
ライフセービング世界大会における意見交換事
業

大竹サーフライフセービングクラ
ブ 2018/11/24 2018/11/24 インド 10 

アンバエたまたまプロジェクト バヌアツ・ナバンガ　ピキニニ友
好協会 2018/12/5 2019/3/31 バヌアツ

スマトラ島沖地震チャリティーマラソンツアー 順天堂大学スポーツ健康科学部 2018/12/20 2018/12/26 タイ 200 
台湾遠征
（第21屆諸羅山盃國際軟式少年棒球大會） スポーツデータバンク株式会社 2018/12/21 2018/12/29 台湾 220 

2018サニックス旗福岡国際中学生柔道大会
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2018/12/22 2018/12/29 インド/シンガポール/スリランカ/台湾/中国/香港/アメリカ
/ロシア 161 

クルンシィ・アユタヤ絆駅伝2019 毎日新聞社、ＲＫＢ毎日放送 2019/1/13 2019/1/13 タイ 2,742 
日本・ブータン王国卓球交流事業
（ブータン卓球ホール落成記念イベント） シチズン時計株式会社 2019/1/28 2019/2/4 ブータン 150 

カンボジア・バッタンバンの孤児院への運動着
提供について 国際協NGO SC HURRAY 2019/2/1 2019/5/12 カンボジア 50 

第39回札幌国際スキーマラソン大会における海
外のアマチュア選手の参加と選手交歓会におけ
る国内・海外選手の交流

一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2019/2/3 2019/2/3

韓国/タイ/香港/モンゴル/アメリカ/カナダ/エストニア/オー
ストリア/オランダ/スウェーデン/スペイン/チェコ/ドイツ/ノ
ルウェー/フィンランド/フランス/ベラルーシ/ベルギー/ポー
ランド/ロシア/オーストラリア/ニュージーランド

109 

Non-Borderボッチャ交流会の開催 特定非営利活動法人サロン2002 2019/2/11 2019/2/11 ネパール/ナイジェリア 42 
ザンビアにおける思春期の女性を対象にしたス
ポーツを通じたエンパワメントプロジェクト 公益財団法人ジョイセフ 2019/2/11 2019/2/24 ザンビア 240 

ベースボールフェスタin南さつま 南さつま市体育協会 2019/2/11 2019/3/14 韓国 120 
京都マラソン2019 京都市 2019/2/17 2019/2/17 全世界 2,419 
スポーツ国際交流体験 リーフラス株式会社 2019/2/17 2019/2/17 中国 13 
ヨーロッパにおける剣道の技術向上及び国際普
及活動（2018年度） 国際武道大学 2019/2/17 2019/2/21 オーストリア/スイス/スロバキア/スロベニア/チェコ/ハンガ

リー 73 

カンボジアにおける運動会・体育支援活動
（2018年度） 国際武道大学・セノー株式会社 2019/2/19 2019/3/4 カンボジア 878 

サニックスOpen新体操チーム選手権2019
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2019/2/22 2019/2/24 韓国/ブルガリア/ロシア 29 

小学校におけるスポーツイベントの開催、スポー
ツ用具の寄付 学生団体SPW 2019/2/24 2019/3/18 ミャンマー/ラオス 710 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
第8回タイインターナショナルソフトテニスチャン
ピオンシップ2019

一般社団法人チーム・ケーチルド
レン 2019/2/27 2019/3/5 インド/タイ/中国 121 

発展途上国等へのスポーツ用具の提供 日本公共スポーツ施策推進協議
会 2019/3/1 2020/3/31 全世界

WHITE RIBBON RUN2019（ホワイトリボンラ
ン2019） 公益財団法人ジョイセフ 2019/3/2 2019/3/3

ベトナム/ミャンマー/アメリカ/カナダ/イギリス/イタリア/タ
ジキスタン/ソロモン諸島/ニュージーランド/アフガニスタ
ン/ガーナ/ケニア/ザンビア/タンザニア

202 

名古屋マラソンフェスティバル（名古屋シティマ
ラソン2019）

マラソンフェスティバル　ナゴヤ・
愛知　組織・実行委員会、名古屋
市・名古屋市教育委員会・公益財
団法人名古屋市教育スポーツ協会

2019/3/8 2019/3/10
韓国/シンガポール/スリランカ/タイ/台湾/中国/フィリピン
/ベトナム/香港/マレーシア/アメリカ/カナダ/コロンビア/ブ
ラジル/メキシコ/イギリス/デンマーク/ドイツ/フランス/ベ
ルギー/オーストラリア

240 

ベトナム卓球支援交流事業 シチズン時計株式会社　卓球部 2019/3/11 2019/3/16 ベトナム 70 
Diversity Voyage in Phnom Penh 2019 
Spring

一般社団法人グローバル教育推
進プロジェクト（GiFT） 2019/3/12 2019/3/20 カンボジア 87 

サニックス杯国際ユースサッカー大会2019
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2019/3/14 2019/3/17 韓国/中国/マレーシア 86 

埼玉国際サッカーフェスティバル2019

埼玉国際サッカーフェスティバル
実行委員会（構成団体）公益財団
法人埼玉県サッカー協会、埼玉県、
さいたま市、浦和レッドダイヤモ
ンズ_、エヌ・ティ・ティ・スポー
ツコミュニティ_、_エフエムナッ
クファイブ、_埼玉新聞社、_テレ
ビ埼玉、_株式会社エルフェンス
ポーツクラブ

2019/3/15 2019/3/17 全世界 100 

アスリート留学生プロジェクト（2019） 株式会社太陽インダストリーアフ
リカ 2019/4/1 2020/3/31 ナイジェリア 4 

対ベトナム社会主義共和国　初等義務教育　ミ
ズノヘキサスロン運動プログラム導入普及促進
事業

ミズノ株式会社 2019/4/1 2020/3/31 ベトナム 13,124 

外国人とスポーツ交流をしよう！2019（包括） 一般財団法人札幌市スポーツ協
会　札幌国際交流館 2019/4/1 2020/3/31

韓国/中国/フィリピン/アメリカ/カナダ/アルゼンチン/パラ
グアイ/ブラジル/ボリビア/イギリス/ハンガリー/フランス/
エジプト/チュニジア

19 

「存在するのはルールだけ！」国籍・障がい・
年齢・性別・SOG Iなど全ての壁を取り払
い「誰もがありのままに、自分らしく」第9回
FutureDreamカップ

特定非営利活動法人日本ダイバー
シティ・スポーツ協会 2019/4/6 2019/4/7 全世界 20 

カセサート大学（タイ）と連係したスポーツ科学・
マネジメント研修 順天堂大学 スポーツ健康科学部 2019/4/20 2019/4/26 タイ 9 

サニックスワールドラグビーユース交流大会
2019

株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2019/4/28 2019/5/5 韓国/カナダ/ウルグアイ/イギリス/ロシア/オーストラリア/ニ
ュージーランド/南アフリカ 348 

「僕らで世界を動かそう」 スポーツが繋ぐ日本と
アフリカの子供達 freewill 2019/4/30 2019/4/30 ジンバブエ 100 

障害者スポーツのメガイベントの社会的インパク
トに関するシンポジウム開催

一般社団法人コ・イノベーション
研究所 2019/5/18 2019/5/18 イギリス 1 

北海道ベースボールアカデミーへのスリランカ人
野球選手派遣プロジェクト 日本・スリランカ野球友好協会 2019/6/10 2019/9/9 スリランカ

スポーツこども国際会議 福岡県 2019/7/22 2019/7/22

インドネシア/韓国/カンボジア/シンガポール/スリランカ/タ
イ/台湾/中国/ネパール/パキスタン/バングラデシュ/フィリ
ピン/ブータン/ベトナム/香港/マレーシア/ミャンマー/モル
ディブ/モンゴル/ラオス/アメリカ/ペルー/フランス/ロシア/
オーストラリア/キリバス/クック諸島/ソロモン諸島/ツバル
/トンガ/ニュージーランド/バヌアツ/パプアニューギニア/パ
ラオ/フィジー/ミクロネシア/ニューカレドニア/全世界

297 

名球会杯国際軟式野球大会2019 in OKINAWA スポーツデータバンク株式会社 2019/7/30 2019/8/2 中国
カンボジアの「ワットルン小学校」にドッジボー
ルの楽しさを伝えよう！

非営利活動法人アジアの子どもた
ちの就学を支援する会 2019/8/2 2019/8/2 カンボジア 100 

ライフセービングトレーニングを通じた国際交
流

大竹サーフライフセービングクラ
ブ 2019/8/4 2019/8/21 オーストラリア 2 

第15回アジアスポーツマネジメント学会 女性スポーツ研究センター、日本
スポーツマネジメント学会 2019/8/7 2019/8/9 全世界 100 

第２回カンボジア教員体育講習会　～２０１９夏
～

非営利活動法人アジアの子どもた
ちの就学を支援する会 2019/8/12 2019/8/13 カンボジア 550 

東アジアＵ－１５ベースボール宮崎大会２０１９ 東アジアＵ－１５ベースボール宮
崎大会２０１９実行委員会 2019/8/16 2019/8/21 韓国/スリランカ/台湾 175 

ＫＡＭＡＩＳＨＩ　ＫＩＤＳ　ＴＲＹ　２０１９ 一般社団法人子どもスポーツ国際
交流協会 2019/8/17 2019/8/18 台湾/フィジー 19 

第16回日韓親善少年サッカー交流事業 旭川地区サッカー協会 2019/8/23 2019/8/27 韓国 130 
ルワンダ・トライアスロン普及サポートプロジェ
クト

公益社団法人日本トライアスロン
連合 2019/8/23 2019/12/20 ルワンダ 200 

ガールズサッカーフェスタ2019 イン カンボジア 特定非営利活動法人NGO活動教
育研究センター（NERC） 2019/8/24 2019/8/27 カンボジア 520 

第3回アジアジュニア・ユースオリエンテーリン
グ選手権大会

公益社団法人日本オリエンテーリ
ング協会 2019/8/27 2019/9/1

インドネシア/韓国/北朝鮮/シンガポール/タイ/台湾/中国/
ネパール/香港/マカオ/マレーシア/カザフスタン/キルギス/
イラン

123 

Diversity Voyage in Phnom Penh 2019 
Summer

一般社団法人グローバル教育推
進プロジェクト（GiFT） 2019/9/3 2019/9/11 カンボジア 87 

ジャカルタ「絆」駅伝2019 毎日新聞社 2019/9/15 2019/9/15 インドネシア 5,000 
第2回デフビーチバレーボール国際親善大会in田
の浦

一般社団法人日本デフビーチバレ
ーボール協会 2019/9/21 2019/9/23 ドイツ/ポーランド 10 

2019  JA PAN  OPEN  Ch e e r l e a d i n g 
Championship

一般社団法人日本スポーツチア＆
ダンス連盟 2019/9/28 2019/9/29 タイ/台湾/中国/パキスタン/モンゴル 383 
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案件名_日 実施団体 実施期間
開始日

実施期間
終了日 対象国・地域 被益者数

（報告値）
「２０１９年ラグビーワールドカップ普及啓発事
業」国際交流プログラム事業（受入型）

公益財団法人日本ラグビーフット
ボール協会 2019/10/1 2019/10/8 サモア/トンガ/フィジー 18 

モンゴルへのスポーツ用具（スケート靴）提供 一般財団法人さっぽろ健康スポー
ツ財団 2019/10/1 2020/3/31 モンゴル 78 

サニックスカップU-17国際ハンドボール交流大
会2019

株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2019/10/18 2019/10/20 韓国/台湾/香港/ドイツ 81 

Universal Soccer Festival in Taipei & 
Taoyuan  2019　 ＮＰＯ法人静岡ＦＩＤサッカー連盟 2019/10/19 2019/10/20 台湾 206 

イオンカップ2019世界新体操クラブ選手権 イオンリテール株式会社、公益社
団法人日本新体操連盟 2019/10/25 2019/10/27 全世界 33 

ランニングクリニック2019　
（下肢切断者のスポーツ用義足体験）

オットーボック・ジャパン株式会
社 2019/10/25 2019/10/27 ドイツ 2 

第40回釜関親善ヨットレース大会 下関市セーリング連盟 2019/10/26 2019/10/27 韓国 30 
日本・オーストリア友好150周年記念事業　令和
元年度オーストリア共和国派遣日本武道代表団 公益財団法人日本武道館 2019/11/6 2019/11/13 オーストリア 3,000 

サニックスCUP国際新体操団体選手権2019
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックススポーツ振興財団、
株式会社グローバルアリーナ

2019/11/13 2019/11/19 台湾/ブルガリア/ロシア/オーストラリア 37 

交通安全・ベトナム絆駅伝2019inハノイ ベトナム公安省、共催：毎日新聞
社 2019/11/17 2019/11/17 ベトナム 3,000 

第１０回チアリーディング世界選手権大会

公益社団法人日本チアリーデ
ィング協会（FJCA）、国際チ
アリーディング連盟（ＩＦＣ：
International Federation of 
Cheerleading）

2019/11/23 2019/11/24

インドネシア/韓国/カンボジア/シンガポール/タイ/台湾/フ
ィリピン/アメリカ/アルゼンチン/エクアドル/キューバ/チリ
/ブラジル/ベネズエラ/ペルー/ボリビア/イギリス/イタリア/
ウクライナ/オランダ/カザフスタン/キルギス/クロアチア/ス
ペイン/スロベニア/ドイツ/ポーランド/ラトビア/リトアニア/
ロシア

659 

バヌアツ、アンバエ島火山被災児支援（アンバエ
たまたまプロジェクト 2019）

バヌアツ・ナバンガ　ピキニニ友
好協会 2019/12/15 2019/12/21 バヌアツ 150 

台湾遠征
（第22屆諸羅山盃國際軟式少年棒球大會） スポーツデータバンク株式会社 2019/12/20 2019/12/28 台湾 270 

第2回Non-Borderボッチャ交流会の開催 特定非営利活動法人サロン2002 2019/12/22 2019/12/22 イギリス/カメルーン/ケニア/タンザニア/ナイジェリア 9 

サニックス旗福岡国際中学生柔道大会2019
株式会社サニックス、一般財団法
人サニックスワールドユース、株
式会社グローバルアリーナ

2019/12/23 2019/12/27 韓国/スリランカ/台湾/中国/日本/香港/マカオ/モンゴル/
アメリカ/スロベニア/ロシア/アラブ首長国連邦 154 

クルンシィ・アユタヤ絆駅伝2020 毎日新聞社、RKB毎日放送 2020/1/12 2020/1/12 タイ 3,000 

ASIA × OKINAWA 空手交流キャンプ
スポーツデータバンク株式会社
（スポーツデータバンク沖縄株式
会社）

2020/2/20 2020/2/24 タイ 9 

Diversity Voyage in Phnom Penh 2020 
Spring

一般社団法人　グローバル教育
推進プロジェクト（GiFT） 2020/3/3 2020/3/11 ASEAN 68 

The 1st 3&3 Mixed Volleyball World Cup 特定非営利活動法人日本混合バ
レーボール連盟 2020/3/5 2020/3/8 北朝鮮/香港/アメリカ/カザフスタン/ロシア 152 

A-GOALプロジェクト 一般社団法人A－GOAL 2020/5/16 2021/3/31 ケニア/ナイジェリア/マラウイ 10,599 
外国人とスポーツ交流しよう！～YOGA～ 一般財団法人札幌市スポーツ協会 2020/10/4 2020/10/4 インド/アメリカ/キルギス/ロシア 6 
ワールドスポーツフェスティバル 一般財団法人札幌市スポーツ協会 2020/10/10 2020/10/10 全世界

オンラインUNDOUKAI
クラーク記念国際高等学校横浜
キャンパスグローバルスポーツ専
攻

2020/10/16 2020/11/28 ネパール 16 

ペルー体育教師等向けのラジオ体操オンライン
講習会 NPO法人全国ラジオ体操連盟 2021/1/19 2021/2/9 ペルー 11,510 

Fun on Sapporo Virtual Race　
～札幌国際スキーマラソン2021～ 一般財団法人札幌市スポーツ協会 2021/2/7 2021/3/7

シンガポール/香港/アメリカ/カナダ/アイスランド/アイルラ
ンド/イギリス/イタリア/エストニア/オーストリア/オランダ/
スイス/スウェーデン/スペイン/スロバキア/スロベニア/チェ
コ/ドイツ/ノルウェー/ハンガリー/フィンランド/フランス/ポ
ーランド/ラトビア/ロシア/オーストラリア/ニュージーランド

206 

ヨルダン大学主催国際会議における基調講演
（Third International Conference on Sport 
Sciences）

GMSSヒューマンラボ 2021/3/16 2021/3/17 タイ/マレーシア/アメリカ/オーストリア/ドイツ/フランス/オ
ーストラリア/イラク/クウェート/ヨルダン/レバノン/エジプト 70 

トルコにおける国際会議での招待講演
（Sport For All Summit & 4th International 
Conference On Sport For All）

GMSSヒューマンラボ 2021/5/21 2021/5/23 イギリス/オマーン/トルコ 103 

第1回 フセイニカスタム病院 × TAIYO Cup TAIYO株式会社 2021/10/1 2021/10/23 ナイジェリア 5,066 
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スポーツ庁委託事業　「戦略的二国間スポーツ国際貢献事業」
実施団体：独立行政法人日本スポーツ振興センター 20212021
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